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0 TET の第一歩

0.1 ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ール
TET は、Windows システム群に対し ては MSI イ ン ス ト ーラの形で頒布され、 それ以外のす

べての対応オペレーテ ィ ングシステムに対し ては圧縮アーカ イブの形で頒布されます。す

べての TET パッ ケージの中には TET コマン ド ラ イ ンツール と TET ラ イブラ リ / コ ンポー

ネン ト 、 およびサポー ト フ ァ イル群 ・ 説明書 ・ 使用例群が含まれます。 TET を イ ン ス ト ー

ルまたは解凍し た後は、 以下の手順を推奨し ます。

> TET コマン ド ラ イ ンツールのユーザはその実行形式をただちに利用可能です。 指定可

能なオプシ ョ ンは 19 ページの 2.1 「コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン」 で解説し ますが、TET

コマン ド ラ イ ンツールをオプシ ョ ンな しで実行し た と きにも表示されます。

> TETラ イブラ リ /コ ンポーネン ト のユーザは27ページの3章「TETラ イブラ リ の言語バイ

ンデ ィ ング」 の中の、 使いたい開発環境に対応する節を読み、 イ ン ス ト ールされた使

用例を眺める と よいでし ょ う 。 Windows の場合、 TET プロ グ ラ ミ ング例はス ター ト メ

ニューから （COM と .NET の場合）、 あ るいはイ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ から

（その他の言語バイ ンデ ィ ングの場合） 開 く こ と ができ ます。

商用 TET ラ イセン ス を得た場合には、自分の TET ラ イセン スキーを 9 ページの 0.2 「TET

ラ イセン スキーを適用」 に従って入力する必要があ り ます。

日中韓設定 レガシエン コーデ ィ ングで符号化された日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語 （日中韓）

テキス ト を抽出するためにはTETはそれに対応する日中韓エン コーデ ィ ングを Unicodeに

マ ッ プする CMap フ ァ イルを必要と し ます。 こ の CMap フ ァ イル群はすべての TET パッ

ケージに含まれてお り 、 TET のイ ン ス ト ールデ ィ レ ク ト リ 内の resource/cmap デ ィ レ ク ト

リ にイ ン ス ト ールされています。 Windows システム群では、 TET イ ン ス ト ール時にフルイ

ン ス ト ールのオプシ ョ ンを選ぶだけで OK です。 こ の CMap フ ァ イル群はレジス ト リ を介

し て自動的に検索されます。

それ以外のシステムでは、 こ の CMap フ ァ イル群を以下のよ う に手動で設定する必要

があ り ます。

> TET コマン ド ラ イ ンツールに対し ては、この CMap フ ァ イル群があ るデ ィ レ ク ト リ の名

前を --searchpath オプシ ョ ンで与えます。

> TET ラ イブラ リ / コ ンポーネン ト に対し ては、実行時に次のよ う に searchpath を設定し

ます。

set_option("searchpath=/CMap/リソース/への/パス");

また別の方法 と し て、 この日中韓 CMap フ ァ イル群へのア ク セス を設定するには、 適切な

searchpath 定義を書いた UPR 設定フ ァ イルの場所を TETRESOURCEFILE 環境変数に設定す

る と い う 方法も あ り ます。

IBM i5/iSeries でのグ リ フ リ ス ト 設定 IBM i5/iSeries 上では、 デ ィ レ ク ト リ resource/
glyphlst 内のグ リ フ リ ス ト が TET から利用可能であ る必要があ り ます。 これらのテーブル

は、TET が標準デ ィ レ ク ト リ 内にイ ン ス ト ールされた場合は自動的に利用可能に設定され

ます。
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評価版の制約事項 TET のコマン ド ラ イ ンツール と ラ イブラ リ は商用ラ イセン スがな く

て も完全機能の評価版 と し て使 う こ と ができ ます。非ラ イセン ス版はいずれもすべての機

能に対応し ていますが、 大 10 ページ ・ 1 MB 容量までの PDF 文書だけを処理でき る よ

う になっています。TET の評価版はいずれも製品評価の目的にのみ使用が許されています

ので、 実用目的には使用し ないで下さい。 TET を実用目的に使用するには有効な TET ラ

イセン スが必要です。
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0.2 TET ラ イ センスキーを適用
TET を実用目的に使用するには有効な TET ラ イセン スキーが必要です。 TET ラ イセン ス

を購入された ら、 そのラ イセン スキーを適用する こ と によ って、 任意の大き さの文書を処

理でき る よ う にする必要があ り ます。 ラ イ セン スキーの適用方法は数通 り あ り ますので、

以下に述べる方式のいずれかを選択し て下さい。

注記 TET ラ イセンスキーはプ ラ ッ ト フ ォーム依存なので、それぞれ購入対象と なったプ ラ ッ ト

フ ォーム上でのみ使用する こ とができます。

Windows イ ンス ト ーラ Windows イ ン ス ト ーラ で作業を し ている場合は、 製品を イ ン ス

ト ールする際に ラ イ セン ス キーを入力する こ と ができ ます。 イ ン ス ト ーラはラ イ セン ス

キーを レジス ト リ に追加し ます （後述）。

ラ イセンス フ ァ イルでの作業 PDFlib はラ イセン スキー群を ラ イセン ス フ ァ イルから読

み取 り ます。 ラ イセン ス フ ァ イル と は、 後述の書式に従ったテキス ト フ ァ イルです。 すべ

ての TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに入っている テンプレー ト licensekeys.txt を使 う こ と も

でき ます。 「#」 キ ャ ラ ク タで始ま る行はコ メ ン ト であ り 無視されます。 2 行目はラ イセン

ス フ ァ イル自体のバージ ョ ン情報を内容 と し て持ちます ：

# Licensing information for PDFlib GmbH products
PDFlib license file 1.0

TET 4.1 ...あなたのライセンスキー ...

ラ イセン ス フ ァ イルは、 複数の PDFlib GmbH 製品に対する ラ イセン スキーを、 別々の行

に内容 と し て持つこ と が可能です。 ま た、 複数のプ ラ ッ ト フ ォームに対する ラ イ セン ス

キーを内容 と し て持つこ と も でき ますので、一つのラ イセン スキーを複数プラ ッ ト フ ォー

ムで共用する こ と が可能です。 ラ イセン ス フ ァ イルは以下の方法で設定でき ます ：

> licensekeys.txt と い う フ ァ イルが、 すべてのデフ ォル ト デ ィ レ ク ト リ 内で検索されます

（10 ページの 「デフ ォル ト フ ァ イル検索パス」 参照）。

> set_option( )API 関数で licensefile オプシ ョ ンを指定する こ と もでき ます ：

tet.set_option("licensefile", "/path/to/licensekeys.txt");

こ の licensefile オプシ ョ ンは、TET オブジェ ク ト を イ ン ス タ ン ス化し た直後に、すなわ

ち TET_new( ) を呼び出し た後に （C の場合）、 あ るいは TET オブジェ ク ト を生成し た

後に設定する必要があ り ます。

> TET コマン ド ラ イ ンツールの --tetopt オプシ ョ ンを与え、licensefile オプシ ョ ンでラ イセ

ン ス フ ァ イルの名前を与えます ：

tet --tetopt "licensefile /path/to/your/licensekeys.txt" ...

パス名が空白キ ャ ラ ク タ を含む場合には、 パス を中括弧で囲む必要があ り ます ：

tet --tetopt "licensefile {/path/to/your/license file.txt}" ...

> ラ イセン ス フ ァ イルを指し示す環境（シェル）変数を設定する こ と もでき ます。Windows

では、 システム コ ン ト ロールパネルを使って、 「システム」 → 「詳細設定」 → 「環境変

数」 を選択し ます。 Unix では下記のよ う なコマン ド を適用し ます ：

export PDFLIBLICENSEFILE="/path/to/licensekeys.txt"
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IBM i5/iSeries では、 ラ イセン ス フ ァ イルは下記のよ う に指定でき ます （このコマン ド

は、 ス ター ト ア ッ ププ ロ グ ラ ム QSTRUP 内で指定する こ と がで き、 すべての PDFlib

GmbH 製品に対し て効力を持ちます） ：

ADDENVVAR ENVVAR(PDFLIBLICENSEFILE) VALUE(<... パス ...>) LEVEL(*SYS)

レジス ト リ内にラ イセンスキー Windows では、 ラ イ セン ス フ ァ イルの名前を下記のレ

ジス ト リ キーに記入する こ と もでき ます ：

HKLM\SOFTWARE\PDFlib\PDFLIBLICENSEFILE

あ るいは、 ラ イセン スキーを直接下記のレジス ト リ キーに記入する こ と もでき ます ：

HKLM\SOFTWARE\PDFlib\TET4\license
HKLM\SOFTWARE\PDFlib\TET4\4.1\license

MSI イ ン ス ト ーラは、 イ ン ス ト ール時に与え られた ラ イセン スキーを、 これらの項目の末

尾に書き込みます。

注記 64 ビ ッ ト Windows システム上で手作業でレジス ト リ を操作する際には注意が必要です。通

常、64 ビ ッ ト PDFlib バイナリは Windows レジス ト リの 64 ビ ッ ト ビ ューと と もに動作する

のに対し て、64 ビ ッ ト システム上で走る 32 ビ ッ ト PDFlib バイナリはレジス ト リの 32 ビ ッ

ト ビ ューと と もに動作し ます。 32 ビ ッ ト 製品に対するレジス ト リキーを手作業で追加す

る必要がある場合には、必ず、regedit ツールの 32 ビ ッ ト バージ ョ ンを使用し て く だ さい。

これは 「ス ター ト 」 → 「フ ァ イル名を指定し て実行 ...」 ダイアログから下記のよ う に呼び

出すこ とができます ：

%systemroot%\syswow64\regedit

デフ ォル ト フ ァ イル検索パス Unix ・ Linux ・ Mac OS X ・ i5/iSeries システム上では、 パス

やデ ィ レ ク ト リ 名を一切指定し ていない場合でも、さ まざまなフ ァ イルがい く つかのデ ィ

レ ク ト リ でデフ ォル ト で検索されます。UPR フ ァ イル （その中にさ ら なる検索パス群を含

めてお く こ と もでき ます） を検索し て読み取る前に、下記のデ ィ レ ク ト リ が検索されます：

<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/cmap
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/codelist
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/glyphlst
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1
<rootpath>/PDFlib/TET
<rootpath>/PDFlib

Unix ・ Linux ・ Mac OS X の場合、 <rootpath> は、 まず /usr/local で置き換え られ、 ついで

HOME デ ィ レ ク ト リ で置き換え られます。 i5/iSeries の場合、 <rootpath> は空です。

ラ イセンス ・ リ ソース フ ァ イルのデフ ォル ト フ ァ イル名 デフ ォル ト では下記のフ ァ イ

ル名が、 デフ ォル ト 検索パスデ ィ レ ク ト リ 群の中で検索されます ：

licensekeys.txt （ライセンスファイル）

tet.upr （リソースファイル）

この機能を利用する と、環境変数やラ ン タ イ ムオプシ ョ ンを一切指定し な く て も ラ イセン

ス フ ァ イルを扱 う こ と ができ ます。
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TET コ マン ド ラ イ ン ツールに対するオプシ ョ ン内で ラ イセンスキーを設定 TET コマン

ド ラ イ ンツールを使用する場合には、ラ イセン ス フ ァ イルまたはラ イセン スキー自体の名

前を内容 と し て持つオプシ ョ ンを与え る こ と もでき ます ：

tet --tetopt "license ...あなたのライセンスキー ..." ...さらなるオプション群...

TET API 呼び出し で ラ イセンスキーを設定 TET API を使用する場合は、 ス ク リ プ ト や

プロ グ ラ ムに以下のよ う な API 呼び出し を加えて、実行時にラ イセン スキーを設定させる

こ と も でき ます ：

> COM/VBScript の場合 ：

oTET.set_option "license=...あなたのライセンスキー ..."

> C の場合 ：

TET_set_option(tet, "license=...あなたのライセンスキー ...");

> C++ ・ .NET/C# ・ Java ・ Ruby の場合 ：

tet.set_option("license=...あなたのライセンスキー ...");

> Perl ・ Python ・ PHP の場合 ：

tet->set_option("license=...あなたのライセンスキー ...");

> RPG の場合 ：

d licensekey      s             20
d licenseval      s             50

c                   eval      licenseopt='license=... あなたのライセンスキー ...'+x'00'
c                   callp     TET_set_option(TET:licenseopt:0)

この license オプシ ョ ンは、 TET オブジェ ク ト を実体化させた直後に設定する必要があ り

ます。 これは具体的には、TET_new( ) を呼び出し た直後 （C の場合）、 または TET オブジェ

ク ト を生成させた直後 と い う こ と にな り ます。

i5/iSeries ・ zSeries 上での複数システムラ イセンス フ ァ イル i5/iSeries ・ zSeries に対す

る ラ イ セン ス キーはシ ス テム固有ですので、 複数のシ ス テムで共用する こ と はでき ませ

ん。 リ ソース共有を実現し て、 複数のシステムで共用でき る一つのラ イセン ス フ ァ イルを

扱 う ためには、 下記の ラ イ セン ス キー書式を用いて、 複数のシ ス テム固有キーを一つの

フ ァ イル内に保持する こ と ができ ます ：

PDFlib license file 2.0
# Licensing information for PDFlib GmbH products

TET 4.1 ...あなたのライセンスキー ... ...マシン1に対するシリアル番号...
TET 4.1 ...あなたのライセンスキー ... ...マシン2に対するシリアル番号...

1 行目のバージ ョ ン番号が変わっている こ と と、 複数のラ イセン スキーが存在し ている こ

と に留意し て く ださい。 ラ イセン スキーの後にはそれぞれ、16 進 8 桁のシ リ アル番号 （i5/

iSeries の場合） か、 16 進 4 桁の CPU ID （zSeries の場合） が続き ます。

さ まざまな ラ イセンシングオプシ ョ ン 一つないし複数のコ ンピ ュータ上で TET を使用

し た り 、TET をあなた自身の製品と と もに再頒布し た り する ための、 さ まざまな ラ イセン

シングオプシ ョ ンが利用可能です。 また当社では、 サポー ト 契約やソース コード契約も提

供し ています。 ラ イセンシングの詳細や購入注文フ ォームは、TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ
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ン内にあ り ます。 商用ラ イ セン スの取得にご関心があ る場合、 ま たはご質問があ る場合

は、 ご連絡 く ださい ：

PDFlib GmbH, Licensing Department

Franziska-Bilek-Weg 9, 80339 München, Germany

www.pdflib.com
電話 +49 • 89 • 452 33 84-0

FAX +49 • 89 • 452 33 84-99

ラ イセン スに関するお問い合わせ ： jp.sales@pdflib.com 

PDFlib ラ イセン ス保持者向けサポー ト ： jp.support@pdflib.com

http://www.pdflib.com
mailto:jp.sales@pdflib.com
mailto:jp.support@pdflib.com
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1 はじめに
PDFlib Text Extraction Toolkit （TET） は、 PDF 文書から テキス ト ・ 画像を抽出する こ と を

目的 と し ていますが、 それ以外の情報を PDF から取 り 出すために利用する こ と も でき ま

す。 TET は、 以下のよ う な目的を実現する ための基盤要素と し て活用でき ます ：

> PDF のテキス ト 内容を検索

> PDF 内に含まれる全用語の一覧 （コ ン コーダン ス） を生成

> 大量 PDF フ ァ イルを処理可能な検索エンジンを実装

> PDF から テキス ト 抽出し て保管 ・ 翻訳 ・ その他再利用目的に活用

> PDF のテキス ト 内容を他形式へ変換

> PDF をそれぞれ内容にし たがって処理または変更

> 複数 PDF 文書のテキス ト 内容を比較

> PDF から ラ ス タ画像を再利用のため抽出

> PDF から メ タデータ等の情報を抽出

TET は、 ス タ ン ド ア ロ ン使用のために設計されてお り 、 いかな るサー ド パーテ ィ ソ フ ト

ウ ェアを も必要 と し ません。堅牢であ り 、マルチス レ ッ ド のサーバ用途にも適し ています。

1.1 TET 機能概要

対応する PDF 入力 TET は、 さ まざまな作成元によ る数百万種の PDF テス ト フ ァ イルに

対し て動作試験済です。 PDF 1.0 から PDF 1.7 拡張レベル 8 （ISO 32000 を含む） を受け入

れ可能です。 これは Acrobat 1 ～ X に対応し ます。 また、 暗号化された文書も受け入れ可

能です。

Unicode 対応 TET には、 あ らゆる テキス ト に対し て信頼性の高い Unicode マ ッ ピングを

実現するに足る充分な数のアルゴ リ ズム とデータが内蔵されています。PDF 文書内のテキ

ス ト は Unicode で符号化されている と は限 り ませんが、 TET は PDF 文書から抽出し たテ

キス ト を Unicode に正規化し ます ：

> TET はすべてのテキス ト 内容を Unicode に変換し ます。C の場合、テキス ト は UTF-8 形

式か UTF-16 形式で返されます。 それ以外の言語の場合はネイ テ ィ ブ Unicode 文字列

と し て返されます。

> 合字などの複数文字グ リ フは、その構成素を並べた Unicode キ ャ ラ ク タ列へと分解され

ます。

> ベンダ依存 Unicode 値 （Corporate Use Subarea、 CUS） については識別情報が与え られ

る と と もに、 厳密な定義済みの意味を持つキ ャ ラ ク タへ可能な限 り マ ッ プ されます。

> Unicode マ ッ ピング情報を欠いたグ リ フについてはそのよ う に識別情報が与え られる

と と もに、 ユーザ指定可能な置換キ ャ ラ ク タへマ ッ プされます。

> 基本多言語面 （BMP） 外のキ ャ ラ ク タに対する UTF-16 サロゲー ト ペアは正し く 解釈さ

れ保持されます。 サロゲー ト ペア と UTF-32 値はすべての言語バイ ンデ ィ ングにおい

て抽出可能です。

PDF 文書のなかには、信頼性の高い Unicode マ ッ ピングの実現に必要な情報を充分に持た

ないものがあ り ます。 そのよ う な場合でも テキス ト を正し く 抽出でき る よ う 、TET にはさ

まざまな設定オプシ ョ ンが用意されてお り 、 それを用いる こ と によ って、 正しい Unicode

マ ッ ピングの実現に必要な補助的情報を与え る こ と ができ ます。必要なマ ッ ピングテーブ

ルの作成支援のため、 PDFlib FontReporter と い う Adobe Acrobat 用無料プラ グ イ ンを提供
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いた し てお り ます。 このプラ グ イ ンを用いれば、 PDF 内のフ ォ ン ト ・ エン コーデ ィ ング ・

グ リ フの解析が可能です。

日中韓対応 TET は、 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト の抽出に完全対応し ています ：

> あ らゆる定義済み日中韓 CMap （エン コーデ ィ ング） が認識され、 日中韓テキス ト は

Unicode に変換されます。 日中韓エン コーデ ィ ング変換のための CMap フ ァ イル群が、

TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに同梱されています。

> 特殊なキ ャ ラ ク タ字形 （全角 ・ 半角 ・ 縦中横等） を、 対応する通常の字形に変換 （字

形統合） する こ と も でき ます。

> 横書き と縦書きに対応し ています。

> 日中韓フ ォ ン ト 名は Unicode へ正規化されます。

双方向ヘブ ラ イ文字 ・ ア ラ ビア文字テキス ト 対応 TET は、 双方向テキス ト を扱 う ため

の以下の機能を含んでいます ：

> 右書き ・ 双方向テキス ト を論理順に並べ替え

> ページの主要テキス ト 方向を決定

> ア ラ ビア文字の表示形を正規化し、 合字を分解

> 単語の引き伸ばしに使われている ア ラ ビア文字のタ ト ウ ィ ールキ ャ ラ ク タ を除去

Unicode 後処理 TET の Unicode 後処理機能は以下を含みます ：

> 字形統合 ： 一つないし複数のキ ャ ラ ク タに対し て温存 ・ 置換 ・ 除去のいずれかを行い

ます。 対象キ ャ ラ ク タ群を Unicode 集合と し て指定する こ と ができ るので便利です。

> 分解：Unicode 規格で定義されている正準分解または互換分解を適用する こ と も可能で

す。 環境によ ってはこれによ ってテキ ス ト がよ り 有用にな る場合があ り ます。 た と え

ば、 ア ク セン ト 付き キ ャ ラ ク タや分数、 商標記号のよ う な記号を温存し た り 分割し た

り する こ と ができ ます。

> 正規化 ： 出力を、 Unicode 規格で定義されている Unicode 正規形 NFC ・ NFD ・ NFKC ・

NFKD のいずれかへ変換し ます。 これによ って TET は、 データベースや検索エンジン

などい く つかの環境が入力 と し て求める形式 と 正確に一致し た形式を生成する こ と が

でき ます。

画像抽出 TET は PDF から ラ ス タ画像を抽出し ます。 断片化された画像の隣接部分は再

結合され、 後処理と再利用を可能にし ます （い く つかのアプ リ ケーシ ョ ンによ って生成さ

れたマルチス ト リ ッ プ画像等） 。 小さい画像は、 微小な画像素片で出力が散らかる こ と を

防ぐために、 フ ィ ルタ をかけて取 り 除 く こ と もでき ます。

画像は、広 く 用いられている TIFF・JPEG・JPEG 2000 のいずれかの形式で抽出されます。

位置情報 TET は、 テキ ス ト のページ上の位置やグ リ フ幅やテキ ス ト 方向 と いった厳密

な メ ト リ ク ス を出力し ます。テキス ト 抽出処理に際し てはページ上の特定領域を外し た り

含めた り する こ と によ り 、 た と えばヘッ ダ ・ フ ッ タや余白を無視させた り する こ と が可能

です。

画像については、 ピ ク セルサイ ズ ・ 物理サイ ズ ・ 色空間が得られるほか、 位置や角度

も得られます。

単語検出と内容解析 TET には、 低次元のグ リ フ情報を抽出する機能だけでな く 、 高次

元の内容解析を行 う 高度なアルゴ リ ズム も内蔵されています ：

> 単語区切 り を検出し て文字群でな く 単語を抽出。

> ハイ フンで区切られた単語の各部を再結合 （デハイ フネーシ ョ ン）。
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> 影付きや擬似太字テキス ト 等によ る テキス ト のダブ り を除去。

> 段落群を読み順に再連結。

> ページ上に配置されたテキス ト 群の順序認識。

> テキス ト の行を再構成。

> ページ上の表構造を認識。

> 上付き ・ 下付き ・ ド ロ ッ プキ ャ ッ プ （段落頭の大きい先頭キ ャ ラ ク タ群） を認識。

PDF オブジ ェ ク ト を容易に指し示すための pCOS イ ン タ フ ェ ース TET は、任意の PDF

オブジェ ク ト を取得するための pCOS （PDFlib Comprehensive Object System） イ ン タ フ ェー

ス を含んでいます。 pCOS を使 う と、 PDF 文書から、 PDF メ タデータやイ ン タ ラ ク テ ィ ブ

要素 （しお り テキス ト やフ ォームフ ィ ール ド の内容など） 、 その他あ らゆる情報を、 簡単

な取得イ ン タ フ ェースで取得する こ と ができ ます。pCOS ク エ リ パスの文法は、別途 pCOS

パス リ フ ァ レ ン スに記述し ています。

TET Markup Language （TETML） PDF 文書から取得し た情報は、TET Markup Language す

なわち TETML と い う XML 形式で表現する こ と もでき ます。 これは標準的な XML ツール

群で処理が可能です。 TETML は、 テキス ト ・ 画像 ・ メ タデータ情報を内容と し て持つほ

か、 オプシ ョ ン と し てフ ォ ン ト ・ 位置関連情報を内容 と し て持つこ と もでき ます。

テキス ト とは何か TET はさ まざまな種類の PDF 文書を扱いますが、 目に見え る テキス

ト はすべて う ま く 抽出でき る と は限 り ません。そのテキス ト は PDF のテキス ト ・エン コー

デ ィ ング機能を用いて符号化されている必要があ り ます （すなわちそれはフ ォ ン ト に基づ

いた ものでなければな り ません） 。 以下の種類のテキス ト はページ上で目に見えてはいて

も TET で抽出する こ と はでき ません ：

> ページのスキ ャナ画像等、 ラ ス タ ラ イ ズ された （ピ ク セル画像の） テキス ト

> フ ォ ン ト な しにベク ト ル要素で直接表されたテキ ス ト

なお、 メ タデータ と ハイパーテキス ト 要素 （しお り ・ フ ォームフ ィ ール ド ・ ノ ー ト ・ 注釈

等） 内テキス ト は pCOS イ ン タ フ ェースで抽出でき ます。 逆に TET は、 ページ上で目に

見えていないテキス ト を抽出する こ と も あ り ます。これは以下のよ う な場合に起こ る可能

性があ り ます ：

> PDF の不可視属性を用いたテキス ト （ただし、 この種類のテキス ト をテキス ト 抽出処

理の対象外にするオプシ ョ ンはあ り ます）。

> テキ ス ト が、 ページ上の画像等何か他の要素によ って隠された り 切 り 取られた り し て

いる場合。

> PDF のレ イヤーは無視され、各レ イヤーの表示 / 非表示にかかわらず、TET はすべての

レ イヤーから テキス ト を抽出し ます。

1.2 TET のさ まざまな使用法
TET は、 さ まざまな開発環境用のプロ グ ラ ミ ング ラ イブラ リ （コ ンポーネン ト ） と し て も

提供されますし、 バッチ操作のためのコマン ド ラ イ ンツール と し て も提供されます。 両者

の機能は同様ですが、 それぞれ実用に適する場面が異なっています。TET ラ イブラ リ と コ

マン ド ラ イ ンツールはどち ら も、 TET の XML ベースの出力形式であ る TETML を生成す

る こ と ができ ます。

どち らの TET を選べばよいか、 以下にそのガ イ ド ラ イ ンを掲げます。

> TET プロ グ ラ ミ ング ラ イブラ リ はデス ク ト ッ プアプ リ ケーシ ョ ンやサーバアプ リ ケー

シ ョ ンに組み込んで使 う こ と ができ ます。 さ ま ざまなプロ グ ラ ミ ング言語に対応し て
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います。 TET パッ ケージには、 TET ラ イブラ リ のすべての対応言語バイ ンデ ィ ングに

おける使用例が同梱されています。

> TETコマン ド ラ イ ンツールはPDF文書のバッチ処理に適し ています。プロ グ ラ ミ ングは

一切不要で、 かわ り に さ ま ざ まな コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンをそなえてお り 、 それを

用いて複雑なワーク フ ローでの活用が可能です。

> TETML出力は、XMLベースのワーク フ ロー と、さ まざまなXML処理ツールやXSLT等の

XML 処理言語に通じ た開発者に適し ています。

> TET コネ ク タは、 データベースや検索エンジン等、 広 く 利用されている さ まざまな ソ

フ ト ウ ェアパッ ケージに TET を統合させるために適し ています。

> TET Plugin は、TET を対話的に利用でき る よ う にする、Adobe Acrobat 用の無償拡張です

（詳し く は 51 ページの 4.1 「Adobe Acrobat 用無償 TET Plugin」 を参照）。

1.3 文書とサンプルへのロー ド マ ッ プ

TET ラ イ ブ ラ リ用 ミ ニサンプル TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、 すべての対応言語バ

イ ンデ ィ ングのためのプロ グ ラ ミ ング作成例を含んでいます。 これらの ミ ニサンプルは、

自分のアプ リ ケーシ ョ ンのための出発点 と し て利用し た り 、自分の TET イ ン ス ト レーシ ョ

ンを試験し た り する ために利用でき ます。以下のアプ リ ケーシ ョ ンのためのソース コード

から成っています ：

> extractorサンプルは、PDF文書から テキス ト を抽出するための基本的なループを演示し

ています。

> image_resources サンプルは、 PDF 文書から画像を リ ソース志向な方式で抽出する ため

の基本的なループを演示し ています。

> dumper サンプルは、 PDF 文書に関する一般情報を取得するための内蔵 pCOS イ ン タ

フ ェースの使用を示し ています。

> fontfilter サンプルは、 フ ォ ン ト 名や文字サイ ズ と いったフ ォ ン ト 関連情報の処理方法

を示し ています。

> glyphinfo サンプルは、 グ リ フに関する情報 （フ ォ ン ト ・ サイ ズ ・ 位置等） や、 dropcap ・

shadow ・ hyphenation と いったテキス ト 属性の取得方法を演示し ています。

> tetmlサンプルは、PDF文書から TETML（PDFの内容を表現する ためのTETのXML言語）

を生成するためのプロ ト タ イプ的コード を含んでいます。

> get_attachments サンプル （すべての言語バイ ンデ ィ ングで得られるわけではあ り ませ

ん） は、 PDF フ ァ イル添付、 すなわち別の PDF 文書内に埋め込まれている PDF 文書

の処理方法を演示し ています。

注記 Windows Vista ・ Windows 7 では、 ミ ニサンプルはデフ ォル ト で 「Program Files」 デ ィ レ ク

ト リ にイ ンス ト ールされます。 Windows Vista の新し い保護方式によ っ て、 これらのサン

プルによ って生成される PDF 出力フ ァ イルは、 「互換性フ ァ イル」 下で しか表示されませ

ん。 推奨回避法 ： サンプルをユーザデ ィ レ ク ト リへ複製し ます。

XSLT サンプル TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、 い く つかの XSLT ス タ イルシー ト を含

んでいます。 これらは、 さ まざまな目的を実現する ための TETML の処理方法を演示し て

います ：

> concordance.xsl ： 文書内の単語を頻度の多い順に並べた リ ス ト を生成し ます。

> fontfilter.xsl ： 文書内の、 指定し た値よ り も大き なサイ ズで特定のフ ォ ン ト を用いてい

るすべての単語を リ ス ト し ます。
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> fontfinder.xsl ： 文書内のすべてのフ ォ ン ト について、 すべての出現箇所をページ番号 と

位置情報と と もに リ ス ト し ます。

> fontstat.xsl ： フ ォ ン ト と グ リ フの統計を生成し ます。

> index.xsl ： アルフ ァベッ ト 順の索引を生成し ます。

> metadata.xsl ： TETML 内に含まれている文書レベル XMP メ タデータから、 選択し た

フ ィ ール ド群を抽出し ます。

> solr.xsl ： Solr エン タプラ イ ズ検索サーバ用の入力を生成し ます。

> table.xsl ： 表を CSV フ ァ イル （カンマ区切 り 値） へ抽出し ます。

> tetml2html.xsl ： TETML をシンプルな HTML へ変換し ます。

> textonly.xsl ： TETML 入力から生テキス ト を抽出し ます。

TET ク ッ ク ブ ッ ク TET ク ッ ク ブ ッ クは、 特定の応用問題を TET ラ イブラ リ で解決する

ためのソース コード作成例の集合です。 このク ッ ク ブ ッ クは Java 言語で書かれています

が、他の言語でも容易に利用でき ます。なぜな ら TET API はすべての対応言語バイ ンデ ィ

ングでほぼ等価だからです。 い く つかのク ッ ク ブ ッ ク サンプルは XSLT 言語で書かれてい

ます。 TET ク ッ ク ブ ッ クは以下のグループにま と められています ：

> Text ： テキス ト 抽出関連のサンプル群

> Font ： フ ォ ン ト 属性に焦点をあてたテキス ト 関連のサンプル群

> Image ： 画像抽出関連のサンプル群

> TET & PDFlib+PDI：PDF から TET で情報を抽出し て、新たな PDF を元PDF と抽出情報に

基づいて構築するサンプル群。 これらのサンプルには、 TET に加えて PDFlib+PDI 製品

が必要です。

> TETML ： TETML 処理用の XSLT サンプル群

> Special ： その他のサンプル群

TET ク ッ ク ブ ッ クは下記 URL で利用可能です ：
www.pdflib.com/tet-cookbook

pCOS ク ッ ク ブ ッ ク pCOS ク ッ ク ブ ッ クは、 TET に内蔵されている pCOS イ ン タ フ ェー

スのためのコード の集合です。 下記 URL で利用可能です ：
www.pdflib.com/pcos-cookbook

pCOS イ ン タ フ ェースの詳細は、 TET パッ ケージに含まれている pCOS パス リ フ ァ レ

ン スに示されています。

1.4 TET 4.0 の新機能
TET 4.0 の新機能と大幅改善機能を以下に示し ます ：

> パフ ォーマン ス向上 ： さ まざまな種別の文書でよ り 速 く な り ま し た。

> 数十万ページの超大文書でも よ り 速 く 、 よ り メ モ リ 消費が少な く な り ま し た。

> ア ラ ビア文字 ・ ヘブラ イ文字等の右書き ・ 双方向テキ ス ト を抽出。

> 正規化 ・ 字形統合 ・ 分解の制御によ る Unicode 後処理。

> 影付き除去 ・ 単語境界検出 ・ ハイ フン除去の改善。

> 上付き ・ 下付き検出の改善。

> 非準拠 PDF 文書に対する回避策の導入によ る堅牢性の向上。

> 破損 PDF から う ま く テキス ト を抽出するための修復モード の改善。

http://www.pdflib.com/tet-cookbook/
http://www.pdflib.com/pcos-cookbook/
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> XML 出力 （TETML） 内の情報の増加 ： ハイ フン除去 ・ ド ロ ッ プキ ャ ッ プ ・ 影付き ・ 上

付き / 下付き。 下向き座標系 ・ PDF/A-2 ・ PDF/E ・ フ ォ ン ト サブセ ッ ト 。

> C++ ・ Perl 言語バイ ンデ ィ ングの改善。

1.5 TET 4.1 の新機能
TET 4.1 の新機能と大幅改善機能を以下に示し ます ：

> PDF 1.7 拡張レベル 8 に対応 （ISO 32000-2 で仕様化された暗号化方式）

> 擬似オブジェ ク ト が増え （フ ォ ン ト の詳細など）、 暗号化された添付の取 り 扱い方を明

確にし た pCOS イ ン タ フ ェース 8 へのア ッ プデー ト

> TETML 出力内に、 PDF 文書と フ ォ ン ト に関する さ ら なる情報

> 新たに Objective-C ・ Ruby 用の言語バイ ンデ ィ ング

> 表意文字の日中韓テキス ト に対する単語境界検出の改良 （オプシ ョ ン ideographic）
> 新たな API 関数 TET_convert_to_unicode( ) ・ TET_info_pvf( )
> Lucene ・ Solr 用のコネ ク タ をア ッ プデー ト

> メ タデータ と構造化テキス ト 内容の検出と抽出のためのTIKAツールキ ッ ト 用の新たな

コネ ク タ

> パフ ォーマン スの向上、 と り わけ大規模文書に対し て

> さ まざまなバグ修正と小規模な改良
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2 TET コマン ド ラ イ ンツール

2.1 コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン
TET コマン ド ラ イ ンツールを利用すれば、 プロ グ ラ ミ ングを一切必要とせずに、 1 つない

し複数の PDF 文書から テキス ト ・ 画像を抽出する こ と ができ ます。 出力は、 プレーンテ

キス ト （Unicode） 形式か、 または TET の XML ベースの出力形式であ る TETML 形式で生

成する こ と ができ ます。 この TET プロ グ ラ ムはた く さんのコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンで

制御でき ます。 こ のプ ロ グ ラ ムは各単語の後に空白キ ャ ラ ク タ （U+0020） を挿入し、 ま

た各行の後に U+000A を、 各ページの後に U+000C を挿入し ます。 これを呼び出すには次

のよ う に 1 つないし複数の PDF フ ァ イルを指定し ます。

tet [<オプション群>] <ファイル名>...

こ の TET コ マン ド ラ イ ン ツールは TET ラ イ ブ ラ リ の 上位の上に構築されています。

--docopt ・ --tetopt ・ --imageopt ・ --pageopt オプシ ョ ン を用いれば、 151 ページの 10 章

「TET ラ イブラ リ API リ フ ァ レン ス」 のオプシ ョ ン一覧表に従った さ まざまなオプシ ョ ン

を ラ イブラ リ に与え る こ と が可能です。表 2.1 にすべての TET コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン

を挙げます （この一覧は、 この TET プロ グ ラ ムをオプシ ョ ンな しで走らせた と きにも表

示されます）。

注記 日中韓テキス ト を抽出するには、 7 ページの 0.1 「ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ール」 に従っ

て TET 同梱の CMap フ ァ イル群の置き場所を設定する必要があり ます。

表 2.1 TET コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 引数 機能

-- オプシ ョ ンのリ ス ト を終了させます。 これは、 フ ァ イル名が - キャ ラ ク タ で

始ま っている と きに有用です。

@filename1 オプシ ョ ン群を持つレスポンスフ ァ イルを指定し ます。 文法の説明は 22

ページの 「レスポンスフ ァ イル」 を参照し て く だ さい。 レスポンスフ ァ イル

は、 -- オプシ ョ ンの前、 かつ 初のフ ァ イル名の前でのみ認識されます。 レ

スポンスフ ァ イルを用いて他のオプシ ョ ンの引数を置き換える こ とはでき

ず、 オプシ ョ ンに引数を補完するためにのみ用いる こ とができます。

--docopt < オプシ ョ ン リ

ス ト >

open_document( ) に対する追加のオプシ ョ ン リ ス ト （172 ページの表 10.8 参

照）。 tetml オプシ ョ ンの filename サブオプシ ョ ンはこ こ では使えません。

--firstpage
-f

<integer> | last テキス ト 抽出を開始するページの番号。 キーワー ド last で末尾ページを指

定、 last-1 で末尾ページの前のページ、 等々。 デフ ォル ト ： 1

--format utf8 | utf16 テキス ト 出力の形式を指定 （デフ ォル ト ： utf8） ：

utf8 BOM （バイ ト オーダマーク） 付き UTF-8

utf16 ネイテ ィ ブバイ ト 順序の BOM 付き UTF-16

このオプシ ョ ンは、 つねに UTF-8 で生成される TETML 出力には効力を持ち

ません。

--help, -?
（またはオプ

シ ョ ンなし）

利用可能なオプシ ョ ンをま とめたヘルプを表示
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--image2

-i
文書から画像を抽出し ます。 抽出された画像の命名規則は --imageloop オプ

シ ョ ンに依存し ます。

--imageloop page | resource --image オプシ ョ ンによる画像抽出の数え上げループの種類を指定し ます

（デフ ォル ト ： --tetml を指定し ているなら resource、 そ う でないなら

page） ：

page 選択されたページ群にあるすべての画像を数え上げます。 複数回

配置されている画像は複数回抽出されます。 抽出された画像は下

記のパターンで命名されます ：

< ファイル名 >_p< ページ番号 >_< 画像番号 >.[tif|jpg|jpx]
resource 文書内のすべての （結合し た） 画像リ ソースを数え上げます。 各

画像リ ソースは、 文書内に現れる回数にかかわらず、 一度だけ抽

出されます。 画像抽出にあたっては --firstpage ・ --lastpage オ

プシ ョ ンは無視されます。 抽出された画像は下記のパターンで命

名されます ：

< ファイル名 >_I< 画像 ID>.[tif|jpg|jpx]
注記 ： I< 画像 ID> は TETML 属性 Image/@id でも用いられます。

--imageopt < オプシ ョ ン リ

ス ト >

write_image_file( ) に対する追加のオプシ ョ ン リ ス ト （194 ページの表

10.17 を参照）

--lastpage
-l

<integer> | last テキス ト 抽出を終了するページの番号。 キーワー ド last で末尾ページを指

定、 last-1 で末尾ページの前のページ、 等々。 デフ ォル ト ： last

--outfile
-o

< フ ァ イル名 > （複数の入力フ ァ イル名を与えている と きは不可） テキス ト 出力または TET-
ML 出力のフ ァ イル名。 入力フ ァ イルを一個だけ与えている と きのみ、 フ ァ

イル名 「-」 を用いて標準出力を指定可能。 デフ ォル ト ： 入力フ ァ イル名の

.pdf ・ .PDF を .txt （テキス ト 出力時） か .tetml （TETML 出力時） に置き換

えた名前。

--pageopt < オプシ ョ ン リ

ス ト >

テキス ト 出力生成なら open_page( ) に、 TETML 出力生成なら process_

page( ) に与えられる追加のオプシ ョ ン リ ス ト 。 使えるオプシ ョ ンについて

は 179 ページの表 10.10 と 196 ページの表 10.18 を参照。 テキス ト 出力の場

合、 オプシ ョ ン granularity はつねに page に設定されます。

--password,
-p

< パスワー ド > 暗号化文書に対するユーザ ・ マス タ ・ 添付いすれかのパスワー ド。 場合に

よ っては、 シュ ラ ッ グ機能を利用する と、 パスを与えずに暗号化文書を イ ン

デッ クスする こ とができます （67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽

出」 を参照）。

--searchpath1

-s
< パス >... フ ァ イル （CMap 等） を検索する 1 つないし複数のデ ィ レ ク ト リの名前。 デ

フ ォル ト ： イ ンス ト ール環境に依存

--targetdir
-t

< デ ィ レ ク ト リ

名 >

生成されるテキス ト ・ TETML ・ 画像フ ァ イルの出力デ ィ レ ク ト リ。 存在し て

いるデ ィ レ ク ト リ である必要があ り ます。 デフ ォル ト ： . （すなわち カ レン ト

作業デ ィ レ ク ト リ）

--tetml
-m

glyph | word | 
wordplus | line | 
page

（--text との組み合わせ不可） テキス ト ・ 画像情報を含む TET 3 スキーマに

従った TETML 出力を生成し ます。 TETML はつねに UTF-8 で生成されます。

与える引数で、 い く つかの種類の一つを選びます （135 ページの 9.2 「TETML

の詳細を制御」 を参照） ：

glyph グ リ フ位置情報と フ ォ ン ト 情報を持ったグ リ フベースの TETML

word 単語枠を持った単語ベースの TETML

wordplus 単語枠とすべてのグ リ フ情報を持った単語ベースの TETML

ine 行ベースの TETML （テキス ト のみ）

page ページベースの TETML （テキス ト のみ）

表 2.1 TET コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 引数 機能



2.1  コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ン 21

--tetopt < オプシ ョ ン リ

ス ト >

set_option( ) に対する追加のオプシ ョ ン リ ス ト （158 ページの表 10.2 を参

照）。 オプシ ョ ン outputformat は無視されます （かわり に --format を用い

て く だ さい）。

--text2 （--tetml との組み合わせ不可） 文書から テキス ト を抽出し ます （デフ ォル ト

で有効）

--verbose
-v

0 | 1 | 2 | 3 冗長レベル （デフ ォル ト ： 1） ：

0 一切出力な し

1 エラーのみ出力

2 エラーと フ ァ イル名を出力

3 詳細レポー ト

--version, -V TET バージ ョ ン番号を印字し ます。

1. このオプシ ョ ンは複数回与える こ と もできます。
2. オプシ ョ ン --image はテキス ト 抽出を無効に し ますが、 それは --text ・ --tetml と組み合わせる こ と もできます。

表 2.1 TET コ マン ド ラ イ ンオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 引数 機能
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2.2 TET コ マン ド ラ イ ン を構築
TET コマン ド ラ イ ンの作成にあたっては、 以下の規則を守る必要があ り ます。

> 入力フ ァ イルは、 searchpath で指定し たすべてのデ ィ レ ク ト リ 内で検索されます。

> オプシ ョ ンによ っては短オプシ ョ ン形が利用可能で、 長オプシ ョ ン形 と の混在も可能

です。

> 長オプシ ョ ンは先頭の数文字だけで表すこ と も可能です。 ただし その省略形が一意で

あ る場合に限 り ます。

> 入力フ ァ イルの暗号化ステータ スによ っては、 テキ ス ト を正し く 抽出する ためにユー

ザパス ワード かマス タパス ワード が必要と なる場合があ り ます。 これは --password オ

プシ ョ ンで与え る必要があ り ます。 TET はこのパス ワード でテキス ト 抽出が許される

かど う かを調べ、 だめな らエラーを生成し ます。

TET はコマン ド ラ イ ン全体を まず調べてから フ ァ イルの処理を開始し ます。コマン ド ラ イ

ン上ど このオプシ ョ ン内であれエラーが出たな らば、フ ァ イルはどれも一切処理されない

ま ま と な り ます。

フ ァ イル名 空白キ ャ ラ ク タ を含むフ ァ イル名は、 TET のよ う な コマン ド ラ イ ンツール

で用いる際には若干特殊な取 り 扱いを要し ます。空白キ ャ ラ ク タ を含んだフ ァ イル名を処

理させるには、 フ ァ イル名全体をダブルク ォー ト 文字 " で く く ら なければな り ません。 ワ

イル ド カード が標準的用法に従って使えます。 た と えば *.pdf は、 所与のデ ィ レ ク ト リ 内

でフ ァ イル名接尾辞 .pdf を持つすべてのフ ァ イルを表し ます。 システムによ って、大文字

小文字を区別する もの と し ないものがあ る こ と に注意し ま し ょ う （*.pdf が *.PDF と違った

り 等）。 また Windows システム群ではワ イル ド カード は、 空白キ ャ ラ ク タ を含むフ ァ イル

名には効かないので注意し て下さい。ワ イル ド カード はカレ ン ト デ ィ レ ク ト リ 内で評価さ

れ、 検索パスデ ィ レ ク ト リ 内では評価されません。

Windows では、すべてのフ ァ イル名オプシ ョ ンが Unicode 文字列を受け入れます。た と

えばこれは、エク スプローラから フ ァ イルを コマン ド プロ ンプ ト ウ ィ ン ド ウへド ラ ッ グ し

た際に発生し ます。

レスポンス フ ァ イル オプシ ョ ン群を コ マ ン ド ラ イ ン で直接与え る 方法以外に、 オプ

シ ョ ン群を レ スポン ス フ ァ イル内で与え る方法も あ り ます。 レ ス ポン ス フ ァ イルの内容

は、 コマン ド ラ イ ン内で @filename オプシ ョ ンが見つかった位置に挿入されます。

レ スポン ス フ ァ イルは、オプシ ョ ン群 と引数群を持った単純なテキス ト フ ァ イルです。

これは以下の文法規則に従 う 必要があ り ます ：

> オプシ ョ ン値群は空白文字、 すなわちスペース ・ ラ イ ン フ ィ ー ド ・ リ ターン ・ タブの

いずれかで区切る必要があ り ます。

> 空白文字を含む値は、 ダブルク ォーテーシ ョ ンマーク " で囲む必要があ り ます。

> 値の先頭と末尾のダブルク ォーテーシ ョ ンマークは無視されます。

> ダブルク ォーテーシ ョ ンマーク を リ テ ラルに用いる ためには、 バッ ク ス ラ ッ シ ュでマ

ス ク し て \" とする必要があ り ます。

> バッ ク ス ラ ッ シ ュ キ ャ ラ ク タは、 も う 一個のバッ ク ス ラ ッ シュでマス ク し て \\ とする

必要があ り ます。

レ スポン ス フ ァ イルは入れ子にする こ と もでき ます。 すなわち、 @filename 文法はそれ自

体を レ スポン ス フ ァ イルで用いる こ と もでき ます。

レ スポン ス フ ァ イルは、 フ ァ イル名引数に対し て Unicode 文字列を持つこ と もでき ま

す。 レ スポン ス フ ァ イルは、 UTF-8 ・ EBCDIC-UTF-8 ・ UTF-16 のいずれかの形式で符号
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化する こ と ができ、 対応する BOM で始ま る必要があ り ます。 BOM が見つから ない と き

は、 レ スポン ス フ ァ イルの内容は、 zSeries では EBCDIC で、 それ以外のすべてのシステ

ムでは ISO 8859-1 （Latin-1） で解釈されます。

終了コー ド TET コマン ド ラ イ ン ツールは以下に示す終了コー ド を返すので、 これを利

用すれば、 要求し た操作が正し く 遂行できたかど う かを調べる こ と ができ ます ：

> 終了コード 0 ： すべてのコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンの処理が成功し完結し た。

> 終了コード 1 ： フ ァ イル処理エラーが 1 件ないし複数発生、 しかし処理は継続された。

> 終了コード 2： コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンの中に何らかのエラーが発見された。処理は

その不良オプシ ョ ンの位置で停止し たため、 入力フ ァ イルは一切処理されなかった。
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2.3 コ マン ド ラ イ ンの例
以下の例は、TET コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンのい く つかの有用な組み合わせを演示し てい

ます。 作成例は 2 種類示されています。 1 種類目はすべてのオプシ ョ ンの長形式を用いて

お り 、 一方 2 種類目はそれ と同等な短オプシ ョ ン形式を用いています。

2.3.1 テキス ト を抽出

PDF 文書 file.pdf から テキス ト を UTF-8 形式で抽出し、 それを file.txt に格納し ます ：

tet file.pdf

テキス ト 抽出から先頭ページ と末尾ページを除外し ます ：

tet --firstpage 2 --lastpage last-1 file.pdf
tet -f 2 -l last-1 file.pdf

日中韓 CMap が置かれているデ ィ レ ク ト リ を与えます （日中韓テキ ス ト 抽出では必須で

す） ：

tet --searchpath /usr/local/cmaps file.pdf
tet -s /usr/local/cmaps file.pdf

PDF から テキス ト を UTF-16 形式で抽出し、 それをフ ァ イル file.utf16 に格納し ます ：

tet --format utf16 --outfile file.utf16 file.pdf
tet --format utf16 -o file.utf16 file.pdf

デ ィ レ ク ト リ 内のすべての PDF フ ァ イルから テキス ト を抽出し、 生成された *.txt フ ァ イ

ル群を別のデ ィ レ ク ト リ （すでに存在し ている必要があ り ます） に格納し ます ：

tet --targetdir out in/*.pdf
tet -t out in/*.pdf

テキス ト 抽出をページ上の特定の領域に限 り ます。これは適切なページオプシ ョ ンの リ ス

ト を与え る こ と で実現でき ます ：

tet --pageopt "includebox={{0 0 200 200}}" file.pdf

さ まざまなコマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンを内容と し て持つレ スポン ス フ ァ イルを用いて、カ

レ ン ト デ ィ レ ク ト リ 内のすべての PDF 文書を処理し ます （フ ァ イル options にコマン ド ラ

イ ンオプシ ョ ン群が入っています） ：

tet @options *.pdf

2.3.2 画像を抽出

file.pdf から画像群をページ志向な方式で抽出し、 それら をデ ィ レ ク ト リ out 内の file*.tif/
file*.jpg に格納し ます ：

tet --targetdir out --image file.pdf
tet -t out -i file.pdf

file.pdf から画像群を リ ソース志向な方式で抽出し、それら をデ ィ レ ク ト リ out内の file*.tif/
file*.jpg に格納し ます ：
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tet --targetdir out --image --imageloop resource file.pdf
tet -t out -i --imageloop resource file.pdf

file.pdf から画像群を画像結合な しに抽出し ます。 これは、画像処理に関連し た適切なペー

ジオプシ ョ ンの リ ス ト を与え る こ と で実現でき ます ：

tet --targetdir out --image --pageopt "imageanalysis={merge={disable}}" file.pdf
tet -t out -i --pageopt "imageanalysis={merge={disable}}" file.pdf

2.3.3 TETML を生成

PDF 文書 file.pdf に対する TETML 出力を単語モード で生成し、 それを file.tetml に格納し

ます ：

tet --tetml word file.pdf
tet -m word file.pdf

TETML 出力を、 Options 要素一切な しで生成し ます。 これは、 適切な文書オプシ ョ ンの リ

ス ト を与え る こ と で実現でき ます ：

tet --docopt "tetml={elements={options=false}}" --tetml word file.pdf

TETML 出力を、 すべてのグ リ フ情報を持った単語モード で生成し、 それを file.tetml に格

納し ます ：

tet --tetml word --pageopt "tetml={glyphdetails={all}}" file.pdf
tet -m word --pageopt "tetml={glyphdetails={all}}" file.pdf

画像群を抽出し て TETML を生成する こ と を、 一回の呼び出しで行います ：

tet --image --tetml word file.pdf
tet -i -m word file.pdf

TETML 出力を下向き座標で生成し ます ：

tet --tetml word --pageopt "topdown={output}" file.pdf
tet -m word --pageopt "topdown={output}" file.pdf

2.3.4 高度なオプシ ョ ン

あ る種の TeX 由来の PDF 文書に対し て、文書オプシ ョ ン checkglyphlists を与えて Unicode

マ ッ ピングを改善し ます ：

tet --docopt checkglyphlists file.pdf

Unicode 字形統合を適用し ます。た と えば空白字形統合：すべての種類の Unicode 空白キ ャ

ラ ク タ を U+0020 へマ ッ プし ます ：

tet --docopt "fold={{[:blank:] U+0020}}" file.pdf

句読点を単語境界 と し て無効にし ます ：

tet --pageopt "contentanalysis={punctuationbreaks=false}" file.pdf
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3 TETラ イ ブラ リ の言語バイ ンディ ング
この章では、TET ラ イブラ リ で供給される さ まざまな言語バイ ンデ ィ ングの仕様について

解説し ます。TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンには、対応し ているすべての言語バイ ンデ ィ ン

グによ るい く つかの小さ な TET アプ リ ケーシ ョ ンのための完全なサンプルコード が含ま

れています。

3.1 例外処理
あ る種のエラーは多 く の言語において例外 と呼ばれています。それにはも っ と も な理由が

あ り 、 そ う し たエラーは単なる例外で、 プロ グ ラ ムが始ま って終わる までの間にそ う 頻繁

には起こ ら ない と予想されるからです。 一般的な さばき方と し ては、 まずいこ と が頻繁に

起こ り そ う な関数呼び出しについては通常のエラー報告のし く み （要は特別なエラーコー

ド を返す） を採用する と し て、 めったに起こ ら な さ そ う な ものについてまでそれをやる と

コード があ らゆる場合分けによ って条件文だら けになって し ま う ので、それを避けるため

にそ う し た ものについては特殊な例外のし く みを採用するのが普通です。TET でも ま さに

その通 り のこ と を行っています。 操作によ っては、 割と頻繁にまずいこ と が起き る と予想

でき る ものがあ り ます。 た と えば ：

> 正しいパス ワード を知ら ない PDF 文書を開こ う と し た （ただし、67 ページの 5.1 「暗号

化 PDF から内容を抽出」 で説明する シュ ラ ッ グ機能も参照）。

> 誤ったフ ァ イル名で PDF 文書を開こ う と し た。

> 修復でき ないほど破損し ている PDF 文書を開こ う と し た。

TET はこ のよ う なエラーを、 値 -1 を返すこ と によ って知らせます。 API リ フ ァ レ ン スに

記述し ている通 り です。 一方、 有害と考え られる出来事ではあって も起き る頻度は割 と低

いものも あ り ます。 た と えば ：

> 仮想 メ モ リ が足 り な く なった。

> 関数に与えたパラ メ タがおかしい （文書のハン ド ルが無効だった等）。

> オプシ ョ ン リ ス ト を与えた ら形式が間違っていた。

> 必要な リ ソースなのに （日中韓テキス ト 抽出には CMap フ ァ イルが必要等） 見つから な

い。

TET がこのよ う な状況を検知し た場合には、特別なエラー値が呼び出し元に返るのではな

く 、 例外が発生し ます。 例外にネイ テ ィ ブに対応し ている言語では、 例外の発生は、 その

言語・環境が与える標準手段を用いて行われます。C 言語バイ ンデ ィ ングの場合には、TET

はカ ス タ ムの例外処理のし く みを提供し ているので、ク ラ イ アン ト はそれを用いる必要が

あ り ます （29 ページの 3.2 「C バイ ンデ ィ ング」 参照）。

重要な留意点 と し ては、 例外が起き た ら文書の処理は止めなければな り ません。 例外

の後に呼んでも安全な メ ソ ッ ド は delete( ) ・ get_apiname( ) ・ get_errnum( ) ・ get_errmsg( )
だけです。これ以外の メ ソ ッ ド を例外の後に呼ぶと予測でき ない結果につながる こ と があ

り ます。 この例外は以下の情報を持っています。

> 一意のエラー番号。

> 例外の原因と なった API 関数の名前。

> 問題点を説明し た文。

失敗し た関数呼び出しの原因を取得 TET の関数によ っては、た と えば open_document( )
や open_page( ) 等、 呼び出し て失敗し て も例外が発生し ないものがあ り ます （そ う し た関
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数はエラー時には -1 を返し ます）。 そのよ う な場合には、 失敗し た関数呼び出しの直後に

関数 get_errnum( ) ・ get_errmsg( ) ・ get_apiname( ) を呼び出せば、 問題の性質に関する詳

しい情報を得る こ と ができ ます。
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3.2 C バイ ンデ ィ ング
TET は C 言語で、 い く つかの C++ モジュールを用いて書かれています。 C バイ ンデ ィ ン

グ を 利用す る には、 静的 ま た は共有 ラ イ ブ ラ リ の いずれか を 使用す る こ と が で き

（Windows ・ MVS の場合は DLL）、 自分のソースモジュールにイ ン クルードするためのセン

ト ラル TET イ ン クルード フ ァ イル tetlib.h が必要です。 あ るいは、 tetlibdl.h を用いて TET

DLL を実行時に動的に読み込むこ と もでき ます （詳し く は次項参照）。

注記 C 用の TET バイ ンデ ィ ングを用いるアプ リ ケーシ ョ ンは、C++ コ ンパイ ラで リ ン クする必

要があり ます。 なぜなら このラ イブ ラ リ には C++ で実装されている部分があるからです。

C リ ンカ を使用する と、アプ リ ケーシ ョ ンを明示的に必要な C++ サポー ト ラ イブ ラ リ群に

リ ン ク し ないかぎ り、 非決定の外部参照を引き起こす可能性があり ます。

実行時に読み込まれる DLL と し て TET を使用 多 く のク ラ イ アン ト では TET を、 リ ン

ク時に結合される静的結合ラ イブラ リ か動的ラ イブラ リ と し て利用し ますが、DLL を実行

時に読み込んですべての API 関数へのポイ ン タ を動的に取得する こ と も可能です。これは

と り わけ、 DLL を必要に応じ てのみ読み込むために有用であ り 、 また、 MVS 上ではラ イ

ブラ リ は TET に対し て明示的に リ ン ク される こ と な く DLL と し て実行時に個別に読み込

まれるので有用です。TET では、 この動的な利用法を実現するために特化し た機構を用意

し ています。 これは以下の規則に従って動かせます ：

> tetlib.h でな く tetlibdl.h を イ ン クルード。

> TET_new( ) ・ TET_delete( ) でな く TET_new_dl( ) ・ TET_delete_dl( ) を使用。

> TET_TRY( ) ・ TET_CATCH( ) でな く TET_TRY_DL( ) ・ TET_CATCH_DL( ) を使用。

> その他すべての TET 呼び出しに関数ポイ ン タ を使用。

> 追加モジュールtetlibdl.cを コ ンパイルし て、生成されるオブジェ ク ト フ ァ イルに自分の

アプ リ ケーシ ョ ンを リ ン ク。

動的読み込みのし く みを extractordl.c サンプルで演示し ています。

注記 DLL の実行時読み込みは、 選ばれたプ ラ ッ ト フ ォームでのみ対応し ています。

例外処理 TET の API は、C 言語にはネイ テ ィ ブな例外処理がないのを補 う ために、 この

ラ イブラ リ が発生させた例外に対処するためのし く みを提供し ています。 TET_TRY( ) マ ク

ロ と TET_CATCH( ) マ ク ロ を用いる こ と によ り 、例外発生時にエラー処理やク リ ーンア ッ プ

を実行させる ためのコー ド を入れ込んだ ク ラ イ アン ト コー ド を組み立て る こ と ができ る

のです。 これらのマ ク ロはコード内に 2 つの部分を切 り 分けます。 1 つは try 節で、 例外

を発生させる可能性のあ る コード を持ち、 も う 1 つは catch 節で、 例外に対処する コード

を持ちます。 try ブロ ッ ク の中から呼び出された API 関数のいずれかが例外を発生させた

と き、プロ グ ラ ムの実行はただちに catch ブロ ッ ク の先頭ステー ト メ ン ト に移 り ます。TET

のク ラ イ アン ト のコード は以下の規則に従 う 必要があ り ます ：

> TET_TRY( ) と TET_CATCH( ) は必ず対にし なければな り ません。

> TET_new( ) は決し て例外を発生させません。try ブロ ッ クは、有効な TET オブジェ ク ト ハ

ン ド ルを用いなければ開始させる こ と ができないので、 TET_new( ) はすべての try ブ

ロ ッ ク の外で呼び出さ なければな り ません。

> TET_delete( ) は決し て例外を発生させません。よ って、すべての try ブロ ッ ク の外で安全

に呼び出すこ と ができ ます。 catch 節の中で呼び出すこ と も でき ます。

> try ブロ ッ ク と catch ブロ ッ ク の両方の中で用いられている変数については特別な注意

を払 う 必要があ り ます。 コ ンパイ ラは、 制御がブロ ッ ク から ブロ ッ クへ移る こ と は知
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ら ないので、 そのよ う な場合、 不適切な コー ド を生成する可能性があ り ます （レジス

タ変数 適化等）。

幸い、 この種の問題を避ける簡単な規則があ り ます。 try ブロ ッ ク と catch ブロ ッ ク の

両方で用いられる変数は volatile と宣言する必要があ るのです。 volatile キーワード の

使用はコ ンパイ ラに、 危険な 適化を変数に行ってはな ら ない と い う こ と を知らせま

す。

> try ブロ ッ ク を抜ける場合には（た と えば return ステー ト メ ン ト によ って、ひいては対応

する TET_CATCH( ) の実行をバイパス し て）、return ステー ト メ ン ト の前に TET_EXIT_TRY( )
マ ク ロ を呼び出し て、 例外のし く みにそのこ と を通知する必要があ り ます。

> TET のあ らゆる言語バイ ンデ ィ ングの場合 と同様、 例外が発生し た ら文書処理は止め

なければな り ません。

以下のコード に、 これらの規則の遵守例を示し ます。 ク ラ イ アン ト のコード内で TET の

例外を扱 う 際の典型的な書き方も あわせて示し ています（完全なサンプルは TET パッ ケー

ジ内にあ り ます） ：

volatile int pageno;
...
if ((tet = TET_new()) == (TET *) 0)
{

printf("メモリがいっぱいです\n");
return(2);

}
TET_TRY(tet)
{

for (pageno = 1; pageno <= n_pages; ++pageno)
{

    /* ページ処理 */

if (/* エラーが起きた */)
{

TET_EXIT_TRY(tet);
return -1;

}
}

/* API関数群を直接・間接に呼び出すステートメント群 */
}
TET_CATCH(tet)
{

printf("エラー %d が %s() 内で %d ページ上で発生しました: %s\n",
TET_get_errnum(tet), TET_get_apiname(tet), pageno, TET_get_errmsg(tet));

}
TET_delete(tet);

名前文字列に対する Unicode 処理 C 言語はネイ テ ィ ブで Unicode に対応し ていません。

API 関数に対する文字列パラ メ タのなかには名前文字列 と し て宣言されている ものがあ り

ます。 これらは length パラ メ タ と、 文字列の先頭の BOM の有無 と によ って処理のされ方

が異な り ます。 C の場合、 length パラ メ タが 0 でない と きは文字列は UTF-16 と解釈され

ます。 length パラ メ タが 0 の と きは、 文字列が UTF-8 BOM で始ま っていれば UTF-8 と

解釈され、 EBCDIC UTF-8 BOM で始ま っていれば EBCDIC UTF-8 と解釈され、 BOM が

なければ host エン コーデ ィ ング （ただし EMBDIC ベースの全プラ ッ ト フ ォーム上では

ebcdic） と解釈されます。
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オプシ ョ ン リ ス ト に対する Unicode 処理 オプシ ョ ン リ ス ト に文字列を含める と きは特

別な注意が必要です。 なぜな ら、 それは UTF-16 形式の Unicode 文字列と し て表すこ と は

できず、 バイ ト 列 と し て表すこ と しかでき ないからです。 そのため、 Unicode のオプシ ョ

ンに対し ては UTF-8 が用いられます。 オプシ ョ ンの先頭の BOM を見て、 TET はそれを

ど う 解釈するかを決めます。 この BOM を用いて文字列の形式が判定されます。 具体的に

は、 文字列オプシ ョ ンの解釈動作は以下の通 り です ：

> オプシ ョ ンが UTF-8 BOM （\xEF\xBB\xBF） で始ま っていれば UTF-8 と解釈されます。

> オプシ ョ ンが EBCDIC UTF-8 BOM （\x57\x8B\xAB） で始ま っていれば EBCDIC UTF-8

と解釈されます。

> BOM がなければ文字列は winansi （ただし EBCDIC ベースのプラ ッ ト フ ォーム上では

ebcdic） と し て扱われます。

注記 TET_convert_to_unicode( ) ユーテ ィ リ テ ィ 関数を用いる と、 UTF-16 文字列を UTF-8 文字

列に変換する こ とができます。 Unicode 値を持つオプシ ョ ン リ ス ト を作り たいと きに便利

です。
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3.3 C++ バイ ンデ ィ ング
注記 C++ で書かれたアプ リ ケーシ ョ ンについては、C++ バイ ンデ ィ ングを通じ てではな く 、TET

.NET DLL に直接アクセスする こ と を推奨し ます （ただ し C++ バイ ンデ ィ ングを用いるべ

き ク ロスプ ラ ッ ト フ ォームアプ リ ケーシ ョ ンを除 く ） 。 TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに、

この組み合わせを演示する .NET CLI で使用する C++ サンプルコー ド を含んでいます。

tetlib.h C ヘッ ダフ ァ イルに加えて、 C++ 用のオブジェ ク ト 指向ラ ッパも提供されてお り 、

TET のク ラ イ アン ト から利用する こ と ができ ます。 このラ ッパはヘッ ダフ ァ イル tetlib.h
を必要 と し ます。 こ のヘッ ダフ ァ イルは tetlib.h を イ ン クルード し ます。 tet.hpp はテンプ

レー ト ベースの実装を内容 と し て持ちますので、 対応する tet.cpp モジュールは必要あ り

ません。C++ オブジェ ク ト ラ ッパを使 う こ と は、API 関数と、すべての TET 関数名の TET_
接頭辞 と によ る関数的アプ ローチを、 よ り オブジ ェ ク ト 志向なアプ ローチへ置き換え ま

す。

実行時に読み込まれる DLL と し て TET を利用 C 言語バイ ンデ ィ ング と同様に、C++ バ

イ ンデ ィ ングでは、TET を実行時に動的に自分のアプ リ ケーシ ョ ンにア タ ッチする こ と が

でき ます （29 ページの 「実行時に読み込まれる DLL と し て TET を使用」 を参照）。 動的

読み込みを有効にするには、 tet.hpp を イ ン クルード する アプ リ ケーシ ョ ンモジ ュールを

コ ンパイルする時に下記のよ う にし ます ：

#define TETCPP_DL    1

これに加えて、追加モジュール tetlibdl.c を コ ンパイルし て、その結果でき るオブジェ ク ト

フ ァ イルに自分のアプ リ ケーシ ョ ンを リ ン ク させる必要があ り ます。動的読み込みの詳細

は、 TET オブジェ ク ト 内に隠蔽されていますので、 C++ API には影響を与えません ： すべ

ての メ ソ ッ ド呼び出しは、 動的読み込みが有効になっているかど う かにかかわらず、 同じ

見た目にな り ます。動的読み込みのし く みを、提供する Makefile 内の extractordl サンプル

で演示し ています。

注記 DLL の実行時読み込みには、 一部プ ラ ッ ト フ ォームでのみ対応し ています。

C++ の文字列処理 TET のテンプレー ト ベースの文字列処理アプローチでは、 文字列処

理に関し て以下の使用パターンが使えます ：

> C++ 標準ラ イブラ リ 型 std::wstring の文字列が基本文字列型と し て用いられます。 これ

は、UTF-16 または UTF-32 で符号化された Unicode キ ャ ラ ク タ を持つこ と ができ ます。

これは TET 4.0 以降のデフ ォル ト 動作であ り 、カス タ ムデータ型（次項参照）が wstring
に対し て大き な利点を持たないかぎ り 、 新し いアプ リ ケーシ ョ ンに対する推奨アプ

ローチです。

> 文字列処理のためのカ ス タ ム （ユーザ定義） データ 型を、 そのカ ス タ ムデー タ型が

basic_string ク ラ ステンプレー ト のイ ン ス タ ン ス化であ り 、 かつユーザが与え る変換 メ

ソ ッ ド によ って Unicode と の相互変換が可能であ るかぎ り 、 用いる こ と ができ ます。

> プレーン C++ 文字列を、TET 3.0 までのバージ ョ ンに対し て開発された既存の C++ アプ

リ ケーシ ョ ン と の互換性のために用いる こ と ができ ます。 こ の互換方式は、 既存アプ

リ ケーシ ョ ンのためだけに用意されています （ソース コー ド 互換性について下記注記

を参照）。

新しいイ ン タ フ ェースは、 TET メ ソ ッ ド と や り と り されるすべての文字列がネ イ テ ィ ブ

wstring であ る と見な し ます。 wchar_t データ型のサイ ズによ って、 wstring は UTF-16 で

（2 バイ ト キ ャ ラ ク タ群）、または UTF-32 で（4 バイ ト キ ャ ラ ク タ群）符号化された Unicode
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文字列を内容 と し て持つ と見な されます。 ソース コード内の リ テ ラル文字列は、 ワ イ ド文

字であ る こ と を示すために先頭に L をつける必要があ り ます。 リ テ ラル内で Unicode キ ャ

ラ ク タは \u ・ \U 文法で作成でき ます。 この文法は標準 ISO C++ に含まれているのですが、

コ ンパ イ ラ に よ っ ては こ れに対応 し ていない も のがあ り ます。 その場合には リ テ ラ ル

Unicode キ ャ ラ ク タは 16 進キ ャ ラ ク タで作成する必要があ り ます。

注記 EBCDIC ベースのシステムの場合、wstring ベースのイ ン タ フ ェースに対するオプシ ョ ン リ

ス ト 文字列を作成する際には、オプシ ョ ン リ ス ト 内に EBCDIC と UTF-16 の wstring が混在

する こ と を防ぐため、 さ らに変換を行う必要があ り ます。 この変換に便利なコー ド と利用

法が、 追加モジュール utf16num_ebcdic.hpp にあ り ます。

アプ リ ケーシ ョ ン を新し い C++ バイ ンデ ィ ングに合わせて変更 TET 3.0 ま でのバー

ジ ョ ンに対し て開発された既存の C++ アプ リ ケーシ ョ ンは、 以下のよ う にし て適合させ

る こ と ができ ます ：

> TET C++ ク ラ スは pdflib 名前空間内に入 り ま し たので、ク ラ ス名を修飾する必要があ り

ます。 いちいち pdflib::TET を書 く こ と を避けるため、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ン

は TET メ ソ ッ ド を使 う 前に下記を追加するべきです ：

using namespace pdflib;

> アプ リ ケーシ ョ ンの文字列処理を wstring へ切 り 替えます。 これは外部情報源からの

データについて も当てはま り ます。 しかし、 ソース コー ド 内の文字列 リ テ ラル （オプ

シ ョ ン リ ス ト も） は、 L 接頭辞を頭につける必要があ り ます。 た と えば

const wstring pageoptlist = L"granularity=page";

> TET のエラー メ ッ セージ と例外文字列（TET・TET::Exception ク ラ ス内の get_errmsg( ) メ

ソ ッ ド） を処理するには、 適切な wstring 対応 メ ソ ッ ド （wcerr 等） を用いる必要があ

り ます。

> TET C++ バイ ンデ ィ ングで tet.cpp モジ ュールは必要な く な り ま し た。TET デ ィ ス ト リ

ビ ューシ ョ ンはこ のモジ ュールのダ ミ ー実装を含んでいますが、 これは TET アプ リ

ケーシ ョ ンのビル ド処理からは除 く べきです。

レガシアプ リ ケーシ ョ ン との完全ソース コー ド 互換性 新しい C++ バイ ンデ ィ ングはア

プ リ ケーシ ョ ンレベルのソース コード互換性を志向し て設計されていますが、ク ラ イ アン

ト アプ リ ケーシ ョ ンは再コ ンパイルする必要があ り ます。レガシアプ リ ケーシ ョ ンに対し

て完全な ソース コード互換性を実現するには以下の方法が用意されています ：

> tet.hpp を イ ン クルードする前に wstring ベースのイ ン タ フ ェース を下記のよ う に無効

化し ます ：

#define TETCPP_TET_WSTRING 0

> tet.hpp を イ ン クルー ドする前に pdflib 名前空間を下記のよ う に無効化し ます ：

#define TETCPP_USE_PDFLIB_NAMESPACE 0

C++ のエ ラー処理 TET API 関数は、 エラー発生時には C++ 例外を発生させます。 これ

らの例外はク ラ イ アン ト コード内で C++ の try/catch 節を用いてキ ャ ッチする必要があ り

ます。 さ ら なるエラー情報を提供するために、 TET ク ラ スはパブ リ ッ ク な TET::Exception
ク ラ ス を提供し てお り 、 この ク ラ スは、 詳細なエラー メ ッ セージ、 例外番号、 例外を発生

させた TET API 関数の名前を取得する ための メ ソ ッ ド を公開し ています。
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TET ルーチンが発生させたネイ テ ィ ブな C++ 例外は期待どお り に動作し ます。 以下の

コード は、 TET が発生させた例外をキ ャ ッチし ます ：

try {

...いろいろなTET命令...
} catch (TET::Exception &ex) {

wcerr << L"Error " << ex.get_errnum()
<< L" in " << ex.get_apiname()
<< L"(): " << ex.get_errmsg() << endl;

}
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3.4 COM バイ ンデ ィ ング

TET の COM エデ ィ シ ョ ン を イ ンス ト ール TET は COM コ ンポーネン ト に対応し たすべ

ての環境で利用する こ と ができ ます。TET のイ ン ス ト ール方法は簡単で単純です。以下の

点に留意し て下さい ：

> NTFS パーテ ィ シ ョ ンにイ ン ス ト ールする場合は、すべての TET ユーザに、そのイ ン ス

ト ールデ ィ レ ク ト リ の読み取 り 権限と、 ...\TET 4.1 32-bit\bind\COM\bin\tet_com.dll の実

行権限を持たせる必要があ り ます。

> イ ン ス ト ー ラ はシ ス テム レ ジ ス ト リ に対し て書き込み権限を持たなければな り ませ

ん。Administrators グループか Power Users グループの権限であれば通常充分でし ょ う 。

例外処理 TET の COM コ ンポーネン ト に対する例外処理は COM の規則に従って行われ

ます。 すなわち、 TET の例外が起き る と、 COM の例外が発生し、 そのエラーの説明テキ

ス ト と と もに伝達されます。 この COM の例外は、 そのク ラ イ アン ト 環境が対応し ている

任意の COM のエラー処理方式で捕捉 ・ 処理する こ と ができ ます。

TET の COM エデ ィ シ ョ ン を .NET で使 う TET の .NET エデ ィ シ ョ ン （38 ページの 3.6

「.NET バイ ンデ ィ ング」 参照） のかわ り と し て、 TET の COM エデ ィ シ ョ ンは .NET で使

用する こ と も可能です。 まず、 tlbimp.exe ユーテ ィ リ テ ィ を用いて TET の COM エデ ィ

シ ョ ンから .NET アセンブ リ を作成する必要があ り ます ：

tlbimp tet_com.dll /namespace:tet_com /out:Interop.tet_com.dll

.NET アプ リ ケーシ ョ ン内ではこ のアセンブ リ を使 う こ と ができ ます。 Visual Studio .NET

内から tet_com.dll への参照を追加すればアセンブ リ は自動作成されます。 C# におけ る

TET の COM エデ ィ シ ョ ンの使用法を以下のコード に示し ます ：

using TET_com;
    ...
static TET_com.ITET tet;
    ...
tet = New TET();
    ...

上記に示し た以外のコード はすべて TET の .NET エデ ィ シ ョ ン と同様に動作し ます。
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3.5 Java バイ ンデ ィ ング

TET の Java エデ ィ シ ョ ン を イ ンス ト ール TET は com.pdflib.TET と い う 名前で Java パッ

ケージ と し てま と められています。 このパッ ケージはネイ テ ィ ブ JNI ラ イブラ リ に依存し

ますので、 両者は適切に設定し てお く 必要があ り ます。

JNI ラ イ ブ ラ リ を可能にする ために必要な操作は、 以下のよ う にプ ラ ッ ト フ ォームに

よ って異な り ます ：

> Unix システム群の場合には、libtet_java.so（Mac OS X では libtet_java.jnilib） ラ イブラ リ

を、 共有ラ イブ ラ リ 用のデフ ォル ト の場所、 ないし適切に設定し たデ ィ レ ク ト リ に置

く 必要があ り ます。

> Windows の場合には、pdf_tet.dll ラ イブラ リ を、Windows のシステムデ ィ レ ク ト リ 、ない

し PATH 環境変数に挙げたデ ィ レ ク ト リ に置 く 必要があ り ます。

この TET の Java パッ ケージはフ ァ イル tet.jar 内に存在し、 ただ一つの ク ラ ス tet を持ち

ま す。 こ のパ ッ ケージ を 自分の ア プ リ ケーシ ョ ン で利用可能にす る には、 tet.jar を

CLASSPATH 環境変数に追加するか、 Java コ ンパイ ラへの呼び出しの中に -classpath tet.jar
オプシ ョ ンを加え るか、 またはこれ と等価な操作を Java IDE で行 う 必要があ り ます。 JDK

で Java VM の設定を行 う こ と によ って、ネイ テ ィ ブラ イブラ リ が所与のデ ィ レ ク ト リ 内で

検索される よ う にするには、java.library.path にそのデ ィ レ ク ト リ の名前を適切に設定し ま

す。 た と えば

java -Djava.library.path=. extractor

このプロパテ ィ の値は下記のよ う にし て調べられます ：

System.out.println(System.getProperty("java.library.path"));

TET を J2EE アプ リ ケーシ ョ ンサーバとサーブレ ッ ト コ ンテナで使 う TET はサーバサ

イ ド Java アプ リ ケーシ ョ ンに完全に適合し ています。 TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、

TET を J2EE 環境で使 う ためのサンプルコード と設定を含んでいます。 以下の設定事項に

従 う 必要があ り ます ：

> サーバがネ イ テ ィ ブ ラ イ ブ ラ リ を検索するデ ィ レ ク ト リ はベンダに よ っ て異な り ま

す。 よ く あ る場所と し ては、 システムデ ィ レ ク ト リ や、 背後の Java VM に固有のデ ィ

レ ク ト リ や、 ローカルサーバデ ィ レ ク ト リ を候補に挙げる こ と ができ ます。 サーバベ

ンダが提供し ている説明書を調べて下さい。

> アプ リ ケーシ ョ ンサーバ と サーブレ ッ ト コ ンテナはしばしば、 特殊な ク ラ ス ローダを

用いてお り 、 その ク ラ ス ローダは制限されているか、 あ るいは専用の ク ラ スパス を用

いている可能性があ り ます。 サーバによ っては、 特別な ク ラ スパス を定義し て、 TET

パッ ケージが必ず見つかる よ う にし てお く こ と が必要です。

TET を個別のサーブレ ッ ト エンジン と アプ リ ケーシ ョ ンサーバで使 う 際のよ り 詳細な注

意点は、 TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンの J2EE デ ィ レ ク ト リ 内の追加文書に記し てあ り ま

す。

Unicode と レガシエン コーデ ィ ングの変換 TET ユーザの便宜のため、 有用な文字列変

換 メ ソ ッ ド を こ こ でい く つか挙げます。 下記のコ ン ス ト ラ ク タは、 プラ ッ ト フ ォームのデ

フ ォル ト エン コーデ ィ ングを用いて、 バイ ト 列から Unicode 文字列を生成し ます ：

String(byte[] bytes)
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下記のコ ン ス ト ラ ク タは、 enc 引数で与えたエン コーデ ィ ング （SJIS ・ UTF8 ・ UTF-16 等）

を用いて、 バイ ト 列から Unicode 文字列を生成し ます ：

String(byte[] bytes, String enc)

String ク ラ スの下記の メ ソ ッ ド は、 Unicode 文字列を、 enc 引数で指定し たエン コーデ ィ ン

グに従った文字列へ変換し ます ：

byte[] getBytes(String enc)

TET の Javadoc 文書 TETパッ ケージはTETのJavadoc文書を含んでいます。このJavadoc

は、 すべての TET API メ ソ ッ ド の短縮さ れた説明のみを含んでいます。 詳し く は、 151

ページの 10 章 「TET ラ イブラ リ API リ フ ァ レ ン ス」 を参照し て く ださい。

TET の Javadoc を Eclipse で設定するには以下のよ う に操作し ます ：

> パッ ケージエ ク スプローラで Java プロ ジェ ク ト を右ク リ ッ ク し、 「Javadoc ロケーシ ョ

ン」 を選択し ます。

> 「ブラウズ ...」 を ク リ ッ ク し、 Javadoc が置かれているパス （TET パッ ケージ内） を選択

し ます。

これらの操作を行なった後は、 「Java ブラウズ」 パースペク テ ィ ブや 「ヘルプ」 メ ニュー

などから TET の Javadoc を閲覧でき ます。

例外処理 TET の Java 言語バイ ンデ ィ ングはク ラ ス TETException のネイ テ ィ ブな Java 例

外を発生させます。 TET のク ラ イ アン ト コード は標準的な Java 例外の文法を用いる必要

があ り ます ：

TET tet = null;

try {

...さまざまなTETメソッド呼び出し...

} catch (TETException e) {

System.err.print("TETの例外が発生しました:\n");
System.err.print("[" + e.get_errnum() + "] " + e.get_apiname() + ": " +

e.get_errmsg() + "\n");

} catch (Exception e) {
System.err.println(e.getMessage());

} finally {
if (tet != null) {

tet.delete();                     /* TETオブジェクトを削除 */
}

}

TET は適切な throws 節を宣言するので、 ク ラ イ アン ト コード はすべての可能な例外を捕

捉するか、 またはそれら を自身で宣言する必要があ り ます。
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3.6 .NET バイ ンデ ィ ング
注記 TET を .NET フ レームワークで利用するためのさ まざまな方式やオプシ ョ ンに関する詳し

い情報が、 デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンパッ ケージ内と PDFlib Web サイ ト にある PDFlib-in-

.NET-HowTo.pdf 文書にあ り ます。

TET の .NET エデ ィ シ ョ ンはそれらすべての .NET 概念に対応し ています。 専門用語でい

えば、 TET.NET エデ ィ シ ョ ンは .NET Framework の制御下で走る C++ ク ラ ス （非マネージ

TET コ ア ラ イブラ リ のためのマネージ ラ ッパを備えた） です。 それはス ト ロ ング名を持つ

静的アセンブ リ と し てパッ ケージ されています。 こ の TET アセンブ リ （TET_dotnet.dll）
は、 ラ イブラ リ 本体 と メ タ情報を持ちます。

TET の .NET エデ ィ シ ョ ン を イ ンス ト ール TET を、提供されている Windows MSI イ ン ス

ト ーラでイ ン ス ト ールし ます。TET.NET MSI イ ン ス ト ーラは、TET アセンブ リ と補足デー

タ フ ァ イル ・ サンプルを対話的にマシンに イ ン ス ト ールし ます。 こ の イ ン ス ト ーラ はま

た、 Visual Studio .NET の 「参照の追加」 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの .NET タブで TET を簡単

に参照でき る よ う 登録も行います。

エ ラー処理 TET.NET は .NET の例外に対応し てお り 、実行時に問題が起き る と例外を発

生させ、 詳細なエラー メ ッ セージを伝達し ます。 こ う し た例外を捕捉し て適切にそれに対

処する こ と はク ラ イ アン ト 側の領分です。 それを し ない場合には .NET Framework がその

例外を捕捉し、 多 く の場合アプ リ ケーシ ョ ンを中断させます。

例外関連情報の伝達のために TET は独自の例外ク ラ ス TET_dotnet.TETException を定義

し ています。 この ク ラ スは メ ンバ get_errnum ・ get_errmsg ・ get_apiname を持ちます。

C++ と CLI で TET を利用 C++ で書かれた .NET アプ リ ケーシ ョ ン（共通言語基盤 CLI を

ベース と し た） は、 TET C++ バイ ンデ ィ ングな しで直接 TET.NET DLL にア ク セスでき ま

す。 そのソース コード から下記のよ う に TET を参照する必要があ り ます ：

using namespace TET_dotnet;
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3.7 Objective-C バイ ンデ ィ ング
C・C++言語バイ ンデ ィ ングをObjective-C1で使用する こ と も でき ますが、真正なObjective-

C 用言語バイ ンデ ィ ング も用意し てあ り ます。 下記の種類の TET フ レーム ワーク が利用

可能です ：

> Mac OS X で利用する ための TET
> iOS で利用する ための TET_ios

いずれのフ レーム ワーク も、C・C++・Objective-C 用言語バイ ンデ ィ ングを含んでいます。

Objective-C 版 TET を Mac OS X にイ ンス ト ール TET を自分のアプ リ ケーシ ョ ンで使

う には、 TET.framework か TET.framework をデ ィ レ ク ト リ /Library/Frameworks へコ ピーす

る必要があ り ます。 別の場所へ TET フ レーム ワーク を イ ン ス ト ールする こ と も可能です

が、 Apple の install_name_tool を用いる必要があ り ます。 それについてはこ こ では記述し

ません。 TET メ ソ ッ ド宣言群を含んだ TET_objc.h ヘッ ダフ ァ イルをアプ リ ケーシ ョ ンの

ソース コード で取 り 込む必要があ り ます ：

#import "TET/TET_objc.h"

または

#import "TET_ios/TET_objc.h"

引数命名規則 TET メ ソ ッ ド 呼び出しの際には、 引数を以下の規則に従って与え る必要

があ り ます ：

> 第一引数の値は メ ソ ッ ド名の直後に、 コ ロ ンキ ャ ラ ク タで区切って与えます。

> その後の各引数については、 引数の名前 と 値を （これも コ ロ ンキ ャ ラ ク タで互いを区

切って） 与える必要があ り ます。 引数の名前は 151 ページの 10 章 「TET ラ イブラ リ

API リ フ ァ レ ン ス」 と TET_objc.h にあ り ます。

た と えば、 API 記述における下記の行は ：

int open_page(int doc, int pagenumber, String optlist)

下記の Objective-C と な り ます ：

- (NSInteger) open_page: (NSInteger) doc pagenumber: (NSInteger) pagenumber optlist: 
(NSString *) optlist;

つま り アプ リ ケーシ ョ ンでは、 下記のよ う に呼び出し を行 う 必要があ る こ と にな り ます ：

page = [tet open_page:doc pagenumber:pageno optlist:pageoptlist];

コード補完のための XCode Code Sense は TET フ レーム ワーク で利用でき ます。

Objective-C のエ ラー処理 Objective-C バイ ンデ ィ ングは、 TET エラーを、 ネイ テ ィ ブ

な Objective-C 例外へ翻訳し ます。 実行時の問題の場合には、 TET はク ラ ス TETException
のネイ テ ィ ブ Objective-C 例外を発生させます。これらの例外は通常の try/catch 機構で処

理でき ます ：

1. developer.apple.com/library/mac/#documentation/Cocoa/Conceptual/ObjectiveC/Introduction/introObjectiveC.html
参照。

http://developer.apple.com/library/mac/#documentation/Cocoa/Conceptual/ObjectiveC/Introduction/introObjectiveC.html
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@try { 

...いろいろなTET命令...
}
@catch (TETException *ex) {

NSString * errorMessage =
[NSString stringWithFormat:@"TETエラー %d in '%@': %@",
[ex get_errnum], [ex get_apiname], [ex get_errmsg]];

NSAlert *alert = [[NSAlert alloc] init];
[alert setMessageText: errorMessage];
[alert runModal];
[alert release];

}
@catch (NSException *ex) {

NSAlert *alert = [[NSAlert alloc] init];
[alert setMessageText: [ex reason]];
[alert runModal];
[alert release];

}
@finally {

[tet release];
}

get_errmsg メ ソ ッ ド の他に、 例外オブジェ ク ト の reason フ ィ ール ド を用いてエラー メ ッ

セージを取得する こ と も可能です。
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3.8 Perl バイ ンデ ィ ング
Perl 用 TET ラ ッパは、 1 個の C ラ ッパ と 2 個の Perl パッ ケージモジュールから成 り ます。

このモジュールの一つは各 TET API 関数と同等のものを Perl で提供する もので、 も う 一

つは TET オブジェ ク ト のためのものです。 C モジュールは、 Perl イ ン タプ リ タが実行時

に読み込む共有ラ イブラ リ を、パッ ケージフ ァ イルからい く らかの助けを借 り てビル ドす

るために用いられます。 Perl ス ク リ プ ト は共有ラ イブラ リ モジュールを、 use ステー ト メ

ン ト を通じ て参照し ます。

TET の Perl エデ ィ シ ョ ン を イ ンス ト ール Perl 拡張機構は共有ラ イ ブ ラ リ を実行時に、

DynaLoader モジュールを通じ て読み込みます。Perl 実行形式が、共有ラ イブラ リ に対応し

た形でコ ンパイルされている必要があ り ます（多 く の Perl 設定ではそのよ う になっていま

す）。

TET バイ ンデ ィ ングが動作するためには、 Perl イ ン タプ リ タは TET Perl ラ ッパ と モ

ジュール tetlib_pl.pm ・ PDFlib/TET.pm を利用可能であ る必要があ り ます。 以下に説明する

プラ ッ ト フ ォーム固有の方式のほかに、 Perl の @INC モジュール検索パスに、 -I コマン ド

ラ イ ンオプシ ョ ンを用いてデ ィ レ ク ト リ を追加する こ と も可能です ：

perl -I/path/to/tet extractor.pl

Unix Perl は、 tetlib_pl.so （Mac OS X では tetlib_pl.bundle） ・ tetlib_pl.pm ・ PDFlib/TET.pm
を、 カレン ト デ ィ レ ク ト リ 内で、 あ るいは下記 Perl コマン ド で印字されるデ ィ レ ク ト リ 内

で検索し ます ：

perl -e 'use Config; print $Config{sitearchexp};'

Perl はサブデ ィ レ ク ト リ auto/tetlib_pl も検索し ます。 上記コマン ド の典型的出力は下記

のよ う にな り ます ：

/usr/lib/perl5/site_perl/5.10/i686-linux

Windows TET は、 Perl 5 の Windows に対する ActiveState ポー ト にも対応し ています。 こ

れは ActivePerl と も呼ばれます。DLL tetlib_pl.dll と モジュール tetlib_pl.pm・PDFlib/TET.pm
が、 カレン ト デ ィ レ ク ト リ 内で、 あ るいは下記 Perl コマン ド で印字されるデ ィ レ ク ト リ 内

で検索されます ：

perl -e "use Config; print $Config{sitearchexp};"

上記コマン ド の典型的出力は下記のよ う にな り ます ：

C:\Program Files\Perl5.10\site\lib

Perl の例外処理 TET 例外が発生し た際には、 Perl 例外が発生し ます。 これは、 eval シー

ケン ス を用いてキ ャ ッチ ・ 対処する こ と ができ ます ：

eval {
...いろいろなTET命令...

};
die "例外をキャッチしました: $@" if $@;



42 3 章 :  TET ラ イ ブ ラ リの言語バイ ンデ ィ ング

3.9 PHP バイ ンデ ィ ング

TET の PHP エデ ィ シ ョ ン を イ ンス ト ール TET は、 PHP に動的に結合でき る C ラ イブ

ラ リ と し て実装されています。 TET は、 PHP のい く つかのバージ ョ ンに対応し ています。

使っている PHP のバージ ョ ンに応じ て、 適切な TET ラ イブラ リ を、 アンパッ ク し た TET

アーカ イブから選ぶ必要があ り ます。

TET を PHP で利用する際のさ まざまな考慮点やオプシ ョ ンについては、た と えば PHP

用のローダブル TET モジュールを用いるべきかど う か と いった疑問も含めて、PDFlib Web

サイ ト から入手でき る文書 PDFlib-in-PHP-HowTo を参照し て く ださい。 この文書では主に

PDFlib の PHP での利用について論じ ていますが、 その内容は、 TET の PHP での利用につ

いて も あてはま る ものです。

PHP の設定を行って、 外部の TET ラ イブラ リ について PHP に知らせる必要があ り ま

す。 次の 2 通 り の方法があ り ます ：

> 以下の行の う ちのいずれかを php.ini に追加する ：

extension=php_tet.dll       ; Windowsの場合

extension=php_tet.so        ; Unix・Mac OS Xの場合

extension=php_tet.sl        ; HP-UXの場合

PHP は、 Unix の場合は php.ini 内の変数 extension_dir で指定されたデ ィ レ ク ト リ 内で、

Windows の場合はそれに加えて標準システムデ ィ レ ク ト リ 群の中でも、 ラ イブラ リ を

検索し ます。 下記の一行 PHP ス ク リ プ ト を用いれば、 PHP TET バイ ンデ ィ ングのどの

バージ ョ ンがイ ン ス ト ールされているかを調べる こ と ができ ます ：

<?phpinfo()?>

これを実行する と、 現在の PHP の設定に関する長い情報ページが表示されます。 この

ページ上で、 tet と い う タ イ ト ルのセ ク シ ョ ンを見て く ださい。 も し このセ ク シ ョ ンに

PDFlib TET Support         enabled

と い う フ レーズ （および TET のバージ ョ ン番号） があれば、 PHP 用の TET が正し く

イ ン ス ト ールされています。

> あ るいは、 ス ク リ プ ト の冒頭に以下の行の う ちのいずれかを書 く こ と で、 TET を実行

時に読み込むこ と も でき ます ：

dl("php_tet.dll");          # Windowsの場合

dl("php_tet.so");           # Unix・Mac OS Xの場合

dl("php_tet.sl");           # HP-UXの場合

PHP のフ ァ イル名処理 非限定のフ ァ イル名 （パス要素のない も の） と 相対フ ァ イル名

は、 PHP の Unix バージ ョ ン と Windows バージ ョ ン と で扱いが異な り ます ：

> Unix システムの PHP では、パス要素のないフ ァ イルは、ス ク リ プ ト が読み込まれたデ ィ

レ ク ト リ の中で検索されます。

> Windows の PHP では、パス要素のないフ ァ イルは、PHP DLL が読み込まれデ ィ レ ク ト リ

の中でのみ検索されます。

例外処理 PHP 5 は構造化された例外処理に対応し ているので、 TET の例外は PHP の例

外 と し て発生し ます。通常の try/catch 技法を用いて、TET の例外を扱 う こ と ができ ます：

try {
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...いろいろなTET命令...
} catch (TETException $e) {

print "TET例外発生:\n";

print "[" . $e->get_errnum() . "] " . $e->get_apiname() . ": " 
$e->get_errmsg() . "\n";

}
catch (Exception $e) {

print $e;
}



44 3 章 :  TET ラ イ ブ ラ リの言語バイ ンデ ィ ング

3.10 Python バイ ンデ ィ ング

Python 版 TET を イ ンス ト ール Python の拡張機構は、実行時に共有ラ イブラ リ を読み込

むこ と によ って動作し ます。 TET バイ ンデ ィ ングが動作する ためには、 Python イ ン タプ

リ タがTET Python ラ ッパを利用可能であ る必要があ り ます。このラ ッパは、PYTHONPATH

環境変数内に挙げられているデ ィ レ ク ト リ 群の中で検索されます。Python ラ ッパの名前は

プラ ッ ト フ ォームによ って異な り ます ：

> Unix ・ Mac OS X ： tetlib_py.so
> Windows ： tetlib_py.pyd

Python のエ ラー処理 Python バイ ンデ ィ ングは、TET 例外をネイ テ ィ ブな Python 例外へ

翻訳し ます。 この Python 例外は、 通常の try/catch 技法で扱えます ：

try:
...いろいろなTET命令...

except TETException:
print("TET例外発生:\n[%d] %s: %s" %
((tet.get_errnum()), tet.get_apiname(),  tet.get_errmsg()))
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3.11 REALbasic バイ ンデ ィ ング

TET の REALbasic エデ ィ シ ョ ン を イ ンス ト ール TET は、 Mac と Windows の REALbasic

開発環境 （REALbasic 2006 以上） に対応し ています。

Mac でも Windows でも、 TET の REALbasic エデ ィ シ ョ ン （TET.rbx） は、 REALbasic ア

プ リ ケーシ ョ ンが入っているの と同じ フ ォルダ内の Plugins と い う フ ォルダへ複製する必

要があ り ます。 Mac OS X では、 TET.framework を /Library/Frameworks へイ ン ス ト ールも

する必要があ り ます。REALbasic 用 TET は一つのパッ ケージで配布され、以下の種類を含

んでいます ：

> Mac OS X PowerPC

> Mac OS X Intel

> Windows

このこ と は、 Mac 版 ・ Windows 版どち ら を用いて も、 Mac 用 ・ Windows 用の両方のアプ リ

ケーシ ョ ンをビル ド でき る こ と を意味し ます。ス タ ン ド ア ロ ンなアプ リ ケーシ ョ ンが生成

される際には、REALbasic は TET の適切な部分を選んで、プラ ッ ト フ ォーム固有の部分だ

けを生成アプ リ ケーシ ョ ン内へ含めます。

追加の REALbasic ク ラ ス TET は、 REALbasic のオブジェ ク ト 階層構造に 2 個の新しい

ク ラ ス を追加し ます ：

> TET ク ラ スはすべての TET API メ ソ ッ ド を含んでいます。

> TETException ク ラ スは、RuntimeException から派生し た もので、TET が発生させる例外

を扱 う ために使 う こ と ができ ます （後述）。

TET は、 GUI アプ リ ケーシ ョ ンの作成にも、 コ ン ソールアプ リ ケーシ ョ ンの作成にも用い

る こ と ができ ます。TET はコ ン ト ロールではあ り ませんので、 これは REALbasic のコ ン ト

ロールパレ ッ ト に新しいア イ コ ンを イ ン ス ト ールはし ません。 しかし TET が利用可能な

と きは、 REALbasic は TET ク ラ ス と その関連 メ ソ ッ ド群を認識し ます。 た と えば、 命令補

完や引数チェ ッ クは、 TET API メ ソ ッ ド群に対し て完全に動作し ます。

REALbasic のエ ラー処理 例外発生時には、 TET はク ラ ス TETException のネイ テ ィ ブな

REALbasic 例外を発生させます。TET 例外は、標準的な REALbasic の技法で扱えます： try/
catch ブロ ッ ク を用いるか （これを推奨し ますが、 REALbasic 5.5 以上が必要）、 あ るいは

Exception ブロ ッ ク でそれを処理し ます。 後者を以下のコード で演示し ます ：

Exception err As TETException
MsgBox("TET例外がextractorサンプル内で発生しました: [" + _

Str(err.get_errnum()) + "] " + err.get_apiname() + ": " + err.get_errmsg())

この例で示し ている よ う に、 REALbasic 開発者は、 エラー番号、 エラー メ ッ セージ、 例外

を発生させた API 関数の名前を取得する ための TETException メ ソ ッ ド群を用いて詳細な

エラー情報を得る こ と ができ ます。
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3.12 Ruby バイ ンデ ィ ング

Ruby 版 TET を イ ンス ト ール Ruby1 の拡張機構は、 共有ラ イブラ リ を実行時に読み込む

こ と によ って動作し ます。 TET バイ ンデ ィ ングが動作する ためには、 Ruby イ ン タプ リ タ

が Ruby 用 TET 拡張ラ イブラ リ へのア ク セス を有する必要があ り ます。 このラ イブラ リ

（Windows ・ Unix の場合 ： TET.so、 Mac OS X の場合 ： TET.bundle） がイ ン ス ト ールされる先

は通常、 local ruby イ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト リ の site_ruby ブラ ンチ内であ り 、 すな

わち下記のよ う な名前のデ ィ レ ク ト リ 内にな り ます ：

/usr/local/lib/ruby/site_ruby/<バージョン>/

しかし、 Ruby は他のデ ィ レ ク ト リ で も拡張を検索し ます。 こ のデ ィ レ ク ト リ の一覧を取

得するには下記の ruby 呼び出し を用います ：

ruby -e "puts $:"

この一覧は通常、 カレン ト デ ィ レ ク ト リ を含みますので、 試験目的には、 TET 拡張ラ イブ

ラ リ と ス ク リ プ ト 群を同一デ ィ レ ク ト リ 内に置けばよいでし ょ う 。

Ruby のエ ラー処理 Ruby バイ ンデ ィ ングは、 TET 例外をネイ テ ィ ブな Ruby 例外へ翻訳

するエラーハン ド ラ を イ ン ス ト ールし ます。 この Ruby 例外は通常の rescue 技法で扱えま

す ：

begin

...いろいろなTET命令...
rescue TETException => pe

print pe.backtrace.join("\n") + "\n"
print "エラー [" + pe.get_errnum.to_s + "] " + pe.get_apiname + ": " + pe.get_errmsg
print " on page pageno" if (pageno != 0)

print "\n"
rescue Exception => e

print e.backtrace.join("\n") + "\n" + e.to_s + "\n"
ensure

tet.delete() if tet
end

Ruby on Rails Ruby on Rails2 は、 Ruby によ る Web 開発を支援するオープン ソース フ レー

ム ワーク です。 Ruby 用 TET 拡張は Ruby on Rails で使えます。 TET 作成例を Ruby on Rails

で走らせるには以下の手順に従います ：

> Ruby と Ruby on Rails を イ ン ス ト ール。

> 新規コ ン ト ローラ を コマン ド ラ イ ンからセ ッ ト ア ッ プ ：

$ rails new tetdemo
$ cd tetdemo

$ cp <TETディレクトリ>/bind/ruby/<バージョン>/TET.so vendor/  # .so/.dll/.bundleを使用

$ cp <TETディレクトリ>/bind/data/FontReporter.pdf .
$ rails generate controller home demo
$ rm public/index.html

> config/routes.rb を編集 ：

1. www.ruby-lang.org/en 参照。

2. www.rubyonrails.org 参照。

http://www.ruby-lang.org/en
http://www.rubyonrails.org/
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...

# public/index.htmlの削除を忘れないように

root :to => "home#demo"

> app/controllers/home_controller.rbを以下のよ う に編集し て、PDF内容を抽出するための

TET コード を挿入し ます。出発点と し て extractor-rails.rb サンプルのコード を利用でき

ます ：

class HomeController < ApplicationController
def demo
require "TET"
begin

p = TET.new
doc = tet.open_document(infilename, docoptlist)

...TETアプリケーションコード、extractor-rails.rb参照...

...

# そして抽出したテキストを最後に表示

send_data text, :type => "text/plain", :disposition => "inline"
rescue TETException => pe

# エラー処理

end
end
end

> 自分のイ ン ス ト レーシ ョ ンをテス ト するには、下記コマン ド でWEBrickサーバを開始さ

せ、

$ rails server

ブラ ウザで http://0.0.0.0:3000 を表示させます。 PDF 文書から抽出されたテキス ト が

ブラ ウザに表示されます。

TET を ローカルにイ ンス ト ール TET を Ruby on Rails でのみ利用し たい場合で、 TET を

Ruby 全体で利用でき る よ う グ ローバルにイ ン ス ト ールする こ と ができ ない と きは、 Rails

ツ リ ー内の vendors デ ィ レ ク ト リ 内に TET を ローカルにイ ン ス ト ールする こ と も可能で

す。 これは と り わけ、 全体で利用でき る Ruby 拡張を イ ン ス ト ールする権限を有し ていな

いけれど も TET を Rails で利用し たい と きに有用です。
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3.13 RPG バイ ンデ ィ ング
TET は、 TET 関数群を埋め込んで ILE-RPG プロ グ ラ ム群を コ ンパイルするために必要な

すべてのプロ ト タ イプ と い く つかの有用な定数を定義する /copy モジュールを提供し てい

ます。

Unicode 文字列処理 TET 関数はすべて可変長の Unicode 文字列を引数 と し て用いますの

で、 %ucs2 ビル ト イ ン関数を用いてシングルバイ ト 文字列を Unicode 文字列へ変換する必

要があ り ます。TET 関数が返す文字列はすべて可変長の Unicode 文字列です。こ の Unicode

文字列をシングルバイ ト 文字列へ変換するには %char ビル ト イ ン関数を用います。

注記 %CHAR ・ %UCS2 関数は、 カ レン ト ジ ョ ブの CCSID を用いて Unicode との文字列相互変換

を行います。 TET と と もに提供されている作成例は、 CCSID 37 （US EBCDIC） をベース と

し ています。 他のコー ド ページでこれらの作成例を走らせた場合には、 オプシ ョ ン リ ス ト

内のい く つかの特殊キャ ラ ク タ （{ [ ] } 等） が正し く 翻訳されない可能性があ り ます。

文字列はすべて可変長文字列 と し て渡されますので、さ まざまな関数で明示的な文字列長

を と る length 引数を渡し てはいけません （可変長文字列の長さは文字列の先頭 2 バイ ト

に格納されています）。

TET に対する RPG プログラムを コ ンパイル ・ バイ ン ド RPG で TET の関数を利用する

には、 コ ンパイルされた TET サービ スプロ グ ラ ムが必要です。 TET の定義群を コ ンパイ

ル時にイ ン クルードするには、 ILE-RPG プロ グ ラ ムの D スペッ ク内でその名前を指定す

る必要があ り ます ：

d/copy QRPGLESRC,TETLIB

TET のソース フ ァ イルラ イブラ リ がラ イブラ リ リ ス ト の ト ッ プにない場合は、ラ イブラ リ

も指定する必要があ り ます ：

d/copy tetsrclib/QRPGLESRC,TETLIB

ILE-RPG プロ グ ラ ムのコ ンパイルの際には、開始前にバイ ンデ ィ ングデ ィ レ ク ト リ を作成

し、そ こ に TET 付属の TETLIB サービ スプロ グ ラ ムを入れてお く 必要があ り ます。た と え

ば、 ラ イブラ リ TETLIB の中に TETLIB と い う バイ ンデ ィ ングデ ィ レ ク ト リ を作成し たい

と きは、 次のよ う に指定し ます ：

CRTBNDDIR BNDDIR(TETLIB/TETLIB) TEXT('TETlib Binding Directory')

バイ ンデ ィ ングデ ィ レ ク ト リ を作成し た ら、 TETLIB サービ スプロ グ ラ ムをバイ ンデ ィ ン

グデ ィ レ ク ト リ に追加する必要があ り ます。 た と えば、 ラ イブラ リ TETLIB の中のサービ

スプロ グ ラ ム TETLIB を、 さ きに作成し たバイ ンデ ィ ングデ ィ レ ク ト リ に追加し たい と き

は、 次のよ う に指定し ます ：

ADDBNDDIRE BNDDIR(TETLIB/TETLIB) OBJ((TETLIB/TETLIB *SRVPGM))

そし て、 CRTBNDRPG コマン ド を用いて （または PDM でオプシ ョ ン 14 を用いて） プロ グ

ラ ムを コ ンパイルすれば完了です ：

CRTBNDRPG PGM(TETLIB/EXTRACTOR) SRCFILE(TETLIB/QRPGLESRC) SRCMBR(*PGM) DFTACTGRP(*NO)  
BNDDIR(TETLIB/TETLIB)
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RPG のエ ラー処理 ILE-RPG で書かれた TET ク ラ イ ア ン ト は、 ILE-RPG が提供す る

monitor/on-error/endmon エラー処理機構を利用する こ と ができ ます。 例外を見張る も う

一つの方法は、ILE-RPG 内の *PSSR グ ローバルエラー処理サブルーチンを用いる こ と です。

例外が発生し た際には、 ジ ョ ブロ グは、 エラー番号、 失敗し た関数、 例外の理由を示し ま

す。 TET は、 呼び出し側プロ グ ラ ムへエスケープ メ ッ セージを送 り ます。

c     eval      p=TET_new
*
c     monitor
*
c     callp     TET_set_option(tet:globaloptlist)
c     eval      doc=TET_open_document(tet:%ucs2(%trim(parm1)):docoptlist)
:
:
*     Error Handling
c     on-error
*     Do something with this error
*     don't forget to free the TET object
c     callp     TET_delete(tet)
c     endmon
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4 TET コネク タ
TET コネ ク タは、TET を他のソ フ ト ウ ェア と イ ン タ フ ェースするために必要なグルーコー

ド を提供し ます。 TET コネ ク タは、 TET ラ イブラ リ か TET コマン ド ラ イ ンツールをベー

スにし ています。

4.1 Adobe Acrobat 用無償 TET Plugin
この節では、Adobe Acrobat での試験と、任意の PDF 文書 と の TET の対話的使用のために

利用でき る TET の無償入手可能なパッ ケージングであ る TET Plugin を説明し ます。 TET

Plugin は、 Acrobat 8/9/X Standard ・ Pro ・ Pro Extended で動作し ます （しかし無償の Adobe

Reader では動作し ません）。 これは下記の場所から無償でダウ ン ロー ド でき ます ：
www.pdflib.com/products/tet-plugin

TET Plugin とは TET Plugin は、 TET へのシンプルな対話的ア ク セス を提供し ます。 TET

Plugin は Acrobat のプラ グ イ ン と し て動作し ますが、 背後の内容抽出機能は Acrobat の機

能を使わず、 完全に TET をベース と し ています。 TET Plugin は、 PDFlib TET のパワーを

演示する無償ツール と し て提供されています。 TET は Acrobat 内蔵のテキス ト ・ 画像抽出

図 4.1
TET Plugin の設定画面

http://www.pdflib.com/products/tet-plugin
http://www.pdflib.com/products/tet-plugin
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ツール よ り も 強力で、 多 く の便利なユーザ イ ン タ フ ェース機能 も 提供し ていますので、

Acrobat 内蔵のコ ピー ・ 検索機能のかわ り と し て有用です。 テキス ト を抽出し よ う と し た

と きに、 Acrobat な ら ただのゴ ミ しか返さ ないよ う な場合でも、 PDFlib TET な ら多 く の文

書を う ま く 処理する こ と ができ ます。 TET Plugin は以下の機能を提供し ています ：

> PDF 文書内のテキス ト を、 システムのク リ ッ プボード かデ ィ ス ク フ ァ イルへプレーン

テキス ト と し て複製。 改良された ク リ ッ プボード制御によ り 、 コ ピー / 貼 り 付けの利

用が実現し ています。

> PDF を TETML に変換し て、 それを ク リ ッ プボード かデ ィ ス ク フ ァ イルに入れます。

> XMP 文書 メ タデータ を ク リ ッ プボード かデ ィ ス ク フ ァ イルへ複製。

> 文書内の単語を検索。

> ページ上の検索文字列をすべて同時にハイ ラ イ ト 。

> 文書内の画像を、 TIFF ・ JPEG ・ JPEG 2000 のいずれかのフ ァ イル と し て抽出。

> 画像の色空間 ・ 位置情報を表示。

> 必要に応じ てテキ ス ト ・ 画像抽出を調整する ための詳細な設定が利用可能です。 設定

セ ッ ト は保存し て再読込する こ と も可能です。

Acrobat のコ ピー機能にま さ っ ている点 TET Plugin は、 Acrobat 内蔵のコ ピー機能に対

し てい く つかま さ っている点があ り ます ：

> 出力を、 さ まざ まなアプ リ ケーシ ョ ンの要請に合わせてカ ス タマ イ ズする こ と ができ

ます。

> Acrobat がゴ ミ だけを ク リ ッ プボードへ複製する場合にも、TET は多 く の場合において

テキス ト を正し く 解釈する こ と ができ ます。

> 未知のグ リ フ （正しい Unicode マ ッ ピングが確立でき ないもの） は赤色でハイ ラ イ ト さ

れ、 ユーザが選んだキ ャ ラ ク タ （ク エスチ ョ ンマーク等） で置き換え可能です。

> TET は文書を Acrobat よ り ずっ と速 く 処理し ます。

> 書き出す画像群を対話的に選ぶこ と も でき ますし、 ページ内または文書内のすべての

画像を抽出する こ と も でき ます。

> 微小な画像素片を結合し て、 利用可能な画像にし ます。
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4.2 Lucene 検索エンジン用 TET コ ネ ク タ
Lucene はオープン ソースの検索エンジンです。 Lucene は元来 Java プロ ジェ ク ト ですが、

C バージ ョ ン も利用可能で、 .NET 用バージ ョ ン も開発中です。 Lucene について詳し く は

lucene.apache.org を参照し て く ださい。

注記 暗号化文書は、 特定の条件下では shrug オプシ ョ ンでイ ンデッ クスできます （詳し く は、

67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽出」 を参照）。 これは Connector フ ァ イル群の

中で用意されますが、 このオプシ ョ ンを手作業で有効にする必要があり ます。

要件と イ ンス ト ール TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、Lucene Java で PDF イ ンデク シン

グを可能にするために利用でき る TET コネ ク タ を含んでいます。 以下、 この Lucene Java

用コネ ク タについて詳し く 説明し ます。 以下の要件が満た されている こ と が前提です ：

> Lucene 3.0.x に対し JDK 1.5 以降。

> Ant ビル ド ツールが動作する よ う イ ン ス ト ールされている。

> Luceneコ アJARフ ァ イルを持つLuceneデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン。TET と と もに配布され

る Ant ビル ド フ ァ イルはフ ァ イル lucene-core-3.0.2.jar を前提し ています。 このフ ァ イ

ルは Lucene デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに含まれています。

> Unix・Linux・Mac・Windows いずれか用の TET 配布パッ ケージがイ ン ス ト ールされてい

る。

Lucene 用 TET コネ ク タ を実装するには、 コマン ド プロ ンプ ト で以下の操作を行います ：

> デ ィ レ ク ト リ <TET イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ >/connectors/lucene へ cd。

> フ ァ イル lucene-core-x.x.x.jar を このデ ィ レ ク ト リ へ複製。

> グ ローバルな、あ るいは文書関連・ページ関連の TET オプシ ョ ンを TetReader.java に追

加する こ と によ って設定をカ ス タマ イ ズする こ と も でき ます。 た と えば、 グ ローバル

なオプシ ョ ン リ ス ト を用いて、 リ ソースへの正しい searchpath を与え る こ と が可能で

す （日中韓 CMap がデフ ォル ト イ ン ス ト ール と異なるデ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールさ

れている場合等に）。

PdfDocument.java モジュールは、 デ ィ ス ク フ ァ イルか メ モ リ バッ フ ァ （Web ク ローラ

によ って与え られた等）に格納されている PDF 文書を処理する方法を演示し ています。

ク ラ ス com.pdflib.tet.lucene.IndexPdfFiles 内で、 Lucene エンジンのターゲ ッ ト バージ ョ

ンを LUCENE_VERSION 変数でカス タマイ ズする こ と も可能です。

> コマン ド ant index を実行。これはソース コード を コ ンパイルし、<TET イ ンス ト ールデ ィ

レ ク ト リ >/bind/data デ ィ レ ク ト リ 内に含まれる PDF フ ァ イル群に対し て イ ンデク サ

を走らせます。

> コマン ド ラ イ ン検索を開始するには、 コマン ド ant search を実行し ます。 こ こ では、

Lucene ク エ リ 言語でク エ リ を入力でき ます。

TET と Lucene を コ マン ド ラ イ ン検索ク ラ イ アン ト でテス ト 以下のサンプルセ ッ シ ョ

ンは、TET と Lucene でイ ンデク シングを行い、生成された イ ンデッ ク ス を Lucene コマン

ド ラ イ ン ク エ リ ツールでテス ト する場合のコマン ド と出力を演示し ています。この操作は

コマン ド ant index を実行する こ と から始ま り ます ：

devserver (1)$ ant index
Buildfile: build.xml
...
index:

[java] adding ../data/Whitepaper-XMP-metadata-in-PDFlib-products.pdf
[java] adding ../data/Whitepaper-PDFA-with-PDFlib-products.pdf

http://lucene.apache.org
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[java] adding ../data/FontReporter.pdf

[java] adding ../data/TET-PDF-IFilter-datasheet.pdf

[java] adding ../data/PDFlib-datasheet.pdf

[java] 1255 total milliseconds

BUILD SUCCESSFUL
Total time: 2 seconds
devserver (1)$ ant search
Buildfile: build.xml

compile:

search:

[java] Enter query: 
PDFlib

[java] Searching for: pdflib

[java] 5 total matching documents

[java] 1. ../data/PDFlib-datasheet.pdf

[java]    Title: PDFlib, PDFlib+PDI, Personalization Server Datasheet

[java] 2. ../data/Whitepaper-PDFA-with-PDFlib-products.pdf

[java]    Title: Whitepaper: Creating PDF/A with PDFlib

[java] 3. ../data/FontReporter.pdf

[java]    Title: PDFlib FontReporter 1.3 Manual

[java] 4. ../data/TET-PDF-IFilter-datasheet.pdf

[java]    Title: PDFlib TET PDF IFilter Datasheet

[java] 5. ../data/Whitepaper-XMP-metadata-in-PDFlib-products.pdf

[java]    Title: Whitepaper: XMP Metadata support in PDFlib Products

[java] Press (q)uit or enter number to jump to a page.
q

[java] Enter query: 
title:FontReporter

[java] Searching for: title:fontreporter

[java] 1 total matching documents

[java] 1. ../data/FontReporter.pdf

[java]    Title: PDFlib FontReporter 1.3 Manual

[java] Press (q)uit or enter number to jump to a page.
q

[java] Enter query: 

BUILD SUCCESSFUL
Total time: 57 seconds

2 つのク エ リ が実行されています ： 1 つはテキス ト 内の単語 PDFlib に対し て、 も う 1 つは

title フ ィ ール ド内の単語 FontReporter に対し てです。結果ページングモード を抜けて次の

ク エ リ を始められる よ う にする前には q を入力する必要があ る点に留意し て く ださい。

Ant build.xml フ ァ イル内のパス と フ ァ イル名はすべて、 プロパテ ィ を通じ て定義され

ています。 これは、 こ のフ ァ イルを さ まざまな環境で使え る よ う にするためです。 すなわ

ち、 プ ロパテ ィ 群を コ マン ド ラ イ ンで与え る こ と も でき ますし、 上書き させたいプ ロパ

テ ィ 群をフ ァ イル build.properties 内に、 あ るいはプラ ッ ト フ ォーム個別のプロパテ ィ を

フ ァ イル windows.properties か unix.properties 内に記入する こ と もでき ます。 た と えば、

Ant を下記のよ う に呼び出せば、 /tmp 下にイ ン ス ト ールされている Lucene JAR フ ァ イル

でサンプルを実行する こ と ができ ます ：
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ant -Dlucene.jar=/tmp/lucene-core-x.x.x.jar index

TET と Lucene をデモ Web アプ リ ケーシ ョ ンでテス ト Lucene デモ Web アプ リ ケーシ ョ

ンは、Tomcat や GlassFish をはじめ とする任意の Java サーブレ ッ ト コ ンテナ上に展開する

こ と ができ ます。 必要な操作は、 Lucene に付いて来る HTML 文書で説明されています。

オン ラ イ ンで lucene.apache.org/java/3_0_2/demo3.html でも得られます。

そのページのステ ッ プ Configuration に留意し て く ださい。 こ こ でイ ンデッ ク スの場所

を Web アプ リ ケーシ ョ ンに知らせる ために、それをフ ァ イル configuration.jsp に記入する

必要があ り ます。 こ こ で追加するパスは、 Ant が Lucene イ ンデッ ク スの場所に関するプ

ロパテ ィ を上書きせずに動作させられている場合は <TET イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ >/
bind/lucene/index と なるでし ょ う 。

メ タ データ フ ィ ール ド を イ ンデ ッ ク ス Lucene 用 TET コ ネ ク タ は以下の メ タ デー タ

フ ィ ール ド を イ ンデッ ク ス し ます ：

> path （ ト ーク ン化フ ィ ール ド） ： 文書のパス名

> modified （DateField） ： 終更新日

> contents （Reader フ ィ ール ド） ： 文書の全テキス ト 内容

> Title・Subject ・Author 等、定義済み・ カス タ ムの PDF 文書情報項目すべて。文書情報項

目は、 TET に内蔵されている pCOS イ ン タ フ ェースで取得する こ と ができ ます （pCOS

について詳し く は pCOS パス リ フ ァ レ ン ス を参照し て く ださい）。 た と えば

String objType = tet.pcos_get_string(tetHandle, "type:/Info/Subject");
if (!objType.equals("null"))

{
doc.add(new Field("summary", tet.pcos_get_string(tetHandle,

 "/Info/Subject"), Field.Store.YES, Field.Index.ANALYZED));

}

> font ： PDF 文書内のすべてのフ ォ ン ト の名前

PdfDocument.java 内で、 イ ンデッ ク スする文書情報項目のセ ッ ト を変更、 あ るいは pCOS

に基づいて情報を追加する こ と によ って、 メ タデータ フ ィ ール ド をカ ス タマイ ズする こ と

も可能です。

PDF フ ァ イル添付 Lucene 用 TET コネ ク タは、 文書内のすべての PDF フ ァ イル添付を

再帰的に処理し、 各添付のテキス ト と メ タデータ を イ ンデッ ク スでき る よ う Lucene 検索

エンジンに与えます。 これによ って、 検索テキス ト が メ イ ン文書内にな く 添付内にあ る と

きでも、 検索 ヒ ッ ト が生成されます。 再帰的添付横断は と り わけ、 PDF パッ ケージ ・ ポー

ト フ ォ リ オに対し て重要です。

http://lucene.apache.org/java/2_4_0/demo3.html
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4.3 Solr 検索サーバ用 TET コ ネ ク タ
Solr は高パフ ォーマン スなオープン ソースのエン タプラ イ ズ検索サーバで、Lucene 検索ラ

イブラ リ をベース と し ています。 XML/HTTP ・ JSON/Python/Ruby API を有し、 ヒ ッ ト ハ

イ ラ イ ト ・ フ ァ セ ッ ト 検索 ・ キ ャ ッ シ ュ化 ・ レプ リ ケーシ ョ ン ・ Web 管理イ ン タ フ ェース

をそなえています。 Java サーブレ ッ ト コ ンテナ内で動作し ます （lucene.apache.org/solr を

参照）。

Solr は Lucene コ アエンジンを取 り 巻 く 追加レ イヤ と し てふる まいます。 イ ンデッ ク ス

されたデータ をシンプルな XML 形式で受け付けます。Solr 入力は TETML をベースに非常

に簡単に生成でき ます。 TETML は TET が生成する一種の XML です。 Solr 用 TET コネ ク

タは、TETML を Solr が受け付ける XML 形式へ変換する XSLT ス タ イルシー ト から成 り ま

す。 こ のス タ イルシー ト のための TETML 入力は、TET ラ イブラ リ か TET コマン ド ラ イ ン

ツールで生成でき ます （131 ページの 9.1 「TETML を生成」 を参照）。

注記 暗号化文書は、 特定の条件下では shrug オプシ ョ ンでイ ンデッ クスできます （詳し く は、

67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽出」 を参照）。 暗号化文書を イ ンデッ クスする

には、 Solr のための TETML 入力を生成する際に、 TET ラ イブ ラ リか TET コマン ド ラ イ ン

ツールでこのオプシ ョ ンを有効にする必要があ り ます。

メ タ データ フ ィ ール ド を イ ンデ ッ ク ス Solr 用 TET コネ ク タは、 すべての標準文書情報

フ ィ ール ド を イ ンデッ ク ス し ます。各フ ィ ール ド のキーがフ ィ ール ド名 と し て用いられま

す。

PDF フ ァ イル添付 Solr 用 TET コネ ク タは、 文書内のすべての PDF フ ァ イル添付を再帰

的に処理し、各添付のテキス ト と メ タデータ を イ ンデッ ク スでき る よ う 検索エンジンに与

えます。 これによ って、 検索テキス ト が メ イ ン文書内にな く 添付内にあ る と きでも、 検索

ヒ ッ ト が生成されます。 再帰的添付横断は と り わけ、 PDF パッ ケージ ・ ポー ト フ ォ リ オに

対し て重要です。

TETML を変換するための XSLT ス タ イルシー ト  solr.xsl ス タ イルシー ト は、 glyph 以外

の任意のモード の TETML 入力を受け付けます。 これは、 検索サーバに入力データ を与え

る ために必要な XML を生成し ます。 文書情報項目群は、 その情報項目の名前 （に文字列

値であ る こ と を示す _s 接尾辞をつけた もの） を保持し たフ ィ ール ド と し て与え られ、 メ

イ ンテキス ト は多数のテキス ト フ ィ ール ド で与え られます。文書内の PDF 添付（PDF パッ

ケージ ・ ポー ト フ ォ リ オを含む） は再帰的に処理されます ：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<add>
<doc>
<field name="id">PDFlib-FontReporter-E.pdf</field>
<field name="Author_s">PDFlib GmbH</field>
<field name="CreationDate_s">2008-07-08T15:05:39+00:00</field>
<field name="Creator_s">FrameMaker 7.0</field>
<field name="ModDate_s">2008-07-08T15:05:39+00:00</field>
<field name="Producer_s">Acrobat Distiller 7.0.5 (Windows)</field>
<field name="Subject_s">PDFlib FontReporter</field>
<field name="Title_s">PDFlib FontReporter 1.3 Manual</field>
<field name="text">PDFlib</field>
<field name="text">GmbH</field>
<field name="text">Munchen</field>
...

http://lucene.apache.org/solr/
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4.4 Oracle 用 TET コ ネ ク タ
Oracle 用 TET コネ ク タは、 TET を Oracle データベースに結合し て、 PDF 文書を Oracle

Text でイ ンデッ ク ス し ク エ リ でき る よ う にし ます。 PDF 文書は、 データベース内のその

パス名を通じ て参照する こ と も でき ますし、データベース内に BLOB と し て直接格納する

こ と も でき ます。

注記 暗号化文書は、 特定の条件下では shrug オプシ ョ ンでイ ンデッ クスできます （詳し く は、

67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽出」 を参照）。 これは Connector フ ァ イル群の

中で用意されますが、 このオプシ ョ ンを手作業で有効にする必要があり ます。

要件と イ ンス ト ール TET コネ ク タは Oracle 10i と Oracle 11g でテス ト されています。

TET コネ ク タ を利用する ためには、 データベース を作成する際に AL32UTF8 データベース

文字集合を指定する必要があ り ます。 これは、 Oracle Express の Universal 版ではつねにそ

う な り ます （しかし Western European 版では異な り ます）。 AL32UTF8 は Oracle が推奨し

ているデータベース文字集合であ り 、 TET で PDF 文書を イ ンデッ ク スする場合にも 良

の動作を し ます。 ただし、以下の方式のいずれかに従えば、他の文字集合で TET を Oracle

Text に接続する こ と も可能です ：

> Oracle Text 11.1.0.7 からは、必要な文字集合変換をデータベースが行えます。下記にあ

る Oracle Text 11.1.0.7 文書の 「Using USER_FILTER with Charset and Format Columns」

節を参照し て く ださい ：
download.oracle.com/docs/cd/B28359_01/text.111/b28304/cdatadic.htm#sthref497

> Oracle Text 11.1.0.6 までは、TET フ ィ ルタ ス ク リ プ ト が生成する UTF-8テキス ト をデー

タ ベー ス 文字集合へ変換す る 必要が あ り ま す。 こ れは、 文字集合変換 コ マ ン ド を

tetfilter.sh に追加する こ と によ って実現でき ます ：

Unix ： iconv （オープン ソース ソ フ ト ウ ェア） か uconv （無償の ICU Unicode ラ イブラ リ

に含まれています） を呼び出し ます。

Windows ： tetfilter.bat 内の適切なコードページコ ンバータ を呼び出し ます。

Oracle 用 TET コネ ク タ を活用でき る よ う にするには、 以下のよ う にし て TET フ ィ ルタ ス

ク リ プ ト を Oracle から利用可能にする必要があ り ます ：

> TET フ ィ ルタ ス ク リ プ ト を、 Oracle がそれを見つける こ と ができ るデ ィ レ ク ト リ へ複

製 ：

Unix ： connectors/Oracle/tetfilter.sh を $ORACLE_HOME/ctx/bin へ複製

Windows ： connectors/Oracle/tetfilter.bat を %ORACLE_HOME%\bin へ複製

> TET フ ィ ルタ ス ク リ プ ト （それぞれ tetfilter.sh・tetfilter.bat）内の TETDIR 変数が必ず TET

イ ン ス ト レーシ ョ ンデ ィ レ ク ト を指し ている よ う にし ます。

> 必要に応じ て、 追加の TET オプシ ョ ン群を、 グ ローバル ・ 文書レベル ・ ページレベル

のいずれかについて TETOPT ・ DOCOPT ・ PAGEOPT 変数内で与え る こ と も でき ます

（オプシ ョ ン リ ス ト について詳し く は、151 ページの 10 章 「TET ラ イブラ リ API リ フ ァ

レ ン ス」 を参照）。 これは特に TET ラ イセン スキーを与え る ために有用です。 例 ：

TETOPT="license=aaaaaaa-bbbbbb-cccccc-dddddd-eeeeee"

TET ラ イセン スキーを与え るための他の選択肢については 9 ページの 0.2「TET ラ イセ

ン スキーを適用」 を参照し て く ださ い。

Oracle ユーザに権限を付与 以下の例はいずれも、 Oracle ユーザがイ ンデッ ク ス を作成

し ク エ リ する適切な権限を持っ てい る こ と を前提 と し ています。 以下の コ マン ド 群は、

http://download.oracle.com/docs/cd/B28359_01/text.111/b28304/cdatadic.htm#sthref497
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ユーザ HR に適切な権限群を付与し ます （これらのコマン ド は、 system と し て発行する必

要があ り 、 かつ適切に調整する必要があ り ます） ：

SQL> GRANT CTXAPP TO HR;
SQL> GRANT EXECUTE ON CTX_CLS TO HR;
SQL> GRANT EXECUTE ON CTX_DDL TO HR;
SQL> GRANT EXECUTE ON CTX_DOC TO HR;
SQL> GRANT EXECUTE ON CTX_OUTPUT TO HR;
SQL> GRANT EXECUTE ON CTX_QUERY TO HR;
SQL> GRANT EXECUTE ON CTX_REPORT TO HR;
SQL> GRANT EXECUTE ON CTX_THES TO HR;

例 A ： PDF 文書のパス名をデータ ベースに格納 この例は、 イ ンデッ ク ス された PDF 文

書群へのフ ァ イル名参照をデータベース内に格納し ます。 以下のよ う に操作し ます ：

> コマン ド プロ ンプ ト で下記のデ ィ レ ク ト リ へ移動 ：

<TETインストレーションディレクトリ>/connectors/Oracle

> tetsetup_a.sql ス ク リ プ ト 内の tetpath 変数を、TET がイ ン ス ト ールされているデ ィ レ ク

ト リ を指すよ う に変えます。

> データベース を用意：Oracle の sqlplus プロ グ ラ ムを使って、テーブル pdftable_a を作成

し、 こ のテーブルに PDF 文書群のパス名を記入し、 イ ンデッ ク ス tetindex_a を作成し

ます （なお、 tetsetup_a.sql ス ク リ プ ト の内容は若干プラ ッ ト フ ォーム依存です。 パス

文法が異な るためです） ：

SQL> @tetsetup_a.sql

> データベース を、 イ ンデッ ク ス を用いて ク エ リ ：

SQL> select * from pdftable_a where CONTAINS(pdffile, 'Whitepaper', 1) > 0;

> イ ンデッ ク ス を更新 （文書を追加し た後に必要です） ：

SQL> execute ctx_ddl.sync_index('tetindex_a')

> データベース を ク リ ーンア ッ プ （イ ンデッ ク ス と テーブルを削除） する こ と も でき ま

す ：

SQL> @tetcleanup_a.sql

例 B ： PDF 文書を BLOB と し てデー タ ベースに格納し て メ タ デー タ を追加 こ の 例 は、

PDF 文書本体を BLOB と し てデータベースに格納し ます。 PDF データに加えて、 い く つ

かの メ タデータ を pCOS イ ン タ フ ェースで抽出し、 それ用のデータベース列に格納し ま

す。 tet_pdf_loader Java プロ グ ラ ムは、 PDF 文書群を BLOB と し てデータベースに格納し

ます。 メ タデータ処理を演示するため、 このプロ グ ラ ムは、 pCOS イ ン タ フ ェース を用い

て、 文書タ イ ト ル （pCOS パス /Info/Title を通じ て） と 文書内のページ数 （pCOS パス

length:pages を通じ て） を抽出し ます。 この文書タ イ ト ル とページ数はデータベース内の

別コ ラ ムに格納されます。 この例を動作させるには以下のよ う に操作し ます ：

> コマン ド プロ ンプ ト で下記のデ ィ レ ク ト リ へ移動 ：

<TETインストレーションディレクトリ>/connectors/Oracle

> データベース を用意：Oracle の sqlplus プロ グ ラ ムを使って、テーブル pdftable_b と その

イ ンデッ ク ス tetindex_b を作成し ます ：
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SQL> @tetsetup_b.sql

> データベースに内容を入れます： このテーブルに、JDBC を通じ て PDF 文書と メ タデー

タ を入れます （これはス ト ア ド プロ シージャではでき ない点に留意）。 TET パッ ケージ

と と も に供給 さ れてい る ant ビ ル ド フ ァ イ ルは、 Oracle JDBC ド ラ イ バに対す る

ojdbc14.jar フ ァ イルが tet_pdf_loader.java ソース コード と同じデ ィ レ ク ト リ にあ る と前

提し ています。適切な JDBC 接続文字列を ant コマン ド で指定し ます。 このビル ド フ ァ

イルは、すべてのプロパテ ィ の記述を含んでお り 、これを用いて Ant ビル ド のオプシ ョ

ン群を指定する こ と ができ ます。 これらのオプシ ョ ンに対する値を コマン ド ラ イ ンで

与える こ と ができ ます。 下記の例では、 ホス ト 名と し て localhost、 ポー ト 番号 1521、

データベース名と し て xe、 ユーザ名 ・ パス ワード と し て HR を用いています （自分の

データベース設定に合わせて適切に変えて く ださ い） ：

ant -Dtet.jdbc.connection=jdbc:oracle:thin:@localhost:1521:xe 
-Dtet.jdbc.user=HR -Dtet.jdbc.password=HR

> イ ンデッ ク ス を更新 （ 初と、 文書を追加し た後に必要です） ：

SQL> execute ctx_ddl.sync_index('tetindex_b')

> データベース を、 イ ンデッ ク ス を用いて ク エ リ ：

SQL> select * from pdftable_b where CONTAINS(pdffile, 'Whitepaper', 1) > 0;

> データベース を ク リ ーンア ッ プ （イ ンデッ ク ス と テーブルを削除） する こ と も でき ま

す ：

SQL> @tetcleanup_b.sql
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4.5 Microsoft 製品用 TET PDF IFilter
この節では、 PDFlib TET をベース と し て構築された別製品であ る TET PDF IFilter を説明

し ます。 TET PDF IFilter の詳しい情報 と配布パッ ケージは www.pdflib.com/products/tet-
pdf-ifilter で入手可能です。

TET PDF IFilter は、 非商用デス ク ト ッ プ用途については無償で利用可能です。 デス ク

ト ッ プシステム上での商用利用 と サーバ上での展開には商用ラ イセン スが必要です。

PDFlib TET PDF IFilter とは TET PDF IFilter は、 PDF 文書から テキス ト と メ タデータ を

抽出し、 それを Windows 上の検索ソ フ ト ウ ェ アで利用可能にし ます。 これによ って、 PDF

文書を ローカルデス ク ト ッ プや企業サーバ、 あ るいは Web で検索する こ と が可能にな り

ます。 TET PDF IFilter は、 特許を受けた PDFlib Text Extraction Toolkit （TET） をベース と

し ています。 TET は、 PDF 文書から確実にテキス ト を抽出するための定評あ る開発者向

け製品です。

TET PDF IFilter は、 Microsoft の IFilter イ ンデク シング イ ン タ フ ェースの堅牢な実装で

す。 これは SharePoint や SQL Server 等、IFilter イ ン タ フ ェースに対応し ているすべての検

索製品 と と もに動作し ます。 そ う し た製品は HTML 等、 特定のフ ァ イル形式に対する形

式個別のフ ィ ルタプロ グ ラ ムを用いてお り 、 こ のフ ィ ルタプロ グ ラ ムを IFilter と呼びま

す。 TET PDF IFilter はそのよ う なプロ グ ラ ムの一つで、 PDF 文書に特化し た ものです。 文

書を検索する ためのイ ン タ フ ェースは、Windows Explorer や Web やデータベースのフ ロ ン

ト エン ド であって も よいですし、ク エ リ ス ク リ プ ト やカ ス タ ムアプ リ ケーシ ョ ン とする こ

と もでき ます。 対話的検索だけでな く 、 ユーザイ ン タ フ ェース一切な しでク エ リ をプロ グ

ラ ム的に発する こ と もでき ます。

特長 TET PDF IFilter は以下の利点を提供し ます ：

> 欧文テキ ス ト 、 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語 （日中韓） テキ ス ト 、 ア ラ ビア文字 ・ ヘブ ラ

イ文字等の右書き言語に対応

> 暗号化文書を イ ンデッ ク ス し、 また、 Acrobat が失敗する PDF から も テキス ト を抽出

> Unicode 字形統合 ・ 分解 ・ 正規化に対応

> 展開 ： ス レ ッ ド セーフ、 高速 ・ 堅牢、 32 ・ 64 ビ ッ ト 版

> 自動用字系 ・ 言語検出によ る検索向上

エン タ プ ラ イズ PDF 検索 TET PDF IFilter は、 完全にス レ ッ ド セーフなネイ テ ィ ブ 32 ・

64 ビ ッ ト 版 と し て利用可能です。 TET PDF IFilter と以下の製品を用いて、 エン タプラ イ

ズ PDF 検索ソ リ ューシ ョ ンを実装でき ます ：

> Microsoft SharePoint Server および SharePoint 用 FAST サーバ

> Microsoft Search Server

> Microsoft SQL Server

> Microsoft Exchange Server

> Microsoft Site Server

TET PDF IFilter は、 IFilter イ ン タ フ ェースに対応し ている他のすべての Microsoft ・ サード

パーテ ィ 製品 と と もに利用でき ます。

デス ク ト ッ プ PDF 検索 TET PDF IFilter を利用する と、 た と えば以下のよ う な製品 と と

もに、 デス ク ト ッ プ PDF 検索を実装する こ と も可能です ：

> Windows Search ： Windows Vista/7 に内蔵されています。 Windows XP 用の無償ア ド オン

と し て も利用可能です。

http://www.pdflib.com/products/tet-pdf-ifilter/
http://www.pdflib.com/products/tet-pdf-ifilter/
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> Windows Indexing Service

TET PDF IFilter は、デス ク ト ッ プオペレーテ ィ ングシステム上での非商用利用については

無償ですので、 気軽にテス ト や評価を行 う こ と ができ ます。

受け入れ可能な PDF 入力 TET PDF IFilter は、あ ら ゆる種類の PDF 入力に対応し ていま

す ：

> Acrobat X までのすべての PDF バージ ョ ン （ISO 32000 も含め）

> 文書を開 く パス ワード を必要と し ない暗号化 PDF

> 破損し た PDF 文書は修復されます。

Unicode 後処理 TET PDF IFilter はさ まざまな Unicode 後処理に対応し てお り 、 これを利

用し て検索結果を向上させる こ と ができ ます ：

> 字形統合 ： キ ャ ラ ク タに対し て温存 ・ 除去 ・ 置換のいずれかを行います。 た と えば句

読点や、 無関係な用字系のキ ャ ラ ク タ を除去する こ と ができ ます。

> 分解 ： 一つのキ ャ ラ ク タ を、 等価な他のキ ャ ラ ク タ ないし キ ャ ラ ク タ列へ置き換えま

す。 た と えば漢字を、 それ と正準等価な Unicode キ ャ ラ ク タへ置き換え る こ と ができ

ます。

> テキス ト を、4 種類の Unicode 正規形のいずれへも変換でき ます。た と えば、データベー

スの要請に合 う よ う NFC 形式を出力する こ と ができ ます。

国際化 欧文テキス ト に加えて、 TET PDF IFilter は日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語 （日中韓） テ

キ ス ト に完全対応し ています。 すべての日中韓エン コーデ ィ ングが認識されます。 横書

き ・ 縦書きに対応し ています。 テキ ス ト のロ ケール ID （言語 ・ 地域識別子） の自動検出

が、 Microsoft の単語区切 り ・ 語幹処理アルゴ リ ズムの結果を向上させ、 このこ と は と り わ

け東アジアテキス ト について重要です。

ヘブ ラ イ文字 ・ ア ラ ビア文字 と いった右書き言語に も対応し ています。 位置依存表示

形は正規化され、 テキス ト は論理順に発出されます。

PDF は単なるページの寄せ集めではない TET PDF IFilter は PDF 文書を、単なるページ

群だけの他にも多 く の情報を含む可能性のあ る コ ンテナ と し て扱います。 TET PDF IFilter

は PDF 文書内の関連する項目をすべて イ ンデッ ク ス し ます ：

> ページ内容

> しお り 内のテキス ト

> メ タデータ （後述）

> 埋め込まれた PDF と PDF パッ ケージ / ポー ト フ ォ リ オは、埋め込まれているすべての

PDF 文書内のテキス ト が検索でき る よ う 、 再帰的に処理されます。

XMP メ タ デー タ と文書情報 TET PDF IFilter の高度な メ タデータ実装は、 Windows の メ

タデータのためのプロパテ ィ システムに対応し ています。 これは XMP メ タデータ と、 標

準 ・ カス タ ム文書情報項目を イ ンデッ ク ス し ます。 メ タデータ イ ンデク シングはい く つか

のレベルで設定でき ます ：

> 文書情報項目群と Dublin Core フ ィ ール ド群、およびその他の広 く 用いられる XMP プロ

パテ ィ 群は、同等の Windows プロパテ ィ へマ ッ プされます。例：Title・Subject・Author。
> TET PDF IFilter は、有用な PDF 独自の擬似プロパテ ィ 群を追加し ます。例：ページサイ

ズ ・ PDF/A 準拠レベル ・ フ ォ ン ト 名。

> すべての定義済み XMP プロパテ ィ 群を検索でき ます。
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> ユーザ定義 XMP プロパテ ィ 群を検索でき ます。例： 企業独自の分類プロパテ ィ 、PDF/

A 拡張スキーマ。

TET PDF IFilter は、 メ タデータ を全文テキ ス ト イ ンデッ ク ス内に統合する こ と も でき ま

す。 結果 と し て、 メ タデータ対応を持たない全文テキス ト 検索エンジン （SQL Server 等）

であって も、 メ タデータの検索が可能にな り ます。
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4.6 Apache TIKA ツールキ ッ ト 用 TET コ ネ ク タ
TIKA は、 オープン ソースの 「既存のパーサラ イブラ リ を用いて さ まざまな文書から メ タ

データ ・ 構造化テキス ト 内容を検出 ・ 抽出するためのツールキ ッ ト 」 です。 TIKA の詳細

については tika.apache.org を参照し て く ださい。 Tika 用 TET コネ ク タは、 Tika に設定さ

れているデフ ォル ト の PDF パーサを置き換え、 TET を PDF 形式用のパーサ と し て接続し

ます。 TET コネ ク タは以下の項目を Tika に与えます ：

> 全ページの非整形のテキス ト 内容

> 定義済み ・ カス タ ムの文書情報フ ィ ール ド群

> 文書のページ数

注記 暗号化文書は、 特定の条件下では shrug オプシ ョ ンでイ ンデッ クスできます （詳し く は、

67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽出」 を参照）。 これは Connector フ ァ イル群の

中 で 用 意 さ れ ま す が、 こ の オ プ シ ョ ン を 手 作 業 で 有 効 に す る 必 要 が あ り ま す。

TETPDFParser.java ではこれに加えて、shrug オプシ ョ ンでは不足の場合にパスワー ド を与

える方法を提供し ています。

要件と イ ンス ト ール TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、 Tika ツールキ ッ ト 用 TET コネ ク

タ を含んでいます。 以下の説明において <tet-dir> は、 TET パッ ケージをアンパッ ク し た

デ ィ レ ク ト リ を意味し ます。 下記の要件を満たす必要があ り ます ：

> JDK 1.5 以降

> Ant ビル ド ツールの動作中のイ ン ス ト レーシ ョ ン

> Unix・Linux・Mac・Windows いずれか用のイ ン ス ト ール済み TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ

ンパッ ケージ。

> 名前 tika-app-1.x.jar の Tika 用プレ ビル ト JAR フ ァ イル。 このフ ァ イルのためのダウ ン

ロード情報は下記の場所にあ り ます ：

tika.apache.org/download.html

Tika 用 TET コ ネク タ を ビル ド し てテス ト Tika用TET コネ ク タ をビル ド し てテス ト する

には以下の手順に従います ：

> tika-app-1.x.jar をデ ィ レ ク ト リ <tet-dir>/connectors/Tika へコ ピー。

> <tet-dir>/connectors/Tika へ移動し、 Tika 用 TET コネ ク タ をビル ド ：

ant

Tika jar フ ァ イルの名前が tika-app-1.0.jar でない と きは、jar フ ァ イル名を コマン ド ラ イ

ンで与える必要があ り ます ：

ant -Dtika-app.jar=tika-app-1.5.jar

> ビル ド フ ァ イルは、Tika用TETコネ ク タでのテス ト を走らせる ターゲ ッ ト を含んでいま

す ：

ant test

こ のコマン ド は、 <tet-dir>/bind/data/FontReporter.pdf の内容を XHTML と し て標準出

力に生成するはずです。 自分の選んだ PDF フ ァ イルでテス ト を行 う には、 下記のよ う

に Ant プロパテ ィ test.inputfile を コマン ド ラ イ ンで与えます ：

ant -Dtest.inputfile=/自分の/ファイル/への/パス.pdf test

暗号化文書にパス ワード を与える機能については下記のよ う にテス ト でき ます ：

http://tika.apache.org
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ant -Dtest.inputfile=<暗号化ファイル.pdf> -Dtest.outputfile=<出力ファイル名> 
-Dtest.password=<パスワード> api-test

> Tika用TET コネ ク タが実際にMIME タ イプapplication/pdfに対し て用いられるかど う か

を検証するには、 <tet-dir>/connectors/Tika デ ィ レ ク ト リ で、 Unix ・ Mac OS X システム

の場合は下記コマン ド を実行し ます ：

java -Djava.library.path=<tet-dir>/bind/java -classpath 
<tet-dir>/bind/java/TET.jar:tika-app-1.0.jar:tet-tika.jar 
org.apache.tika.cli.TikaCLI --list-parser-details

Windows の場合 ：

java -Djava.library.path=<tet-dir>/bind/java -classpath 
<tet-dir>/bind/java/TET.jar;tika-app-1.0.jar;tet-tika.jar 
org.apache.tika.cli.TikaCLI --list-parser-details

生成出力内に下記記述が現れるはずです ：

com.pdflib.tet.tika.TETPDFParser

application/pdf

> Tika GUIアプ リ ケーシ ョ ンをTETコネ ク タ と と もに動作させるには、デ ィ レ ク ト リ <tet-
dir>/connectors/Tika で下記コマン ド を実行し ます ：

Unix ・ Mac OS X システムの場合 ：

java -Djava.library.path=<tet-dir>/bind/java -classpath 
<tet-dir>/bind/java/TET.jar:tika-app-1.0.jar:tet-tika.jar 
org.apache.tika.cli.TikaCLI

Windows の場合 ：

java -Djava.library.path=<tet-dir>\bind\java -classpath 
<tet-dir>\bind\java\TET.jar;tika-app-1.0.jar;tet-tika.jar 
org.apache.tika.cli.TikaCLI

Tike 用 TET コ ネ ク タ を カ ス タ マイズ Tikeコネ ク タは、TETPDFParser.java ソースモジュー

ル内で下記のよ う にカス タマイ ズする こ と もでき ます ：

> DOC_OPT_LIST 変数に文書オプシ ョ ン群を追加。例：shrug オプシ ョ ンで暗号化文書を処

理。

> PAGE_OPT_LIST 変数にページオプシ ョ ン群を追加。

> SEARCHPATH 変数で。日中韓 CMap などの リ ソースへの検索パス をカス タマイ ズ。 あ る

いは、 PDF 文書を処理する際に tet.searchpath プロパテ ィ を与え る こ と もでき ます。
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4.7 MediaWiki 用 TET コ ネ ク タ
MediaWiki は無償のウ ィ キ ソ フ ト ウ ェ アであ り 、 Wikipedia をはじめ とする多 く のコ ミ ュニ

テ ィ Web サイ ト を動作させる ために利用されています。 MediaWiki に関する詳しい情報は

下記にあ り ます ：
www.mediawiki.org/wiki/MediaWiki

注記 暗号化文書は、 特定の条件下では shrug オプシ ョ ンでイ ンデッ クスできます （詳し く は、

67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽出」 を参照）。 これは Connector フ ァ イル群の

中で用意されますが、 このオプシ ョ ンを手作業で有効にする必要があり ます。

要件と イ ンス ト ール TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、MediaWiki サイ ト へア ッ プロード

される PDF 文書を イ ンデッ ク スする ために利用でき る TET コ ネ ク タ を含んでいます。

MediaWiki はネイ テ ィ ブに PDF 文書に対応はし ていませんが、 PDF を 「画像」 と し てア ッ

プロードすれば受け付けます。 MediaWiki 用 TET コネ ク タは、 すべての PDF 文書を、 そ

れがア ッ プロード される際にイ ンデッ ク ス し ます。MediaWiki内にすでに存在し ているPDF

文書はイ ンデッ ク ス されません。 以下の必要条件を満た し ている必要があ り ます ：

> PHP 5.0 以上

> MediaWiki 1.11.2 以上 （これ以外のバージ ョ ンについては後述）

> Unix ・ Linux ・ Mac ・ Windows のいずれか用の TET 配布パッ ケージ

MediaWiki 用 TET コネ ク タ を実装するには以下の操作を行います ：

> PHP 用 TET バイ ンデ ィ ングを、42 ページの 3.9「PHP バイ ンデ ィ ング」 の説明のよ う に

イ ン ス ト ール。

> <TET イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ >/connectors/MediaWiki/PDFIndexer.php を <MediaWiki
イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ >/extensions/PDFIndexer/PDFIndexer.php へ複製。

> 日中韓テキス ト への対応が必要な場合は、 <TET イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ >/resource/
cmap 内の CMap フ ァ イル群を <MediaWiki イ ンス ト ールデ ィ レ ク ト リ >/extensions/
PDFIndexer/resource/cmap へ複製。

> MediaWiki 設定フ ァ イル LocalSettings.php に以下の行群を追加 ：

# アップロードされるPDFをインデックスして検索可能にします

include("extensions/PDFIndexer/PDFIndexer.php");

> PDF 文書をア ッ プロードする際に警告が出ないよ う にするには、 <MediaWiki イ ンス

ト ールデ ィ レ ク ト リ >/includes/DefaultSettings.php に以下の行群を追加し て .pdf を既

知のフ ァ イル種別拡張子にする こ と を推奨し ます ：

/**

* これはアップロードするファイルの好ましい拡張子のリストです。このリストにない拡張子

* を持つファイルをアップロードすると警告が発生します。

*/

$wgFileExtensions = array( 'png', 'gif', 'jpg', 'jpeg', 'pdf' );

MediaWiki 用 TET コ ネク タはどのよ う に動作するか MediaWiki 用 TET コネ ク タは、PHP

モジュール PDFIndexer.php から成 り ます。 これは MediaWiki の定義済みフ ッ ク の一つを用

いて、 新規 PDF 文書がア ッ プロード される際にいつも呼び出される よ う フ ッ ク ア ッ プ さ

れます。 これは PDF 文書から テキス ト と メ タデータ を抽出し て、 それを、 ア ッ プロード

される文書にオプシ ョ ナルに付属する、 ユーザが与え る コ メ ン ト の後に追加し ます。 この

テキス ト は、 ユーザが文書コ メ ン ト を表示する際に表示されないよ う 、 HTML コ メ ン ト 内

http://www.mediawiki.org/wiki/MediaWiki
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に隠されています。 MediaWiki はコ メ ン ト の内容全文を イ ンデッ ク ス し ます （隠されてい

る全文テキス ト も含めて） ので、 PDF のテキス ト 内容も イ ンデッ ク ス されます。 イ ンデッ

ク ス用テキス ト は以下のよ う に構築されます ：

> TET コネ ク タは、 すべての文書情報フ ィ ール ド の値を イ ンデッ ク スへ与えます。

> すべてのページのテキス ト 内容が抽出されて結合されます。

> 抽出されたテキ ス ト のサイ ズが制限未満であれば、 それはま る ご と イ ンデッ ク スへ与

え られます。 この方式の利点は、 検索結果が検索語を文脈の中で表示する点です。

> 抽出されたテキ ス ト のサイ ズが制限を超えている場合は、 テキ ス ト はユニーク な単語

群へ減量されます （すなわち、 同一の単語が複数回出現し ている も のについて、 その

単語を 1 回だけに減量されます）。

> 減量し たテキス ト のサイ ズが制限未満であれば、それはイ ンデッ ク スへ与え られます。

そ う でない場合には、 それは切 り 落 と されます。 すなわち、 その文書の終わ り のほ う

のテキス ト はイ ンデッ ク ス されな く な り ます。

定義済みの制限は 512 KB ですが、 これは PDFIndexer.php 内で変更する こ と もでき ます。

上記のサイ ズテス ト の一つが制限に触れた場合には、 MediaWiki のロ グ記録が有効にされ

ている な らば、 警告 メ ッ セージが MediaWiki の DebugLogFile へ書き込まれます。

PDF 文書を検索 PDF 文書は MediaWiki によ って画像 と し て扱われますので、Image 名前

空間内を検索する必要があ り ます。 これは、 Advanced search ダ イ ア ロ グ （図 4.2 参照） の

名前空間の一覧にあ る Image チェ ッ ク ボ ッ ク ス をオンにする こ と で実現でき ます。 ただ

し、 この設定は LocalSettings.php 設定フ ァ イル内で以下のよ う に有効にする こ と も可能で

す ：

$wgNamespacesToBeSearchedDefault = array(
NS_MAIN           => true,
NS_IMAGE          => true,

}

検索結果は、 検索語を含む文書の一覧を表示し ます。 テキス ト 全文がイ ンデッ ク ス されて

いる場合 （文書が長 く て単語 リ ス ト へ減量された場合ではな く ） には、 検索語の前後にい

く つかの語が表示されて文脈を示し ます。PDF テキス ト 内容は MediaWiki イ ンデッ ク スに

HTML 形式で与え られますので、 テキス ト の頭に行番号が表示されます。 これらの行番号

は PDF 文書については意味があ り ませんので、 無視し て差し支えあ り ません。

メ タ データ フ ィ ール ド を イ ンデ ッ ク ス MediaWiki 用 TET コネ ク タは、 すべての標準文

書情報フ ィ ール ド を イ ンデッ ク ス し ます。 各フ ィ ール ド の値が、 検索で利用でき る よ う 、

イ ンデッ ク スへ与え られます。 MediaWiki は メ タデータベースの検索に対応し ていません

ので、 文書情報項目を直接検索する こ と はできず、 全文テキス ト の一部 と し てのみ情報項

目を検索でき ます。

図 4.2 MediaWiki 内で PDF 文書を検索
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5 設定

5.1 暗号化 PDF から内容を抽出

PDF のセキュ リ テ ィ 機能 PDF 文書は、 以下の保護機能を提供するパス ワード セキ ュ リ

テ ィ によ って保護する こ と ができ ます ：

> フ ァ イルを開いて閲覧する ためにユーザパス ワード （開 く パス ワード と もいいます） が

必要。

> 権限群やユーザ／マス タパス ワー ド と いったセキ ュ リ テ ィ 設定群の う ちのいずれかを

変更する ためにマス タパス ワー ド （所有者／権限パス ワー ド と も いいます） が必要。

ユーザパス ワー ド と マス タパス ワー ド のあ る フ ァ イルは、 いずれかのパス ワー ド を与

えれば開いて閲覧でき ます。

> PDF 文書に対する印刷やテキス ト 抽出と いった特定のア ク シ ョ ンを権限設定が制限。

> 添付パス ワード を与えて、 文書自体の内容ではな く フ ァ イル添付だけを暗号化可能。

PDF 文書が これら の保護機能の う ちのいずれかを用いている と き、 それは暗号化されま

す。 文書のセキ ュ リ テ ィ 設定を Acrobat で表示または変更するには、 「フ ァ イル」 → 「プ

ロパテ ィ ...」 → 「セキュ リ テ ィ 」 →それぞれ 「詳細を表示 ...」 「設定を変更 ...」 を ク リ ッ

ク し ます。

TET は PDF 権限設定に従います。 dumper サンプルで演示し ている よ う に、 パス ワー

ド と権限設定を、 pCOS パス encrypt/master ・ encrypt/user ・ encrypt/nocopy 等で取得する

こ と ができ ます。 pCOS は pcosmode 擬似オブジェ ク ト も提供し てお り 、 これを用いる と、

特定の文書についてどの操作が許されているかを知る こ と ができ ます。

内容抽出ステータ ス デフ ォル ト では、 文書を う ま く 開 く こ と ができ たな ら、 TET によ

る テキス ト と画像の抽出は可能にな り ます （open_document( ) の requiredmode オプシ ョ

ンを与えた場合にはこの限 り ではあ り ません）。nocopy 権限設定によ って、制限 pCOS モー

ド での内容抽出が許されるか否かが決ま り ます （フル pCOS モード では内容抽出はつねに

許されます） 。 以下の条件を用いれば、 内容抽出が許されているかど う かを調べる こ と が

でき ます ：

if ((int) tet.pcos_get_number(doc, "encrypt/nocopy") == 0)
{

/* 内容抽出は許されている */
}

暗号化文書を処理する必要 PDF 権限設定は、 文書作成者がその内容の作成者と し ての

権利を強制する こ と を支援し、 PDF 文書の利用者は、 テキス ト ・ 画像内容を抽出する際に

はその文書作成者の権利を尊重する必要があ り ます。デフ ォル ト では、TET は制限モード

で動作し、 そのよ う な暗号化文書からいかなる内容を も抽出する こ と を拒否し ます。 しか

し、内容抽出はあ らゆる場合においてただちに作成者の権利の侵害を構成するわけではあ

り ません。 内容抽出が許容可能な状況 と し て以下のよ う な場合が挙げられます ：

> 少量の内容を引用目的で抽出する場合 （「フ ェアユース」）。

> 組織に出入 り する文書の中に特定のキーワー ド がないかを調べたい （文書ス ク リ ーニ

ング） かも しれません。 それを超える内容の再利用は行いません。

> 文書作成者自身がマス タパス ワード を紛失し たかも しれません。
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> 検索エンジンが暗号化文書を イ ンデッ ク スする場合。 その文書内容をユーザに直接利

用可能にはし ません （元の PDF への リ ン ク を示すこ と によ って間接的にのみ利用可能

と し ます）。

後の例が と り わけ重要です ： 利用者が暗号化 PDF の内容抽出を許されていない場合で

あって も、 企業内検索や Web ベース検索でその文書を見つけ出すこ と は可能であ るべき

です。 抽出し たテキス ト を利用者に直接利用可能とせず、 文書を見つけ出せる よ う 検索エ

ンジンのイ ンデッ ク スに供する ためにのみ用いる な らば、内容を抽出する こ と は許容され

う るでし ょ う 。 利用者は元の暗号化 PDF をのみ利用可能 と な り ますので （検索エンジン

が内容を イ ンデッ ク ス し て ヒ ッ ト リ ス ト が PDF への リ ン ク を含んだ後には）、 利用者がそ

の PDF を利用する際には、 その文書の内部権限設定が通常通 り その文書を保護する こ と

にな り ます。

暗号化文書に対する 「シ ュ ラ ッ グ」 機能 TET は、 TET ユーザが文書作成者の権利を尊

重する こ と について責任を受け入れる前提のも と に、暗号化文書から テキス ト と画像を抽

出する ために利用でき る機能を提供し ています。 こ の機能はシュ ラ ッ グ と呼ばれ、 次のよ

う に動作し ます：open_document( ) に shrug オプシ ョ ンを与え る こ と によ って、ユーザは、

自身がいかなる文書作成者の権利を も侵害する意志を持たないこ と を言明し ます。 PDFlib

GmbHの取引条件は、TETのお客様がPDF権限設定を尊重するべきであ る と定めています。

以下のすべての条件が真であ る と き、 シュ ラ ッ グ機能は有効化されます ：

> open_document( ) に shrug オプシ ョ ンが与え られている。

> 文書がマス タパス ワード を必要と し ているが、それがopen_document( )に与え られてい

ない。

> 文書がユーザ （文書を開 く ） パス ワード を必要と し ている場合には、 それが open_
document( ) に与え られている必要があ り ます。

> 文書の権限設定でテキス ト 抽出が許されていない、 すなわち nocopy=true。

シュ ラ ッ グ機能は以下の効力を持ちます ：

> nocopy=true であって も文書からの内容抽出が許されます。ユーザは文書作成者の権利

を尊重する責任を負います。

> pCOS 擬似オブジェ ク ト shrug が true/1 に設定されます。

> pCOS がフルモード で動作し ます（制限モード ではな く ）。すなわち pcosmode 擬似オブ

ジェ ク ト が 2 に設定されます。

shrug 擬似オブジェ ク ト を下記の形に従って用いれば、 内容をユーザに直接利用可能 と し

て よいか、それ と も イ ンデッ ク スする こ とやその類の間接的用途にのみ利用するべきかを

決定する こ と ができ ます ：

int doc = tet.open_document(filename, "shrug");
...
if ((int) tet.pcos_get_number(doc, "shrug") == 1)
{

/* インデックスすることのみ許される */
}
else
{

/* 内容をユーザに渡してもよい */
}
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5.2 リ ソース設定と フ ァ イル検索

UPR フ ァ イルと リ ソース カ テゴ リ 場合によ っては TET は、 エン コーデ ィ ング定義やグ

リ フ名マ ッ ピングテーブル と いった リ ソースの場所を知って利用する必要があ り ます。 リ

ソースの取 り 扱いをプ ラ ッ ト フ ォームに依存せずかつカ ス タ マ イ ズ可能な も のにする た

めに、設定フ ァ イルを与えてそ こに利用可能な リ ソース群と それぞれのデ ィ ス ク フ ァ イル

名を記述する こ と ができ ます。 静的な設定フ ァ イルだけでな く 、 set_option( ) を用いて リ

ソース を追加する こ と によ り 動的な設定も行 う こ と が可能です。 設定フ ァ イルに関し て

は、 Unix PostScript Resource （UPR） と い う テキ ス ト 形式が用いられます。 TET で用い ら

れる形の UPR フ ァ イル形式を以下に説明し ます。 TET は、 表 5.1 に挙げる リ ソースカテ

ゴ リ に対応し ています。

UPR フ ァ イル形式 PDF フ ァ イ ルは非常に簡単な構造を持っ たテキ ス ト フ ァ イ ルであ

り 、 テキス ト エデ ィ タで書いた り 自動的に生成させた り する こ と が容易にでき ます。 まず

はその文法について見てみま し ょ う ：

> 1 行に書けるのは 長 255 キ ャ ラ ク タ までです。

> バッ ク ス ラ ッ シュ 「\」 は行末キ ャ ラ ク タ をエスケープし ます。 これは行を延長するの

に使えます。

> ピ リ オ ド 「.」 だけの行はセ ク シ ョ ンの終了を示し ます。

> 注釈行はパーセン ト 「%」 で始める こ と ができ、 行末で終了し ます。

> 空白は無視されます。 ただし リ ソース名と フ ァ イル名の中の空白は無視されません。

UPR フ ァ イルは以下の構成要素ででき ています ：

> フ ァ イルを識別させる ための魔法行。 以下の形を と り ます。

PS-Resources-1.0

表 5.1 リ ソースカテゴ リ （フ ァ イル名はすべて UTF-8 で指定する必要がある）

カテゴ リ 形式1

1. UPR 文法では等号 「=」 を名前と値の間に必要と し ますが、 set_option( ) で リ ソースを指定する際はこのキャ ラ ク タは必

要な く 、 かつ入れてはいけません。

説明

cmap キー = 値 CMap のリ ソース名と フ ァ イル名

codelist キー = 値 コー ド リ ス ト のリ ソース名と フ ァ イル名

encoding キー = 値 エン コーデ ィ ングのリ ソース名と フ ァ イル名

glyphlist キー = 値 グ リ フ リ ス ト のリ ソース名と フ ァ イル名

glyphmapping オプシ ョ ン リ ス ト 175 ページの表 10.9 に従ってグ リ フマ ッ ピング方式を記述し たオプ

シ ョ ン リ ス ト 。 このリ ソースは open_document( ) 内で評価され、 そ

の結果は、 open_document( ) のオプシ ョ ン glyphmapping で指定され

たマ ッ ピングの後に追加されます。

hostfont キー = 値 埋め込まれていないフ ォ ン ト に対し て用いるべきホス ト フ ォ ン ト リ

ソースの名前 （キーは PDF フ ォ ン ト 名。 値は UTF-8 エン コーデ ィ ン

グによるホス ト フ ォ ン ト 名）

fontoutline キー = 値 埋め込まれていないフ ォ ン ト に対し て用いるべき TrueType フ ォ ン ト

または OpenType フ ォ ン ト のフ ォ ン ト と フ ァ イル名

searchpath 値 データ フ ァ イル群を含むデ ィ レ ク ト リの相対パスまたは絶対パス
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> フ ァ イル内に記述されるすべての リ ソース カテゴ リ を列挙し たセ ク シ ョ ン。 各行に リ

ソースカテゴ リ を 1 つずつ記述し ます。 この列挙はピ リ オ ド 1 つの行によ って終了し

ます。

> フ ァ イル冒頭で列挙された各 リ ソースカテゴ リ ご と にセ ク シ ョ ン 1つずつ。各セ ク シ ョ

ンの先頭行で リ ソース カテゴ リ を示し、 その後に、 利用可能な リ ソース を記述し た行

を何行でも列挙する こ と ができ ます。 この列挙はピ リ オ ド 1 つの行によ って終了し ま

す。 各 リ ソースデータ行には リ ソースの名前を書き ます （等号はク オー ト ではさむ必

要あ り ）。 リ ソースがフ ァ イル名を必要とする場合は、 その名前を等号の後に加え る必

要が あ り ま す。 リ ソ ー ス 項目内に列挙 さ れた フ ァ イ ル を TET が検索す る 際には

searchpath （後述） が適用されます。

UPR フ ァ イルの記述例 以下に UPR 設定フ ァ イルの記述例を示し ます ：

PS-Resources-1.0
searchpath
glyphlist
codelist
encoding
.
searchpath
/usr/local/lib/cmaps
/users/kurt/myfonts
.
glyphlist
myglyphlist=/usr/lib/sample.gl
.
codelist
mycodelist=/usr/lib/sample.cl
.
encoding
myencoding=sample.enc
.

フ ァ イル検索と searchpath リ ソース カ テゴ リ 絶対パスや相対パスだけでな く 、 パス指

定を一切つけずにフ ァ イル名を TET に与える こ と もでき ます。 searchpath リ ソース カテ

ゴ リ を用いれば、必要なデータ フ ァ イル群を含むデ ィ レ ク ト リ のパス名を列挙指定する こ

と ができ ます。 フ ァ イルを開 く 必要があ る と き、TET はまず与え られた通 り のフ ァ イル名

を用いてフ ァ イルを開こ う と し ます。 それが失敗する と、 TET は searchpath リ ソース カ

テゴ リ に指定されたデ ィ レ ク ト リ の中でフ ァ イルを開こ う と試み、 1 つのデ ィ レ ク ト リ で

失敗すれば次の指定デ ィ レ ク ト リ を試し、 成功する まで次々 と 試し ていき ます。 複数の

searchpath 項目は蓄積させる こ と が可能で、 逆順に検索されます （後で設定し たパスが、

前に設定し たパス よ り も先に検索されます）。 この検索を行わせた く ない と きは、 TET 関

数でフルパス を指定し ます。

Windows の場合、 TET は searchpath リ ソースカテゴ リ を、 以下のレジス ト リ キーから

読んだ値で初期化し ます ：

HKLM\SOFTWARE\PDFlib\TET4\4.1\SearchPath
HKLM\SOFTWARE\PDFlib\TET4\SearchPath
HKLM\SOFTWARE\PDFlib\SearchPath

これらのレジス ト リ 項目は複数のパス をセ ミ コ ロ ン 「;」 で区切って持つこ と ができ ます。

Windows イ ン ス ト ーラはこの SearchPath レジス ト リ 項目を以下のデ ィ レ ク ト リ 名で初期化
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し ます（TET をカ ス タ ムのデ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールし た場合はこれ と同様のデ ィ レ ク

ト リ 名） ：

C:\Program Files\PDFlib\TET 4.1 32bit\resource
C:\Program Files\PDFlib\TET 4.1 32bit\resource\cmap

IBM iSeries の場合、 searchpath リ ソースカテゴ リ は以下の値で初期化されます ：

/PDFlib/TET/4.1/resource/cmap
/PDFlib/TET/4.1/resource/codelist
/PDFlib/TET/4.1/resource/glyphlst
/PDFlib/TET/4.1
/PDFlib/TET
/PDFlib

MVS では、 こ の searchpath 機能には対応し ていません。

デフ ォル ト フ ァ イル検索パス Unix ・ Linux ・ Mac OS X ・ i5/iSeries シ ス テ ム の場合、 パ

ス ・デ ィ レ ク ト リ 名を何も指定し な く て もい く つかのデ ィ レ ク ト リ でフ ァ イルが検索され

ます。 UPR フ ァ イル （これがさ らに検索パス を含む場合も あ り ます） を検索し て読み取る

前に、 以下のデ ィ レ ク ト リ が検索されます ：

<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/cmap
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/codelist
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/glyphlst
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/fonts
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1/resource/icc
<rootpath>/PDFlib/TET/4.1
<rootpath>/PDFlib/TET
<rootpath>/PDFlib

Unix ・ Linux ・ Mac OS X の場合 <rootpath> は、 まず /usr/local で、 ついで HOME デ ィ レ ク

ト リ で置き換え られます。 i5/iSeries の場合 <rootpath> は空です。

ラ イセンス ・ リ ソース フ ァ イルのデフ ォル ト フ ァ イル名 デフ ォル ト では、 下記のフ ァ

イル名がデフ ォル ト 検索パスデ ィ レ ク ト リ 群内で検索されます ：

licensekeys.txt (ライセンスファイル)

pdflib.upr (リソースファイル)

この機能を利用すれば、 ラ イセン ス フ ァ イルを、 環境変数や実行時オプシ ョ ンを何も設定

せずに扱 う こ と ができ ます。

UPR リ ソース フ ァ イルを検索 リ ソ ー ス フ ァ イ ル を用い る 必要が あ る 場合には、 set_
option( ) を呼び出し てそれを指定する こ と もでき ますし （後述） 、 または UPR リ ソース

フ ァ イルで指定する こ と も でき ます。TET はこ のフ ァ イルを、初めての リ ソースが要求さ

れた時点で自動的に読み込みます。 具体的には以下のよ う に処理されます ：

> TETRESOURCEFILE 環境変数が定義されている場合、TET はその値を、読み込むべき UPR

フ ァ イルの名前 と し て採用し ます。 そのフ ァ イルが読み込めなかった と きは例外が発

生し ます。

> TETRESOURCEFILE 環境変数が定義されていない場合、TET は以下の名前のフ ァ イルを開

こ う と し ます ：
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upr (MVSの場合。データセットが期待される)

/tet/4.1/tet.upr (iSeriesの場合)

tet.upr (Windows・Unix、その他すべてのシステムの場合)

このフ ァ イルが読み込めなかった と きに例外は発生し ません。

> Windows の場合、 TET はさ らに以下のレジス ト リ 項目を も読も う と し ます ：

HKLM\SOFTWARE\PDFlib\TET\4.1\resourcefile

そし て このキー （TET のイ ン ス ト ーラはこのキーを作成し て値 < イ ンス ト ールデ ィ レ

ク ト リ >/tet.upr を与えますが、 それ以外の手段で作成する こ と もでき ます） の値を、

読み込むべき リ ソース フ ァ イルの名前 と し て採用し ます。 こ のフ ァ イルが読み込めな

かった と きは例外が発生し ます。

> ク ラ イ アン ト 側で実行時に TET に強制し て リ ソース フ ァ イルを読み込ませるには、 次

のよ う に resourcefile オプシ ョ ンを明示的に設定し ます ：

set_option("resourcefile=/パス/です/tet.upr");

この呼び出しは何回でも繰 り 返すこ と ができ ます。 リ ソース項目が蓄積されます。

リ ソースを実行時に設定 設定のために UPR フ ァ イルを用いるだけでな く 、set_option( )
を用いて個々の リ ソース を直接設定する こ と も可能です。 こ の関数は、 リ ソース カテゴ リ

名 と、 対応する リ ソース名 ・ 値の対 （複数可） と を、 UPR リ ソース フ ァ イル内のそのカテ

ゴ リ のセ ク シ ョ ンに書 く の と同じ形で受け入れます。 た と えば ：

set_option("glyphlist={myglyphnames=/usr/local/glyphnames.gl}");

1つのオプシ ョ ン リ ス ト の中で、1つの リ ソースカテゴ リ オプシ ョ ンに対する複数の リ ソー

ス名を設定する こ と も可能です （ただし set_option( ) への 1 度の呼び出しの中で、 同じ リ

ソース カテゴ リ オプシ ョ ンを複数回繰 り 返すこ と はでき ません） 。 あ るいは、 複数回呼び

出し て リ ソース設定を蓄積させる こ と もでき ます。

テキス ト フ ァ イルでのエスケープシーケンス エスケープシーケン スは、 UPR フ ァ イル

と CMap フ ァ イル以外のすべてのテキ ス ト フ ァ イル内で使用でき ます。特殊なキ ャ ラ ク タ

シーケン ス を用いる と、テキス ト フ ァ イル内に印字不能キ ャ ラ ク タ を含める こ と ができ ま

す。 すべてのシーケン スはバッ ク ス ラ ッ シュ 「\」 キ ャ ラ ク タで始ま り ます ：

> \x は 2 桁の 16 進数 （0 ～ 9、 A ～ F、 a ～ f） を開始し ます。 例 ： \x0D
> \nnn は 3 桁の 8 進数 （0 ～ 7） を表し ます。例：\015。シーケン ス \000 は無視されます。

> シーケン ス \\ は 1 個のバッ ク ス ラ ッ シュ を表し ます。

> 行末のバッ ク ス ラ ッ シ ュは行末キ ャ ラ ク タ をキ ャ ンセルし ます。
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5.3 代表的シナ リ オのための推奨方策
TET にはさ まざまなオプシ ョ ンがあ り 、 それら を活用する こ と で、操作のさ まざまな面を

制御する こ と が可能です。 こ の項では、 TET の典型的な応用シナ リ オについて、 い く つか

の推奨方策を示し ます。 以下でふれる関数やオプシ ョ ンについて詳し く は、 151 ページの

10 章 「TET ラ イブラ リ API リ フ ァ レン ス」 を参照し て下さい。

速度を 適化 場合によ っては、 と く に検索エンジンのために PDF を イ ンデッ ク スする

際には、 テキ ス ト 抽出の速度が 重要であ り 、 適出力を得る こ と よ り も優先されます。

TET のデフ ォル ト 設定は、 可能なかぎ り 良の出力が得られる よ う に選択されています

が、 処理を速める よ う に調整する こ と も可能です。 open_page( ) でオプシ ョ ンを選ぶこ と

によ り テキス ト 抽出のスループ ッ ト を 大化する方法をい く つか挙げます ：
> docstyle=searchengine

検索エンジンのためのイ ンデッ ク ス処理に影響を及ぼさ ないや り 方で出力品質を落 と

すこ と によ って動作を高速化する よ う にい く つかの内部パラ メ タが設定されます。
> skipengines={image}

画像抽出が必要ない場合、 動作を高速化する ために内部の画像処理を ス キ ッ プでき ま

す。
> contentanalysis={merge=0}

これは、 時間のかかる ス ト リ ッ プ と 区域の結合ステ ッ プを無効にする も ので、 代表的

なフ ァ イルに対する処理時間をデフ ォル ト 設定の 60% 程度に低減し ます。 ただし、 内

容がページ上に任意の順序でばら まかれている よ う な文書では、 テキ ス ト が論理順に

抽出されな く なる と こ ろがあ るかも しれません。
> contentanalysis={dehyphenate=false}

これは、 ハイ フ ン分割されている単語の再結合を無効にし ます。 ハイ フン除去が必要

でない場合であれば、 こ のオプシ ョ ンで処理時間を若干短縮でき る場合があ り ます。
> contentanalysis={shadowdetect=false}

これは、冗長な影付き ・ 擬似太字テキス ト の検出を無効にし ます。 これによ って も、処

理時間を短縮でき る場合があ り ます。

単語か行レ イ アウ ト か折 り返し可能テキス ト か 以下の よ う に、 応用の種類に よ っ て、

望ま しい出力の種類は異な り ます （ハイ フネーシ ョ ン された単語はつねにこれらの設定で

ハイ フン除去されます） ：

> 個々の単語 （レ イ ア ウ ト 無視） ： 検索エンジンでは、 レ イ ア ウ ト がらみの事柄は関心の

対象 と はな らず、 テキ ス ト の中の単語だけが関心の対象にな り ます。 こ のよ う な場合

には、 open_page( ) で granularity=word を用いて、 get_text( ) を 1 回呼び出すご と に 1

個の単語が抽出される よ う にし ます。

> 行レ イ ア ウ ト を温存：get_text( ) を1回呼び出すご と に1つのページ全体のテキス ト 内容

が抽出される よ う にするには、open_page( ) で granularity=page を用います。 テキス ト

の行 と行の間はそれぞれ、 ラ イ ンフ ィ ー ド キ ャ ラ ク タで区切られるので、 既存の行構

造が保持されます。

> 折 り 返し可能テキ ス ト ： 改行を避け、 抽出されたテキ ス ト の折 り 返し を実現する ため

には、 open_page( ) で contentanalysis={lineseparator=U+0020} と granularity=page を

用います。 get_text( ) を一回呼び出せばページ内容全体が取得でき ます。区域ど う しは

ラ イ ン フ ィ ー ド キ ャ ラ ク タで区切られ、 区域内の行ど う しの間には空白キ ャ ラ ク タが

挿入されます。
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検索エンジンやイ ンデクサを書 く イ ンデク サは通常、 テキ ス ト のページ上におけ る位

置には関心を持っていません （検索された用語をハイ ラ イ ト 表示させたい場合を除き） 。

多 く の場合、 イ ンデクサは Unicode マ ッ ピングにおいて起こ るエラーを許容し、 得られる

テキス ト 内容すべてを処理し ます。 推奨方策 ：

> open_page( ) で granularity=word を用います。

> 句読点を処理する方法をアプ リ ケーシ ョ ンが知っている場合には、 ページオプシ ョ ン

contentanalysis={punctuationbreaks=false} を設定すれば、句読点を隣接テキス ト と一緒

にし てお く こ と ができ ます。

位置情報 応用の種類によ っては、 位置情報に関する機能が有用でし ょ う ：

> get_char_info( ) イ ン タ フ ェースが必要になるのは、 テキス ト のページ上における位置

や、 それぞれのフ ォ ン ト 名や、 その他詳細情報を必要 と する場合だけです。 テキ ス ト

の座標に関心がない場合には、 get_text( ) を呼び出せば充分です。

> ページのレ イ ア ウ ト に関し て事前情報があ る場合は、 open_page( ) で includebox オプ

シ ョ ンや excludebox オプシ ョ ンを用いて、 ヘッ ダ ・ フ ッ タやその他本文テキス ト には

含まれない部位を除外する こ と ができ ます。

未知のキャ ラ ク タ TET は、1 つないし複数のキ ャ ラ ク タに対する正しい Unicode マ ッ ピ

ングを決定でき ない と きには、 それを Unicode 置き換えキ ャ ラ ク タ U+FFFD で表し ます。

自分のアプ リ ケーシ ョ ンが こ う し たマ ッ プ不能キ ャ ラ ク タ について関心を持たない場合

は、 こ のキ ャ ラ ク タが現れて も単にすべて捨てて し まえば済むこ と です。 アプ リ ケーシ ョ

ンがそれよ り 精巧な結果を求める場合は、 対応する フ ォ ン ト を考慮に入れる こ と ができ、

それを用いてマ ッ プ不能キ ャ ラ ク タの処理方法を決める こ と もでき るでし ょ う 。すべての

マ ッ プ不能キ ャ ラ ク タ を ク エスチ ョ ンマークへ置き換え るには下記の文書オプシ ョ ン を

用います ：

unknownchar=?

すべてのマ ッ プ不能キ ャ ラ ク タ を出力から除 く には下記の文書オプシ ョ ンを用います ：

fold={{[:Private_Use:] remove} {[U+FFFD] remove} default}

複雑なレ イ アウ ト あ る種の文書は、 非常に凝ったページレ イ ア ウ ト を用いる こ と がよ

く あ り ます。 た と えば雑誌などでは、TET はページ上の段組みど う しの関係を正し く 決め

る こ と ができ ない場合があ り ます。 こ のよ う な場合には、 処理時間をかけ る こ と に よ っ

て、 抽出される テキ ス ト を向上させる こ と が可能です。 こ の目的に適し たオプシ ョ ンは、

96 ページの 6.6 「レ イ ア ウ ト 分析」 にま と めてあ り ます。 関連するオプシ ョ ンについて詳

し く は、 183 ページの表 10.12 を参照し て く ださ い。

法律文書 法律文書を扱 う 際には通常、Unicode マ ッ ピングの誤 り は一切許容されません。

それによ って文書の内容や解釈が変わって し ま う 危険があ る ためです。多 く の場合テキス

ト の位置は必要ではな く 、 テキス ト は単語ご と に抽出される必要があ り ます。 推奨方策 ：

> open_page( ) で granularity=word オプシ ョ ンを用います。

> 開 く た め に パ ス ワ ー ド を 必要 と す る 文書 を 処理す る 必要が あ る と き は、 open_
document( ) で password オプシ ョ ンを用いて正しい文書パス ワード を指定し ます。 あ

るいは、 内容抽出が権限設定で許可されていない と きは、 その文書か ら テキ ス ト を抽

出する合法的立場に自分があ る な らば、 shrug オプシ ョ ンを用います （68 ページの 「暗

号化文書に対する 「シ ュ ラ ッ グ」 機能」 を参照）。
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> テキス ト の厳密さ を正確に保つには ： get_char_info( ) が返すキ ャ ラ ク タ情報構造の

フ ィ ール ド が 1 であった と き、または get_text( ) が返す文字列の中に Unicode 置き換え

キ ャ ラ ク タが入っていた と きには、 ただちに処理を停止させます。

テキス ト モード glyph または wordplus によ る TETML 内では、 この状況は Glyph 要素

の下記の属性で特定でき ます ：
unknown="true"
unknownchar オプシ ョ ン を よ く あ る キ ャ ラ ク タ に設定し ない よ う に し ます。 正し く

マ ッ プされたキ ャ ラ ク タ と の区別が、 unknown フ ィ ール ド を調べないかぎ り でき な く

なって し ま う ためです。

> テキ ス ト の厳密さ を保つも う 一つの方策 と し ては、 ページ上に表示されていないテキ

ス ト についてはテキス ト 抽出を無効化する と よいでし ょ う ：
ignoreinvisibletext=true

PDFlib+PDI で文書を処理 PDFlib+PDI を用いて PDF 文書をページご と に処理し ている場

合には、TET をそ こ に組み合わせて分割や結合の処理を制御する こ と もでき ます。 た と え

ば、PDF 文書をページ上の内容に従って分割する こ と が可能にな り ます。作成処理に関与

し ている場合には、テキス ト 内にそのための適当な処理命令を持った区切 り ページを挿入

する こ と も でき ます。TET ク ッ ク ブ ッ ク には、TETで文書を分析し てから それをPDFlib+PDI

で処理する例が含まれています。

Unicode 値を持たないレガシ PDF 文書 場合に よ っ ては、 レ ガ シ ア プ リ ケーシ ョ ン に

よ って生成された PDF 文書を処理し なければな ら ないこ と があ り ます。 そのよ う な PDF

は、 正しい Unicode マ ッ ピングに必要な充分な情報を持たないこ と があ り えます。 デフ ォ

ル ト 設定を用いた場合には、TET はそのテキス ト 内容の一部ないし全部抽出でき ないかも

しれません。 推奨方策 ：

> まずはテキ ス ト をデフ ォル ト 設定で抽出 し てみて、 その結果を解析 し ます。 正 し い

Unicode マ ッ ピングに必要な充分な情報を与えないフ ォ ン ト を見つけます。

> こ のフ ォ ン ト の問題を解決する ため、 カ ス タ ムのエン コーデ ィ ングテーブル と グ リ フ

名 リ ス ト を書き ます。 PDFlib FontReporter を利用し てフ ォ ン ト を解析し、 Unicode マ ッ

ピングテーブルを作成し ます。

> こ のカ ス タ ムのマ ッ ピングテーブルを設定し て、 テキ ス ト を また抽出し てみます。 こ

の時は文書の量をはじめよ り 多 く し てみます。 なおも マ ッ プ不能なグ リ フやフ ォ ン ト

が存在する場合には、 マ ッ ピングテーブルを適切に調整し ます。

> マ ッ プ不能なフ ォ ン ト を持つ文書が大量にあ る場合は、 必要なマ ッ ピ ングテーブルの

作成について PDFlib GmbH が支援でき る場合も あ り ます。

PDF 文書を他の形式に変換 PDF 文書のページ内容を、 でき るだけ多 く の情報を保ちな

がら自分のアプ リ ケーシ ョ ンに取 り 込みたい場合には、正確なキ ャ ラ ク タ メ ト リ ッ ク が必

要にな り ます。 推奨方策 ：

> get_char_info( ) を用いて、正確なキ ャ ラ ク タ メ ト リ ッ ク と フ ォ ン ト 名を抽出し ます。uv
フ ィ ール ド を用いて各キ ャ ラ ク タの Unicode 値を抽出し ている場合でも、 char_info 構

造に内容を取 り 込むために get_text( ) を呼び出す必要があ り ます。

> open_page( )でgranularity=glyphかwordのいずれかを用います。自分のアプ リ ケーシ ョ

ンに合っている方を選びま し ょ う 。 granularity=glyph で処理をする と、 テキス ト の視

覚レ イ ア ウ ト と、 TET が処理し て生成する論理的テキス ト と の間に齟齬が生じ る場合

があ り ます （た と えば、 合字グ リ フによ って生成された 2 個のキ ャ ラ ク タは、 その合

字と同じ幅には収ま ら ないかも しれません）。
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カ ス タ ムエン コーデ ィ ングのロゴを持つ企業フ ォ ン ト 多 く の場合、 カ ス タ ムのロ ゴ を

含んだ企業フ ォ ン ト は、 そのロ ゴに対する Unicode マ ッ ピング情報を持っていないか、 あ

るいは持っていて も誤っています。 このよ う なフ ォ ン ト が含んだ PDF 文書が大量にあ る

場合には、 正しい Unicode 値でカ ス タ ムのマ ッ ピングテーブルを作成する こ と を推奨し ま

す。

まず、 そのフ ォ ン ト を含んだ PDF に対する フ ォ ン ト レポー ト を生成させ （116 ページ

の 「PDFlib FontReporter Plugin で PDF 文書を分析」 を参照）、 マ ッ プが誤っている グ リ フ

をそのフ ォ ン ト レポー ト 内で見つけます。そのフ ォ ン ト の種類で利用でき る設定テーブル

を選び、 それを用いて、 足 り ない Unicode マ ッ ピングを与え る こ と ができ ます。 ロ ゴ タ イ

プフ ォ ン ト に対する コー ド リ ス ト の詳しい作成例は、 117 ページの 「コード リ ス ト リ ソー

スはあ らゆる種類のフ ォ ン ト に利用可能」 を参照。

TeX 文書 TeX 文書によ って生成された PDF 文書は、 数値グ リ フ名や Type 3 フ ォ ン ト を

はじめ とする、他の製品がテキス ト を う ま く 抽出でき ない原因 と なる機能を含んでいる こ

と がよ く あ り ます。TET は、 このよ う な文書を扱 う ための多 く の ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク と回

避策を含んでいます。 しかし あ る種の TeX 文書は、 処理時間を よ り 多 く 要する、 デフ ォ

ル ト では無効になっている回避策でのみ処理する こ と が可能です。下記の文書オプシ ョ ン

を用いれば、 こ う し た文書のための、 CPU 消費のよ り 多いフ ォ ン ト 処理を有効にする こ

と ができ ます ：

checkglyphlists=true
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6 テキス ト 抽出

6.1 PDF のさ まざまな文書領域
PDF 文書は、ページ内容だけではな く 、 それ以外の多 く の場所にテキス ト を含んでいる可

能性があ り ます。 たいていのアプ リ ケーシ ョ ンはページ内容のみを扱いますが、 他の文書

領域が必要な状況も多 く あ り ます。

ページ内容は、 も活躍する関数 get_text( ) と get_image( ) で取得する こ と ができ、一

方、他の文書領域から テキス ト を取得するには内蔵の pCOS イ ン タ フ ェースが主要な役割

を務めます。

こ の節では以下、 TET ラ イブラ リ と TETML での領域検索について情報を提供し ます。

あわせて、これらの文書領域をAcrobat 8/9/Xで検索する方法も ま と めます。これはAcrobat

で検索 ヒ ッ ト を見つけるために重要です。

ページ上のテキス ト ページ内容は PDF 内の主要なテキス ト です。 ページ上のテキス ト

はフ ォ ン ト で視覚表現され、PDF 内で利用可能な多様なエン コーデ ィ ング技法の一つを用

いて符号化されています。

> Acrobat 8/9/X での表示方法 ： ページ内容はつねに表示されています。

> Acrobat 8/9/X で一個の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」。 Acrobat がグ リ フ を Unicode 値へ正し く マ ッ プでき ない文書内のテキス ト

を、 TET は処理でき る可能性があ り ます。 このよ う な状況では、 TET をベースにし た

TET Plugin を利用する こ と ができ ます （51 ページの 4.1 「Adobe Acrobat 用無償 TET

Plugin」 を参照）。 TET Plugin は、 その自前の検索ダ イ ア ロ グを 「Plug-Ins」 → 「PDFlib
TET Plugin...」 → 「TET Find」 で提供し ます。 ただし これは、 完全な検索機能を提供する

よ う には意図されていません。

> Acrobat 8/9/X で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」 の後、 「検索する場所を指定し て く だ さい。」 の中で 「以下の場所にあるす

べての PDF 文書」 を選択し、 PDF 文書群が入っている フ ォルダへブラ ウズ。

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： extractor ミ ニサンプル

> TETML 要素 ： /TET/Document/Pages/Page

定義済み文書情報項目 固有の文書情報項目はキー / 値対です。

> Acrobat 8/9/X での表示方法 ： 「フ ァ イル」 → 「プロパテ ィ ...」
> Acrobat 8/9/X で一個の PDF を検索する方法 ： な し

> Acrobat 8/9/X で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」 の後、 ダ イ ア ロ グの下端近 く の 「高度な検索オプシ ョ ンを使用」 を ク リ ッ

ク。 「検索する場所 ： 」 プルダウ ンで PDF 文書群のフ ォルダを選択し、 プルダウ ン メ

ニュー 「その他の条件」 で 「作成日」 「更新日」 「作成者」 「タ イ ト ル」 「サブ タ イ ト ル」

「キーワー ド」 のいずれかを選択。

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： dumper ミ ニサンプル

> TETML 要素 ： /TET/Document/DocInfo

カ ス タム文書情報項目 標準項目に加えて、 カ ス タ ム文書情報項目を定義する こ と も で

き ます。
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> Acrobat 8/9/X での表示方法 ： 「フ ァ イル」 → 「プロパテ ィ ...」 → 「カス タム」 （無償の

Acrobat Reader では利用でき ません）

> Acrobat 8/9/X での検索方法 ： な し

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： dumper ミ ニサンプル

> TETML 要素 ： /TET/Document/DocInfo/Custom

文書レベルの XMP メ タ データ XMP メ タデータは、拡張された メ タデータ を内容 と し て

持つ XML ス ト リ ームから成 り ます。

> Acrobat 8/9/X での表示方法 ： 「フ ァ イル」 → 「プロパテ ィ ...」 → 「その他のメ タデータ

...」 （無償の Acrobat Reader では利用でき ません）

> Acrobat 8/9/X で一個の PDF を検索する方法 ： な し

> Acrobat 8/9/X で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」 の後、 「高度な検索オプシ ョ ン を使用」 を ク リ ッ ク。 「検索する場所 ： 」 プ

ルダウ ンで PDF 文書群のフ ォルダを選択し、 プルダウ ン メ ニュー 「その他の条件」 で

「XMP メ タデータ」 を選択 （無償の Acrobat Reader では利用でき ません）。

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： dumper ミ ニサンプル

> TETML 要素 ： /TET/Document/Metadata

図 6.1
Acrobat の高度な
検索ダイアログ
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画像レベルの XMP メ タ デー タ XMP メ タデータは、 画像 ・ ページ ・ フ ォ ン ト と いった文

書構成要素にも付け る こ と が可能です。 しかし、 XMP が通常見つかるのは画像レベルに

おいてのみです （文書レベルに加えて）。

> Acrobat 8/9 での表示方法 ： 「ツール」 → 「高度な編集」 → 「TouchUp オブジ ェ ク ト ツー

ル」 →画像を選択→右ク リ ッ ク→ 「メ タデータ を表示 ...」 （無償の Acrobat Reader では

利用でき ません）

> Acrobat X での表示方法 ： 「ツール」 → 「コ ンテンツ」 → 「オブジ ェ ク ト を編集」 →画像

を選択→右ク リ ッ ク→ 「メ タデータ を表示 ...」 （無償の Acrobat Reader では利用でき ま

せん）

> Acrobat 8/9/X での検索方法 ： な し

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： pCOS ク ッ ク ブ ッ ク の ト ピ ッ ク image_metadata
> TETML 要素 ： /TET/Document/Pages/Resources/Images/Image/Metadata

フ ォームフ ィ ール ド 内のテキス ト フ ォーム フ ィ ール ド はページにかぶさ って表示され

ます。 しかし、 技術的にはこれはページ内容の一部分ではな く 、 別途のデータ構造によ っ

て表現されます。

> Acrobat 8 での表示方法 ： 「表示」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「フ ィ ールド」

> Acrobat 9 での表示方法 ： 「フ ォーム」 → 「フ ィ ール ド を追加または編集 ...」
> Acrobat X での表示方法： 「ツール」 → 「フ ォーム」 → 「編集」 （無償の Acrobat Reader で

は利用でき ません）

> Acrobat 8/9/X での検索方法 ： な し

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： pCOS ク ッ ク ブ ッ ク の ト ピ ッ ク fields
> TETML 要素 ： な し

注釈内のテキス ト フ ォーム フ ィ ール ド と 同様、 注釈 （ノ ー ト ・ テキ ス ト 注釈等） は別

個のデータ構造によ って表現されます。注釈の興味対象と なる テキス ト 内容はその種類に

よ って異な り ます。た と えば、Web リ ン ク の場合はその興味対象と なる部分は URL でし ょ

う し、 それ以外の種類の注釈では印字される テキス ト 内容が意味を持つでし ょ う 。

> Acrobat 8/9 での表示方法 ： 「表示」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「注釈」

> Acrobat X での表示方法 ： 「注釈」 → 「注釈のリ ス ト 」

> Acrobat 8/9/X で一個の PDF を検索する方法：「編集」 → 「検索」 →ボ ッ ク ス 「注釈を含

める」 をチェ ッ ク、 または注釈の リ ス ト ツールバーで 「検索」 ボタ ンを ク リ ッ ク

> Acrobat 8/9/X で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」 の後、 「高度な検索オプシ ョ ンを使用」 を ク リ ッ ク。 「検索する場所 ： 」 プ

ルダウ ンで PDF 文書群のフ ォルダを選択し、 プルダウ ン メ ニュー 「その他の条件」 で

「注釈」 を選択。

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： pCOS ク ッ ク ブ ッ ク の ト ピ ッ ク annotations
> TETML 要素 ： な し

し お り内のテキス ト しお り は直接にはページ と 結びついていませんが、 特定のページ

へ飛ぶア ク シ ョ ンを内容 と し て持つ場合があ り ます。しお り は階層構造を形成する よ う に

入れ子にする こ と も可能です。

> Acrobat 8/9 での表示方法 ： 「表示」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「しおり」

> Acrobat X での表示方法 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 →

「しお り」

> Acrobat 8/9/X で一個の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」 の後、 ボ ッ ク ス 「しお り を含める」 をチェ ッ ク



80 6 章 :  テキス ト 抽出

> Acrobat 8/9/X で複数の PDF を検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高

度な検索」 の後、 「高度な検索オプシ ョ ン を使用」 を ク リ ッ ク。 「検索する場所 ： 」 プ

ルダウ ンで PDF 文書群のフ ォルダを選択し、 プルダウ ン メ ニュー 「その他の条件」 で

「しお り」 を選択 （無償の Acrobat Reader では利用でき ません）

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： pCOS ク ッ ク ブ ッ ク の ト ピ ッ ク bookmarks
> TETML 要素 ： な し

フ ァ イル添付 PDF 文書はフ ァ イル添付を含むこ と も でき （文書レベルかページレベル

で）、 そのフ ァ イル添付自体が PDF 文書であ る こ と も可能です。

> Acrobat 8/9 での表示方法 ： 「表示」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「添付フ ァ イル」

> Acrobat X での表示方法 ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 →

「添付フ ァ イル」

> Acrobat 8/9/X での検索方法 ： 「編集」 → 「検索」 または 「編集」 → 「高度な検索」 の

後、 ボ ッ ク ス 「添付フ ァ イルを含める」 をチェ ッ ク （無償の Acrobat Reader では利用

でき ません）。 入れ子になった添付は再帰的に検索されません。

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： get_attachments ミ ニサンプル

> TETML 要素 ： /TET/Document/Attachments/Attachment/Document

PDF パ ッ ケージ ・ ポー ト フ ォ リ オ Acrobat 8 では、PDF パッ ケージ と い う 概念が導入さ

れま し た。 これはフ ァ イル添付に追加のプロパテ ィ を与えた ものです。 Acrobat 9 ではこ

の概念を拡張し て、 PDF ポー ト フ ォ リ オが導入されま し た。

> Acrobat 8/9/X での表示方法：Acrobat は、PDF パッ ケージ専用のユーザイ ン タ フ ェース

で、 パッ ケージ / ポー ト フ ォ リ オの表紙と中身の PDF 文書群を表現し ます。

> Acrobat 8/9 で一個の PDF パッ ケージを検索する方法 ： 「編集」 → 「検索」 → 「検索する

場所 ： 」 プルダウ ンで 「PDF パッ ケージ全体」 を選択

> Acrobat X で一個の PDF パッ ケージを検索する方法：「編集」→「ポー ト フ ォ リ オ全体を

検索」

> Acrobat 8/9/X で複数の PDF パッ ケージを検索する方法 ： な し

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： get_attachments ミ ニサンプル

> TETML 要素 ： /TET/Document/Attachments/Attachment/Document

PDF の各種規格と その他各種 PDF プロパテ ィ こ の領域は明示的にテキ ス ト を含んで

はおらず、 PDF/X ・ PDF/A ステータ ス、 タ グ付き PDF ステータ ス と いった、 PDF 文書の

さ まざまな固有プロパテ ィ を集めたコ ンテナ と し て用いられます。

> Acrobat 8 での表示方法 ： な し

> Acrobat 9：「表示」→「ナビゲーシ ョ ンパネル」→「規格」（規格準拠 PDF でのみ現れます）

> Acrobat X ： 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「ナビゲーシ ョ ンパネル」 → 「規格」 （規格

準拠 PDF でのみ現れます）

> Acrobat 8/9/X での検索方法 ： な し

> TET ラ イブラ リ 用サンプルコード ： dumper ミ ニサンプル

> TETML 要素 ・ 属性 ： /TET/Document/@pdfa ・ /TET/Document/@pdfe ・

/TET/Document/@pdfua ・ /TET/Document/@pdfvt ・ /TET/Document/@pdfx
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6.2 ページ と テキス ト の視覚情報

デフ ォル ト 座標系 デフ ォル ト ではTETは、ページ と テキス ト のすべての視覚情報を PDF

の標準座標系で表 し ます。 ただ し、 座標系の原点 （ページの外にあ る場合 も あ る） は、

ページの表示可能領域の左下隅に一致させます。 正確には、 CropBox が存在する と きはそ

の左下隅、 そ う でない と きは MediaBox の左下隅が原点にな り ます。 ページが Rotate キー

を持つ場合はページ回転が行われます。 この座標系は DTP ポイ ン ト を単位と し て用いま

す。

1 pt = 1 inch / 72 = 25.4 mm / 72 = 0.3528 mm

第 1 座標は右へ増加し、第 2 座標は上へ増加し ます。TET に与え る座標はすべて この座標

系で表し た ものでなければな り ませんし、TET が返す座標もすべて この座標系で表された

ものにな り ます。PDF 文書内でその座標が実際どのよ う に表されているかは関係あ り ませ

ん。PDF のページサイ ズを得る方法については pCOS パス リ フ ァ レン ス を参照し て く ださ

い。

下向き座標系 PDF の上向き座標系 と は異な り 、 グ ラ フ ィ ッ ク環境によ っては上向き座

標系を用いている ものがあ り ます。 開発者によ ってはこ の方を好む場合があ り ます。 下向

き座標系の利用を実現するため、TET では代替座標系を使 う こ と ができ ます。 この代替座

標系では、 すべての関連する座標はページの左下隅ではな く 左上隅に対し て解釈され、 y
座標は下向きに増加し ます。 この下向き機能は、TET のユーザが下向き座標系をご く 自然

に扱え る よ う にするために設計されています。 追加の利点 と し て、 下向き座標は Acrobat

で表示される座標値 と 等し く な り ます （後述） 。 ページで下向き座標を有効にするには、

topdown ページオプシ ョ ンを用います。

Acrobat で座標を表示 Acrobatでページ座標を表示するには以下のよ う に操作し ます（図

6.2 参照） ：

> カーソル座標を表示するには、 Acrobat X では 「表示」 → 「表示切り替え」 → 「カーソ

ル座標」 （Acrobat 9 ： 「表示」 → 「カーソル座標」。 Acrobat 8 ： 「表示」 → 「ナビゲーシ ョ

ン タ ブ」 → 「情報」） を用います。

> 座標は、Acrobat で現在選択されている単位で表示されます。Acrobat 8/9/X で表示単位

をポイ ン ト に変更する （TET で用いられているの と同様に） には、 次のよ う に操作し

ます ： 「編集」 → 「環境設定」 （→ 「一般 ...」） → 「単位と ガイ ド」 → 「単位」 へ行き、

「ポイ ン ト 」 を選択。

この表示されている座標はページの左上隅を原点 と し てお り 、 左下隅を原点に持つ PDF ・

TET のデフ ォル ト 座標系と は異なる こ と に留意し て く ださ い。 Acrobat の座標系と揃 う 下

向き座標系を選ぶための方法については前項を参照し て く ださい。

テキス ト 抽出の領域 デフ ォル ト では TET は、 目に見え るページ領域のテキス ト をすべ

て抽出し ます。 open_page( ) の clippingarea オプシ ョ ン （179 ページの表 10.10 を参照） を

用いる と、 これを任意の PDF ページ枠項目 （TrimBox 等） へ変更する こ と ができ ます。

キーワード unlimited を用いる と、 いかな るページ枠にもかかわ り な く すべてのテキス ト

を抽出する こ と ができ ます。 デフ ォル ト 値 cropbox は、 Acrobat で目に見え る領域内のテ

キス ト を抽出する よ う TET に指示し ます。
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テキス ト 抽出の領域はも っ と細か く 、任意の数の矩形領域をopen_page( )のincludebox・

excludebox オプシ ョ ンで与え る こ と によ って指定する こ と も でき ます。 これは部分的な

ページ内容 （選んだ段組等） を抽出し た り 、 あ るいは必要ない部分 （余白 ・ ヘッ ダ ・ フ ッ

タ等） を除いた り するために有用です。 終的な切 り 抜き領域は、 includebox オプシ ョ ン

で指定されたすべての矩形の和を算出し、 そ こ から excludebox オプシ ョ ンで指定された

すべての矩形の和を除外する こ と によ って構築されます。 キ ャ ラ ク タは、 その参照点が切

り 抜き領域の中にあ る と き、 その切 り 抜き領域内にあ る と 判定されます。 こ れはすなわ

ち、キ ャ ラ ク タの一部が切 り 抜き領域の外に出ていて も それがその切 り 抜き領域内にあ る

と判定される場合があ り 、 またその逆の場合も あ る こ と を意味し ます。

グ リ フ メ ト リ ッ ク get_char_info( ) を用いる と、任意のグ リ フに対し て返されたキ ャ ラ ク

タ群のフ ォ ン ト 情報や メ ト リ ッ ク情報を取得する こ と ができ ます。出力内の各キ ャ ラ ク タ

に対し て、 それぞれ以下の値が得られます （図 6.3 と 189 ページの表 10.15 を参照） ：

> uv フ ィ ール ド は、情報取得対象のキ ャ ラ ク タ （カレン ト キ ャ ラ ク タ）の UTF-32 Unicode

値を持ちます。 こ のフ ィ ール ド はつねに UTF-32 を持ちます。ネイ テ ィ ブな Unicode 文

字列内で UTF-16 文字列しか扱えない言語バイ ンデ ィ ングにおいて も同様です。 この

uv フ ィ ール ド を利用する と、BMP 領域外のキ ャ ラ ク タ をアプ リ ケーシ ョ ンで取 り 扱い

たい と きに、 サロゲー ト ペアを解釈する必要な しに取 り 扱え る よ う にな り ます。 サロ

ゲー ト ペアは 2 個の別々のキ ャ ラ ク タ と し て報告されるので、 1 つ目の値の uv フ ィ ー

図 6.2
Acrobat の座標表示を設定。 カーソル座標を表示するには「表示」→「カーソル座標」を用います。
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ル ド が実際の Unicode 値 （U+FFFF を超える） を持ち、 2 つ目の値の uv フ ィ ール ド は

無形キ ャ ラ ク タ と し て扱われて uv 値 0 を持ちます。

> type フ ィ ール ド は、 そのキ ャ ラ ク タの種別を表し ます。 有形キ ャ ラ ク タ と無形キ ャ ラ

ク タの 2 種類があ り ます。 有形キ ャ ラ ク タに分類される もの と し ては、 通常のキ ャ ラ

ク タ （1 つのグ リ フ ま る ご と の結果等） と、 1 つのグ リ フに対応する複数のキ ャ ラ ク タ

の列の先頭キ ャ ラ ク タ （合字の 1 文字目等） が挙げられます。 無形キ ャ ラ ク タに分類

される もの と し ては、 複数のキ ャ ラ ク タの列の中の後続キ ャ ラ ク タ （合字の 2 文字目

等） と、 挿入された区切 り キ ャ ラ ク タが挙げられます。 無形キ ャ ラ ク タの場合、 位置

(x, y) はも っ と も 近の有形キ ャ ラ ク タの終了点を指し、 幅 width は 0 にな り 、 その他

のフ ィ ール ド は uv 以外すべて も っ と も 近の有形キ ャ ラ ク タ と同じにな り ます。 この

終了点は、 方向が alpha （横書き） の場合は (x, y) に width を加えた点にな り 、 方向が

-90° （縦書き） の場合は fontsize を加えた点にな り ます。

> unknown フ ィ ール ド は通常は false（C・C++ では 0）ですが、ただし元のグ リ フが Unicode

にマ ッ プする こ と ができ ないために unknownchar オプシ ョ ンによ る指定キ ャ ラ ク タに

置き換え られた と きは値 true （C ・ C++ では 1） を持ちます。 このフ ィ ール ド を用いる

と、 クエスチ ョ ンマークやスペースなどのあ り がちなキ ャ ラ ク タ を unknownchar と し

て指定し た よ う な場合に、 実際の文書の内容 と 置き換えキ ャ ラ ク タ と を区別する こ と

が可能にな り ます。

> attributes フ ィ ール ド は、TET の内容分析アルゴ リ ズムで決定された下付き ・上付き ・ ド

ロ ッ プキ ャ ッ プ ・ 影付き ステータ スに関する情報を内容と し て持ちます。

> (x, y) 両フ ィ ール ド は、 そのグ リ フの参照点の位置を指し ます。 この参照点は横書きで

はグ リ フ矩形の左下隅にな り 、 縦書きでは上端中央にな り ます （87 ページの 6.3.1 「日

中韓エン コーデ ィ ング ・ CMap」 参照）。 無形キ ャ ラ ク タについては、 ページ上に対応す

る グ リ フがないので、 点 (x, y) はも っ と も 近の有形キ ャ ラ ク タの終了点を指し ます。

y の値は topdown ページオプシ ョ ンに依存し ます。

> width フ ィ ール ド は、そのグ リ フに対応する フ ォ ン ト メ ト リ ッ ク と文字間隔・水平倍率

等のテキ ス ト 出力パラ メ タ群 と に従ったグ リ フの幅を表し ます。 こ う し たパラ メ タが

次のグ リ フの位置を制御するので、 隣 り 合 う 2 つのグ リ フの参照点間の間隔は width

(x, y)
width

fontsize

width

baseline

alpha

beta

(x, y)

fontsize

図 6.3
横書き と縦書きにおけるグ リ フ メ ト リ ッ ク
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と は異な る場合があ り ます。 ゼロ幅キ ャ ラ ク タの場合 width はゼロになる こ と があ り

ます。 逆に斜体テキス ト 等、 実際のア ウ ト ラ イ ンの幅がそのグ リ フの width 値よ り 広

く な る場合も あ り ます。

無形キ ャ ラ ク タの場合 width は 0 にな り ます。

> 角度 alpha は、行内のテキス ト の進行方向を与えます。 これは、標準方向からの偏移で

表されます。 こ の標準方向は横書きでは 0° にな り 、 縦書きでは -90° にな り ます （縦書

きについて詳し く は後述）。 よ って角度 alpha は、 通常の横書き テキス ト と通常の縦書

きテキス ト に対し ては と もに 0° にな り ます。 alpha ・ beta の値は topdown ページオプ

シ ョ ンに依存し ます。

> 角度 beta は、 斜体 （擬似イ タ リ ッ ク） テキス ト 等の、 テキス ト にかかった傾斜を表し

ます。 この角度は alpha に対する垂線から測られます。 通常の正立し たテキス ト に対

し ては 0° にな り ます （横書きでも縦書きでも）。 beta の絶対値が 90° を超え る場合、 そ

のテキス ト はベース ラ イ ンを軸に反転し て裏返っている こ と にな り ます。

> fontid フ ィ ール ド は、そのグ リ フに対し て用いられている フ ォ ン ト の pCOS ID を持ちま

す。 この ID を用いる と、 フ ォ ン ト 名 ・ 埋め込み状況 ・ 記述方向 （横書きか縦書きか）

と いった詳しいフ ォ ン ト 情報を取得する こ と ができ ます。 pCOS パス リ フ ァ レ ン スに、

こ う し たフ ォ ン ト 情報取得のためのサンプルコード があ り ます。 

> fontsize フ ィ ール ド は、 テキス ト のサイ ズをポイ ン ト 単位で表し ます。 これは正規化さ

れるので、 つねに正の値にな り ます。

> textrendering フ ィ ール ド は、 描線 ・ 塗 り ・ 不可視等、 グ リ フのレ ンダ リ ングの種類を

表し ます。 これは PDF ページ記述について定義されている テキス ト レ ンダ リ ングモー

ド の数値を反映し ます （189 ページの表 10.15 を参照）。 不可視のテキス ト はデフ ォル

ト では抽出されますが、 open_page( ) で ignoreinvisibletext オプシ ョ ンを用いればそ う

でな く する こ と も でき ます。

フ ォ ン ト 固有 メ ト リ ッ ク TET は、 PostScript と PDF が用いている グ リ フ ・ フ ォ ン ト メ

ト リ ッ ク システムを用いています。 こ こ で簡単に説明し ま し ょ う 。

文字サイ ズには通常、 キ ャ ラ ク タの各部が重な り 合わないために必要な、 隣 り 合 う 行

ど う しの 小限の間隔が選ばれます。 文字サイ ズは一般に、 フ ォ ン ト 内の個々のキ ャ ラ ク

タ よ り も大き く な り ます。 なぜな ら、 文字サイ ズはアセンダ とデ ィ センダにわた る う え、

さ らに行間の追加のアキが加わる場合も あ るからです。

font size

baseline

capheight

descender

ascender

図 6.4 フ ォ ン ト 固有メ ト リ ッ ク
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キャ ッ プハイ ト は、 多 く の欧文フ ォ ン ト の T や H のよ う な大文字の高さ です。 x ハイ

ト は、 多 く の欧文フ ォ ン ト の x のよ う な小文字の高さ です。 アセンダは、 多 く の欧文フ ォ

ン ト の f や d のよ う な小文字の高さ です。 デ ィ センダは、 多 く の欧文フ ォ ン ト の j や p の

よ う な小文字のベース ラ イ ンから下端までの間隔です。 デ ィ センダは通常、 負の値です。

x ハイ ト ・ キャ ッ プハイ ト ・ アセンダ ・ デ ィ センダの値は文字サイ ズの 1000 分の 1 を単

位に測られます。

これらの値はフ ォ ン ト によ って異なってお り 、 pCOS イ ン タ フ ェースで取得でき ます。

た と えば、 以下のコード はアセンダ とデ ィ センダの値を取得し ます ：

/* アセンダとディセンダの値を取得 */
path = "fonts[" + i + "]/ascender";

System.out.println("アセンダ=" + p.pcos_get_number(doc, path));

path = "fonts[" + i + "]/descender";
System.out.println("ディセンダ=" + p.pcos_get_number(doc, path));

なお、 アセンダ等のフ ォ ン ト メ ト リ ッ ク値は、 こ のフ ォ ン ト によ る グ リ フに対し て get_
char_info( ) を呼び出し た後にのみ取得するべきです。言い換えれば、 get_char_info( ) から

返されたフ ォ ン ト ID を用いる こ と は安全ですが、 fonts[] 配列内のすべてのフ ォ ン ト を評

価する こ と は必ずし も埋め込まれたフ ォ ン ト データ か ら の メ ト リ ッ ク値を与えず、 PDF

FontDescriptor 辞書からの不正確な値を与え る可能性があ り ます。 詳し く は pCOS パス リ

フ ァ レ ン ス を参照し て く ださい。

グ リ フ と単語の終了点 ハイ ラ イ ト を正し く 行 う ためには、 単語内の末尾キ ャ ラ ク タの

末尾位置が必要にな り ます。 get_char_info( ) が返す開始点座標 x, y と width ・ alpha 値を

用いれば、 横書きでのグ リ フの終了点を、 すなわちそのグ リ フのア ド バン スベク ト ルの終

点 （グ リ フ枠の右下隅） を決定する こ と ができ ます ：

xend = lrx = x + 幅 * cos(alpha)

yend = lry = y + 幅 * sin(alpha)

通常の横書き テキス ト （すなわち alpha=0） では、 これは次の形に省略でき ます ：

xend = lrx = x + 幅

yend = lry = y

よ り 一般的には、 グ リ フ枠のサイ ズを、 その右上隅の座標を決定する こ と によ って算出で

き ます （この算式は、 グ リ フが角度 beta によ って斜形化されている可能性を考慮に入れ

ていません） ：

urx = x + 幅 * cos(alpha) - 向き * 高さ * sin(alpha)
ury = y + 幅 * sin(alpha) + 向き * 高さ * cos(alpha)

こ こ で、 topdown=true な らば向き =-1、 topdown=false な らば向き =1 です （81 ページの

「下向き座標系」 参照）。 高さの値は文字サイ ズ と フ ォ ン ト の幾何情報に依存し ます。 下記

は、 広 く 用いられている多 く のフ ォ ン ト について、 使える値を与えます （アセンダ値の取

得については 84 ページの 「フ ォ ン ト 固有 メ ト リ ッ ク」 を参照） ：

高さ = 文字サイズ * アセンダ / 1000

多 く のグ ラ フ ィ ッ ク開発環境において、 グ リ フ変換は以下のよ う に表すこ と ができ ます ：
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translate(x,y);
rotate(alpha);
skew(0, -beta);
if (abs(beta) > 90)

scale(1 -1);

これらの変換を行なった後は、 グ リ フ枠の右上隅は以下のよ う に表すこ と ができ ます ：

urx = x + 幅

ury = y + 向き * 高さ

縦書きでのグ リ フ計算 縦書きの日中韓テキ ス ト については、 終了点の計算は以下のよ

う に行われます ：

xend = x

yend = y - 文字サイズ

グ リ フ枠の左上隅 と右下隅は以下のよ う に算出でき ます ：

ulx = x - 幅/2 * cos(alpha)
uly = y - 幅/2 * sin(alpha)

lrx = ulx + 幅 * cos(alpha) + 向き * 文字サイズ * sin(alpha)

lry = uly + 幅 * sin(alpha) - 向き * 文字サイズ * cos(alpha)

こ こ で、 topdown=true な らば向き =-1、 topdown=false な らば向き =1 です （81 ページの

「下向き座標系」 参照）。
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6.3 日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト

6.3.1 日中韓エン コーデ ィ ング ・ CMap
TET は日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語 （日中韓） のテキ ス ト に対応し てお り 、 横書き ・ 縦書き

の、 任意のレガシエン コーデ ィ ング （CMap） の日中韓テキス ト を Unicode に変換し ます。

TET は Adobe のすべての日中韓キ ャ ラ ク タ集合に対応し ています ：

> 日本語 ： Adobe-Japan1 ～ 6
> 中国語繁体字 ： Adobe-CNS1 ～ 5
> 中国語簡体字 ： Adobe-GB1 ～ 5
> 韓国語 ： Adobe-Korea1 ～ 2

これらの PDF CMap は、今日用いられているすべての日中韓キ ャ ラ ク タエン コーデ ィ ング

をカバーし ています。 た と えば Shift-JIS ・ EUC ・ Big-5 ・ KSC 等、 多数のエン コーデ ィ ン

グです。 ロ ケール独自エン コーデ ィ ングで符号化された日中韓フ ォ ン ト 名 （Shift-JIS で符

号化された和文フ ォ ン ト 名など） は、 Unicode へ正規化されます。

注記 レガシエン コーデ ィ ングで符号化された日中韓テキス ト を抽出するには、 TET に同梱の

CMap フ ァ イル群の場所を、 7 ページの 0.1 「ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ール」 に従って設定

する必要があり ます。

6.3.2 日中韓テキス ト の単語境界

日中韓テキス ト の単語境界検出は ideographic ページオプシ ョ ンで制御でき ます ：

> ideographic=split にする と、 表意文字キ ャ ラ ク タはつねに単語境界を構成し ます。 すな

わち、granularity=word の場合に表意文字が 1 個ずつ返されます。表意文字日中韓キ ャ

ラ ク タは単語境界 と 見な されますが、 カ タ カナキ ャ ラ ク タは単語境界 と し て扱われま

せん。

> ideographic=keep にする と、表意文字キ ャ ラ ク タは一般に単語境界を構成し ません。句

読点 と、 表意文字キ ャ ラ ク タ と非表意文字キ ャ ラ ク タ と の間の切 り 替わ り は、 なお単

語境界を構成し ます。 granularity=word の場合、 表意文字読点 U+3001 と表意文字句点

U+3002 も単語境界を構成し ます。 granularity=page の場合、 行末に行区切 り が挿入さ

れません。

互換上の理由からデフ ォル ト 値は ideographic=split ですが、 日中韓テキス ト に対し てはテ

キス ト 抽出向上のため ideographic=keep を用いる こ と を強 く 推奨し ます。

6.3.3 縦書き

TET は横書きにも縦書きにも対応し てお り 、それぞれについて適切な メ ト リ ッ ク計算をす

べて行います。 縦書きのテキス ト を扱 う 際には以下のこ と に留意し て下さい。

> グ リ フの参照点は縦書きの場合にはグ リ フ矩形の上端中央にあ り ます。 テキ ス ト の位

置は下へ向かって進みます。 その進行幅はフ ォ ン ト サイ ズ と 文字間隔によ って決定さ

れ、 グ リ フ幅には依存し ません （図 6.3 参照）。

> 角度 alpha は通常の縦書きテキス ト については 0° です。いいかえれば、縦書きのフ ォ ン

ト で alpha=0° な らば下へ、 すなわち -90° の方向に向かって進む と い う こ と です。

> 上述の違いのため、ク ラ イ アン ト コード側では下記の pCOS コード を用いて記述方向を

考慮に入れる必要があ り ます （テキ ス ト が縦に並んでいるか ら と いって、 それが実際

には縦書きのフ ォ ン ト を用いている と は限ら ないこ と に留意し て下さ い） ：
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count = p.pcos_get_number(doc, "length:fonts");
for (i=0; i < count; i++)
{

if (p.pcos_get_number(doc, "fonts[" + id + "]/vertical"))
{

/* フォントは縦書きを用いている */
vertical = true;

}
}

> 縦書きのテキス ト と句読点の回転済みグ リ フは、それぞれ対応する未回転 Unicode キ ャ

ラ ク タへマ ッ プ されます。 回転済みキ ャ ラ ク タ を温存するには下記の文書オプシ ョ ン

を用います ：

decompose={vertical=_none}

> 縦書き テキ ス ト のテキ ス ト 行検出は下記のページオプシ ョ ンで改善でき る こ と が多い

です ：

layoutanalysis={forcelayoutanalysis=0} 

6.3.4 日中韓分解 ： narrow ・ wide ・ vertical 等

Unicode と多 く のレガシエン コーデ ィ ングでは、 全角 と半角のキ ャ ラ ク タ と い う 概念が使

えます （ダブルバイ ト ・ シングルバイ ト キ ャ ラ ク タ と呼ばれる時も あ り ます） 。 デフ ォル

ト では TET は、 全角 ・ 半角キ ャ ラ ク タ をそれぞれ対応する標準幅のキ ャ ラ ク タへ置き換

え る Unicode 分解 wide ・ narrow を行います。

元の全角 ・ 半角キ ャ ラ ク タ を温存するには、 decompose 文書オプシ ョ ンを用いてそれ

ぞれの分解を無効化し ます ：

decompose={wide=_none narrow=_none}

同様に、 small ・ square ・ vertical 分解も日中韓キ ャ ラ ク タに対し て効力を持ちます。 これ

らの分解は （wide と narrow も含めて） デフ ォル ト ではすべて有効になっていますので、

キ ャ ラ ク タはそれぞれ対応する標準的キ ャ ラ ク タへ変換されます。元のキ ャ ラ ク タ を温存

するには、 それぞれの分解を無効化し ます。 下記の文書オプシ ョ ンはすべての分解を無効

化し ます ：

decompose={none}

表 6.1 に、 日中韓分解を例と と もに示し ます。 分解について詳し く は、 108 ページの 7.3.2

「Unicode 分解」 を参照し て く ださ い。



6.3  日本語 ・ 中国語 ・ 韓国語テキス ト 89

表 6.1 日中韓互換分解の例 （decompose オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン）

分解名 説明 対象 Unicode キャ ラ ク タ

分解が有効のと き

（デフ ォル ト ） 分解が無効のと き

narrow 半角キャ ラ ク タ U+FF61 ～ U+FFDC、

U+FFE8 ～ U+FFEE

small CNS 11643 互換の

ための小型字体

U+FE50 ～ U+FE6B

square 日中韓の組文字 U+3250、

U+32CC ～ U+32CF、

U+3300 ～ U+3357、

U+3371 ～ U+33DF、

U+337B ～ U+337F、

U+33FF、

U+1F131 ～ U+1F14E、

U+1F190、

U+1F200、

U+1F210 ～ U+1F231

vertical 縦書き字体 U+309F、

U+30FF、

U+FE10 ～ U+FE19、

U+FE30 ～ U+FE48

wide 全角字体 U+3000、

U+FF01 ～ U+FF60、

U+FFE0 ～ U+FFE6

U+30F2 U+FF66

U+002C U+FE50

U+30AD U+30ED U+3314

U+FE37 U+007B

£
U+00A3

£
U+FFE1
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6.4 双方向ア ラ ビア文字 ・ ヘブ ラ イ文字テキス ト
TET は、ア ラ ビア文字やヘブラ イ文字 と いった右書き用字系によ る文書から テキス ト を正

し く 抽出する ために、 追加の処理を行います。 こ う し た用字系ではしばしば左書き テキス

ト が挿入されますので （数等） 、 そのよ う な文書は、 双方向であ る と いいます。 双方向テ

キス ト の抽出には、 以下に説明する処理ステ ッ プの一つないし複数が関与し ます。

6.4.1 双方向の一般的性質

右書き ・ 双方向テキス ト を並べ替え 右書きの並び と 左書きの並びは、 論理的なテキ ス

ト の正しい並びを形成する よ う 並べ替え る必要があ り ます。 粒度が word 以上の場合、 下

記のページオプシ ョ ンを用いる と、TET はテキス ト を論理順に発出し ます （これがデフ ォ

ル ト 設定です） ：

contentanalysis={bidi=logical}

双方向処理は下記ページオプシ ョ ンで明示的に無効化する こ と もでき ます ：

contentanalysis={bidi=visual}

ページの優勢テキス ト 向き を決定 双方向並べ替えは、 単語内のキ ャ ラ ク タ群 と 行内の

単語群に対し て効力を持つばか り ではな く 、それ以外のページレ イ アウ ト 認識の諸側面に

対し て も効力を持ちます。 混在双方向行は場合によ っては、 ページ全体が右書き なのか左

書き なのかを考慮に入れる こ と な しには安心し て並べ替えでき ないこ と も あ り ます。この

決定を自動的に行 う ために、TET はページの優勢テキス ト 向き を調べ、 そのページが主に

左書き と 見なすべきかそれ と も主に右書き と 見なすべきかにそのアルゴ リ ズム を合わせ

ます。

この決定は bidilevel オプシ ョ ンで上書きする こ と もでき ます。た と えば下記のオプシ ョ

ン リ ス ト は、 テキス ト の大多数が左書きのページ上であって も右書き処理を強制し ます ：

contentanalysis={bidilevel=rtl}

グ リ フ順序 get_char_info( ) と TETML 内の Glyph 要素によ って返される グ リ フ情報は、

つねに視覚的順序に従って、すなわち普通の水平ベース ラ イ ンについては左書き と し て並

べられます。 こ の左書き グ リ フ順序によ って、 ク ラ イ アン ト アプ リ ケーシ ョ ンは、 テキス

ト の双方向ス テータ ス を調べる必要な し に決め打ちの順序でグ リ フ座標を受け取る こ と

ができ ます。 こ の動作は、 実際のテキ ス ト 向きは右書き であ る と い う 事実に も かかわ ら

ず、 ア ラ ビア文字やヘブラ イ文字のフ ォ ン ト 内のグ リ フは概し て、 その左辺に参照点があ

り 右へ進行し ている と い う 現実を反映し ています。

6.4.2 ア ラ ビア文字テキス ト を後処理

ア ラ ビア文字の表示形を正規化 し合字を分解 ア ラ ビア文字のキ ャ ラ ク タは、 高 4 種

類の形で存在し ています。 単独形 ・ 語頭形 ・ 語中形 ・ 語尾形です。 これらの形は、 意味的

には同一のキ ャ ラ ク タ を表し ていますが、別々の Unicode 値を持っている場合があ り ます。

デフ ォル ト では TET は、 すべての表示形を、 それぞれ対応する正準形へ変換し ます。 表

6.2 に示すよ う に、 decompose オプシ ョ ンを用いて表示形を温存する こ と もでき ます （108

ページの 7.3.2 「Unicode 分解」 を参照）。

PDF 文書では各表示形は、 単独形の Unicode キ ャ ラ ク タへマ ッ プされている こ と も あ

れば、 表示形の う ちの一つ （た と えばその文書の ToUnicode CMap 内の） へマ ッ プされて
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いる こ と も あ るため、 た と え分解が無効化されていて も、出力が表示形を含むこ と を TET

は保証はでき ません。

ア ラ ビア文字のタ ト ウ ィ ールキャ ラ ク タ を除去 タ ト ウ ィ ールキ ャ ラ ク タ U+0640 （カ

シーダ と も呼ばれます） は、 単語を伸ばし て行を埋めつ く すよ う にするために頻繁に用い

られます。 タ ト ウ ィ ールはそれ自体は何のテキス ト 情報も持ちませんので、 通常これは、

抽出される テキス ト 内では必要ではあ り ません。 表 6.3 に示すよ う に、 fold オプシ ョ ンを

用いてタ ト ウ ィ ールキ ャ ラ ク タ を温存する こ と もでき ます （105 ページの 7.3.1 「Unicode

字形統合」 を参照）。

表 6.2 アラ ビア文字の表示形を decompose オプシ ョ ンで処理

説明と オプシ ョ ン リ ス ト 分解前 分解後 （論理順で）

語尾形 ・ 語頭形 ・ 単独形 ・ 語中形を分解 ： decompose オプシ ョ

ンな し （デフ ォル ト ） または

decompose=none

または

decompose=
{final=_all medial=_all initial=_all isolated=_all}

語尾形 ・ 語頭形 ・ 単独形 ・ 語中形を温存 ：

decompose=
{final=_none medial=_none initial=_none isolated=_none}

表 6.3 タ ト ウ ィ ールキャ ラ ク タ U+0640 を fold オプシ ョ ンで処理

説明と オプシ ョ ン リ ス ト 字形統合前 字形統合後

アラ ビア文字のタ ト ウ ィ ールキャ ラ ク タ を除去 ： fold オプ

シ ョ ンな し （デフ ォル ト ） または fold={{[U+0640] remove}}

または fold={default}

な し

アラ ビア文字のタ ト ウ ィ ールキャ ラ ク タ （デフ ォル ト では除

去される） を温存 ： fold={{[U+0640] preserve}}

U+FEB2

U+FEB3

U+FD0E

U+FEB4

U+0633

U+0633

U+0633 U+0631

U+0633

U+FEB2

U+FEB3

U+FD0E

U+FEB4

U+FEB2

U+FEB3

U+FD0E

U+FEB4

U+0640

U+0640 U+0640
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6.5 内容分析
PDF 文書は、 テキス ト の個々のキ ャ ラ ク タのページ上における位置のみな らず、 そのセマ

ンテ ィ ッ ク ス （Unicode マ ッ ピング） を も提供し ます。 しかし一般に PDF 文書では、 単

語 ・ 行 ・ コ ラ ム ・ その他高次のテキス ト ユニ ッ ト に関する情報は伝えて く れません。 ペー

ジ上のテキス ト を構成するそれぞれの断片には、 個々のキ ャ ラ ク タや音節や行、 ないしそ

れらの任意の混合が含まれている可能性があ り ますが、明示的に単語や行やコ ラ ムの始ま

り や終わ り を示す印はそ こには一切ついていないのです。

さ ら に悪い こ と には、 ページ上のテキ ス ト 断片の順序は、 論理的な （読む） 順序 と は

違っている可能性があ り ます。テキス ト の各部分をページ上に配置する際には規則など何

も ないのです。 た と えば 2 段組みのページの場合でも、 その内容の生成順はまず左コ ラ ム

の 1 行目、 次は右コ ラ ムの 1 行目、 左コ ラ ムの 2 行目、 右コ ラ ムの 2 行目、 … と なってい

るかも しれません。 が、 論理的な順序な らば、 まず左コ ラ ム内のテキス ト をすべて処理し

た後に右コ ラ ムのテキス ト を処理し なければな ら ないわけです。このよ う な文書から テキ

ス ト を抽出する場合には、 ただ PDF ページ上の命令群を再生し ていただけでは、 一般に

は望ま しからぬ結果を も た ら し ます。 テキス ト の論理構造が失われているからです。

TET の内容解析エンジンは、 テキス ト 断片の内容 ・ 位置 ・ 関係を解析し て、 以下の目

標を達成し よ う と し ます ：

> キ ャ ラ ク タ群から単語を再構成し、単語間に区切 り キ ャ ラ ク タ を （望まれていれば） 挿

入

> 冗長テキス ト を除去 （た と えば影付きに見せるためだけのダブ り 等）

> 複数行にまたがってハイ フネーシ ョ ン されている単語の各部を再結合

> テキス ト のコ ラ ム （区域） を認識

> 区域内のテキス ト 断片を ソー ト 。 ページ内の区域も ソー ト

これらの動作について以下詳し く 説明し ます。こ う し た内容処理を制御するオプシ ョ ンに

ついて も解説し ます。

テキス ト の粒度 open_page( ) で granularity オプシ ョ ンを用いる と、 get_text( ) を 1 回呼

び出すご と に返される テキス ト の量を指定する こ と ができ ます。

> granularity=glyph と設定する と、各断片はそれぞれ 1 つのグ リ フをマ ッ プし た結果を持

ちます。 これは複数のキ ャ ラ ク タになる こ と も あ り ます （合字の場合等）。 このモード

では内容分析は無効にされ、 TET は、 ページ上の元通 り のテキス ト 断片をその元通 り

の順序のま ま返し ます。 こ れは も速いモー ド ではあ り ますが、 こ れが有用なのは、

TET ク ラ イ アン ト 側で精巧な後処理を行お う とする と きのみです （あ るいはテキス ト

の論理構造には関心がな く て位置にのみ興味があ る と き）。 なぜな ら このモード ではテ

キス ト がページ全体に散らばって し ま っている可能性があ るからです。

> granularity=word と設定する と、単語検出機能アルゴ リ ズムがキ ャ ラ ク タ群を ま と めて

論理的な単語を再構成し ます。 各断片はそれぞれ 1 つの単語を持ちます。 孤立し た句

読点 （カンマ ・ コ ロ ン ・ ク エスチ ョ ンマーク ・ ク オー ト 等） はデフ ォル ト では独立し

た断片 と し て返され、 連続する句読点キ ャ ラ ク タは一個の単語 と し てグループ化され

ます（ピ リ オ ド キ ャ ラ ク タ を連続させて点線のよ う に見せかけている場合等）。ただし、

句読点処理は変更する こ と も可能です （後述の 「欧文テキ ス ト の単語境界検出」 を参

照）。

> granularity=line と設定する と、 単語検出機能によ って認識された単語群を ま と めて行

を再構成し ます。 ハイ フ ン除去が有効の と き （デフ ォル ト ） は、 行末でハイ フ ンで分

割された単語は再結合され、 そのハイ フ ン除去された完全な単語はその行に繰 り 込ま

れます。
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> granularity=page と設定する と、ページ上に含まれるすべての単語が 1 つの断片で返さ

れます。 

複数の単語 ・ 行 ・ 区域の間には、 選択された粒度がその単位よ り 大きければ、 それぞれ区

切 り キ ャ ラ ク タが挿入されます。 た と えば granularity=word の場合、 TET_get_text( ) は呼

び出される ご と に単語を き っか り 1 つずつ返すのですから、区切 り キ ャ ラ ク タ を挿入する

必要などないわけです。

区切 り キ ャ ラ ク タ を指定するには、 open_page( ) の wordseparator ・ lineseparator オプ

シ ョ ンを用います （区切 り キ ャ ラ ク タ を無効にするには U+0000 を用います）。 た と えば ：

lineseparator==U+000A

デフ ォル ト では、 granularity=glyph の場合にはすべての内容分析動作が無効にされ、 それ

以外の粒度設定では有効にされます。 しかし、 区切 り オプシ ョ ンを用いればよ り きめ細か

な制御も可能です （後述）。

欧文テキス ト の単語境界検出 単語検出機能は、glyph を除 く すべての粒度モード で有効

にされ、ページ全体にでた らめな順序で散らばっているかも しれない複数のグ リ フを ま と

めて論理的な単語を再構成し ます。欧文テキス ト の単語境界は 2 つの判定基準によ って認

識されます ：

> 精巧なアルゴ リ ズムがグ リ フ ど う しの位置関係を解析し て、 キ ャ ラ ク タのグループを

検出し、 単語を再構成し ます。 このアルゴ リ ズムはさ まざまな属性や特例を考慮し て、

レ イ ア ウ ト が複雑な場合やページ上のテキ ス ト 順序がばらばら な場合で も単語を正確

に認識でき る よ う 努めます。

> スペースや句読点 （コ ロ ン ・ カンマ ・ ピ リ オ ド ・ 括弧等） と いったあ る種のキ ャ ラ ク

タ は、 その幅 ・ 位置にかかわ ら ずつねに単語境界 と 認識 さ れます。 open_page( ) の

punctuationbreaks オプシ ョ ンを false に設定する と、単語検出機能は句読点キ ャ ラ ク タ

を単語境界と し て扱わな く な り ます ：

contentanalysis={punctuationbreaks=false}

単語境界検出の際に句読点キ ャ ラ ク タ を無視する こ と は、 た と えば、 Web URL を扱 う 際

に有用でし ょ う 。 URL では通常、 ピ リ オ ド ・ ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク タは語の一部と見な され

るからです （図 6.5 参照）。

注記 表意文字キャ ラ ク タによるテキス ト に対する単語境界検出は動作が異な り ます。詳し く は

87 ページの 6.3.2 「日中韓テキス ト の単語境界」 を参照し て く ださい。

図 6.5
デフ ォル ト 設定 punctuationbreaks=true で

は URL は各部に分解されますが （上）、
punctuationbreaks=false では各部はひと

ま と ま りのまま保持されます （下）。
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ハイ フ ン除去 行末でハ イ フ ン区

切 り さ れ た 単語 と い う も のは通

常、 抽出し たテキ ス ト を論理レベ

ルで処理し たいアプ リ ケーシ ョ ン

に と っ ては好 ま し く あ り ま せん。

そのため TET はハイ フン除去、 す

なわちハ イ フ ン区切 り さ れた単語

の各部分の再結合を行います。 よ

り 正確にい う と、 行末の単語の末

尾にハ イ フ ン キ ャ ラ ク タ が あ り 、

かつその次の行の 初の単語の先

頭が小文字な ら ば、 ハ イ フ ンは除

去 さ れ、 単語の前半部は次行後半

部 と 結合さ れます。 ただし同じ区域内に少な く と も あ と 1 行存在する場合に限 り ます。

ダーシキ ャ ラ ク タ （ハイ フンではない） は変更されないま ま温存されます。 ハイ フン区切

り された単語の各部分に変更が加え られる こ と はな く 、ただハイ フンが除去されるだけで

す。ハイ フン除去を無効にするには、open_page( ) で下記のオプシ ョ ン リ ス ト を用います：

contentanalysis={dehyphenate=false}

注記 区域の末尾でハイ フ ン区切り された単語は認識されませんので、ハイ フ ン除去はそれに対

し ては一切行われません （すなわちそのハイ フ ンはテキス ト の中に残り ます）。

影付き ・ 擬似太字テキス ト 除去 PDF 文書は と きに、ページの意味内容には貢献し ない、

ただあ る種の視覚効果を生み出すためだけの冗長テキス ト を含んでいます。影付き テキス

ト 効果を生み出すにはたいてい、テキス ト 本体を少しずつ位置をずら し ながら複数複製し

て重ねる と い う 方法が採られます。 こ の各層のテキス ト に不透明な色をつければ、 下層の

テキス ト はほ と んど隠れ、見え る部分が影付き効果を生み出すよ う に見かけ上見え るので

す。

同様に、 ワープ

ロ ソ フ ト は と き に

擬似太字テキ ス ト

生成機能に対応 し

てい ます。 ボール

ド フ ォ ン ト が入手不可能な と きにも テキス ト を見かけ上太字に見せかける ため、そのテキ

ス ト はページ上に同じ色で何度も配置されます。その際にほんの少し位置をずら し ていけ

ば、 太字テキス ト であ るかのよ う に見せられるわけです。

擬似影付きや擬似太字テキ ス ト 、 ないし同様の擬似視覚効果は、 テキ ス ト を抽出し て

再利用し よ う とする際に困った問題をひき起こ し ます。ただ視覚効果のためだけの冗長テ

キス ト 内容が、ページ内容 と し ては不要であ るにもかかわらず一緒に処理されて し ま う た

めです。

単語検出機能が有効にされている場合、 デフ ォル ト では TET はこ う し た冗長な擬似視

覚効果を認識し て除去し ます。 影付き除去を無効にするには、 open_page( ) で下記のオプ

シ ョ ン リ ス ト を用います ：

contentanalysis={shadowdetect=false}

ア ク セン ト 付きキャ ラ ク タ 多 く の言語で、 ア ク セン ト などの分音記号が、 別のキ ャ ラ

ク タのそばに配置されて複合キ ャ ラ ク タ を形成し ます。TeX をはじめ とするい く つかの組

版プロ グ ラ ムでは、 2 つのキ ャ ラ ク タ （字母キ ャ ラ ク タ と ア ク セン ト ） を別々に出力し て
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1 個の複合キ ャ ラ ク タ を生成し ます。 た と えば、 ä キ ャ ラ ク タ を生成するために、 まず文

字 a がページ上に配置され、ついで分音符キ ャ ラ ク タ ¨ がその上に配置されます。TET は

この状況を検出し、 2 個のキ ャ ラ ク タ を再結合し て正しい複合キ ャ ラ ク タ を形成し ます。
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6.6 レ イ アウ ト 分析
TET は、 も可能性の高いテキス ト 抽出順序を決定するために、ページ上のテキス ト のレ

イ アウ ト を分析し ます。 こ の自動処理は、 い く つかのオプシ ョ ンで支援する こ と も可能で

す。 処理する文書の性質について事前の知識があ る場合には、 適切なオプシ ョ ンを与え る

こ と によ ってテキス ト 抽出結果を向上させる こ と ができ ます。

各種文書ス タ イル さ ま ざ まなレ イ ア ウ ト やス タ イルの文書を処理する ために、 い く つ

かの内部パラ メ タが利用可能です。 た と えば、 新聞のページは大量のテキス ト が多段組に

なっている こ と が多 く 、 事業報告書は余白に注釈がしばしば現れる、 などです。 TET は、

い く つかの種類の文書に対する定義済み設定を含んでいます。 これらの設定は、 下記のよ

う に open_page( ) でオプシ ョ ン リ ス ト を用いて有効にする こ と ができ ます ：

docstyle=papers

入力文書の種類がわかっている場合には、 docstyle ページオプシ ョ ンおよび （あてはま る

場合には） layouthint ページオプシ ョ ン の適切な値を与え る こ と を強 く 推奨 し ま す。

docstyle オプシ ョ ンを与えれば、 高度なレ イ ア ウ ト 認識アルゴ リ ズムが有効にな り ます。

ただし、このオプシ ョ ンに不適切な値を与えて し ま う と逆に生成結果が悪化する場合も あ

り ます。

docstyle オプシ ョ ンでは以下の種類が利用可能です （表 6.4 にい く つか典型的な文書ス

タ イルの例を挙げます） ：

> book ： 通常のページによ る典型的な書籍レ イ アウ ト

> business ： ビジネス文書

> fancy ： 複雑な、 また と きにイ レギュ ラーなレ イ ア ウ ト を持つ、 意匠を凝ら し たページ

> forms ： 構造化されたフ ォーム

> generic ： と く に分類のない も一般的な文書

> magazines ： 雑誌の記事。 多 く は 3 段組ないしそれ以上で、 画像やグ ラ フ ィ ッ ク がち り

ばめられている

> papers ： 多段組 ・ 大紙面 ・ 小活字の新聞

> science ： 科学記事。 多 く は 2 段組ないし それ以上で、 画像 ・ 式 ・ 表組などがち り ばめら

れている

> searchengine ： こ の分類は、 入力文書の特定の種類を指すものではな く 、 TET を検索エ

ンジンのためのイ ンデク サの典型的要請に 適化し ます。生テキス ト のみを発出し、処

理を高速化するために、 い く つかのレ イ ア ウ ト 検出機能が無効化されます。 た と えば、

表組 ・ ページ構造認識が無効化されます。

> spacegrid： この分類は、メ イ ンフ レームシステムでよ く 生成される リ ス ト 指向のレポー

ト を対象 と し ています。 こ の種の文書の特徴は、 視覚レ イ ア ウ ト が、 テキ ス ト の明示

的な位置合わせではな く 、 空白キ ャ ラ ク タによ って作 り 出されている こ と です。 こ の

種の文書を処理する際には、 い く つかの処理ステ ッ プ （影付き検出など） を ス キ ッ プ

し う るので、 テキス ト 抽出が高速化されえます。

も適切な文書ス タ イルを選ぶこ と によ って、 処理を速め、 テキス ト 抽出結果を向上させ

られる可能性があ り ます。

複雑なレ イ アウ ト 文書の種類によ っては、 非常に凝ったページレ イ ア ウ ト を用いる も

のがあ り ます。 た と えば雑誌や定期刊行物では、TET はページ上の段組間の関係を正し く

決定する こ と ができ ない場合があ り ます。 こ のよ う な状況では、 処理時間を長 く かける こ
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表 6.4 いろいろな文書ス タ イル

docstyle=book docstyle=business docstyle=fancy

docstyle=magazines docstyle=papers docstyle=science

docstyle=spacegrid
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と に よ り 、 抽出 さ れ る テキ ス ト を改善す る こ と が可能です。 こ れは structureanalysis ・

layoutanalysis ページオプシ ョ ンで制御でき ます。 例 ：

structureanalysis={list=true bullets={{fontname=ZapfDingbats}}}
layoutanalysis = {layoutrowhint={full separation=preservecolumns}}
layoutdetect=2
layouteffort=high

表組検出 TET は、 ページ上の表構造を検出し て、 表組の内容を表行 ・ 列 ・ セルに構造

化し ます。表組に関し てページ上で検出された情報は API によ って直接提供される こ と は

な く 、 下記の例のよ う に TETML 出力内でのみ利用可能と な り ます ：

<Table>
<Row>
<Cell colSpan="5">

<Para>
<Word>

<Text>5</Text>
<Box llx="317.28" lly="637.14" urx="324.59" ury="650.29"/>

</Word>

<Word>
<Text>.</Text>

<Box llx="324.60" lly="637.14" urx="328.25" ury="650.29"/>
</Word>
<Word>

<Text>REFERENCES</Text>
<Box llx="335.04" lly="637.14" urx="407.64" ury="647.47"/>

</Word>
</Para>

</Cell>

</Row>
...
</Table>
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7 高度な Unicode 処理

7.1 Unicode のさ まざまな重要概念
この節では、 Unicode に関する基本的な情報を提供し ます。 TET における テキス ト 処理は

Unicode 規格に大いに依存し ているからです。 Unicode Web サイ ト ではさ らに詳しい情報

が大量に提供されています ：

www.unicode.org 

キャ ラ ク タ と グ リ フ テキ ス ト を扱 う 際には以下の概念をはっ き り 区別する こ と が重要

にな り ます ：

> キャ ラ ク タは、 言語の中で情報を伝え る 小の単位です。 代表例 と し てはラ テンアル

フ ァベッ ト の音素文字や、日本語の音節文字、中国語の表意文字が挙げられます。キ ャ

ラ ク タは意味を持ちます。 すなわち意味的な実体であ る と いえます。

> グ リ フは、1 つないし複数のキ ャ ラ ク タ を表すさ まざまな図形です。 グ リ フは外観を持

ちます。 すなわち表象的な実体であ る と いえます。

キ ャ ラ ク タ と グ リ フ と の間には一対一の対応は存在し ません。 た と えば、 合字は 1 つのグ

リ フですが複数のキ ャ ラ ク タで表されます。 その一方では、 1 つのグ リ フを場面に応じ て

異なる キ ャ ラ ク タ を表すために使いまわし た り する こ と も あ り ます （つま り キ ャ ラ ク タ ど

う しの形が同じ と い う 場合が存在し ます。 図 7.1 参照）。

TET の Unicode 後処理によ って、 グ リ フ群と生成キ ャ ラ ク タ群と の関係はさ らに変わ

る こ と も あ り ます。 た と えば、 分解によ って 1 個のキ ャ ラ ク タが複数のキ ャ ラ ク タに変換

される こ と があ り 、 また、 字形統合によ ってキ ャ ラ ク タが除去される こ と も あ り ます。 こ

う し た理由から、キ ャ ラ ク タ と グ リ フの間にはいかなる特定の関係を も前提する こ と はで

き ません。

BMP と PUA Unicode ベースの環境では以下の用語が頻出し ます ：

図 7.1
グ リ フ とキャ ラ ク タ

の関係

http://www.unicode.org
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> 基本多言語面 （BMP） は、Unicode 範囲 U+0000 ～ U+FFFF 内のコード点から成 り ます。

Unicode 規格は、さ らに多 く のコード を追加面群に、すなわち範囲 U+10000 ～ U+10FFFF

内に含んでいます。

> 私用領域 （PUA） は、私用のために予約されているい く つかの範囲の一つです。Unicode

規格はこの範囲内にいかなる キ ャ ラ ク タ も指定し ていませんので、 PUA コード点は一

般的なや り と り には使えません。 基本多言語面は PUA を範囲 U+E000 ～ U+F8FF 内に

含んでいます。第十五面 （U+F0000 ～ U+FFFFD） と第十六面 （U+100000 ～ U+10FFFD）

はま る ご と私用のために予約されています。

さ まざまな Unicode 符号化形式 （UTF 形式） Unicode 規格では、 各キ ャ ラ ク タ に番号

（コード点） を割 り 当てています。 これらの番号を コ ンピ ュータ処理で利用する ためには、

これら を何らかの方法で表す必要があ り ます。 Unicode 規格ではこれを符号化形式 と呼び

ます （以前は変換形式 と呼んでいま し た） 。 この用語はフ ォ ン ト の符号化方式 （エン コー

デ ィ ング） と混同し てはいけません。 Unicode では以下の符号化形式を定義し ています ：

> UTF-8：これは、コー ド点を 1 ～ 4 バイ ト で表す可変長形式です。範囲 U+0000 ～ U+007F

内の ASCII キ ャ ラ ク タは範囲 00 ～ 7F 内のシングルバイ ト で表されます。範囲 U+00A0

～ U+00FF 内の Latin-1 キ ャ ラ ク タは 2 バイ ト で表され、 その第一バイ ト は必ず 0xC2

か 0xC3 （これらの値は Latin-1 では Â ・ Ã を表し ます） にな り ます。

> UTF-16：基本多言語面 （BMP） 内のコード点を 16 ビ ッ ト 値 1 個で表し ます。追加面群内

のコード点、 すなわち範囲 U+10000 ～ U+10FFFF 内のものは、 16 ビ ッ ト 値の対で表し

ます。 この対をサロゲー ト ペア （代用対） と いいます。 サロゲー ト ペア 1 個は、 範囲

D800 ～ DBFF 内の高位サロゲー ト 値 1 個 と、 範囲 DC00 ～ DFFF 内の低位サロゲー ト

値 1 個から成 り ます。 高 ・ 低サロゲー ト 値はサロゲー ト ペアの一部 と し てのみ現れる

こ と ができ、 それ以外の場面では現れる こ と ができ ません。

> UTF-32 ： 各コード点を 32 ビ ッ ト 値 1 個で表し ます。

Unicode 符号化スキームと BOM （Byte Order Mark） コ ン ピ ュ ー タ ア ー キ テ ク チ ャ に

よ ってバイ ト の順序は異な り ます。 すなわち、 大き な値 （16 ビ ッ ト や 32 ビ ッ ト ） を構成

するバイ ト 群を、 高位バイ ト を先頭に格納するか （ビ ッ グエンデ ィ アン） 、 それ と も

低位バイ ト を 初に格納するか （ リ ト ルエンデ ィ アン） と い う 違いがあ り ます。 ビ ッ グエ

ンデ ィ アンアーキテ クチャのよ く 知られた例は PowerPC であ り 、一方 x86 アーキテ クチャ

は リ ト ルエンデ ィ アンです。UTF-8 と UTF-16 はシングルバイ ト よ り も大き な値に基づい

ていますので、 バイ ト 順序を考慮する必要がこ こ で生じ てき ます。 符号化スキーム （上述

の符号化形式 と は異な る こ と に留意） は、 符号化形式に加えてバイ ト 順序を指定し ます。

た と えば、 UTF-16BE はビ ッ グエンデ ィ アンバイ ト 順序の UTF-16 を意味し ます。 バイ ト

順序が事前にわから ない場合には、 コー ド点 U+FEFF を用いて指定する こ と もでき ます。

これを BOM （Byte Order Mark） と いいます。 UTF-8 では BOM は必須ではあ り ませんが、

存在する こ と もでき、 その場合はバイ ト 列を UTF-8 と し て識別するために用いる こ と が

でき ます。 表 7.1 に、 さ まざまな符号化形式における BOM の表現を挙げます。

表 7.1 さ まざまな Unicode 符号化形式における BOM

符号化形式 BOM （16 進） WinAnsi での視覚表現1

UTF-8 EF BB BF ï»¿

UTF-16 big-endian FE FF þÿ

UTF-16 little-endian FF FE ÿþ

UTF-32 big-endian 00 00 FE FF ■■þÿ

UTF-32 little-endian FF FE 00 00 ÿþ■■
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組文字と キャ ラ ク タ列 グ リ フのなかには、 複数のキ ャ ラ ク タの列にマ ッ プ される も の

があ り ます。 た と えば合字は、 その構成キ ャ ラ ク タ群に従って複数のキ ャ ラ ク タにマ ッ プ

されます。 しかし組文字は分割し て よい場合 と よ く ない場合があ り （図 7.1 のローマ数字

等）、それはフ ォ ン ト 内・PDF 内の情報によ って決ま る と と もに、decompose 文書オプシ ョ

ンにも依存し ます （105 ページの 7.3 「Unicode 後処理」 を参照）。

適切な らば、 TET は組文字を構成キ ャ ラ ク タ列に分割し ます。 こ のキ ャ ラ ク タ列は、

get_text( ) が返すテキス ト に組み込まれます。 各キ ャ ラ ク タ ご と に、 その元と なったグ リ

フ （群） に関する情報は get_char_info( ) で得る こ と ができ ますが、 その際、 そのキ ャ ラ

ク タ がキ ャ ラ ク タ列内の先頭なのかそれ と も後続なのか と い う 情報も一緒に得られる よ

う になっています。 位置情報はキ ャ ラ ク タ列内の先頭キ ャ ラ ク タに対し てのみ返さ れま

す。 キ ャ ラ ク タ列内の後続キ ャ ラ ク タは固有の位置情報 ・ 幅情報と い う ものを一切持たな

いので、 先頭キ ャ ラ ク タ と併せて処理する必要があ り ます。

対応グ リ フ を持たないキャ ラ ク タ ページ上のグ リ フは、 そのすべてが 1 つないし複数

の Unicode キ ャ ラ ク タにマ ッ プされますが、 逆に TET が出力する キ ャ ラ ク タは、 そのす

べてが実在のグ リ フにマ ッ プ されている と は限 り ません。対応する グ リ フを持つキ ャ ラ ク

タ を有形キ ャ ラ ク タ （real character） と 呼び、 持たない も のを無形キ ャ ラ ク タ （artificial

character） と呼びます。 このよ う な、 直接対応する グ リ フがないのに出力される無形キ ャ

ラ ク タは、 い く つかの種類に分類でき ます。

> 組文字 （上述） は複数の Unicode キ ャ ラ ク タの列にマ ッ プ されますが、 この と き列内の

先頭キ ャ ラ ク タは実在のグ リ フに対応し ますが、 残 り のキ ャ ラ ク タは対応グ リ フ を持

ちません。

> lineseparator/wordseparator オプシ ョ ンで挿入される区切 り キ ャ ラ ク タは、対応グ リ フ

を持たない無形キ ャ ラ ク タです。

1. 黒四角■は null バイ ト の意。
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7.2 Unicode 前処理 （フ ィ ルタ リ ング）
TET は、 有用でな さ そ う なテキス ト を除去するためにい く つかのフ ィ ルタ を適用し ます。

これらのフ ィ ルタはテキス ト を、 いかなる Unicode 後処理ステ ッ プを も適用する前に変更

し ます。 い く つかのフ ィ ルタはつねに有効であ り 、 それ以外は単語検出機能を必要 と し ま

すので granularity=word 以上の場合にのみ有効です。

7.2.1 すべての粒度のためのフ ィ ルタ

以下のフ ィ ルタはすべての粒度で使用でき ます。

異常な文字サイズのテキス ト 非常に小さ なテキ ス ト や非常に大き なテキ ス ト は無視さ

せ る こ と も で き ま す。 た と えばページ背景の大 き な キ ャ ラ ク タ です。 上限 ・ 下限は

fontsizerange ページオプシ ョ ンで制御でき ます。 デフ ォル ト では、 すべての文字サイ ズの

テキス ト が抽出されます。

下記のページオプシ ョ ンは、 抽出する テキス ト の文字サイ ズの範囲を 10 ～ 50 ポイ ン

ト に制限し ます。 これを外れている文字サイ ズのテキス ト は無視されます ：

fontsizerange={10 50}

不可視テキス ト 不可視テキス ト （すなわち textrendering=3 のテキス ト ） はデフ ォル ト

では抽出されます。 PDF 内のテキス ト は、 textrendering プロパテ ィ 以外にも さ まざまな理

由で見えな く なっている可能性があ る こ と に留意し て く ださい。た と えばテキス ト の色が

背景色 と同一であ るかも しれませんし、テキス ト がページ上の他のオブジェ ク ト に隠れて

いるかも しれません。 こ こ で記述する動作は textrendering=3 のテキス ト にのみ効力を持

ちます。 この PDF 技法は OCR の生成テキス ト に対し て広 く 用いられています。 スキ ャ ン

された ラ ス タ画像の 「後ろ」 にテキス ト が見えない形で存在し ているのです。

不可視テキス ト は、 get_char_info( ) が返す TET_char_info 構造の textrendering メ ンバ

によ って識別する こ と もでき ますし （189 ページの表 10.15 を参照）、 あ るいは TETML 内

の Glyph/@textrendering 属性によ って識別する こ と もでき ます。

不可視テキス ト を無視し たい と きは下記のページオプシ ョ ンを用います ：

ignoreinvisibletext=true

特定フ ォ ン ト 名またはフ ォ ン ト 種別のテキス ト を完全無視 場合によ っては、 1 個ない

し複数のフ ォ ン ト を名前で指定し てそのテキ ス ト を完全に無視させる こ と が有用で し ょ

う 。 た と えば、 意味のあ るテキス ト を ま った く 構成し ない記号フ ォ ン ト などです。 あ るい

は、 問題のあ る フ ォ ン ト をフ ォ ン ト 種別で指定する こ と もでき ます。 これは、 装飾のため

に用い ら れ る こ と の あ る Type 3 フ ォ ン ト に対 し て主に有用です。 こ の フ ィ ル タ は、

glyphmapping 文書オプシ ョ ンの remove サブオプシ ョ ンによ って制御でき ます。

た と えば、 Type 3 フ ォ ン ト のテキス ト をすべて無視 ：

glyphmapping={{fonttype={Type3} remove}}

Webdings ・ Wingdings ・ Wingdings 2 ・ Wingdings 3 フ ォ ン ト のテキス ト をすべて無視 ：

glyphmapping={{fontname=Webdings remove} {fontname=Wingdings* remove}}

フ ォ ン ト 名に対する条件 と フ ォ ン ト 種別に対する条件 と を組み合わせる こ と も可能です。

た と えば、 文字 A で始ま るすべての Type 3 フ ォ ン ト のテキス ト を無視 ：

glyphmapping={{fonttype={Type3} fontname=A* remove}}
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7.2.2 粒度 word 以上のためのフ ィ ルタ

以下のフ ィ ルタは granularity=word ・ line ・ page でのみ使用でき ます。

ハイ フ ン除去 ハイ フン除去は、ハイ フンを削除し て、ハイ フンで分割されていた単語の

各部分を結合させます。

単語を複数行に分割す る ために用い ら れてい る ハ イ フ ンは、 TET_char_info 構造の

attributes メ ンバによ って識別する こ と もでき ますし （189 ページの表 10.15 を参照）、 あ

るいは TETML 内の Glyph/@hyphenation 属性によ って識別する こ と もでき ます。

ハイ フン除去は下記のページオプシ ョ ンによ って無効化する こ と ができ ます ：

contentanalysis={dehyphenate=false}

ハイ フ ン報告 ハイ フン除去が有効になっている と き、生成される グ リ フ リ ス ト 内、すな

わち get_char_info( ) が返すグ リ フの リ ス ト 内で、 あ るいは TETML 内の Glyph 要素群で、

ハイ フネーシ ョ ン さ れた単語の各部の間のハイ フ ンキ ャ ラ ク タが報告される かど う かを

選ぶこ と ができ ます。 デフ ォル ト ではハイ フンは除去されます。

しかし、 応用によ っては、 ページ上のハイ フ ンの正確な位置を知る必要があ る場合が

あ り ます。 た と えば、 TET ク ッ ク ブ ッ ク の highlight_search_terms ・ search_and_replace_text

ト ピ ッ ク では、元の単語の上に注釈または置換テキス ト をかぶせる際にハイ フング リ フを

考慮に入れています。 こ のよ う な状況の場合には、 下記のページオプシ ョ ンを用いれば、

ハイ フン除去処理によ って検知されたすべてのハイ フンを含める よ う TET に指示する こ

と ができ ます ：

contentanalysis={keephyphenglyphs=true}

ハイ フンは、get_char_info( ) が返す TET_char_info 構造内の attributes メ ンバの TET_ATTR_
DEHYPHENATION_ARTIFACT フ ラ グによ って識別する こ と も でき ますし （189 ページの表

10.15 を参照）、 あ るいは、 TETML 内で Glyph/@dehyphenation 属性の値 artifact で識別す

る こ と も でき ます。

影付き除去 影付きや擬似太字 と いった視覚効果のためだけの冗長テキ ス ト は削除され

ます。

影付き ・ 擬似太字テキス ト は、 TET_char_info 構造の attributes メ ンバによ って識別す

る こ と も でき ますし（189 ページの表 10.15 を参照）、あ るいは TETML 内で Glyph/@shadow
属性によ って識別する こ と も でき ます。

影付き除去は下記のページオプシ ョ ンで無効化でき ます ：

contentanalysis={shadowdetect=false}

マ ッ プな し グ リ フ Unicode へマ ッ プでき ないグ リ フは、 私用領域内のキ ャ ラ ク タへ置き

換え られます （115 ページの 「マ ッ プ不能グ リ フ」 の項を参照） 。 場合によ っては、 使え

る Unicode 値をグ リ フに割 り 当てる ために必要な充分な情報を PDF 文書が含んでいない

（あ る いは情報が あ っ て も 整合 し て い な い） こ と が あ り ま す。 こ の よ う な場合には、

unknownchar 文書オプシ ョ ンで指定されたキ ャ ラ ク タが割 り 当て られます。

すべての PUA キ ャ ラ ク タは、デフ ォル ト では Unicode 未知キ ャ ラ ク タ U+FFFD へ置き

換え られます。 こ の動作は、 fold 文書オプシ ョ ンで変え る こ と も でき ます。 下記のオプ

シ ョ ン リ ス ト は、 すべての未知のキ ャ ラ ク タ を、 すなわち PUA キ ャ ラ ク タ と、 有用な

Unicode 値を決定でき なかったキ ャ ラ ク タ と を、 除去し ます :

fold={{[:Private_Use:] remove} {[U+FFFD] remove} default}
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マ ッ プな し グ リ フ （すなわち、 ページ上では見えているが、 TET で抽出でき ないキ ャ ラ ク

タ） は、 TET_char_info 構造の unknown メ ンバによ って識別する こ と もでき ますし、 あ る

いは、 TETML 内で Glyph/@unknown 属性で識別する こ と もでき ます。
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7.3 Unicode 後処理
TET は、抽出し たテキス ト を構成する Unicode キ ャ ラ ク タ群を微調整するためのさ まざま

な制御手段を提供し ています。 この節で述べる各種の後処理ステ ッ プは、 Unicode 規格で

定義されている ものです。 これらは TET で利用可能であ り 、 以下の順序で処理されます ：

> 字形統合は、 fold 文書オプシ ョ ンによ って制御され、 特定のキ ャ ラ ク タ群に対し て温

存 ・ 除去 ・ 置換のいずれかを行います。 例 ： 単語の分割に用いられているハイ フ ンを

除去。 ア ラ ビア文字のタ ト ウ ィ ールキ ャ ラ ク タ を除去。

> 分解は、decompose文書オプシ ョ ンによ って制御され、1個のキ ャ ラ ク タ を 1個ないし複

数の等価なキ ャ ラ ク タへ置き換えます。 例 ： 合字を分割。 全角英数 ・ 記号をおのおの

対応する非全角キ ャ ラ ク タへマ ッ プ。

> 正規化は、normalize 文書オプシ ョ ンによ って制御され、テキ ス ト を正規化 Unicode 形式

の一つへ変換し ます。 例 ： 字母キ ャ ラ ク タ と 分音キ ャ ラ ク タ を結合し て通用キ ャ ラ ク

タ化。 オーム記号をギ リ シ ャ文字オ メ ガへマ ッ プ。

7.3.1 Unicode 字形統合

字形統合は、 1 個ないし複数の Unicode キ ャ ラ ク タ を処理し て、 各キ ャ ラ ク タに対し て特

定の操作を適用し ます。 以下の操作が利用可能です ：

> キ ャ ラ ク タ を温存。

> キ ャ ラ ク タ を除去。

> 別の （固定の） キ ャ ラ ク タへ置き換え。

字形統合は連鎖されません ： 字形統合の出力が、 利用可能な字形統合によ って さ らに処理

される こ と はあ り ません。 字形統合は、 Unicode テキ ス ト 出力に対し てのみ効力を持ち、

TET_char_info 構造内で、または TETML の <Glyph> 要素群で報告される グ リ フの集合に対

し ては効力を持ちません。 た と えば、 あ る Unicode キ ャ ラ ク タ群が字形統合によ って除去

された場合でも、その元のキ ャ ラ ク タ群を生み出し たそれに対応する グ リ フ群は報告され

ます。

読みやす く する ために、以下の表の中の例では、fold オプシ ョ ン リ ス ト のサブオプシ ョ

ンを個別に記し ています。 複数の字形統合を適用し たい と きには、 これらのサブオプシ ョ

ンを連結し て単一の大き なfoldオプシ ョ ン リ ス ト にする必要があ る こ と に留意し て く ださ

い。 fold オプシ ョ ンを複数回与えてはいけません。 た と えば、 下記は誤 り です ：

fold={ {[:blank:] U+0020} } fold={ {_dehyphenation remove} }        誤り!

下記のオプシ ョ ン リ ス ト は、 複数の字形統合に対する正しい文法を示し ています ：

fold={ {[:blank:] U+0020 } {_dehyphenation remove} }

字形統合のさ まざまな例 表 7.2 に、 字形統合のさ まざまな応用を演示する さ まざ まな

fold オプシ ョ ンの例を挙げます。 これらのサンプルのオプシ ョ ンは、 open_document( ) に

対するオプシ ョ ン リ ス ト の中で与え る必要があ り ます。 TET は、 全 Unicode キ ャ ラ ク タか
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ら選択された部分集合に対し て字形統合を適用する こ と もでき ます。 これを Unicode 集合

と いいます。 その文法は、 154 ページの 「Unicode 集合」 で解説し ています。

表 7.2 さ まざまな fold オプシ ョ ンの例

説明とオプシ ョ ン リ ス ト 字形統合前 字形統合後

1 個の Unicode 集合内のすべてのキャ ラ ク タ を除去

ISO 8859-1 （Latin-1） 内のキャ ラ ク タのみを出力内に保持、 すなわち、 基本

欧文ブロ ッ ク外のすべてのキャ ラ ク タ を除去 ：

fold={{[^U+0020-U+00FF] remove}}
な し

すべての非アルフ ァベ ッ ト キャ ラ ク タ （句読点 ・ 数字など） を除去 ：

fold={{[:Alphabetic=No:] remove}} な し

数字以外のすべてのキャ ラ ク タ を除去 ：

fold={{[^[:General_Category=Decimal_Number:]] remove}}

な し

すべての未知キャ ラ ク タ を、 すなわち、 PUA キャ ラ ク タ群と、 有用な Uni-
code 値が決定できなかったキャ ラ ク タ群と を除去 （残りのデフ ォル ト 字形統

合は再有効化されます） ：

fold={{[:Private_Use:] remove} {[U+FFFD] remove} default}

な し

すべてのダーシ約物キャ ラ ク タ を除去し ます ：

fold={{[:General_Category=Dash_Punctuation:] remove}} な し

すべての双方向制御キャ ラ ク タ を除去し ます ：

fold={{[:Bidi_Control:] remove}} な し

1 個の Unicode 集合内のすべてのキャ ラ ク タ を 1 個の特定のキャ ラ ク タへ置き換え

空白字形統合 ： Unicode 空白キャ ラ ク タのすべての種類を U+0020 へマ ッ プ ：

fold={{[:blank:] U+0020}}

ダーシ字形統合 ： Unicode ダーシキャ ラ ク タのすべての種類を U+002D へ

マ ッ プ ： fold={{[:Dash:] U+002D}}

すべての未割り当てキャ ラ ク タ （すなわち、 キャ ラ ク タが割り当てられてい

ない Unicode コー ド点） を U+FFFD へマ ッ プ ： fold={{[:Unassigned:] 
U+FFFD}}

個別のキャ ラ ク タに対し て特別処理

改行位置のすべてのハイ フ ンキャ ラ ク タ を温存しつつ、 残りのデフ ォル ト 字

形統合を保持。 これらのキャ ラ ク タは TET によ って内部的に識別されていま

すので （固定の Unicode プロパテ ィ を持つのではな く ）、 この字形統合のド

メ イ ンを指定するにはキーワー ド _dehyphenation を用います ：

fold={{_dehyphenation preserve}}

アラ ビア文字のタ ト ウ ィ ールキャ ラ ク タ （デフ ォル ト では除去されます） を

温存 ： fold={{[U+0640] preserve}}

さ まざまな約物キャ ラ ク タ をおのおの対応する ASCII キャ ラ ク タへ置き換

え ：

fold={ {[U+2018] U+0027} {[U+2019] U+0027} {[U+201C] U+0022} 
{[U+201D] U+0022}}

U+0104

U+0037

U+0041 U+0041

U+0037

U+0041

U+0037

U+FFFF

U+002D

U+200E

U+00A0 U+0020

U+2011 U+002D

U+03A2 U+FFFD

U+002D U+002D

U+0640 U+0640

U+201C U+002DU+0022
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デフ ォル ト 字形統合 granularity=glyph の場合を除き、TET はデフ ォル ト で表 7.3 に挙げ

る字形統合をすべて適用し ます。カ ス タ ムの字形統合を初期デフ ォル ト 字形統合と結合す

るには、 カ ス タ ム字形統合オプシ ョ ン群の後にキーワード default を与え る必要があ り ま

す。 例 ：

fold={ {_dehyphenation preserve} default }

すべてのデフ ォル ト 字形統合を明示的に無効化し たい場合でない限 り 、 fold オプシ ョ ン リ

ス ト にはキーワード default を追加する こ と を推奨し ます。

表 7.3 fold オプシ ョ ンのデフ ォル ト 値一覧

説明と オプシ ョ ン リ ス ト 入力例 出力

空白字形統合 ： Unicode 空白キャ ラ ク タのすべての種類を U+0020 へマ ッ プ ：

fold={{[:blank:] U+0020}}

私用領域 （PUA） 内のすべてのキャ ラ ク タ を未知キャ ラ ク タ （デフ ォル ト で

はこれは U+FFFD ですが、 unknownchar オプシ ョ ンで変える こ と もできます）

へマ ッ プ ： fold={{[:Private_Use:] unknownchar}}

ハイ フ ン除去された単語の中のすべてのハイ フ ンを除去 ：

fold={{_dehyphenation remove}} な し

アラ ビアモジのタ ト ウォールキャ ラ ク タ をすべて除去 ：

fold={{[U+0640] remove}} な し

すべての制御キャ ラ ク タ と、 Unicode で割り当てられていないすべてのキャ

ラ ク タ と を除去 （TETML 出力を生成する際には、 これらの字形統合は、 他の

すべての字形統合の後つねに行われます） ：

fold={{[:Control:] remove} {[:Unassigned:] remove}}

な し

U+00A0 U+0020

U+E001 U+FFFD

U+002D

U+0640

 
U+000C U+03A2
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7.3.2 Unicode 分解

分解は、1 個のキ ャ ラ ク タ を、他の 1 個ないし複数の等価なキ ャ ラ ク タ列へ置き換えます。

あ る Unicode キ ャ ラ ク タが、 他の 1 個ないし複数のキ ャ ラ ク タ と実際には同じ意味であ り

ながら、 歴史的理由によ り Unicode 内で別々のコード を与え られている と き （多 く はレガ

シ符号化形式 と の可逆のからみで）、 その Unicode キ ャ ラ ク タはそのキ ャ ラ ク タ （群） と

（互換あ るいは正準） 等価であ る と いいます。分解は情報を破壊し ます。 これは、元のキ ャ

ラ ク タ と その等価キ ャ ラ ク タ と の使い分けに関心がない場合には有用です。しかし使い分

けに関心があ る場合には、 その分解は適用するべきではあ り ません。 Unicode 分解に関す

る完全な説明は下記を参照し て く ださい ：

www.unicode.org/versions/Unicode5.2.0/ch03.pdf#G729

注記 こ こで用いている 「分解」 とい う用語は、 Unicode 規格で定義されている ものですが、 実

際には多 く の分解は、 1 個のキャ ラ ク タ を複数の部分へ分割するのではな く 、 1 個のキャ

ラ ク タ を別の 1 個のキャ ラ ク タへ変換し ます。

正準分解 互いに正準等価であ る キ ャ ラ ク タ またはキ ャ ラ ク タ列は、同一の抽象キ ャ ラ ク

タ を表現し てお り 、 し たがって必ず同一の体裁と動作を持つべき ものです。 よ く あ る例 と

し ては、 合成済みキ ャ ラ ク タ （例 ： ） と連結キ ャ ラ ク タ列 （例 ： ） が挙げ

られます ： 2 つの表現は互いに正準等価です。 1 つの表現から別の表現へ切 り 替えて も情

報は失われません。 正準分解は、 1 つの表現を、 正準表現 と見な される別の表現へ置き換

えます。

Unicode コー ド チャー ト 1 では、 正準マ ッ ピングには記号 IDENTICAL TO  が付け

られています （キ ャ ラ ク タ テーブルにはな し）。分解名 <canonical> と暗黙的に見な されま

す。 表 7.4 にい く つかの例を挙げます。

1. www.unicode.org/Public/5.2.0/charts/ を参照。

表 7.4 正準分解 ： decompose オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン （正準等価なキャ ラ ク タには、 Unicode コー ド

チャー ト で記号 IDENTICAL TO  が付けられています）

分解名 説明 分解前 分解後

canonical1

1. デフ ォル ト ではこの分解は、 特定のキャ ラ ク タ群を温存するために、 すべてのキャ ラ ク タに対し ては適用されませ
ん。 詳し く は、 107 ページの 「デフ ォル ト 字形統合」 を参照し て く だ さ い。

正準分解

U+00C4 U+0041 U+0308

U+00C4U+2261

U+00C4U+2261

U+00C0

U+F9F4

U+2126

U+3070

U+FB2F

U+0041 U+0300

U+6797

U+03A9

U+2126U+306F U+2126U+306FU+3099

U+05D0 U+05B8

http://www.unicode.org/versions/Unicode5.2.0/ch03.pdf#G729
http://www.unicode.org/Public/5.2.0/charts/
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互換分解 互換等価なキ ャ ラ ク タ ど う しは、同一の抽象キ ャ ラ ク タ を表し ますが、 その体

裁や動作は互いに異なっている可能性があ り ます。 例と し ては、 ア ラ ビア文字キ ャ ラ ク タ

の単独形 （  等） と位置依存表示形 （ ・ ・  等） が挙げられます。 互換等

価キ ャ ラ ク タは組版上互いに異なる ものです。 こ の組版情報を除去する と、 情報が失われ

る可能性があ り ますが、 あ る種の応用の場合 （検索等） には処理を単純化でき る で し ょ

う 。 互換分解は組版情報を除去し ます。

Unicode コード チャー ト では、 互換マ ッ ピングには記号 ALMOST EQUAL TO  が

付いてお り 、 その後に、 分解名 （「タ グ」 と もいいます） が <noBreak> のよ う に山括弧に

く く って書かれています。 タ グ名が書かれていないものについては、 <compat> と見な さ

れます。 このタ グ名は、 表 7.5 のオプシ ョ ン名と同一です。 い く つかの例に見られる よ う

に、 分解の結果、 1 個のキ ャ ラ ク タが複数キ ャ ラ ク タ列へ変換される こ と も あ り ます。

注記 表 7.5 の項目はすべて互換分解を記し ているのに対し、 「compat」 タグは 「他の」 互換分

解のみを、 すなわち特定の名前を持たないもののみを内容と し て持ちます。

注記 PDF 文書によ っては、 グリ フが、 分解されていない Unicode 値へではな く 、 分解済みキャ

ラ ク タ列へすでにマ ッ プ されている場合もある こ と に留意し て く だ さ い。 その場合には

decompose オプシ ョ ンは出力に対し て効力を持ちません。

分解のさ まざまな例 TET における分解は、文書オプシ ョ ン decompose で制御でき ます。

1 種類の分解が、 全 Unicode キ ャ ラ ク タに対し てではな く 、 い く つかのキ ャ ラ ク タに対し

てのみ適用される よ う 制限する こ と も でき ます。 あ る分解の適用対象 と な る部分集合を、

その ド メ イ ン と いいます。 表 7.5 に、 すべての Unicode 分解に対するサブオプシ ョ ンを例

と と もに挙げます。

以下の decompose オプシ ョ ンの例は、 open_document( ) に対するオプシ ョ ン リ ス ト の

中で与え る必要があ り ます。 decompose オプシ ョ ン リ ス ト 内の分解名は表 7.5 から取られ

ます。

すべての分解を無効化 ：

decompose={none}

全角 （ダブルバイ ト ） ・ 半角キ ャ ラ ク タ を温存 ：

decompose={wide=_none narrow=_none}

すべての正準等価キ ャ ラ ク タ をおのおの対応キ ャ ラ ク タへマ ッ プ ：

decompose={canonical=_all}

下記のオプシ ョ ン リ ス ト は circle 分解を有効化し ますが、 それ以外の分解はすべて無効化

し ます ：

decompose={none circle=_all}

反対に、 下記のオプシ ョ ン リ ス ト はすべての分解を有効化し ます （なぜな ら、 他のオプ

シ ョ ンを省略する とデフ ォル ト が有効になるからです） ：

decompose={circle=_all}

U+0633 U+FEB2 U+FEB4 U+FEB3

U+00C4U+2248
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表 7.5 互換分解 ： decompose オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧 （互換等価なキャ ラ ク タには、 Unicode コー

ド チャー ト で記号 ALMOST EQUAL TO  が付けられています）

分解名 説明 分解前 分解後 （論理順で）

circle 丸囲みキャ ラ ク タ

compat1 その他の互換分解。 例 ： 広 く 用いられている合

字

final 語尾形。 特にアラ ビア文字の

font フ ォ ン ト バリ アン ト 。 例 ： 数学の集合の文字、

ヘブ ラ イ文字の合字

fraction1 俗用分数字体

initial 語頭形。 特にアラ ビア文字の

isolated 単独形。 特にアラ ビア文字の

medial 語中形。 特にアラ ビア文字の

narrow 半角キャ ラ ク タ

nobreak 改行禁止キャ ラ ク タ

none 明示的に decompose オプシ ョ ン リ ス ト で指定さ

れていないすべての分解を無効化

（すべてのキャ ラ ク タ を変更せず温存）

small CNS 11643 互換のための小型字体

square 日中韓の組文字

sub1 下付き字体

super1 上付き字体

vertical 縦書き字体

wide 全角字体

1. デフ ォル ト ではこの分解は、 特定のキャ ラ ク タ群を温存するために、 すべてのキャ ラ ク タに対し ては適用されませ
ん。 詳し く は、 107 ページの 「デフ ォル ト 字形統合」 を参照し て く だ さ い。

U+00C4U+2248

㉑
U+3251 U+0032 U+0031

U+FB01 U+0066 U+0069

U+FEB2 U+0633

U+2102 U+0043

U+00BC U+0031 U+2044 U+0034

U+FEB3 U+0633

U+FD0E U+0633 U+0631

U+FEB4 U+0633

U+FF66 U+30F2

U+00A0 U+0020

U+FE50 U+002C

U+3314 U+30AD U+30ED

U+2081 U+0031

U+00AA

U+2122

U+0061

U+0054 U+004D

U+FE37 U+007B

£
U+FFE1

£
U+00A3
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デフ ォル ト 分解 デフ ォル ト では、 fraction 以外のすべての分解が有効になっています。

多 く のデフ ォル ト 分解は _all ド メ イ ンに対し て （すなわちすべてのキ ャ ラ ク タに対し て）

適用されますが、 い く つかは、 表 7.6 に従った、 よ り 小さ なデフ ォル ト ド メ イ ンに対し て

適用されます。 分解を扱 う 正攻法は正規化によ る こ と です （112 ページの 7.3.3 「Unicode

正規化」 を参照）。 granularity=glyph の と きは、 Unicode 後処理は完全に無効化されますの

で、 その場合には分解はいずれも有効にはな り ません。

表 7.6 Unicode 分解 （decompose オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン） のデフ ォル ト ド メ イ ン一覧

分解 TET におけるデフ ォル ト

canonical canonical={[U+0374 U+037E U+0387 U+1FBE U+1FEF U+1FFD U+2000 U+2001 U+2126 U+212A 
U+212B U+2329-U+232A]}

デフ ォル ト ド メ イ ンは正準重複 （シングル ト ン） を含みますが、 それ以外の正準等価キャ

ラ ク タ を含みません。 デフ ォル ト が _all でないのは、  のよ う なキャ ラ ク タ を温存す

るためです。

compat compat={[U+FB00-U+FB17]}

デフ ォル ト ド メ イ ンは欧文と アルメ ニア文字の合字を含みますが、 それ以外の互換キャ ラ

ク タ を含みません。 デフ ォル ト が _all でないのは、  のよ う なキャ ラ ク タ を温存する

ためです。

fraction fraction=_none

分数はデフ ォル ト では分解されません。 分解する と整数部と分数部が合わさ って不適切な

数字列になるおそれがあるからです。 た と えば、 ク ラ イアン ト アプ リ ケーシ ョ ンがキャ ラ

ク タ列  （数値 9.5 を表す） を  と勘違いし て、 数値

(91)/2=45.5 と解釈し て し ま う おそれがあ り ます。

sub
super

sub={[U+208A-U+208E]}
super={[U+207A-U+207E]}

デフ ォル ト ド メ イ ンは数学記号のみを含みます。 上付き ・ 下付き数字はデフ ォル ト では分

解されません。 これは、 上で fraction について述べたのと同様の数値解釈上の問題を避け

るためです。 商標記号  のよ う なキャ ラ ク タはデフ ォル ト では  へ分解さ

れません。

all others circle=_all final=_all ... vertical=_all wide=_all

その他のすべての分解は、 デフ ォル ト ですべてのキャ ラ ク タに対し て有効になっています。

U+00C4

U+0132

U+0039 U+00BD U+0039 U+0031 U+2044 U+0032

U+2122 U+0054 U+004D
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7.3.3 Unicode 正規化

Unicode 規格では、 正準等価 と 互換等価の概念に基づき （こ れ ら は 108 ページの 7.3.2

「Unicode 分解」 で説明し ています）、 4 種類の正規形を定義し ています。 すべての正規形

は、 結合記号を特定の順序に置き、 分解 と合成を異なる方式で適用し ます ：

> 正規形 C （NFC） は、 正準分解の後に正準合成を適用し ます。

> 正規形 D （NFD） は、 正準分解を適用し ます。

> 正規形 KC （NFKC） は、 互換分解の後に正準合成を適用し ます。

> 正規形 KD （NFKD） は、 互換分解を適用し ます。

正規形は、 Unicode 規格付録 #15 「Unicode Normalization Forms」 で定義 さ れ て い ま す

（www.unicode.org/versions/Unicode5.2.0/ch03.pdf#G21796 ・ www.unicode.org/reports/tr15/
を参照）。

TET は 4 種類の Unicode 正規形すべてに対応し ています。 Unicode 正規化は normalize
文書オプシ ョ ンで制御でき ます。 例 ：

normalize=nfc

TET はデフ ォル ト では正規化を適用し ません。 decompose オプシ ョ ン と normalize オプ

シ ョ ンはかち合 う おそれがあ る こ と から、normalize オプシ ョ ンを none 以外の値に設定す

る とデフ ォル ト 分解は無効化されます。

正規形の選択はアプ リ ケーシ ョ ンの要請に依存し ます。 た と えば、 い く つかのデータ

ベースはテキス ト を NFC で受け付けます。 NFC は、 Web 上の Unicode テキス ト について

推奨される形式でも あ り ます。 表 7.7 に、 さ まざまなキ ャ ラ ク タに対する正規化の効果を

示し ます。

表 7.7 Unicode 正規形 ： さ まざまな例

正規化前 NFC NFD NFKC NFKD

U+00C4 U+00C4 U+0041 U+0308 U+00C4 U+0041 U+0308

U+0041 U+0308 U+00C4 U+0041 U+0308 U+00C4 U+0041 U+0308

U+0308 U+0041 U+0308 U+0041 U+0308 U+0041 U+0308 U+0041 U+0308 U+0041

U+FB01 U+FB01 U+FB01 U+0066 U+0069 U+0066 U+0069

U+0033 U+2075 U+0033 U+2075 U+0033 U+2075 U+0033 U+0035 U+0033 U+0035

U+212B U+00C5 U+0041 U+030A U+00C5 U+0041 U+030A

U+2122 U+2122 U+2122 U+0054 U+004D U+0054 U+004D

U+2163 U+2163 U+2163 U+0049 U+0056 U+0049 U+0056
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表 7.7 Unicode 正規形 ： さ まざまな例

正規化前 NFC NFD NFKC NFKD

U+FB48 U+05E8 U+05BC U+05E8 U+05BC U+05E8 U+05BC U+05E8 U+05BC

U+AC00 U+AC00 U+1100 U+1161 U+AC00 U+1100 U+1161

U+FB48U+3062 U+FB48U+3062 U+3061 U+3099 U+FB48U+3062 U+3061 U+3099

U+32C9 U+32C9 U+32C9 U+0031 U+0030 U+6708 U+0031 U+0030 U+6708
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7.4 追加キャ ラ ク タ とサロゲー ト
Unicode の基本多言語面（BMP） の外にあ る追加キ ャ ラ ク タ、すなわち Unicode 値が U+FFFF
を超え る キ ャ ラ ク タは、 1 つの UTF-16 値では表すこ と ができず、 サロゲー ト ペア と呼ば

れる 2 つの UTF-16 値を必要と し ます。追加キ ャ ラ ク タの例 と し ては、 U+1DXXX にあ る数

学記号 ・ 音楽記号や、 U+20000 から始ま る日中韓の拡張キ ャ ラ ク タが挙げられます。

TET は追加キ ャ ラ ク タ を解釈 ・ 保持し、 それに対応する UTF-32 値を、 ネイ テ ィ ブな

Unicode 文字列が UTF-16 にしか対応し ていない言語バイ ンデ ィ ングにおいて も利用可能

にし ています。 1 番目のサロゲー ト 値に対し て get_char_info( ) が返す uv フ ィ ール ド は、

対応する UTF-32 値を持ちます。 これを利用すれば、 UTF-32 に対応し ていない UTF-16

環境で作業を し ている場合でも追加キ ャ ラ ク タの UTF-32 値を直接利用可能です。

1 番目の （高位） サロゲー ト と 2 番目の （低位） サロゲー ト は保持されます。 get_text( )
が返す文字列は 2 個の UTF-16 値を内容と し て持ちます。
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7.5 グ リ フに対する Unicode マ ッ ピ ング
PDF 内のテキス ト は、さ まざまなフ ォ ン ト やエン コーデ ィ ング方式によ って表されている

可能性があ るのに対し、 TET は、 PDF 内の元のテキス ト 表現にかかわらず、 グ リ フから

抽象情報を抽出し、 すべてのテキス ト を Unicode キ ャ ラ ク タへ正規化し ます。 PDF 内で見

つかった情報を、 おのおの対応する Unicode 値へ変換する こ と を、 Unicode マ ッ ピング と

いい、 これはテキス ト の意味を理解する （テキス ト の視覚表現を画面上や紙に展開するの

ではな く ） ために必須です。 正しい Unicode マ ッ ピングを与え るために、 TET は、 PDF 文

書内で見つかる さ まざまなデータ構造を照会し た り 、 埋め込まれた、 あ るいは外部のフ ォ

ン ト フ ァ イルを照会し た り 、 内蔵の、 あ るいはユーザが与えたテーブルを照会し た り し ま

す。 さ らに TET は、 非標準なグ リ フ名に対し て Unicode マ ッ ピングを決定するい く つか

の方式も適用し ます。

あ ら ゆる方策を尽 く し て も なお、 一部のテキス ト が Unicode へマ ッ プでき ない PDF 文

書も あ り ます。 このよ う な場合に対処するため、 TET は、 問題のあ る PDF フ ァ イルに対

する Unicode マ ッ ピングを制御するために利用でき る さ まざまな設定機能を提供し ていま

す。

マ ッ プ不能グ リ フ PDF 内のテキス ト が Unicode へ う ま く マ ッ プできない場合、その原因

は何種類かあ り ます。 た と えば、Type 1 フ ォ ン ト が未知のグ リ フ名を含んでいる こ と が原

因か も しれません。 あ るいは、 TrueType ・ OpenType ・ CID のいずれかのフ ォ ン ト の場合

には、 グ リ フ ID で指定されていて、 フ ォ ン ト または PDF の中に Unicode 値が含まれてい

ないこ と が原因かも しれません。TET はそのよ う なマ ッ プな し キ ャ ラ ク タに対し て、私用

領域内のコード点を割 り 当てます。 この PUA 値は fold オプシ ョ ンで除去または置き換え

が可能です。 デフ ォル ト では PUA キ ャ ラ ク タは U+FFFD へ、 すなわち Unicode 未知キ ャ

ラ ク タへマ ッ プ さ れます。 こ のキ ャ ラ ク タ に対し て自分の コー ド は対処するべき です。

Unicode マ ッ ピングの問題を意に介し ない場合であれば、 単に U+FFFD を無視し て も よい

ですし、 あ るいは下記の文書オプシ ョ ンを用いて これを除去する こ と もでき ます ：

fold={ {[:Private_Use:] remove} }

マ ッ プ不能グ リ フかど う かを調べるには、 get_char_info( ) が返す unknown フ ィ ール ド を

利用し ます。

Unicode マ ッ ピ ング制御の概要 TET には、 実際には Unicode 値を持たない PDF 文書か

ら、 それでも何と かし てテキス ト を う ま く 抽出でき る よ う 処理する ための、 さ まざまな代

替機能が備わっています。 しかし ながら それでも なお、PDF やフ ォ ン ト データの構造内で

充分な情報が得られないためにテキ ス ト を抽出する こ と ができ ない文書 と い う も のは存

在し ます。 TET は、 Unicode マ ッ ピング情報を追加供給するために活用する こ と のでき る

さ まざまな設定機能を持っています。 この節ではそ う し た機能について解説し ます。

open_document( ) で glyphmapping オプシ ョ ンを用いる と （171 ページの 10.6 「文書関

数」 を参照）、 グ リ フに対する Unicode マ ッ ピングを何通 り かの方式で制御する こ と がで

き ます。 利用可能な方式の概要を以下に列挙し ます （組み合わせて利用する こ と も可能）。

こ う し た制御は、 フ ォ ン ト ご と に適用する こ と も でき ますし、 1 つの文書内のすべての

フ ォ ン ト に対し てグ ローバルに適用する こ と もでき ます ：

> forceencoding サブオプシ ョ ンを用いる と、 PDF における定義済みのエン コーデ ィ ング

WinAnsiEncoding ・ MacRomanEncoding が用いられる たびに、 すべて別のエン コーデ ィ

ングで処理させる こ と ができ ます。

> codelist ・ tounicodecmap サブオプシ ョ ンを用いる と、Unicode 値の リ ス ト をシンプルテ

キス ト 形式 （codelist リ ソース） で与え る こ と ができ ます。
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> glyphlist サブオプシ ョ ンを用いる と、非標準グ リ フ名を Unicode 値にマ ッ プし た リ ス ト

を与え る こ と ができ ます。

> glyphrule サブオプシ ョ ンを用いる と、グ リ フ名の数値から Unicode値をアルゴ リ ズム的

に導き出すための規則を定義する こ と ができ ます。 encodinghint オプシ ョ ンを用いる

と、 内部規則を制御する こ と ができ ます。

> 定義済みのエン コーデ ィ ングはすでに何ダース も あ り ますが、 それに加えてカ ス タ ム

のエン コーデ ィ ングを定義する こ と も可能で、 これは encodinghint オプシ ョ ンで、 ま

たは glyphrule オプシ ョ ンの encoding サブオプシ ョ ンで利用する こ と ができ ます。

> PDF が充分な情報を与えずフ ォ ン ト が PDF に埋め込まれて もいない と きに外部のフ ォ

ン ト から Unicode マ ッ ピング情報が得られる よ う 設定し てお く こ と も可能です。

PDFlib FontReporter Plugin1 で PDF 文書を分析 正しいUnicodeマ ッ ピングテーブルを作

り たい と き、 それに必要な情報を得るには、 問題を含むその PDF 文書を分析し なければ

な り ません。

PDFlib GmbH はこ う し た場面で役立つ TET の無償派生製品 PDFlib FontReporter を提供

し ています。 こ れは、 フ ォ ン ト ・ エン コーデ ィ ング ・ グ リ フの情報を簡単に収集で き る

Adobe Acrobat プラ グ イ ンです。 こ のプラ グ イ ンは、 実際の各グ リ フに以下の情報を付し

た詳しいフ ォ ン ト レポー ト を作成し ます。

> その対応する コード：16 進の 1 桁目が左端の列に示され、16 進の 2 桁目が上端の行に示

されます。 CID フ ォ ン ト の場合はヘッ ダに印字されるオフセ ッ ト を加え る と、 グ リ フ

に対応する コード が得られます。

> そのグ リ フ名 ： も し あれば。

> そのグ リ フに対応する （1 つないし複数の） Unicode 値 （Acrobat がそれを決定でき る場

合）。

こ う し た さ ま ざ まな情報は、 TET のグ リ フマ ッ ピ ング制御に対し て重要な役割を演じ ま

す。 あ る フ ォ ン ト レ ポー ト の一例か ら 2 つのページ を抜き出 し て図 7.2 に示 し ます。

FontReporter Plugin によ って作成されたフ ォ ン ト レポー ト を利用すれば、 PDF フ ォ ン ト を

分析し、 ひいては TET がテキス ト を正し く 抽出でき る よ う にマ ッ ピングテーブルを作る

こ と が可能です。TET のテキス ト 抽出を制御するために Unicode マ ッ ピングテーブルやグ

リ フ名 ヒ ュー リ ステ ィ ッ ク ス を書こ う と思 う な らば、それに対応する フ ォ ン ト レポー ト に

目を通し てお く こ と を強 く 推奨し ます。

1. PDFlib FontReporter Plugin は www.pdflib.com/products/fontreporter から無償ダウンロー ド 可能です。

http://www.pdflib.com/products/fontreporter
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優先規則 TET はグ リ フマ ッ ピング制御を以下の順番で適用し ます ：

> codelist ・ ToUnicode CMap リ ソースがまず照会されます。

> フ ォ ン ト が内部 ToUnicode CMap を持つな ら それが次に考慮されます。

> グ リ フ名について TET は、 外部か内部のグ リ フ名マ ッ ピング規則を、 どち らかフ ォ ン

ト と グ リ フ名の一致する ものが見つかれば適用し ます。

> 後の手段と し て、 ユーザが与えたグ リ フ リ ス ト が適用されます。

コー ド リ ス ト リ ソースはあらゆる種類のフ ォ ン ト に利用可能 コー ド リ ス ト はグ リ フ リ

ス ト に似てお り 、 ただ各コード のグ リ フ名でな く Unicode 値を指定する点が違います。 同

じ鋳造場で作られた複数のフ ォ ン ト な らば、互いに同一のコード割 り 当てを使用し ている

こ と も あ るかも しれませんが、 一般にはコード （グ リ フ ID と もい う ） と い う のはフ ォ ン

ト ご と に異なる ものです。 その結果、 フ ォ ン ト ご と に別々のコード リ ス ト が必要にな り ま

す。 コード リ ス ト はテキス ト フ ァ イルであ り 、各行ご と に、1 つのコード に対する Unicode

マ ッ ピングを以下の規則に従って記述し ています ：

> パーセン ト 記号 「%」 の後のテキス ト は無視されます。 これは注釈に使えます。

> 1列目にはグ リ フのコード を 10進か16進記法で書き ます。これは1バイ ト フ ォ ン ト の場

合は 0 ～ 255 の範囲、 CID フ ォ ン ト の場合は 0 ～ 65535 の範囲内の値でなければな り

ません。

図 7.2
Adobe Acrobat 用 PDFlib FontReporter Plugin が作成する フ ォ ン ト レポー ト の例
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> その後につづけてその行には、そのコード に対する Unicode コード点を 7 つまで書 く こ

と ができ ます。 値は 10 進か （前に x か 0x をつけて） 16 進記法で与え る こ と ができ ま

す。 UTF-32 に対応し ていますので、 サロゲー ト ペア も使えます。

コード リ ス ト はフ ァ イル名の拡張子 と し て .cl を用いる き ま り になっています。 コード リ

ス ト は codelist リ ソース を用いて設定を行 う こ と ができ ます。 コード リ ス ト リ ソースが何

も明示的に指定されていない場合、 TET は <mycodelist>.gl （こ こ で <mycodelist> は リ ソー

ス名） と い う 名前のフ ァ イルを searchpath ヒ エラルキーの中で探し ます （詳し く は、 69

ページの 5.2 「 リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。 つま り いいかえれば、 リ ソース名

と フ ァ イル名 （から拡張子 .cl を除いた もの） と が同一の と きは リ ソース を設定する必要

はない と い う こ と で、 なぜな ら その場合 TET は下記の呼び出し と等価な動作を暗黙に行

う からです （こ こ で name は任意の リ ソース名） ：

set_option("codelist {name name.cl}");

次の例はコード リ ス ト の使用例です。 こ こ では、 図 7.3 に示すよ う にロ ゴ タ イプのグ リ フ

が誤ってマ ッ プされている場合を想定し ます。 こ のフ ォ ン ト では、 1 つのグ リ フが実際に

は複数のキ ャ ラ ク タ を表し てお り 、キ ャ ラ ク タ をすべて並べる と会社のロ ゴ タ イプが形成

される よ う になっているのですが、 各グ リ フが誤ってキ ャ ラ ク タ a ・ b ・ c ・ d ・ e にマ ッ プ

されて し ま っているのです。 これを正すには以下のコード リ ス ト を作ればよいでし ょ う ：

% GlobeLogosOneフォントの各コードに対するUnicodeマッピング

x61     x0054 x0068 x0065 x0020         % The
x62     x0042 x006F                     % Bo
x63     x0073 x0074 x006F x006E x0020   % ston
x64     x0047 x006C x006F               % Glo
x65     x0062 x0065                     % be

そし て open_document( ) で下記のオプシ ョ ンを用いてコード リ ス ト を与えます（このコー

ド リ ス ト は GlobeLogosOne.cl と い う フ ァ イルにあ り 、検索パスで見つかる よ う にし てあ る

と し て） ：

glyphmapping {{fontname=GlobeLogosOne codelist=GlobeLogosOne}}

ToUnicode CMap リ ソースはあらゆる種類のフ ォ ン ト に利用可能 PDF は ToUnicode

CMap と い う データ構造に対応し ています。 これを用いる と、 フ ォ ン ト の各グ リ フに対す

る Unicode 値を与え る こ と ができ ます。 こ のデータ構造が PDF フ ァ イル内に存在する場

合、 TET はそれを利用し ます。 あ るいは、 ToUnicode CMap を外部フ ァ イル と し て与え る

こ と も可能です。 これは PDF 内の ToUnicode CMap が不完全な場合や、誤った内容を含ん

でいる と きや、 存在し ない場合に有用です。 ToUnicode CMap はコード リ ス ト よ り も優先

されます。 ただ、 コード リ ス ト のほ う が ToUnicode CMap よ り も形式が簡単なため、 好ん

で用いられます。

図 7.3
あるロゴ タ イプのフ ォ ン ト に対する フ ォ ン ト レポー ト を見た と こ ろ、 このフ ォ ン ト は誤った Unicode
マ ッ ピングを持っている こ とがわかった。 これはカス タムのコー ド リ ス ト で正すこ とが可能。
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CMap では、 フ ァ イル名に拡張子をつけないき ま り になっています。 ToUnicode CMap

は cmap リ ソース を用いて設定を行 う こ と ができ ます （69 ページの 5.2 「 リ ソース設定 と

フ ァ イル検索」 を参照）。 cmap リ ソースの内容は、 標準的な CMap の文法に従 う 必要があ

り ます。1 ToUnicode CMap を Warnock フ ァ ミ リ のすべてのフ ォ ン ト に適用するには、open_
document( ) で下記のオプシ ョ ンを用います ：

glyphmapping {{fontname=Warnock* tounicodecmap=warnock}}

グ リ フ リ ス ト リ ソースは 1 バイ ト フ ォ ン ト に利用可能 グ リ フ リ ス ト （グ リ フ名 リ ス ト

の略） を用いる と、 非標準のグ リ フ名に対し てカ ス タ ムの Unicode 値を与えた り 、 あ るい

は標準のグ リ フ名に対する既存の値を無視させて別の値を使わせた り する こ と ができ ま

す。 グ リ フ リ ス ト はテキス ト フ ァ イルであ り 、 以下の規則に従って各行ご と に、 1 つのグ

リ フ名に対する 1 つの Unicode マ ッ ピングを記述し ます ：

> パーセン ト 記号 「%」 の後のテキス ト は無視されます。 これは注釈に使えます。

> 1 列目にはグ リ フ名を書き ます。フ ォ ン ト 内で用いられている任意のグ リ フ名を書 く こ

と ができ ます （すなわち、 標準のグ リ フ名の Unicode 値を無視させて別の値を使わせ

る こ と も可能）。 グ リ フ名の中にパーセン ト 記号を入れたい場合は \% と シーケン スで

書 く 必要があ り ます （パーセン ト 記号は注釈を開始させる役割を持つので）。

> 1 つのグ リ フ名に対し ては 1 つのマ ッ ピングだけが許されます。同一のグ リ フ名に対し

て複数のマ ッ ピングがあ る場合はエラーと し て扱われます。

> その後につづけてその行には、そのグ リ フ名に対する Unicode コード点を 7 つまで書 く

こ と ができ ます。 値は 10 進記法か （前に x か 0x をつけて） 16 進記法で与え る こ と が

でき ます。 UTF-32 に対応し ていますので、 サロゲー ト ペア も使えます。

> グ リ フ名の中に印字不能キ ャ ラ ク タ を入れたい場合はテキ ス ト フ ァ イル用のエス ケー

プシーケン ス を用います （69 ページの 5.2 「 リ ソース設定 と フ ァ イル検索」 を参照）。

グ リ フ リ ス ト はフ ァ イル名の拡張子 と し て .gl を用いる き ま り になっています。 グ リ フ リ

ス ト は glyphlist リ ソース を用いて設定を行 う こ と ができ ます。グ リ フ リ ス ト リ ソースが何

も明示的に指定されていない場合、 TET は <myglyphlist>.gl （こ こ で <myglyphlist> は リ

ソース名） と い う 名前のフ ァ イルを searchpath ヒ エラルキーの中で探し ます （詳し く は、

69 ページの 5.2 「 リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。 つま り いいかえれば、 リ ソー

ス名 と フ ァ イル名 （から拡張子 .gl を除いた もの） と が同一の と きは リ ソース を設定する

必要はない と い う こ と で、 なぜな ら その場合 TET は下記の呼び出し と等価な動作を暗黙

に行 う からです （こ こ で name は任意の リ ソース名） ：

set_option("glyphlist {name name.gl}");

グ リ フマ ッ ピングの優先規則によ って、 フ ォ ン ト が ToUnicode CMap を含んでいる場合に

はグ リ フ リ ス ト は照会されません。 以下の例はグ リ フ リ ス ト の使用例です ：

% TeX文書で用いられるグリフ名に対するUnicode値

precedesequal 0x227C
similarequal 0x2243
negationslash 0x2044
union 0x222A
prime 0x2032

1. partners.adobe.com/public/developer/en/acrobat/5411.ToUnicode.pdf を参照

http://partners.adobe.com/public/developer/en/acrobat/5411.ToUnicode.pdf
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CMSY で始ま るすべてのフ ォ ン ト 名に対 し てグ リ フ リ ス ト を適用し たい と き は、 open_
document( ) で下記のオプシ ョ ンを用います ：

glyphmapping {{fontname=CMSY* glyphlist=tarski}}

1 バイ ト フ ォ ン ト の数値グ リ フ名を規則で解釈させる PDF文書内のグ リ フ名は と きに、

何らかの定義済みの リ ス ト から採って来られないで、アルゴ リ ズム的に生成されている こ

と があ り ます。 これはその PDF を生成し たアプ リ ケーシ ョ ンの 「機能」 かも しれません

し、あ るいはプ リ ン タ ド ラ イバがフ ォ ン ト を別の形式に変換し た こ と によ る ものかも しれ

ませんが、 その過程で元のグ リ フ名が失われ、 G00, G01, G02,…のよ う な規則的な名前に

置き換え られている こ と があ るのです。TET は、普及し ている さ まざまなアプ リ ケーシ ョ

ンや ド ラ イバが生成する数値グ リ フ名を処理する ためのグ リ フ名規則を内蔵し ています。

ただ、グ リ フ名が同じであって も それが別々のエン コーデ ィ ングに対し て生成される場合

も あ るので、 open_document( ) で encodinghint オプシ ョ ンを与えて、 文書内に現れる規則

的なグ リ フ名が従 う べきエン コーデ ィ ングを指定する こ と も でき る よ う になっています。

た と えば文書にロ シア語のテキス ト が入っている こ と がわかっているのに、PDF 内の情報

不足で う ま く それが抽出でき ない場合は、 オプシ ョ ン encodinghint= cp1250 を与えてキ リ

ル文字コードページを指定する こ と ができ ます。

こ う し た数値グ リ フ名を解釈する内蔵の規則のほかに、 自分でカ ス タ ムの規則を定義

する こ と もでき ます。それにはopen_document( ) で glyphmapping オプシ ョ ンに fontname・

glyphrule サブオプシ ョ ンを用います。 その際には以下の情報を与え る必要があ り ます ：

> その規則を適用するべき フ ォ ン ト の完全名か短縮名 （fontname オプシ ョ ン）

> グ リ フ名の接頭辞、 すなわち数値部の前につ く キ ャ ラ ク タ列 （prefix サブオプシ ョ ン）

> 数値を解釈する際の基数＝ 10 進か 16 進か （base サブオプシ ョ ン）

> できた数値コード を解釈するべきエン コーデ ィ ング （encoding サブオプシ ョ ン）

た と えばフ ォ ン ト T1, T2, T3,…内のグ リ フ名が c00, c01, c02, …, cFF で、各グ リ フ名がWinAnsi

キ ャ ラ ク タ の 16 進位置 （00, …, FF） にそれぞれ対応し てい る こ と がわかった （PDFlib

FontReporter を利用する など し て） 場合には、 open_document( ) で下記のオプシ ョ ンを用

います ：

glyphmapping {{fontname=T* glyphrule={prefix=c base=hex encoding=winansi} }}

外部フ ォ ン ト フ ァ イルと システムフ ォ ン ト PDF が Unicode マ ッ ピングのための充分な

情報を持たず、 しかも フ ォ ン ト が埋め込まれていない と きは、 TET が Unicode マ ッ ピング

の導出に利用でき る フ ォ ン ト データが追加される よ う 設定する こ と もでき ます。フ ォ ン ト

データはデ ィ ス ク上の TrueType か OpenType のフ ォ ン ト フ ァ イルから来る よ う にする こ

と もでき、 その場合は fontoutline リ ソースカテゴ リ を用いてそのよ う に設定する こ と が

可能です。 あ るいは Mac や Windows システム上では、 TET はホス ト オペレーテ ィ ングシ

ステム上にイ ン ス ト ールされたフ ォ ン ト を利用する こ と もでき ます。こ う し たホス ト フ ォ

ン ト を利用させないよ う にするには open_document( ) で fontoutline オプシ ョ ンを用いま

す。

デ ィ ス ク フ ァ イルを WarnockPro フ ォ ン ト のために設定するには下記の呼び出し を行い

ます ：

TET_set_option("fontoutline {WarnockPro WarnockPro.otf}");

外部フ ォ ン ト フ ァ イルの設定については、 詳し く は、 69 ページの 5.2 「 リ ソース設定 と

フ ァ イル検索」 を参照し て く ださい。
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8 画像抽出

8.1 画像抽出の基本

さ まざまな画像形式 TET は PDF ページ群から ラ ス タ画像群を抽出し、 その抽出し た画

像を、 以下のいずれかの形式で格納し ます ：

> TIFF （.tif） 画像は多 く の場合に生成されます。 TET が生成する多 く の TIFF 画像は、 多

く の TIFF ビ ューア ・ コ ンシューマで利用でき ます。 ただし、 い く つかの高度な TIFF

機能には、 すべての画像ビ ューアが対応し ているわけではあ り ません。 Windows XP の

画像ビ ューアは、 TIFF で広 く 使われている Flate 圧縮に対応し ていないこ と に留意し

て く ださい。 当社では Adobe Photoshop を、 TIFF 画像の有効性に関するベンチマーク

と し ています。

> JPEG （.jpg） は、PDF 内ですでに JPEG アルゴ リ ズム （DCTDecode フ ィ ルタ） で圧縮され

ている画像について生成されます。 ただし、 DCT 圧縮された画像を TIFF と し て抽出

する必要があ る場合もい く つかあ り ます。 PDF 色処理のすべての側面が JPEG で表現

でき るわけではないからです。

> JPEG 2000 （.jpx） は、PDF 内ですでに JPEG 2000 アルゴ リ ズム （JPXDecode フ ィ ルタ） を

用いて圧縮されている画像について生成されます。

画像をデ ィ ス ク または メ モ リへ抽出 TET API は、 PDF 文書から抽出し た画像を 2 種類

の方式で受け渡すこ と ができ ます ：

> write_image_file( ) API 関数は、画像フ ァ イルをデ ィ ス ク上に生成し ます。この画像フ ァ

イルのベース フ ァ イル名は filename オプシ ョ ンで指定する必要があ り ます。 TET は画

像種別に応じ て適切な接尾辞を自動的に付加し ます。

> get_image_data( ) API 関数は、 画像データ を メ モ リ 内で受け渡し ます。 これは、 画像

データ を他の処理構成要素へ、 デ ィ ス ク フ ァ イルを扱 う 必要な しに受け渡し たい と き

に便利です。

詳細は、自分の画像抽出上の要請に依存し ます （126 ページの 8.4 「ページベース と リ ソー

スベースの画像ループ」 を参照） 。 いずれの場合にも、 抽出画像の種別を知る こ と が可能

です （次項参照）。

抽出画像のフ ァ イル種別を知る 画像フ ァ イル種別は、TETML 内の Image/@extractedAs
属性で報告されています。 API レベルでは、 以下の慣用表現を用いて抽出画像の種別を知

る こ と ができ ます。

int imageType = tet.write_image_file(doc, tet.imageid, "typeonly");

/* 画像種別を表す数値を種別名へマップ */
String imageFormat;
switch (imageType) {
case 10:

imageFormat = "TIFF";
break;

case 20:
imageFormat = "JPEG";
break;
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case 30:
imageFormat = "JPEG2000";
break;

case 40:
imageFormat = "RAW";
break;

default:
System.err.println("write_image_file() が未知の値を返しました "

+ imageType + ", 画像をスキップします, エラー : "
+ tet.get_errmsg());

}

画像の XMP メ タ データ PDF では、XMP 形式を用いて、文書全体または文書の一部に対

し て メ タデータ を付与し ています。 XMP と その用途に関し て詳し く は右記を参照し て く

ださい ： www.pdflib.com/knowledge-base/xmp-metadata/
画像オブジェ ク ト には、 PDF 文書の中で、 XMP メ タデータが関連づけ られている こ と

があ り ます。 XMP メ タデータが存在し ている と きは、 TET はデフ ォル ト では、 出力形式

JPEG ・ TIFF の抽出画像について、 その中にそれを埋め込みます。 こ の動作は、 write_
image_file( ) ・ get_image_data( ) の keepxmp オプシ ョ ンで制御する こ と ができ ます。 この

オプシ ョ ンが false に設定されている と きは、 TET は、 画像出力フ ァ イルを生成する際に

画像 メ タデータ を無視し ます。

pCOS ク ッ ク ブ ッ ク内の image_metadata ト ピ ッ ク では、画像フ ァ イルを一切生成せず

に pCOS イ ン タ フ ェース を用いて画像 メ タデータ を直接抽出する方法を示し ています。

http://www.pdflib.com/knowledge-base/xmp-metadata/


8.2  画像の連結と フ ィ ルタ リ ング 123

8.2 画像の連結と フ ィ ルタ リ ング

画像連結 画像を、 PDF 文書内で表現されている と お り に抽出する こ と が望ま し く ない

場合も あ り ます ： 一見 1 個の画像であ る ものが、 実はた く さんの小画像を並べた ものであ

る場合が多 く あ り ます。このよ う に画像を断片化する理由と し てよ く あ るのは以下の とお

り です ：

> アプ リ ケーシ ョ ンやド ラ イバのなかには、マルチス ト リ ッ プ TIFF 画像を断片化 PDF 画

像へ変換する も のがあ り ます。 ス ト リ ッ プの数は数ダースから何百個に も及ぶ場合が

あ り ます。

> ス キ ャ ン ソ フ ト ウ ェ アのなかには、 ス キ ャ ン し たページを小さ な断片 （ス ト リ ッ プま

たはタ イル） に分割する も のがあ り ます。 断片の数は通常、 数ダース を超え る こ と は

あ り ません。

> アプ リ ケーシ ョ ンのなかには、 印刷出力や PDF 出力を生成する際に画像を小さ な断片

に分割する ものがあ り ます。 極端な例と し ては、 と り わけ Microsoft Office アプ リ ケー

シ ョ ン群によ って作成された文書では、1 つのページが数千もの小画像断片を含んでい

る場合も あ り ます。

TET の画像連結エンジンは、 こ のよ う な状況を検出し て、画像断片を再結合し て 1 つの大

き な有用な画像にし ます。 画像群が連結候補と見な される ためには、 い く つかの条件が満

た される必要があ り ます ：

> 画像断片群が水平または垂直に並んでお り （任意の角度でではな く ）、 サブ画像群の矩

形グ リ ッ ド を形成し ている こ と。

> 構成要素あた り のビ ッ ト 数が同じであ る こ と。

> 色空間が同じ、 ないし互換であ る こ と。

> 色空間と圧縮方式 （特に JPEG 2000 圧縮） の組み合わせによ っては、画像連結ができ ま

せん。

連結候補群が、 結合し て大き な画像にでき る場合には、 それらは連結されます。 連結され

た画像は、images[ ]/mergetype pCOS擬似オブジェ ク ト によ ってそのよ う に識別でき ます。

それは、 連結された画像については値 1 （擬似） を持ち、 連結処理によ って消費された画

像については 2 （消費済） を持ちます。 消費済画像は一般に、 受け取ったアプ リ ケーシ ョ

ン側では無視するべきです。

画像連結を完全に無効化するには下記のページオプシ ョ ンを用います ：

図 8.1
この画像はた く
さんの小さ なス
ト リ ッ プから
成っています
が、 TET はこれ
を 1 個の再利用
可能な画像と し
て抽出し ます。
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imageanalysis={merge={disable}}

画像はいつ連結されるか ページ上の画像の分析 と連結は、 おのおの open_page( ) への

呼び出しによ って引き起こ されます。 これは、 以下の重要な結果につなが り ます ：

> pCOS images[ ] 配列内の項目数は、すなわち length:images 擬似オブジェ ク ト の数は、増

えてい く 可能性があ り ます ： ページが順次処理されてい く につれて、 画像連結によ っ

てでき た擬似画像が配列に加わってい く か ら です。 ですので、 すべての連結済画像を

抽出するためには、 length:images を取得し て画像データ を抽出する前に、 文書内のす

べてのページを開 く 必要があ り ます。 擬似 （連結済） 画像は、 images[ ]/mergetype 擬

似オブジェ ク ト で、 それに対応する フ ラ グ artificial （数値 1） でマーク されています。

> 一方、 images[ ] 配列内の要素のなかには、 連結済画像の一部分 と し てのみ用いられる

ものがあ り えます。 しかし、 消費済の項目は、 images[ ] 配列から除去されるのではな

く 、 images[ ]/mergetype 擬似オブジェ ク ト で、 それに対応する フ ラ グ consumed （数値

2） でマーク されています。

文書内に画像がい く つあるか なん と、 この簡単な質問には簡単な答えがあ り ません。答

えは以下の決定によ って変わ り ます ：

> 画像 リ ソース を数えたいか、 それ と も配置された画像を数えたいのか。

> 連結済画像の一部分 と し てのみ用いられている、 単独では配置されていない画像を数

に入れたいか。

TET と pCOS 擬似オブジェ ク ト を用いれば、これらすべての種類の画像数の答えを知る こ

と ができ ます。TET ク ッ ク ブ ッ ク内の image_count ト ピ ッ ク では、画像のさ まざまな数え

方の可能性を演示し ています。 それは以下のよ う な出力を生成し ます ：

No of raw image resources before merging: 82
No of placed images: 12
No of images after merging (all types): 83

normal images: 1
artificial (merged) images: 1

consumed images: 81
No of relevant (normal or artificial) image resources: 2

小画像フ ィ ルタ リ ング TET は、 ページ上に微小画像がた く さ んあ る と きは、 それら を

無視し ます。 多 く の小画像は、 画像連結処理によ って結合されて 1 つの大画像にされる こ

と が多いですので、小画像除去は画像除去の後に行われます。かつそれらは、imageanalysis
ページオプシ ョ ンの smallimages サブオプシ ョ ンの maxarea ・ maxcount サブオプシ ョ ン

で指定でき る大き さ と数に関する条件を満たす必要があ り ます。小画像除去を完全に無効

化するには、 下記のページオプシ ョ ンを用います ：

imageanalysis={smallimages={disable}}
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8.3 配置画像と画像 リ ソース
TET では、 配置画像と画像 リ ソース を区別し ます ：

> 配置画像は、 ページ上の画像に対応し ます。 配置画像は視覚特性を持ちます ： 特定の

位置に配置されてお り 、寸法 （ポイ ン ト ・ ミ リ メ ー ト ルなどの絶対単位で測られる） を

持っています。 多 く の場合その画像はページ上で可視になっていますが、 場合によ っ

ては、 ページ上の他のオブジ ェ ク ト によ って隠されていた り 、 可視ページ領域の外に

配置されていた り 、 全体的ないし部分的に ク リ ッ プ されていた り し て不可視になって

います。 配置画像は、 TETML 内で PlacedImage 要素で表されています。

> 画像 リ ソースは、 実際のピ ク セルデータ ・ 色空間 ・ 要素数 ・ 要素あた り ビ ッ ト 数など

を表現する リ ソースです。 配置画像 と 違って、 画像 リ ソースは明示的な視覚情報を持

ちません。 ただし、 幅 と 高さ の特性 （ピ ク セル単位で測られる） は持っています。 画

像 リ ソースはそれぞれ一意な ID を持ってお り 、 それを用いてそのピ ク セルデータ を抽

出する こ と ができ ます。 画像 リ ソースは、 TETML 内で Image 要素で表されています。

1 個の画像 リ ソースは、 その文書内の任意の数の配置画像のも と と し て使われる こ と があ

り えます。 通常、 画像 リ ソースはそれぞれ 1 回だけ配置されますが、 同一ページ上に、 ま

たは複数ページ上に繰 り 返し配置される こ と も あ り えます。 た と えば、 文書内の各ページ

のヘッ ダに繰 り 返し用いられる企業ロ ゴの画像を考えてみま し ょ う 。ページ上のロ ゴはそ

れぞれ、 1 個の配置画像から成っていますが、 適化された PDF においては、 それらの配

置画像がすべて同一の画像 リ ソースに紐付け られている こ と があ り えます。 一方、 適化

されていない PDF においては、 配置ロ ゴはそれぞれ、 同一の画像 リ ソースの自分用の複

製を元にし ている こ と があ り えます。 これは見た目は同じ結果にな り ますが、PDF 文書の

フ ァ イルサイ ズは大き く な り ます。 適化されていない PDF 文書は、 どのページから も

参照すら されていない画像 リ ソース （すなわち未使用 リ ソース） を含んでいる こ と も あ り

えます。

表 8.1 で、 配置画像 と画像 リ ソースのさ まざまな特性を比較し ています。

表 8.1 配置画像と画像リ ソースの比較

特性 配置画像 画像リ ソース

TETML 要素 PlacedImage Image

画像連結による影響 あ り あ り

ページ との紐付け あ り -

ピ クセル単位の幅と高さ あ り あ り

ポイ ン ト 単位の幅と高さ あ り -

ページ上の位置 あ り -

視覚上の出現回数 1 0、 1 ないし それ以上

一意な ID な し ： get_image_info( ) が返す imageid メ ン

バと、 TETML 内の PlacedImage/@image 属性は、

背後の画像リ ソースを特定するにすぎません

はい ： get_image_info( )
が返す imageid メ ンバと、

TETML 内の Image/@id 属

性

TET コマン ド ラ イ ンツール

における フ ァ イル命名規則

< ファイル名 >_p< ページ番号 >_< 画像番号 >.
[tif|jpg|jpx]

< ファイル名 >_I< 画像

ID>.
[tif|jpg|jpx]



126 8 章 :  画像抽出

8.4 ページベース と リ ソースベースの画像ループ
配置画像 と画像 リ ソースの違いは、 すなわち、 画像抽出について 2 種類の根本的に異なる

アプローチを も た ら し ます ： ページベース と リ ソースベースの画像抽出ループです。 どち

らの方式も、 画像をデ ィ ス ク フ ァ イルか メ モ リ へ抽出する ために用いる こ と ができ ます。

ページベースの画像抽出ループ こ の場合には、 アプ リ ケーシ ョ ンは正確なページレ イ

アウ ト と配置画像に関心があ り 、 画像データの重複はい と わないこ と にな り ます。 ページ

ベースのループで画像を抽出する と、配置画像ご と に 1 つずつ画像フ ァ イルが生成されま

すので、 複数の抽出配置画像に同一の画像データ が含まれる こ と があ り え ます。 アプ リ

ケーシ ョ ン側で画像IDの重複をチェ ッ クする こ と で画像の重複を避ける こ と もでき ます。

しかし、 一意な画像 リ ソース を抽出し たいな ら、 リ ソースベースの画像抽出ループを用い

るほ う が簡単です （後述）。

ページベー ス の画像抽出ループは、 TET コ マ ン ド ラ イ ン ツ ールではオ プ シ ョ

ン- - imageloop page で有効にする こ と ができ ます。 API レベルでのページベースの画像抽

出のためのコード は、 TET ク ッ ク ブ ッ ク の images_per_page ・ images_in_memory ト ピ ッ

ク内で演示し ています。 images_per_page ク ッ ク ブ ッ ク ト ピ ッ ク で、 ページ上の画像の座

標を取得する方法も示し ています。

ページベースの画像抽出ループの詳細 （上述のサンプルコード を参照し て く ださい） ：

get_image_info( ) が、 配置画像に関する視覚情報 と、 その背景画像データの pCOS 画像 ID

（imageid フ ィ ール ド で） を取得し ます。 こ の ID を用いて、 pcos_get_number( ) で画像の

色空間や、 幅 ・ 高 さ を ピ ク セル単位で表し た も の と いっ た さ ら な る詳細を取得し た り 、

write_image_file( ) または get_image_data( ) でその画像のピ ク セルデータ本体を取得し た

り する こ と ができ ます。同一の画像が 1 つないし複数のページ上で複数回参照されている

場合、 その対応する ID は同一にな り ます。

リ ソースベースの画像抽出ループ こ の場合には、 アプ リ ケーシ ョ ンは文書内の画像 リ

ソースに関心があ り 、どの画像がどのページで用いられているかはい と わないこ と にな り

ます。 複数回 （1 つないし複数のページ上に） 配置されている画像 リ ソースが 1 回だけ抽

出されます。 その半面、 どのページにも全 く 配置されていない画像も抽出されます。

リ ソ ー ス ベー ス の画像抽出ループは、 TET コ マ ン ド ラ イ ン ツ ールではオプ シ ョ

ン- - imageloop resource で有効にする こ と ができ ます。API レベルでの リ ソースベースの画

像抽出のためのコー ド は、 image_resources ミ ニサンプル ・ ク ッ ク ブ ッ ク ト ピ ッ ク内で演

示し ています。 pCOS パス リ フ ァ レン スには、 pCOS イ ン タ フ ェースに関し て さ らに詳し

い情報があ り ます。

リ ソ ースベース の画像抽出ループの詳細 （上述のサンプル コー ド を参照 し て く だ さ

い） ： 画像 リ ソース を抽出する前に、 画像連結が必ず有効にな る よ う に、 すべてのページ

が開かれます。 画像連結が関係ない場合はこ のステ ッ プはスキ ッ プでき ます。 画像を抽出

する ためには、 その対応する画像 ID が必要です。 コード は、 0 から 大画像 ID までのす

べての値を評価し ます。 この 大画像 ID は、 pcos_get_number( ) を用いて、 pCOS パス

length:images の値 と し て取得されます。 連結済画像の消費済部分 （マルチス ト リ ッ プ画

像のス ト リ ッ プなど） を スキ ッ プする ために、 mergetype pCOS 擬似オブジェ ク ト を用い

て各画像 リ ソースの種別が調べられます。 これによ って、 画像連結処理によ って消費され

た画像部分を スキ ッ プする こ と ができ ます （ 終的な連結済画像にのみ関心があ るからで

す）。 ひと たび画像 ID がわかれば、 関数 write_image_file( ) または get_image_data( ) を呼

び出せば、 前者な ら画像データ をデ ィ ス ク フ ァ イルへ書き出すこ と ができ、 後者な ら ピ ク

セルデータ を メ モ リ 内で受け渡すこ と ができ ます。
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8.5 配置画像の視覚情報
get_image_info( ) を用いる と、 配置画像の視覚情報を取得する こ と ができ ます。 各画像に

ついて、 image_info 構造内で以下の値が得られます （図 8.2 参照） ：

> x ・ y フ ィ ール ド は、 画像参照点の座標です。 参照点は通常、 画像の左下隅です。 ただ

し、 ページ上の座標系変換によ って参照点が変わる こ と も あ り ます。 た と えば、 画像

が水平反転されていれば、 参照点は画像の左上隅にな るでし ょ う 。 y の値は topdown
ページオプシ ョ ンに依存し ます。

> width ・ height フ ィ ール ド は、 ページ上の配置画像の物理的寸法に対応し ます。 これら

はポイ ン ト （すなわち 1/72 イ ンチ） 単位で与え られます。

> 角度 alpha は、ピ ク セル行の向き を記述し ます。こ の角度は範囲 -180°< alpha < +180°

を と り ます。 角度 alpha は、 画像をその参照点を中心に回転させます。 正立し た画像

については alpha は 0°にな り ます。 alpha と beta の値は topdown ページオプシ ョ ン

に依存し ます。

> 角度 beta は、ピ ク セル列の向き を記述し ます。これは alpha の垂線に平行です。この角

度は範囲 -180°< beta < +180°、ただし± 90°以外の値を と り ます。角度 beta は画像

を斜形化し、 beta=180°は画像を x 軸で反転し ます。 正立し た画像については、 beta
は範囲 -90°< beta < +90°を と り ます。 abs(beta) > 90°な ら、 その画像はベース ラ イ

ンで反転されています。

> imageid フ ィ ール ド は、画像の pCOS ID を内容 と し て持ちます。これを用いる と、pCOS

関数群で詳しい画像情報を取得し た り 、write_image_file( ) または get_image_data( ) で

画像ピ ク セルデータ本体を取得し た り する こ と ができ ます。

画像変形の結果 と し て、 抽出画像の向きは誤 り に見え る場合があ り ます。 なぜな ら、 抽出

される画像データは、 PDF 内の画像オブジェ ク ト に基づいているからです。 PDF ページ

上で配置画像に対し て適用されている回転や反転 と いった変形はいずれも、ピ ク セルデー

タには適用されず、 元のピ ク セルデータが抽出されます。

画像解像度 画像解像度を dpi （dots per inch） 単位で算出するには、 ピ ク セル単位の画像

幅をポイ ン ト 単位の画像幅で割 り 、 それに 72 をかける必要があ り ます ：

while (tet.get_image_info(page) == 1) {
String imagePath = "images[" + tet.imageid + "]";
int width = (int) tet.pcos_get_number(doc, imagePath + "/Width");
int height = (int) tet.pcos_get_number(doc, imagePath + "/Height");

double xDpi = 72 * width / tet.width;

width

alpha

(x, y)

height

図 8.2
画像の視覚情報
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double yDpi = 72 * height / tet.height;
...

}

回転された り 斜形化された り し ている画像については、 dpi 値は無意味かも しれないこ と

に留意 し て く だ さ い。 画像の dpi 計算のための完全な コー ド は、 TET ク ッ ク ブ ッ ク の

determine_image_resolution ト ピ ッ ク内にあ り ます。
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8.6 制約と注意

画像の色再現性 TET は画像を抽出する際に、 画像品質を下げません ：

> ラ ス タ画像がダウ ンサンプルされる こ と はあ り ません。

> 画像の色空間は、出力内で温存されます。CMYK から RGB への変換や、同様の色変換を

TET が適用する こ と はあ り ません。

> 色要素の数はつねに不変と な り ます。 た と えば、 RGB 画像は、 灰色しか含んでいな く

て も、 グレース ケールへ変更されません。

各種画像対応 場合によ っては、 抽出された画像の色の見た目が、 PDF ページ上での見

た目 と異なる こ と があ り ます。 画像の輪郭は温存されていながら も、 色は以下のよ う な理

由で違って見え る場合があ り ます ：

> 画像マス ク が適用されている。

> 着色されたグレース ケール画像は、 その色な しで、 グレース ケール画像 と し て抽出さ

れます。

> DeviceN カ ラーは TIFF では対応し ていませんので、DeviceN 色空間を持つ画像は、N=1・

3 ・ 4 の場合にはそれぞれグレースケール ・ RGB ・ CMYK 画像と し て抽出されます。 N>4

のものについては、 1 個ないし複数のアルフ ァチャ ンネルを持つ CMYK TIFF 画像が生

成されます。

> 分版色空間を持つ画像は、 グレース ケール画像 と し て抽出されます。 画像の着色に用

いられていた特色は失われます。

> イ ンデッ ク ス付き ICCBased 色空間を持つ画像 ： ICC プロ フ ァ イルは無視されます。

画像抽出の予期せぬ結果 場合によ っては、 抽出された画像の輪郭が PDF ページ と違っ

て見え る こ と があ り ます ：

> 画像が水平に （上下逆）、 または垂直に反転し て見える こ と があ り ます。 これは、 PDF

ページ上で何らかの変形が画像に適用されていて も、 TET はそれにかかわらず、 その

画像の元のピ ク セルデータ を抽出し ている こ と によ り ます。

> 画像マス クは無視されますので、 マス ク効果は抽出画像へは反映されません。

非対応の画像種別 以下の種別の PDF 画像は抽出でき ません。 すなわち、 write_image_
file( ) はこれらの場合には -1 を返し ます ：

> PDF イ ン ラ イ ン画像：これはまれにしか用いられない種類の PDF 画像であ り 、と きたま

小さ な ラ ス タ画像に対し て用いられています。

> JBIG2 圧縮を用いた画像

> イ ンデッ ク ス付き Lab 色空間を用いた画像
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9 TET マークア ッ プ言語 （TETML） 

9.1 TETML を生成
PDF 文書文書の内容をプロ グ ラ ミ ング イ ン タ フ ェース経由で提供する こ と のほかに、TET

では、 これ と同じ情報を表す XML 出力を生成する こ と もでき ます。 TET が生成する この

XML 出力を TET マーク ア ッ プ言語 （TETML） と呼んでいます。 TETML は、 PDF ページ

群のテキス ト 内容を含んでいるほか、 テキス ト 位置 ・ フ ォ ン ト ・ 文字サイ ズなどの情報も

含んでいる こ と があ り ます。TET がページ上に表組のよ う な構造を検出し た と きは、 その

表組は TETML 内で表 ・ 表行 ・ セル要素の階層構造 と し て表されます。 なお、 表組情報は

TET プロ グ ラ ミ ング イ ン タ フ ェースでは得る こ と ができず、 TETML を通じ てのみ得る こ

と ができ ます。 TETML は画像 と色空間に関する情報も含んでいます。

PDF 文書を TETML へ変換するには、 TET コマン ド ラ イ ンツールか TET ラ イブラ リ の

いずれかを用いる こ と ができ ます。 いずれの場合にも、 TETML 生成の詳細を制御するた

めに利用でき る さ まざまなオプシ ョ ンがあ り ます。

TET コ マン ド ラ イ ン ツールで TETML を生成 TET コ マン ド ラ イ ン ツールを用いる場合

は、 --tetml オプシ ョ ンで TETML オプシ ョ ンを生成する こ と ができ ます。 下記のコマン ド

は TETML 出力文書 file.tetml を生成し ます ：

tet --tetml word file.pdf

さ まざまなオプシ ョ ンを用いて、 文書の一部分のページのみを変換し た り 、 処理オプシ ョ

ンを与えた り する こ と も でき ます。 詳し く は、 19 ページの 2.1 「コマン ド ラ イ ンオプシ ョ

ン」 を参照し て く ださい。

TET ラ イ ブ ラ リ で TETML を生成 TET ラ イブラ リ では、 API 呼び出しの簡単な連鎖を用

いて TETML 出力を生成する こ と ができ ます。 tetml サンプルプロ グ ラ ムでは、 プロ グ ラ

ム的に TETML を生成する ための正統的な指示列を演示し ています。 このサンプルプロ グ

ラ ムは、 すべての対応言語バイ ンデ ィ ングで利用可能です。

TETML 出力は、 デ ィ ス ク フ ァ イ ル上に も メ モ リ 内に も 生成で き ます。 生成 さ れた

TETML ス ト リ ームは、 現在利用 さ れてい る多 く のプ ロ グ ラ ミ ン グ言語が提供し てい る

XML 対応を用いて XML ツ リ ーへパースする こ と ができ ます。 tetml サンプルプロ グ ラ ム

では、 TETML ツ リ ーを処理する様子も演示し ています。

TETML の中身 TETML 出力は UTF-8 （USS または MVS を用いた zSeries 上 :EBCDIC-

UTF-8。 www.unicode.org/reports/tr16 を参照） で符号化されてお り 、 以下の情報を含んで

います （これらの項目のい く つかはオプシ ョ ナルです） ：

> 一般文書情報 ： 暗号化ステータ ス ・ PDF 規格 ・ タ グ付き PDF など

> 文書情報フ ィ ール ド ・ XMP メ タデータ

> 各ページのテキス ト 内容 （単語または段落。 行を含める こ と も可能）

> グ リ フのフ ォ ン ト と位置情報 （フ ォ ン ト 名 ・ サイ ズ ・ 座標）

> グ リ フのレ イ ア ウ ト 属性 （下 / 上付き ・ ド ロ ッ プキ ャ ッ プ ・ 影付き）

> ハイ フネーシ ョ ン属性

> 構造情報。 例 ： 表組

> ページ上の配置画像に関する情報

http://www.unicode.org/reports/tr16
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> リ ソース情報、 すなわちフ ォ ン ト ・ 色空間 ・ 画像

> PDF 処理中に例外が発生し た場合はエラー メ ッ セージ

TETML 内では、 さ まざまな要素と属性がオプシ ョ ナルです。 詳し く は、 135 ページの 9.2

「TETML の詳細を制御」 を参照し て く ださい。

さ まざまな TETML の例 以下に、 TETML 文書の も重要な各部分を抜き出し て示し ま

す ：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<!-- Created by the PDFlib Text Extraction Toolkit TET (www.pdflib.com) -->
<TET xmlns="http://www.pdflib.com/XML/TET3/TET-3.0"

xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
xsi:schemaLocation="http://www.pdflib.com/XML/TET3/TET-3.0

http://www.pdflib.com/XML/TET3/TET-3.0.xsd"
version="4.1">
<Creation platform="Linux-x86_64" tetVersion="4.1dev" date="2012-01-27T11:16:43+01:00" />
<Document filename="FontReporter.pdf" pageCount="9" filesize="132437" linearized="true"

pdfVersion="1.6">
<DocInfo>
<Author>PDFlib GmbH</Author>
<CreationDate>2010-07-06T22:51:50+00:00</CreationDate>
<Creator>FrameMaker 7.0</Creator>
<ModDate>2010-07-06T23:07:59+02:00</ModDate>
<Producer>Acrobat Distiller 9.3.3 (Windows)</Producer>
<Subject>PDFlib FontReporter</Subject>
<Title>PDFlib FontReporter Manual</Title>
</DocInfo>
<Metadata>
<x:xmpmeta xmlns:x="adobe:ns:meta/" x:xmptk="Adobe XMP Core 4.2.1-c043 52.372728, 2009/
01/18-15:08:04        ">

<rdf:RDF xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#">

...XMPメタデータ...
</rdf:RDF>

</x:xmpmeta>
</Metadata>
<Options>tetml={} </Options>
<Pages>
<Page number="1" width="485" height="714">
<Options>tetml={} granularity=word </Options>
<Content granularity="word" dehyphenation="false" dropcap="false" font="false" 
geometry="false" shadow="false" sub="false" sup="false">
<Para>

<Word>
<Text>FontReporter</Text>
<Box llx="28.32" lly="613.53" urx="214.98" ury="643.53"/>

</Word>
</Para>
<Para>
<Word>
<Text>Version</Text>

<Box llx="28.32" lly="582.87" urx="100.24" ury="604.83"/>
</Word>

<Word>
<Text>1.4</Text>

<Box llx="105.05" lly="582.87" urx="128.79" ury="604.83"/>
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</Word>
</Para>

...さらなるページ内容...
</Content>
</Page>

...さらなるページ群...
<Resources>
<Fonts>

<Font id="F0" name="PDFlibLogo-Regular" fullname="MMOHKN+PDFlibLogo-Regular"
type="TrueType" embedded="true" ascender="1000" capheight="700" italicangle="0"
descender="0" weight="400" xheight="500"/>

<Font id="F1" name="ThesisAntiqua-Bold" fullname="MMOHKO+ThesisAntiqua-Bold"
type="Type 1 CFF" embedded="true" ascender="741" capheight="679" italicangle="0"
descender="-250" weight="606" xheight="505"/>

...さらなるフォント群...
</Fonts>
<Images>

<Image id="I0" extractedAs=".tif" width="595" height="750" colorspace="CS3"
bitsPerComponent="8"/>

<Image id="I1" extractedAs=".tif" width="595" height="750" colorspace="CS3"
bitsPerComponent="8"/>

</Images>
<ColorSpaces>

<ColorSpace id="CS0" name="DeviceGray" components="1"/>

<ColorSpace id="CS1" name="DeviceCMYK" components="4"/>

...さらなるカラースペース群...
</ColorSpaces>
</Resources>
</Pages>
</Document>
</TET>

選択する TETML モー ド に応じ て、 さ ら な る詳細を TETML 内で表すこ と も で き ます。

TETML モード について詳し く は、 136 ページの 「テキス ト モード を選択」 で説明し ます。

上記サンプルにグ リ フ詳細が加わった 1 つの変化形を以下に示し ます。Glyph 要素は、フ ォ

ン ト ・ 位置情報を含んでいます ：

<Word>

<Text>PDFlib</Text>

<Box llx="111.48" lly="636.33" urx="161.14" ury="654.33">

<Glyph font="F1" size="18" x="111.48" y="636.33" width="9.65">P</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="121.12" y="636.33" width="11.88">D</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="133.00" y="636.33" width="8.33">F</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="141.33" y="636.33" width="4.88">l</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="146.21" y="636.33" width="4.88">i</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="151.08" y="636.33" width="10.06">b</Glyph>

</Box>

</Word>

<Word>

<Text>GmbH</Text>

<Box llx="165.06" lly="636.33" urx="214.84" ury="654.33">

<Glyph font="F1" size="18" x="165.06" y="636.33" width="12.06">G</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="177.12" y="636.33" width="15.44">m</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="192.56" y="636.33" width="10.06">b</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="202.61" y="636.33" width="12.22">H</Glyph>
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</Box>
</Word>

<Word>
<Text>Munchen</Text>

<Box llx="218.75" lly="636.33" urx="292.23" ury="654.33">
<Glyph font="F1" size="18" x="218.75" y="636.33" width="15.77">M</Glyph>
<Glyph font="F1" size="18" x="234.52" y="636.33" width="10.19">u</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="244.70" y="636.33" width="10.22">n</Glyph>
<Glyph font="F1" size="18" x="254.92" y="636.33" width="7.52">c</Glyph>

<Glyph font="F1" size="18" x="262.44" y="636.33" width="10.22">h</Glyph>
<Glyph font="F1" size="18" x="272.66" y="636.33" width="9.34">e</Glyph>
<Glyph font="F1" size="18" x="282.00" y="636.33" width="10.22">n</Glyph>

</Box>
</Word>
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9.2 TETML の詳細を制御

さ まざまな TETML テキス ト モー ド TETML は、 さ まざまなテキ ス ト モード で生成する

こ と ができ ます。 各モード は、 含むフ ォ ン ト ・ 位置情報の量が異な り 、 また、 テキス ト を

よ り 大き な単位 （粒度） にま と めるや り 方が異なっています。 テキ ス ト モード は、 各ペー

ジに対し て個別に指定する こ と が可能です。しかし多 く の場合、TETML フ ァ イルは全ペー

ジに対するデータ を同一のモード で含みます。 以下のテキス ト モード が利用可能です ：

> glyph モード は、 各グ リ フのテキス ト ・ フ ォ ン ト ・ 座標を含み、 単語グループ化や構造

情報を一切含まない低レベルな種類です。 これはページ上の元のテキ ス ト 情報を表し

ていますので、 デバッ グや分析の用途を想定し ています。

> word モー ド では、 テキス ト は単語ご と にま と められ、 各単語の座標を持つ Box 要素が

加わ り ます。 フ ォ ン ト 情報は一切得られません。 こ のモー ド は、 単語ベースで動作す

る アプ リ ケーシ ョ ンに適し ています。 約物キ ャ ラ ク タはデフ ォル ト では独立し た単語

と し て扱われますが、 こ の動作はページオプシ ョ ンで変え る こ と もでき ます （93 ペー

ジの 「欧文テキス ト の単語境界検出」 を参照）。 テキス ト の行を Line 要素で特定させる

こ と も可能です。 これは tetml ページオプシ ョ ンで制御されます。

> wordplus モード は、 word モード と似ていますが、 単語内の全グ リ フのフ ォ ン ト ・ 座標

の詳細が加わ り ます。 座標は、 topdown ページオプシ ョ ンに従って、 左下隅か左上隅

か ら の相対位置で表されます。 wordplus モー ド では、 フ ォ ン ト の使われ方を分析し、

単語内でのフ ォ ン ト や文字サイ ズなどの変化を追 う こ と が可能です。 wordplus は、 関

連する TETML 要素をすべて含む唯一のテキス ト モー ド ですので、あ らゆる種類の処理

作業に適し ています。 その半面、 これは TETML 内に大量の情報を含みますので、 も

大き な量の出力を生成し ます。

> line モード は、個別の Line 要素を構成するすべてのテキス ト を含みます。その う え、複

数の行が 1 個の Para 要素内にま と められる こ と も あ り ます。 line モード は、 ページ内

容が行にま と められている こ と がわかっている場合か、 または受取先アプ リ ケーシ ョ

ンが行ベースのテキス ト 入力しか扱えない場合にのみ推奨し ます。

> page モード は、 段落レベルから始ま る構造情報を含みますが、 フ ォ ン ト ・ 座標の詳細

は一切含みません。

表 9.1 に、 各種テキス ト モード内に存在する TETML 要素を挙げます。

表 9.1 各種テキス ト モー ド内の TETML 要素一覧

テキス ト

モー ド

構造 表組 テキス ト 位置 テキス ト 詳細

glyph - - - Glyph

word Para ・ Word

オプシ ョ ナル ：
Line

Table ・ Row ・ Cell Box -

wordplus Para ・ Word

オプシ ョ ナル ：
Line

Table ・ Row ・ Cell Box Glyph

line Para ・ Line - - -

page Para Table ・ Row ・ Cell - -
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テキス ト モー ド を選択 TET コマン ド ラ イ ンツール （19 ページの 2.1 「コマン ド ラ イ ンオ

プシ ョ ン」 を参照） では、 望むページモー ド を、 --tetml オプシ ョ ンに対する引数 と し て

指定する こ と ができ ます。下記のコマン ド は、wordplusモード でTETML出力を生成し ます。

tet --tetml wordplus file.pdf

TET ラ イブラ リ では、 テキス ト モード は直接指定する こ と はできず、 オプシ ョ ン群の組み

合わせ と し て指定し ます ：

> 小要素内のテキス ト の量を、process_page( ) の granularity オプシ ョ ンで指定する こ と

ができ ます。

> granularity=glyph または word の場合には、さ らにグ リ フ詳細の量を指定する こ と も可

能です。 グ リ フ情報の一部分が必要ない と きは、 tetml オプシ ョ ンの glyphdetails サブ

オプシ ョ ンでそれを省略させる こ と も でき ます。

下記のページオプシ ョ ン リ ス ト は、すべてのグ リ フ詳細を含めたwordplusモード でTETML

出力を生成し ます ：

granularity=word tetml={ glyphdetails={all} }

表 9.2 に、 各種ページモード を作成するためのオプシ ョ ンを ま と めます。

TETML 出力を制御するための文書オプシ ョ ン こ の項では、 生成される TETML 出力を

直接制御する さ ま ざ ま なオプシ ョ ンの効力を ま と めます。 他のすべての文書オプシ ョ ン

は、 処理の詳細を制御する ために用いる こ と がで き ます。 文書オプシ ョ ンの完全な説明

は、 172 ページの表 10.8 にあ り ます。

文書関連のオプ シ ョ ン は、 --docopt コ マ ン ド ラ イ ン オプ シ ョ ン に、 ま たは open_
document( ) 関数に与え る必要があ り ます。

tetml オプシ ョ ンは、 TETML の一般的な諸側面を制御し ます。 い く つかの TETML 要

素は、 必要なければ、 elements サブオプシ ョ ンを用いてな く すこ と もでき ます。 下記の文

書オプシ ョ ン リ ス ト は、 生成される TETML 出力内に文書レベルの XML メ タデータがな

いよ う にし ています ：

tetml={ elements={nodocxmp} }

表 9.2 TET ラ イブ ラ リ で各種 TETML テキス ト モー ド を作成

テキス ト モー ド process_page( ) の

granularity オプシ ョ ン

process_page( ) の tetml オプシ ョ ン

glyph granularity=glyph tetml={glyphdetails={all}}

word granularity=word -

wordplus granularity=word tetml={glyphdetails={all}}

Line 要素付き word granularity=word tetml={elements={line}}

Line 要素付き

wordplus
granularity=word tetml={glyphdetails={all} elements={line}}

line granularity=line -

page granularity=page -
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engines オプシ ョ ンは、 テキス ト ・ 画像抽出エンジンを有効化または無効化し ます。 下記

のオプシ ョ ン リ ス ト は、 テキス ト 内容を処理し ますが、 画像処理は無効化し ています ：

engines={noimage}

TETML を生成する際に与え られたすべての文書オプシ ョ ンは、 下記の文書オプシ ョ ンで

無効化されないかぎ り 、 /TET/Document/Options 要素内に記録されます ：

tetml={ elements={nooptions} }

TETML 出力を制御するためのページオプシ ョ ン ページオプシ ョ ン の完全な説明は表

10.10 にあ り ます。 ページ関連のオプシ ョ ンは、 --pageopt コマン ド ラ イ ンオプシ ョ ンに、

または process_page( ) 関数に与え る必要があ り ます。

tetml オプシ ョ ンは、 Glyph 要素内の座標 ・ フ ォ ン ト 関連情報を有効化または無効化し

ます。 下記のページオプシ ョ ン リ ス ト は、 Glyph 要素内のフ ォ ン ト 詳細を有効化し ていま

すが、 それ以外のグ リ フ属性はないよ う にし ています ：

tetml={ glyphdetails={font} }

下記のページオプシ ョ ン リ ス ト は、 TETML 出力に Line 要素を加えています ：

tetml={ glyphdetails={font} elements={line} }

下記のページオプシ ョ ンは、 下付き と上付き を示すために、 Glyph 要素に sub ・ sup 属性

を追加し ています ：

tetml={ glyphdetails={sub sup} }

下記のページオプシ ョ ンは、 all を用いて、 Glyph 要素に可能なすべての属性を生成し てい

ます ：

tetml={ glyphdetails={all} }

下記のページオプシ ョ ンは、デフ ォル ト の上向き座標ではな く 下向き座標を要請し ていま

す ：

topdown={output}

下記のページオプシ ョ ン リ ス ト は、TET に対し て、約物キ ャ ラ ク タ を隣接する単語に結合

する よ う 指示し ています。 すなわち こ の場合、 約物キ ャ ラ ク タは独立し た単語と し ては扱

われません ：

contentanalysis={nopunctuationbreaks}

下記のページオプシ ョ ンは、 page モー ド でのみ意味を持ちます。 デフ ォル ト 区切 り キ ャ

ラ ク タ を ラ イ ンフ ィ ード から スペースへ変更し ます ：

contentanalysis={lineseparator=U+0020}

TETML を生成する際に与え られたすべてのページオプシ ョ ンは、 下記の文書オプシ ョ ン

で無効化されないかぎ り 、 /TET/Document/Pages/Page/Options 要素内に （各ページご と に

個別に） 記録されます ：

tetml={ elements={nooptions} }
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例外処理 PDF 解析中にエラーが発生し た場合、 TET は一般には、 可能な らばその問題

を修復ま たは無視 し よ う と し、 可能でないな ら 例外を発生 さ せます。 し か し、 TET で

TETML 出力を生成し ている際には、 PDF 解析上の問題は通常、 TETML 内の Exception 要

素 と し て報告されます ：

<Exception errnum="4506">Object 'objects[49]/Subtype' does not exist</Exception>

TETML 出力を処理し ている際に、期待し た要素でな く Exception 要素が現れた場合をいか

に処理するかは、 アプ リ ケーシ ョ ン側で手はずを整え る必要があ り ます。

TETML 出力フ ァ イルの生成を妨げる問題の場合は （出力フ ァ イルへの書き込み権限が

ないなど）、 例外が発生し、 有効な TETML 出力は生成されません。
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9.3 TETML のさ まざまな要素と TETML スキーマ
すべての TETML 要素 ・ 属性と それらの関係についての正式な XML スキーマ定義 （XSD）

が、 TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに含まれています。 TET 名前空間は下記の とお り です ：

http://www.pdflib.com/XML/TET3/TET-3.0

このスキーマは Web 上の下記 URL から ダウ ン ロードする こ と も でき ます ：

http://www.pdflib.com/XML/TET3/TET-3.0.xsd

各 TETML 文書のルー ト 要素内には、 TETML 名前空間と スキーマロ ケーシ ョ ンが と もに

存在し ています。

表 9.3 に、 すべての TETML 要素の役割を説明し ます。 TET 4.1 と TET 4.0 で導入され

た属性にはその旨記し ています。図 9.1 に、TETML 要素群の XML 階層構造を図示し ます。

表 9.3 TETML 要素 ・ 属性一覧

TETML 要素 説明と属性

Attachment PDF 添付については、 入れ子になった Document 要素内にその内容を記述し ます。 非 PDF

添付にすいては、 その名前のみが挙げられ、 内容は記述されません。

属性 ： name ・ level ・ pagenumber

Attachments Attachment 要素群のコ ンテナ

Box 単語の座標を記述し ます。 属性 llx と lly は Box の左下隅を、 urx と ury は右上隅を、 標

準 PDF 座標で記述し ます。 Box が表す矩形の各辺がページの各辺と平行な場合には、 4 個

の値 llx ・ lly ・ urx ・ ury は左下隅と右上隅を表し ます。 そ う でない場合には 4 個の隅すべ

てが存在し ます。 1 個の単語が複数の Box 要素を含む場合もあ り ます。 た と えばハイ フ ン

区切り された単語が複数のテキス ト 行にわたっている場合や、 単語の先頭が大きなキャ ラ

ク タになっている場合などです。

属性 ： llx ・ lly1 ・ urx ・ ury1 ・ ulx ・ uly1 ・ lrx ・ lry1

Cell 1 個の表セルの内容を記述し ます。

属性 ： colSpan

ColorSpace PDF 色空間を記述し ます。

属性 ： alternate ・ base ・ components ・ id ・ name

ColorSpaces ColorSpace 要素群のコ ンテナ

Content ページ内容を階層構造と し て記述し ます。

属性 ： granularity ・ dehyphenation （TET 4.0） ・ dropcap （TET 4.0） ・ font ・ geometry ・

shadow （TET 4.0） ・ sub （TET 4.0） ・ sup （TET 4.0）

Creation TET 実行に関する日付とオペレーテ ィ ングシステムプ ラ ッ ト フ ォームと、 TET のバージ ョ

ン番号を記述し ます。

属性 ： platform ・ tetVersion ・ date

DocInfo 定義済 ・ カス タム文書情報項目

Document PDF フ ァ イル名 ・ サイズ ・ PDF バージ ョ ン番号を含む一般的文書情報を記述し ます。

属性 ： filename ・ pageCount ・ filesize ・ linearized ・ pdfVersion ・ pdfa （TET 4.0 ： PDF/

A-2 に対する新しい値群。 TET 4.1 ： PDF/A-3 に対する新しい値群） ・ pdfe （TET 4.0 ・ TET 

4.1 ： PDF/E-2 に対する新しい値群） ・ pdfx ・ pdfua （TET 4.1） ・ pdfvt （TET 4.1） ・ pdfx 
（TET 4.1 ： 列挙値群） ・ tagged
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Encryption さ まざまなセキュ リ テ ィ 設定を記述し ます。

属性 ： keylength ・ algorithm （TET 4.1 ： 新しい値 8 ～ 11） ・ attachment （TET 4.1） ・

description （TET 4.1 ： アルゴ リズムに対する新しい値 8 ～ 11） ・ masterpassword ・

userpassword ・ noprint ・ nomodify ・ nocopy ・ noannots ・ noassemble ・ noforms ・

noaccessible ・ nohiresprint ・ plainmetadata

Exception TET が発生させた例外に関連するエラー メ ッ セージ ・ 番号。 PDF データ構造が正し く ない

ために入力から充分な情報を抽出できない場合には、 この Exception 要素が他の要素を置

き換える こ とがあ り ます。

属性 ： errnum

Font フ ォ ン ト リ ソースを記述し ます。 必須の name 属性は正準フ ォ ン ト 名を内容と し て持ち、 オ

プシ ョ ナルな fullname 属性はサブセ ッ ト 接頭辞を含むフ ォ ン ト 名を持ちます。

属性 ： ascender （TET 4.1） ・ capheight （TET 4.1） ・ descender （TET 4.1） ・ embedded ・

fullname （TET 4.0） ・ id ・ italicangle （TET 4.1） ・ type ・ name ・ vertical ・ weight （TET 

4.1） ・ xheight （TET 4.1）

Fonts Font 要素群のコ ンテナ

Glyph 1 個のグ リ フに対する フ ォ ン ト ・ 位置情報の詳細を記述し ます。 この要素は、 このグ リ フ

が生み出す Unicode キャ ラ ク タ （1 個ないし複数） を内容と し て持ちます。 1 個のグ リ フが

複数のキャ ラ ク タ を生成する こ と もあ り ます。 た と えば合字の場合などです。 単語に対す

る Glyph 要素群は、 1 個ないし複数の Box 要素内にま とめられています。

属性 ： x ・ y1 ・ width ・ alpha1 ・ beta1 ・ shadow （TET 4.0） ・ dropcap （TET 4.0） ・ font ・

size ・ sub （TET 4.0） ・ sup （TET 4.0） ・ textrendering ・ unknown ・ dehyphenation （TET 4.0）

Image 画像リ ソースを、 すなわち、 画像を構成するピ クセル配列本体を記述し ます。

属性 ： bitsPerComponent ・ colorspace ・ extractedAs （TET 4.0） ・ height ・ id ・ mask ・

maskonly ・ mergetype ・ width

Images Image 要素群のコ ンテナ

Line 1 個の行に対するテキス ト 。 TET 4.0 ： Line は Word 要素群を含むこ と もあ り えます。

Metadata 文書 ・ フ ォ ン ト ・ 画像のいずれかと紐付けられる XMP メ タデータ。

Options TETML を生成するために用いられた文書またはページオプシ ョ ン。

Page 1 個のページの内容。

属性 ： number ・ height ・ width ・ topdown （TET 4.0）

Pages Page 要素群のコ ンテナ

Para 1 個の段落を構成するテキス ト 。

PlacedImage ページ上に配置されている画像のイ ンス タ ンスを記述し ます。

属性 ： alpha1 ・ beta1 ・ height ・ image ・ width ・ x ・ y1

Resources 色空間リ ソース ・ フ ォ ン ト リ ソース ・ 画像リ ソース。

Row 1 個ないし複数の表セル。

Table 1 個ないし複数の表行。

TET ルー ト 要素

属性 ： version （TET 4.1 は 4.1 を生成し ます。 TET 4.0 は 4.0 を生成し ま し た。 TET 3 は 3

を生成し ま し た）

表 9.3 TETML 要素 ・ 属性一覧

TETML 要素 説明と属性
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Text 単語などの要素のテキス ト 内容

Word 1 個の単語

1. 垂直座標と角度はすべて、 topdown ページオプシ ョ ンに従って、 左下隅か左上隅のいずれかからの相対位置で表されます。

表 9.3 TETML 要素 ・ 属性一覧

TETML 要素 説明と属性
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TETML 要素の階層構造。 オプシ ョ ナルな要素は破線の枠
で示し ています。 実線の枠の要素は必須です。
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9.4 TETML を XSLT で変換

XSLT のご く 簡単な概略 XSLT（eXtensible Stylesheet Language Transformations の略） は、

XML 文書を他の文書へ変換する ための言語です。 その入力は必ず XML 文書ですが （私た

ちの場合は TETML 文書）、出力は必ずし も XML であ る必要はあ り ません。XSLT では、任

意の計算を行 う こ と も でき、 プレーンテキス ト や HTML 出力を生成する こ と も でき ます。

XSLT ス タ イルシー ト を用いて TETML 入力を処理し、 その入力に基づいた新しいデータ

セ ッ ト （テキス ト ・ XML ・ CSV ・ HTML のいずれかの形式で提供） を生成し ま し ょ う 。 こ

の TETML 入力は、 PDF 文書の内容を反映し ています。 TETML 文書は、 131 ページの 9.1

「TETML を生成」 で説明し た よ う に、 TET コマン ド ラ イ ンツールで、 または TET ラ イブ

ラ リ で生成されています。

XSLT は非常に強力ですが、 通常のプ ロ グ ラ ミ ン グ言語 と はかな り 異なっています。

XSLT プロ グ ラ ミ ングの初歩を この節で解説し よ う とするつも り はあ り ません。 それに関

し てはさ まざまな書籍や Web の情報があ り ますのでそち ら を参照し て く ださい。 私たち

のサンプルは XSLT 1.0 だけにし てあ り ます。いろいろな XSLT 2.0 実装が入手可能ではあ

り ますが、XSLT 1.0 に比べる と まだ広 く 普及し ている と は言いがたい現状です。XSLT 1.0

の仕様は www.w3.org/TR/xslt にあ り ます。

と はいえ、読者が TETML 文書の XSLT 処理にすばや く 着手し実現でき る よ う 手助けす

る こ と は私たちの望みです。 この節では、 XSLT ス タ イルシー ト を動作させるために も

重要な環境を説明する と と もに、この目的のために広 く 利用されている ソ フ ト ウ ェアを挙

げます。 XSLT ス タ イルシー ト を XML 文書に適用するためには、 XSLT プロセ ッ サが必要

です。 無償や商用のさ まざまな XSLT プロセ ッサが入手可能であ り 、 そのなかにはス タ ン

ド ア ロ ンなや り 方で利用でき る ものも あれば、プロ グ ラ ミ ング言語の助けによ って自分の

プロ グ ラ ムの中で利用可能な ものも あ り ます。

XSLT ス タ イルシー ト では、処理の詳細を制御するために環境から ス タ イルシー ト へ渡

されるパラ メ タ を活用する こ と も可能です。 私たちの XSLT サンプルのなかにも ス タ イル

シー ト パラ メ タ を利用し ている ものがい く つかあ り ますので、さ まざまな環境でパラ メ タ

を ス タ イルシー ト へ受け渡す方法について も情報を提供し ます。

さ まざまなパッ ケージングで利用でき る、 広 く 利用されている XSLT プロセ ッ サには、

以下のよ う な ものがあ り ます ：

> MicrosoftのMSXML と い う XML実装。Windows 2000 SP4 からオペレーテ ィ ングシステム

に内蔵されています。

> Microsoft の .NET Framework 2.0 XSLT 実装

> Saxon。 無償版 と商用版が入手可能です。

> Xalan。Apache フ ァ ウ ンデーシ ョ ンがホス ト し ているオープン ソースプロ ジェ ク ト です

（C++ 実装と Java が入手可能です）。

> GNOME プロ ジェ ク ト のオープン ソースの libxslt ラ イブラ リ

> Sablotron。 オープン ソースの XSLT ツールキ ッ ト です。

コ マン ド ラ イ ンで XSLT XSLT ス タ イルシー ト を コ マン ド ラ イ ンか ら適用する こ と は、

便利な開発 ・ 試験環境を提供し ます。 以下のさ まざまな例は、 XSLT ス タ イルシー ト を コ

マ ン ド ラ イ ン 上で適用す る 方法 を 示 し てい ま す。 サ ン プルはすべて、 入力 フ ァ イ ル

FontReporter.tetml を ス タ イルシー ト tetml2html.xsl で処理し てお り 、 その際、 XSLT パラ

メ タ toc-generate （ス タ イルシー ト 内で用いられている） を値 0 に設定し てお り 、 そし て

生成された出力を FontReporter.html へ送っています ：

> Java ベースの Saxon プロセ ッ サ （www.saxonica.com 参照） は下記のよ う に使えます ：

http://www.w3.org/TR/xslt
http://www.saxonica.com
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java -jar saxon9.jar -o FontReporter.html FontReporter.tetml tetml2html.xsl 
toc-generate=0

> xsltproc ツールは、多 く の Linuxデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンに含まれています。xmlsoft.org/
XSLT を参照し て く ださい。 ス タ イルシー ト を TETML 文書に適用するには下記のコマ

ン ド を用います ：

xsltproc --output FontReporter.html --param toc-generate 0 tetml2html.xsl 
FontReporter.tetml

> Xalan C++ は、 コマン ド ラ イ ンツールを提供し てお り 、 これは下記のよ う にし て起動で

き ます ：

Xalan -o FontReporter.html -p toc-generate 0 FontReporter.tetml tetml2html.xsl

> MSXML パーサを持つ Windows システムでは、Microsoft が提供し ている無償の msxsl.exe
プロ グ ラ ムを利用でき ます。 こ のプロ グ ラ ムは （ソース コー ド も含め） 下記の場所で

入手可能です ：

www.microsoft.com/download/en/details.aspx?displaylang=en&id=21714

このプロ グ ラ ムは下記のよ う に動作させます ：

msxsl.exe FontReporter.tetml tetml2html.xsl -o FontReporter.html toc-generate=0

自分のアプ リ ケーシ ョ ン内で XSLT 自分のアプ リ ケーシ ョ ンの中に XSLT 処理を組み込

みたい場合には、 XSLT プロセ ッ サの選択は当然、 使 う プロ グ ラ ミ ング言語 と環境に依存

し ます。TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、 さ まざまな重要な環境のためのサンプルコード

を含んでいます。 runxslt サンプル群は、 TETML 文書を読み込み、 XSLT ス タ イルシー ト

をパラ メ タ付きで適用し、 生成された出力をフ ァ イルへ書き出す方法を演示し ています。

これらのプロ グ ラ ムは、引数な しで実行された場合には、TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン と

と もに提供されているすべての XSLT サンプルを実行し ます。あ るいは、TETML 入力フ ァ

イル名 ・ XSLT ス タ イルシー ト 名 ・ 出力フ ァ イル名 ・ パラ メ タ / 値対群について引数群を

与え る こ と もでき ます。 runxslt サンプル群は、 XSLT 処理を自分のアプ リ ケーシ ョ ンへ組

み込むための出発点 と し て活用する こ と ができ ます ：

> Java 開発者は、javax.xml.transform パッ ケージ内の メ ソ ッ ド群を利用でき ます。これは

runxslt.java サンプルで演示し ています。 また、 ant ビル ド ツールでは、 コーデ ィ ング

な しでJavaベースの XSLT を実行でき ます。TETデ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ン内の build.xml
フ ァ イルは、 全サンプル用の XSLT タ ス ク群を含んでいます。

> .NET 開発者は、 System.Xml.Xsl.XslTransform 名前空間内の メ ソ ッ ド群を利用でき ます。

これは runxslt.ps1 PowerShell ス ク リ プ ト で演示し ています。 同様のコード を、 C# や他

の .NET 言語で利用でき ます。

> COM オー ト メ ーシ ョ ンに対応し ているすべてのWindowsベースのプロ グ ラ ミ ング言語

は、MSXML パーサが提供し ている MSXML2.DOMDocument オー ト メ ーシ ョ ン ク ラ スの

メ ソ ッ ド群を利用でき ます。これは runxslt.vbs サンプルで演示し ています。同様のコー

ド を、 他の COM 対応言語で利用でき ます。

Perl など他の多 く のプロ グ ラ ミ ング言語では、 XSLT 拡張が利用可能です。

Web サーバで XSLT XML から HTML への変換は XSLT の用途 と し て代表的な ものです

ので、 XSLT ス タ イルシー ト を Web サーバ上で動作させたい と き も多 く あ り ます。 い く つ

かの重要なシナ リ オ ：

http://xmlsoft.org/XSLT
http://xmlsoft.org/XSLT
http://www.microsoft.com/download/en/details.aspx?displaylang=en&id=21714
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> ASPまたはASP.NETを持つWindowsベースのWebサーバでは、上述のCOMまたは.NETイ

ン タ フ ェース を利用でき ます。

> Java ベースの Web サーバでは javax.xml.transform パッ ケージを利用でき ます。

> PHP ベースの Web サーバでは Sablotron プロセ ッ サを利用でき ます。 www.php.net/
manual/en/intro.xsl.php を参照し て く ださい。

Web ブ ラウザで XSLT 現在普及し ている多 く のブラ ウザも、 XSLT 変換に対応し ていま

す。 XSLT ス タ イルシー ト を TETML 文書に適用する よ う ブラ ウザに指示するには、 その

TETML 文書の xml 処理命令を含む先頭行の後、 かつルー ト 要素の前に、 適切な処理命令

を持つ行を追加し ます。 そ し てそれをブ ラ ウザへ読み込めば、 ブ ラ ウザはそのス タ イル

シー ト を適用し、 結果の出力を表示し ます （なお、 Internet Explorer では、 ローカルデ ィ

ス ク からのフ ァ イルを処理する際にはフ ァ イル名接尾辞 .xml が必要です） ：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="tetml2html.xsl" version="1.0"?>
<TET xmlns="http://www.pdflib.com/XML/TET3/TET-3.0"
...

ブラ ウザは、 XSLT ス タ イルシー ト を TETML 文書に適用し、 そし てその結果のテキス ト ・

HTML ・ XML のいずれかの出力を表示し ます。 あ るいは、 ブ ラ ウザでの XSLT 処理は、

JavaScript コード から引き起こ させる こ と も可能です。

Firefox 2 以上では、xslt-param 処理命令を用いてパラ メ タ を XSLT ス タ イルシー ト に与

え る こ と も でき ます ：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<?xml-stylesheet type="text/xsl" href="tetml2html.xsl" version="1.0"?>
<?xslt-param name="toc-generate" value="0"?>
<TET xmlns="http://www.pdflib.com/XML/TET3/TET-3.0"
...

http://www.php.net/manual/en/intro.xsl.php
http://www.php.net/manual/en/intro.xsl.php
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9.5 さ まざまな XSLT サンプル
TET デ ィ ス ト リ ビ ューシ ョ ンは、 XSLT を TETML に適用し た場合の強力さ を演示する

XSLT ス タ イルシー ト をい く つか含んでいます。 これらは、TETML アプ リ ケーシ ョ ンの出

発点 と し て活用する こ と もでき ます。 こ の節では、 この XSLT サンプル群の概要を紹介す

る と と もに、 サンプル出力を掲載し ます。 143 ページの 9.4 「TETML を XSLT で変換」 で、

XSLT ス タ イルシー ト を動作させるための多 く のオプシ ョ ンを説明し ています。 このス タ

イルシー ト 群の機能 と内部動作に関し て詳し く は、 XSLT コード のコ メ ン ト に記し てあ り

ます。 このス タ イルシー ト サンプル群のい く つかの一般的側面 ：

> 多 く の XSLT サンプルはパラ メ タに対応し てお り 、これを用いて さ まざまな処理詳細を

制御する こ と ができ ます。 これらのパラ メ タは、 XSLT コード内で設定する こ と もでき

ますし、 環境 （ant など） から上書きする こ と もでき ます。

> 多 く の XSLT サンプルでは、特定のテキス ト モード （た と えば word モード。詳し く は、

135 ページの 「さ まざまな TETML テキス ト モード」 を参照） の TETML 入力を必要 と

し ます。 それらのサンプルは、 誤った入力から自己を守る ために、 与え られた TETML

入力が要請に準拠し ているかど う かをチェ ッ ク し て、 準拠し ていないな ら エ ラーを報

告し ます。

> XSLT サンプルのなかには、文書内の PDF 添付を再帰的に処理する ものがあ り ます（こ

れは後述の説明の中でその旨記し ています）。 しかし多 く のサンプルは PDF 添付を無

視し ます。 それら も、 添付を処理する よ う に拡張する こ と が容易な よ う に書かれてい

ます。 Attachments 要素内の対象要素を選択すれば充分です。 関連する xsl:template 要

素自体に変更を加え る必要はあ り ません。

> XSLTサンプルはすべてXSLT 1で動作し ます。サンプルによ ってはXSLT 2の機能を使え

ばも っ と簡単化でき る ものも あ り ますが、使いやすさ を考えて XSLT 1 にこだわ り たい

と考えま し た。

コ ン コーダンスを生成 concordance.xsl ス タ イルシー ト は、word または wordplus モード

の TETML 入力を受け付けます。 これはコ ン コーダン ス を、 すなわち、 文書内の単語を出

現頻度の高い順に並べた一覧を生成し ます。 こ れは、 言語分析のためのコ ン コーダン ス

や、 翻訳者のための相互参照や、 整合性チェ ッ ク など を生成するのに有用でし ょ う 。

List of words in the document along with the number of occurrences:

the 207
font 107
of 100
a 92
in 83
and 75
fonts 64
PDF 60
FontReporter 58
...

フ ォ ン ト フ ィ ルタ リ ング fontfilter.xsl ス タ イルシー ト は、 glyph または wordplus モード

の TETML 入力を受け付けます。 これは文書内の、 特定のフ ォ ン ト を用いた、 かつ指定さ

れた値よ り 大き なサイ ズの単語の一覧を作 り ます。 これは、 特定のフ ォ ン ト / サイ ズの組

み合わせを検出し た り 、 品質管理のために有用でし ょ う 。 同じ コ ンセプ ト を用いて、 大き

な文字サイ ズを用いたテキス ト 部分に基づいた目次を生成する こ と もでき ます。



9.5  さ まざまな XSLT サンプル 147

Text containing font 'TheSansBold-Plain' with size greater than 10:

[TheSansBold-Plain/24] Contents
[TheSansBold-Plain/13.98] 1
[TheSansBold-Plain/13.98] Installing
[TheSansBold-Plain/13.98] PDFlib
[TheSansBold-Plain/13.98] FontReporter
[TheSansBold-Plain/13.98] 2
[TheSansBold-Plain/13.98] Working
[TheSansBold-Plain/13.98] with
[TheSansBold-Plain/13.98] FontReporter
[TheSansBold-Plain/13.98] A
[TheSansBold-Plain/13.98] Revision
[TheSansBold-Plain/13.98] History
[TheSansBold-Plain/24] 1
[TheSansBold-Plain/24] Installing
[TheSansBold-Plain/24] PDFlib
[TheSansBold-Plain/24] FontReporter
...

フ ォ ン ト の使用箇所を検索 fontfinder.xsl ス タ イルシー ト は、glyph または wordplus モー

ド の TETML 入力を受け付けます。 文書内のすべてのフ ォ ン ト について、 特定のフ ォ ン ト

を用いている テキス ト の出現箇所をすべて、そのページ番号とページ上の位置と と もに一

覧にし ます。 これは、 望ま し く ないフ ォ ン ト を検出し て整合性をチェ ッ ク し た り 、 特定の

悪い文字サイ ズの使用を見つけた り するために有用でし ょ う 。

TheSansExtraBold-Plain used on:
page 1:
(111, 636), (165, 636), (219, 636), (292, 636), (301, 636), (178, 603), (221, 603), (226, 
603),
(272, 603), (277, 603), (102, 375), (252, 375), (261, 375), (267, 375)

TheSans-Plain used on:
page 1:
(102, 266), (119, 266), (179, 266), (208, 266), (296, 266), (346, 266), (367, 266)
...

フ ォ ン ト 統計 fontstat.xsl ス タ イルシー ト は、glyph または wordplus モード の TETML 入

力を受け付けます。 これはフ ォ ン ト と グ リ フの統計を生成し ます。 これは、 品質管理に有

用なほか、 各フ ォ ン ト についてマ ッ プな し グ リ フ （すなわち、 いかなる Unicode キ ャ ラ ク

タ を も マ ッ プでき ないグ リ フ） も報告さ れますので、 ア ク セシビ リ テ ィ 試験に も有用で

し ょ う 。

19894 total glyphs in the document; breakdown by font:

68.71% ThesisAntiqua-Normal: 13669 glyphs
22.89% TheSans-Italic: 4553 glyphs
6.38% TheSansBold-Plain: 1269 glyphs
0.9% TheSansMonoCondensed-Plain: 179 glyphs
0.49% TheSansBold-Italic: 98 glyphs
0.27% TheSansExtraBold-Plain: 54 glyphs
0.21% TheSerif-Caps: 42 glyphs
0.15% TheSans-Plain: 29 glyphs
0.01% Gen_TheSans-Plain: 1 glyphs
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索引を生成 index.xsl ス タ イルシー ト は、 word または wordplus モード の TETML 入力を

受け付けます。 これは索引を、 すなわち、 文書内の単語をアルフ ァベッ ト 順に並べ、 おの

おのページ番号 と と もに一覧にし た ものを生成し ます。数字 と約物キ ャ ラ ク タは無視され

ます。

Alphabetical list of words in the document along with their page number:

A
about 2 7 8
access 8 12
accessible 11
achieving 9 12
Acrobat 2 5 7 8 9 10 11 14 15 17
ActiveX 2
actual 9 12
actually 11 12 14
addition 9
Additional 12
additions 17
address 9 12
addressed 9
addressing 9
Adobe 2 5 8 12 14
...

XMP メ タ デー タ を抽出 metadata.xsl ス タ イルシー ト は、任意のモード の TETML 入力を

受け付けます。 これは文書レベルの XMP メ タデータ を対象と し てお り 、 XMP からい く つ

かの メ タデータプロパテ ィ を抽出し ます。 文書内の PDF 添付 （PDF パッ ケージ ・ ポー ト

フ ォ リ オを含め） は再帰的に処理されます ：

dc:creator = PDFlib GmbH
xmp:CreatorTool = FrameMaker 7.0

表組内容を CSV 形式で抽出 table.xsl ス タ イルシー ト は、 word ・ wordplus ・ page のいず

れかのモード の TETML 入力を受け付けます。 これは、指定された表組の内容を抽出し て、

その表組内容を含む CSV フ ァ イル （カンマ区切 り 値） を生成し ます。 CSV フ ァ イルは、

あ らゆる表計算アプ リ ケーシ ョ ンで開 く こ と ができ ます。 これは、PDF 文書内の表組の内

容を再利用するのに有用でし ょ う 。

TETML を HTML へ変換 tetml2html.xsl ス タ イルシー ト は、wordplus モード の TETML 入

力を受け付けます。 これは TETML を、 ブラ ウザで表示でき る HTML へ変換し ます。 この

コ ンバータは、PDF 文書 と同等の視覚表現を生成し よ う とする ものではな く 、以下の側面

を演示する ものです ：

> 見出し要素 （H1 ・ H2 など） を、 設定可能な文字サイ ズに基づいて生成し ます。

> TETML 内の表組要素を、おのおの HTML 表組構造へマ ッ プし て、表組をブラ ウザで表

示可能にし ます。

> HTML ページの冒頭に目次を生成し ます。その各項目は、文書内の何らかの見出しに基

づいてお り 、 おのおのの見出しへ飛ぶア ク テ ィ ブ リ ン ク を含んでいます。

> 各ページについて画像の一覧を生成し ます。 おのおの、 TET コマン ド ラ イ ンツールに

よ って resource 画像ループモード で （例 ： tet --image --tetml file.pdf） 生成された画像

フ ァ イル名を用いて画像フ ァ イルへ リ ン ク されています。
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生テキス ト を TETML から抽出 textonly.xsl ス タ イルシー ト は、 任意のモード の TETML

入力を受け付けます。 これは、 すべての Text 要素を取得しつつ、 他のすべての要素を無

視する こ と によ り 、 生テキス ト 内容を抽出し ます。 文書内の PDF 添付 （PDF パッ ケージ ・

ポー ト フ ォ リ オを含め） は再帰的に処理されます。
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10 TET ラ イブ ラ リ API リ フ ァ レンス

10.1 オプシ ョ ン リ ス ト
オプシ ョ ン リ ス ト は、 さ まざまな API 関数呼び出し を制御するための、 強力で、 それでい

て簡単な方式です。 多 く の API メ ソ ッ ド では、 オプシ ョ ン リ ス ト が使え る よ う になってい

ますので、 関数に膨大な引数を与え る必要があ り ません。 略し て optlist と もいいます。 こ

れは、 任意の数のオプシ ョ ンを内容と し て持つこ と のでき る文字列です。 オプシ ョ ン リ ス

ト は、 さ まざまなデータ型や、 リ ス ト のよ う な複合データに対応し ています。 多 く の言語

バイ ンデ ィ ングでは、 オプシ ョ ン リ ス ト は、 必要なキーワード と値を連結し てい く こ と に

よ って、 簡単に構築する こ と ができ ます。

バインディング C 言語バイ ンデ ィ ング ： sprintf( ) 関数を用いてオプシ ョ ン リ ス ト を構築する と よいでし ょ

う 。

バインディング .NET 言語バイ ンデ ィ ング ： C# プロ グ ラ マーは、 AppendFormat( ) StringBuilder メ ソ ッ ド は

整形項目を表すのに中括弧 { } を用いて、 それが引数の文字列表現へ置き換え られる こ と

に留意する必要があ り ます。 一方 Append( ) メ ソ ッ ド では、 中括弧キ ャ ラ ク タにいかなる

特別な意味を も持たせていません。オプシ ョ ン リ ス ト 文法は中括弧キ ャ ラ ク タ を利用し て

いますので、AppendFormat( ) と Append( ) のどち らの メ ソ ッ ド を使 う かを選ぶと きには注

意が必要です。

10.2 オプシ ョ ン リ ス ト 文法

正式なオプシ ョ ン リ ス ト 文法定義 オプシ ョ ン リ ス ト は、 以下の規則に従って構築する

必要があ り ます ：

> オプシ ョ ン リ ス ト 内のすべての要素 （キーと値） は、 1 個ないし複数の右記区切 り キ ャ

ラ ク タによ って区切る必要があ り ます ： スペース ・ タブ ・ キ ャ リ ッ ジ リ ターン ・ ニュー

ラ イ ン ・ 等号 「=」。

> 一番外側の囲み中括弧は、 要素には含まれません。 { } と書けば空要素を意味し ます。

> 一番外側の中括弧の中の区切 り キ ャ ラ ク タは、要素を分割する効力を もはや持たず、要

素の一部分 と な り ます。 ですので、 区切 り キ ャ ラ ク タ を含む要素は、 中括弧で囲む必

要があ り ます。

> 先頭または末尾に中括弧を持つ要素は、 中括弧で囲む必要があ り ます。

> 要素が片方だけの中括弧を含む場合には、 その中括弧は直前にバッ ク ス ラ ッ シ ュ キ ャ

ラ ク タ を付けて保護する必要があ り ます。 要素の閉じ中括弧の直前のバ ッ ク ス ラ ッ

シュ も、 直前にバッ ク ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク タ を付け る必要があ り ます。

> オプシ ョ ン リ ス ト はバイナ リ ゼロ値を含んではいけません。

オプシ ョ ン リ ス ト は、 この PDFlib リ フ ァ レン ス内の仕様に従い、 リ ス ト 値を持つこ と が

あ り えます。 リ ス ト 値は 1 個ないし複数の要素 （これ自体も また リ ス ト であ る場合も あ り

ます） を内容 と し て持ちます。 それらは上述の規則に従って区切られますが、 等号は区切

り キ ャ ラ ク タ と し て もはや見な されない と い う 点が唯一異な り ます。

単純オプシ ョ ン リ ス ト 多 く の場合、 オプシ ョ ン リ ス ト は 1 個ないし複数のキー / 値対

を内容 と し て持ちます。 キーと値は、 また複数のキー / 値対も同様に、 1 個ないし複数の
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空白キ ャ ラ ク タ （スペース ・ タブ ・ キ ャ リ ッ ジ リ ターン ・ ニューラ イ ン） で区切る必要が

あ り ます。 あ るいは、 キーは等号 「=」 で値 と区切る こ と もでき ます ：

key=value
key = value
key value
key1 = value1  key2 = value2

可読性を増すため、 キーと値の間には等号を用い、 隣 り 合 う キー / 値対の間には空白を用

いる こ と を推奨し ます。

オプシ ョ ン リ ス ト は左から右へ と 評価されますので、 オプシ ョ ンは同一 リ ス ト 内で複

数回与え る こ と もでき ます。 こ の場合、 後に現れたオプシ ョ ンがそれ以前のものを上書

き し ます。 下記の例では、 1 番目のオプシ ョ ンでの割 り 当ては 2 番目によ って上書き され

ますので、 オプシ ョ ン リ ス ト 処理後に key は値 value2 を持つこ と にな り ます ：

key=value1 key=value2

リ ス ト 値 リ ス ト は、 1 個ないし複数の区切られた値を内容と し て持ちます。 この値は単

純値であ る こ と も あ り ますし、 それ自体が リ ス ト 値であ る こ と も あ り ます。 リ ス ト は中括

弧 { } で囲まれてお り 、 リ ス ト 内の値群は空白キ ャ ラ ク タで区切る必要があ り ます。 例 ：

searchpath={/usr/lib/tet d:\tet}              (ディレクトリ名2個を持つリスト)

リ ス ト は、 入れ子になった リ ス ト を内容と し て持つこ と も あ り ます。 この場合、 各 リ ス ト

の間は空白で区切る必要があ り ます。 区切 り キ ャ ラ ク タは、 隣 り 合 う キ ャ ラ ク タ } と { の

間には挿入する必要があ り ますが、 同じ種類の中括弧ど う し の間では省 く こ と も でき ま

す ：

fold={ {[:Private_Use:] remove} {[U+FFFD] remove} }    (リスト2個を持つリスト)

リ ス ト がち ょ う ど 1 個の リ ス ト を内容 と し て持つ と き も、入れ子になった リ ス ト の中括弧

群を省 く こ と はでき ません ：

fold={ {[:Private_Use:] remove} }                      (入れ子のリスト1個を持つリスト)

入れ子にな っ たオプシ ョ ン リ ス ト と リ ス ト 値 オプシ ョ ンによ っては、 オプシ ョ ン リ ス

ト 型またはオプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 型を受け付ける ものがあ り ます。オプシ ョ ン リ ス ト

型のオプシ ョ ンは、 1 個ない し複数の子オプシ ョ ン リ ス ト を内容 と し て持ち ます。 オプ

シ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 型のオプシ ョ ンは、 1 個ないし複数の入れ子になったオプシ ョ ン リ

ス ト を内容 と し て持ちます。 入れ子になったオプシ ョ ン リ ス ト を扱 う 際には、 囲む中括弧

の数を正し く 指定する こ と が重要です。 い く つかの例を以下に挙げます。

オプシ ョ ン contentanalysis の値はオプシ ョ ン リ ス ト であ り 、 そのオプシ ョ ン リ ス ト 自

体が 1 個のオプシ ョ ン punctuationbreaks を内容 と し て持ちます ：

contentanalysis={punctuationbreaks=false}

下記の例で、 オプシ ョ ン glyphmapping の値は、 オプシ ョ ン リ ス ト ただ 1 個を内容 と し て

持つオプシ ョ ン リ ス ト の リ ス ト です ：

glyphmapping={ {fontname=GlobeLogosOne codelist=GlobeLogosOne} }

下記の例で、 オプシ ョ ン glyphmapping の値は、 オプシ ョ ン リ ス ト 2 個を内容 と し て持つ

オプシ ョ ン リ ス ト の リ ス ト です ：
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glyphmapping { {fontname=CMSY* glyphlist=tarski} {fontname=ZEH* glyphlist=zeh}}

オプシ ョ ン リ ス ト 1 個を内容 と し て持つ リ ス ト において、 そのオプシ ョ ン リ ス ト の中の

fontname 値がスペース を含んでいるので、 さ らに中括弧で囲む必要があ り ます ：

glyphmapping={ {fontname={Globe Logos One} codelist=GlobeLogosOne} }

キーワード 2 個を内容と し て持つ リ ス ト ：

fonttype={Type1 TrueType}

異なる型が混在し た リ ス ト 。 内側の リ ス ト 群は、 Unicode 集合 1 個と キーワード 1 個を内

容 と し て持ってお り 、 外側の リ ス ト は、 オプシ ョ ン リ ス ト 2 個と キーワード default を内

容 と し て持っています ：

fold={ {[:Private_Use:] remove} {[U+FFFD] remove} default }

矩形 1 個を内容と し て持つ リ ス ト ：

includeboxes={{10 20 30 40}}

はま りやすい罠 この項では、 オプシ ョ ン リ ス ト 文法についてよ く あ る誤 り を挙げます。

中括弧は区切 り キ ャ ラ ク タではあ り ませんので、 下記は誤 り です ：

key1 {value1}key2 {value2}                  誤り!

これはエラー メ ッ セージ Unknown option 'value2' を引き起こ し ます。 同様に、 下記は区切

り キ ャ ラ ク タが抜けているので誤 り です ：

key{value}                                  誤り!

key={{value1}{value2}} 誤り!

中括弧は照応し ている必要があ り ますので、 下記は誤 り です ：

key={open brace {}                          誤り!

これはエラー メ ッ セージ Braces aren't balanced in option list 'key={open brace {}' を引き起こ

し ます。 文字列の中のただ 1 個の中括弧は、 バッ ク ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク タ を直前に付ける

必要があ り ます ：

key={closing brace \} and open brace \{}    正しい!

文字列値の末尾のバッ ク ス ラ ッ シュは、 直後が閉じ中括弧キ ャ ラ ク タであ る場合には、 も

う 1 個のバッ ク ス ラ ッ シュ を直前に付ける必要があ り ます ：

filename={C:\path\name\}                    誤り!

filename={C:\path\name\\}                   正しい!
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10.3 基本型

文字列 文字列は、 一般に非 ロ ーカ ラ イ ズのキー ワー ド のために用い ら れ る プ レーン

ASCII 文字列です （EBCDIC プラ ッ ト フ ォームでは EBCDIC 文字列）。空白または 「=」 キ ャ

ラ ク タ を含む文字列は、 { } で囲む必要があ り ます ：

password={ secret string }                  (3個の空白を含む文字列値)
contents={length=3mm}                       (1個の等号を含む文字列値)

キ ャ ラ ク タ { } は、 文字列の一部分と し たい場合には、 \ キ ャ ラ ク タ を直前に付ける必要が

あ り ます ：

password={weird\}string}                    (右中括弧を含む文字列値)

要素の閉じ中括弧の直前のバッ ク ス ラ ッ シュは、直前にバッ ク ス ラ ッ シュ キ ャ ラ ク タ を付

ける必要があ り ます ：

filename={C:\path\name\\}                   (1個のバックスラッシュで終わる文字列)

空文字列は、 中括弧の対で構築でき ます ：

{}

内容文字列・ハイパーテキス ト 文字列・名前文字列： これらは、 さ まざまな形式の Unicode

内容を持つこ と ができ ます。 パラ メ タ escapesequence が設定されている場合には、 シング

ルバイ ト はエスケープシーケン スで表すこ と もでき ます。 これらの文字列型と、 文字列オ

プシ ョ ンに対するエン コーデ ィ ング選択について詳し く は、PDFlib チュー ト リ アルを参照

し て く ださい。

非Unicode対応言語バイ ンデ ィ ング：オプシ ョ ン リ ス ト の先頭が[EBCDIC-]UTF-8 BOM

であ る場合には、 オプシ ョ ン リ ス ト の内容 ・ ハイパーテキ ス ト ・ 名前文字列はそれぞれ

[EBCDIC-]UTF-8 文字列と し て解釈されます。

Unichar Unichar は、1 個の Unicode 値であ り 、 い く つかの種類の文法に対応し ています：

10 以上の 10 進値 （例 ： 173）、 接頭辞 x ・ X ・ 0x ・ 0X ・ U+ のいずれかを付けた 16 進値

（xAD ・ 0xAD ・ U+00AD）、 数値参照、 文字参照、 グ リ フ名参照から 「&」 ・ 「;」 修飾を除い

た もの （shy ・ #xAD ・ #173）。 あ るいは、 リ テ ラルなキ ャ ラ ク タ を与え る こ と もでき ます。

Unichar は、 範囲 0 ～ 1 114 111 （0 ～ 0x10FFFF） 内であ る必要があ り ます ： 例 ：

unknownchar=?                   (リテラル)
unknownchar=63                  (10進)
unknownchar=x3F                 (16進)

unknownchar=0x3F                (16進)
unknownchar=U+003F              (Unicode記法)

lineseparator={CRLF}            (標準グリフ名参照)

1 個の数字キ ャ ラ ク タは、 10 進 Unicode 値と し てではな く 、 リ テ ラルに扱われます ：

replacementchar=3                   (U+0033 THREE。U+0003ではありません!)

Unicode 集合 Unicode 集合は、 以下の構成要素によ って構築する こ と ができ ます ：

> パターンは、 一連のキ ャ ラ ク タ を角括弧でま と めた ものであ り 、 Unicode キ ャ ラ ク タ群

と Unicode プロパテ ィ 集合群の リ ス ト を内容と し て持ちます。
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> リ ス ト は、 Unicode キ ャ ラ ク タの連鎖であ り 、 2 個のキ ャ ラ ク タの間に 「-」 で示し た範

囲を持つこ と ができ ます。 例 ： U+FB00-U+FB17。 連鎖は、 Unicode 順に左から右までの

すべてのキ ャ ラ ク タの範囲を示し ます。 複数の Unicode キ ャ ラ ク タは、 間を空白で区

切らずに直接つなげて書 く 必要があ り ます。 例 ： U+0048U+006C。

> リ ス ト 内の Unicode キ ャ ラ ク タは以下のよ う に指定でき ます ：

ASCII キ ャ ラ ク タは リ テ ラル と し て指定でき ます

ち ょ う ど 4 桁の 16 進数字 ： \uhhhh または U+hhhh
ち ょ う ど 5 桁の 16 進数字 ： U+hhhhh
1 ～ 6 桁の 16 進数字 ： \x{hhhhhh}
ち ょ う ど 8 桁の 16 進数字 ： \Uhhhhhhhh
エス ケープされたバッ ク ス ラ ッ シュ ： \\

> Unicode プロパテ ィ 集合は、Unicode プロパテ ィ によ って指定されます。プロパテ ィ 名を

指定する ための文法は、 POSIX と Perl 文法の拡張であ り 、 こ こ で type は Unicode プロ

パテ ィ の名前を （www.unicode.org/Public/UNIDATA/PropertyAliases.txt 参照）、 value は

その値を （www.unicode.org/Public/UNIDATA/PropertyValueAliases.txt 参照） 表し ます ：

POSIX 式文法 ： [:type=value:]
POSIX 式文法で否定 ： [:^type=value:]
Perl ス タ イル文法 ： \p{type=value}
Perl ス タ イル文法で否定 ： \P{type=value}
type= は、 Category ・ Script プロパテ ィ については省けますが、 それ以外のプロパテ ィ

については必要です。

> 集合演算をパターンに適用する こ と もでき ます ：

2 個の集合の和を と るには、 単純にそれら を連結し ます ： [[:letter:] [:number:]]
2 個の集合の積を と るには、 「&」 演算子を用います ： [[:letter:] & [U+0061-U+007A]]
2 個の集合の差を と るには、 「-」 演算子を用います ： [[:letter:]-[U+0061-U+007A]]
補集合を得るには、 開き 「[」 の直後に 「^」 を入れます ： [^U+0061-U+007A]。 それ以

外の場所では、 「^」 は特別な意味を持ちません。

表 10.1 にいろいろな Unicode 集合の例を挙げます。 下記 Web サイ ト を利用する と、 いろ

いろな Unicode 集合表現を対話的に試すこ と ができ ます ：

unicode.org/cldr/utility/list-unicodeset.jsp 

論理値 論理値は、値 true または false を と り ます。論理値オプシ ョ ンで値を省略する と、

値 true と見な されます。name=false の短縮記法 と し て noname を用いる こ と も可能です：

usehostfonts            (usehostfonts=trueと同等)

nousehostfonts          (usehostfonts=falseと同等)

キーワー ド キーワード型のオプシ ョ ンは、決められたキーワード の定義済 リ ス ト の 1 つ

を と る こ と ができ ます。 例 ：

clippingarea=cropbox

オプシ ョ ンによ っては、 数値 と キーワード のいずれかの値を と る ものも あ り ます。

数値 オプシ ョ ン リ ス ト は、 い く つかの数値型に対応し ています。

http://unicode.org/cldr/utility/list-unicodeset.jsp
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整数型は、 10 進 と 16 進の整数を と り ます。 x ・ X ・ 0x ・ 0X のいずれかで始ま る正の整数

は 16 進値を意味し ます ：

-12345
0
0xFF

float は、 10 進浮動小数点数または整数を と り ます。 ピ リ オ ド またはカンマを浮動小数点

値の小数点 と し て使えます。 指数記法にも対応し ています。 以下の値はすべて同等です ：

size = -123.45
size = -123,45
size = -1.2345E2
size = -1.2345e+2

表 10.1 いろいろな Unicode 集合の例

Unicode 集合の指定 その Unicode 集合内のキャ ラ ク タ群

[U+0061-U+007A] a から z までの小文字

[U+0640] アラ ビア文字タ ト ウ ィ ールの 1 キャ ラ ク タのみ

[\x{0640}] アラ ビア文字タ ト ウ ィ ールの 1 キャ ラ ク タのみ

[U+FB00-U+FB17] 欧文 ・ アルメ ニア文字の合字群

[^U+0061-U+007A] a から z まで以外のすべてのキャ ラ ク タ

[:Lu:]
[:UppercaseLetter:]

すべての大文字 （Unicode 集合の短形式と長形式）

[:L:]
[:Letter:]

L で始まるすべての Unicode カ テゴ リ （Unicode 集合の

短形式と長形式）

[:General_Category=Dash_Punctuation:] 一般カテゴ リ Dash_Punctuation 内のすべてのキャ ラ ク

タ

[:Alphabetic=No:] すべての非アルフ ァベ ッ ト キャ ラ ク タ

[:Private_Use:] 私用領域 （PUA） 内のすべてのキャ ラ ク タ
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10.4 図形型

矩形 矩形は、 矩形の左下隅と右上隅の x ・ y 座標を指定する float 値 4 個の リ ス ト です。

座標を解釈するための座標系 （デフ ォル ト またはユーザ座標系） はオプシ ョ ンによ って異

な り ますので、 都度説明し てあ り ます。 例 ：

includebox = {{0 0 500 100} {0 500 500 600}}
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10.5 一般関数

10.5.1 オプシ ョ ン処理

C++ void set_option(wstring optlist)
C#  Java void set_option(String optlist)

Perl  PHP set_option(string optlist)
VB  RB Sub set_option(optlist As String)

C void TET_set_option(TET *tet, const char *optlist)

TET に対する 1 個ないし複数のグローバルオプシ ョ ンを設定し ます。

optlist 表 10.2 に従ってグ ローバルオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。1 つのオ

プシ ョ ンが複数回与え られた と きは、 後に出現し た ものがそれ以前のものを上書き し ま

す。 1 個のオプシ ョ ンに複数の値を与え る ためには （searchpath など）、 このオプシ ョ ン

の リ ス ト 引数内ですべての値を与えて く ださい。

右記のオプシ ョ ンが使えます ： asciifile ・ cmap ・ codelist ・ encoding ・

filenamehandling ・ fontoutline ・ glyphlist ・ license ・ licensefile ・ logging ・ userlog ・

outputformat ・ resourcefile ・ searchpath

詳細 表 10.2 でその旨記されているオプシ ョ ンについては、 この関数を複数回呼び出し て値を

蓄積させる こ と もでき ます。 その旨記し ていないオプシ ョ ンでは、 新しい値が古い値を上

書き し ます。

表 10.2 TET_set_option( ) のグローバルオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

asciifile （論理値。 i5/iSeries ・ zSeries 上でのみ対応） ASCII エン コーデ ィ ングのテキス ト フ ァ イル （UPR 設

定フ ァ イル ・ グ リ フ リ ス ト ・ コー ド リ ス ト など） を受け付けます。 デフ ォル ト ： i5/iSeries では

true、 zSeries では false

cmap1 , 2
（名前文字列のリ ス ト ） 文字列対のリ ス ト 。 各対は、 CMap リ ソース 1 個の名前と値を内容と し て

持ちます （69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。

codelist1, 2
（名前文字列のリ ス ト ） 文字列対のリ ス ト 。 各対は、 コー ド リ ス ト リ ソース 1 個の名前と値を内容

と し て持ちます （69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。

encoding1, 2
（名前文字列のリ ス ト ） 文字列対のリ ス ト 。 各対は、 エン コーデ ィ ング リ ソース 1 個の名前と値を

内容と し て持ちます （69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。
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filename-
handling

（キーワー ド。 Windows では必須ではあ り ません） フ ァ イル名のターゲ ッ ト エン コーデ ィ ング。

Windows の場合このオプシ ョ ンは、 与えられたフ ァ イル名には適用されますが、 生成される フ ァ イ

ルの名前には適用されません （デフ ォル ト ： Mac OS X では unicode、 それ以外では honorlang） ：

ascii 7 ビ ッ ト ASCII

basicebcdic コー ド ページ 1047 に従った、 ただ し Unicode 値 <= U+007E のみの基本 EBCDIC

basicebcdic_37
コー ド ページ 0037 に従った、 ただ し Unicode 値 <= U+007E のみの基本 EBCDIC

honorlang 環境変数 LC_ALL ・ LC_CTYPE ・ LANG を解釈し、 それが utf8 ・ UTF-8 ・ cpXXXX ・

CPXXXX ・ iso8859-x ・ ISO-8859-x のいずれかを指定し ているなら フ ァ イル名へ適用。

legacy auto エン コーデ ィ ング （すなわち カ レン ト システムエン コーデ ィ ング） を用いてフ ァ

イル名を解釈し、 honorlang パラ メ タが設定されているなら LANG 変数を解釈。

unicode （EBCDIC-） UTF-8 形式の Unicode エン コーデ ィ ング

すべての有効なエン コーデ ィ ング名

TET が認識する任意の （内蔵またはユーザ定義の） エン コーデ ィ ング

Unicode 非対応言語バイ ンデ ィ ングで UTF-8 BOM な し で length=0 で与えられたフ ァ イル名はこの

filenamehandling オプシ ョ ンに従って解釈されます。

fontoutline1, 2 （名前文字列のリ ス ト ） 文字列対のリ ス ト 。 各対は、 FontOutline リ ソース 1 個の名前と値を内容と

し て持ちます （69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。

glyphlist1, 2
（名前文字列のリ ス ト ） 文字列対のリ ス ト 。 各対は、 グ リ フ リ ス ト リ ソース 1 個の名前と値を内容

と し て持ちます （69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。

hostfont1, 2
（名前文字列のリ ス ト ） 文字列対のリ ス ト 。 各対は、 埋めこ まれていないフ ォ ン ト に対し て用いた

いホス ト フ ォ ン ト の PDF フ ォ ン ト 名と UTF-8 符号化された名前を内容と し て持ちます。

license （文字列） ラ イセンスキーを設定し ます。 これは、 open_document*( ) を初めて呼び出すよ り前に設

定する必要があ り ます。

licensefile （文字列） ラ イセンスキー （群） を内容と し て持つフ ァ イルの名前を設定し ます。 このラ イセンス

フ ァ イルは、 TET_open_document*( ) を初めて呼び出すよ り前に 1 回だけ設定する こ とができます。

あるいは、 ラ イセンスフ ァ イルの名前は、 PDFLIBLICENSEFILE とい う環境変数で、 または

（Windows では） レジス ト リ を通じ て与える こ と もできます。

logging1
（オプシ ョ ン リ ス ト 。 非サポー ト ） 表 10.7 に従ってログ記録出力を指定するオプシ ョ ン リ ス ト 。 あ

るいは、 ログ記録オプシ ョ ン群は、 TETLOGGING とい う環境変数で、 または Windows ではレジス

ト リ を通じ て与える こ と もできます。 空のオプシ ョ ン リ ス ト にする と、 前回の呼び出し で設定し

たオプシ ョ ン群によ ってログ記録が有効にな り ます。 環境変数が設定されている場合には、 ログ

記録は、 TET_new( ) への 初の呼び出しの直後から開始されます。

userlog （名前文字列。 非サポー ト ） ログ記録が有効にされている場合にログフ ァ イルへ書き込まれる任意

の文字列。

output-
format

（キーワー ド。 C ・ Ruby ・ Perl ・ Python ・ PHP 言語バイ ンデ ィ ングのみ） TET_get_text( ) が返すテキ

ス ト の形式を指定し ます ：

utf8 文字列は、 （C の場合はヌル終端の） UTF-8 形式で返されます。

utf16 文字列は、 そのマシンのネイテ ィ ブバイ ト 順序の UTF-16 形式で返されます。

utf32 文字列は、 そのマシンのネイテ ィ ブバイ ト 順序の UTF-32 形式で返されます。

ebcdicutf8 （EBCDIC ベースのシステムでのみ利用可能） 文字列は、 ヌル終端 EBCDIC 符号化 UTF-

8 形式で返されます。 i5/iSeries ではコー ド ページ 37 が、 zSeries ではコー ド ページ

1047 が用いられます。

デフ ォル ト ： C ・ Ruby ・ Perl ・ Python ・ PHP の場合は utf8、 i5/iSeries ・ zSeries 上の C の場合は

ebcdicutf8

表 10.2 TET_set_option( ) のグローバルオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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resourcefile （名前文字列） UPR リ ソースフ ァ イルの相対または絶対フ ァ イル名。 このリ ソースフ ァ イルはただ

ちに読み込まれます。 既存のリ ソースは温存され、 その値は再設定された場合には新しいもので

上書き されます。 明示的な リ ソースオプシ ョ ンは、 リ ソースフ ァ イル内の項目の後に評価されま

す。

リ ソースフ ァ イル名は、 環境変数 TETRESOURCEFILE で、 または Windows のレジス ト リキーで与

える こ と もできます （69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。 デフ ォル ト ：

tet.upr （MVS では upr）

searchpath1
（名前文字列のリ ス ト ） 読み込みたいフ ァ イル群を含むデ ィ レ ク ト リの相対または絶対パス名

（群）。 この検索パスは複数回設定する こ と もでき、 その場合には項目は蓄積され、 設定し た順に

使用されます （69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。 空文字列にする と、 既

存のすべての検索パス項目が削除されます。 Windows では、 検索パスはレジス ト リ項目を通じ て設

定する こ と もできます。 デフ ォル ト ： 空

shutdown-
strategy

（整数） すべての TET オブジ ェ ク ト に対し て 1 回割り当てられるグローバルリ ソースの解放の方

式。 グローバルリ ソースはそれぞれ、 それが初めて必要と された時点で初期化されます。 このオ

プシ ョ ンは 1 個のプロセス内のすべての TET オブジ ェ ク ト に対し て同じ値に設定する必要があ り

ます。 そ う でない場合は動作は未定義です （デフ ォル ト ： 0） ：

0 そのリ ソースを何個の PLOP オブジ ェ ク ト が使用し ているかを参照カウン タが追跡し ま

す。 後の TET オブジ ェ ク ト が削除されて参照カウン タが 0 に落ちた時に、 そのリ

ソースは解放されます。

1 リ ソースはそのプロセスの終わり まで保持されます。 これはパフ ォーマンスを若干向上

させる可能性があ り ますが、 後の TET オブジ ェ ク ト が削除された後に必要な メ モ リ

が増加し ます。

1. 複数回呼び出すと オプシ ョ ン値を蓄積できます。
2. UPR 文法とは異な り、 名前と値の間の等号 「=」 は必須ではな く 、 許容も されません。

表 10.2 TET_set_option( ) のグローバルオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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10.5.2 セ ッ ト ア ッ プ

C TET *TET_new(void)

新規 TET オブジ ェ ク ト を作成し ます。

戻り値 後続の呼び出しで使用する TET オブジェ ク ト へのハン ド ル。 メ モ リ が得られなかったた

めにこの関数が成功し なかった と きは NULL を返し ます。

バインディング オブジェ ク ト 指向言語バイ ンデ ィ ングでは、この関数は TET コ ン ス ト ラ ク タ内に隠蔽され

ていますので、 利用でき ません。

Java void delete( )
C# void Dispose( )

C void TET_delete(TET *tet)

TET オブジ ェ ク ト を削除し て、 関連する内部リ ソースをすべて解放し ます。

詳細 TET オブジェ ク ト を削除する と、 その開いている文書も自動的にすべて閉じ られます。

TET オブジェ ク ト は、 閉じ られた後は、 いかなる関数でも使用し てはいけません。

バインディング オブジェ ク ト 指向言語バイ ンデ ィ ングでは、この関数は TET デス ト ラ ク タ内に隠蔽されて

いますので、一般に必要ではあ り ません。 ただし Java では、自動的なガベージコ レ ク シ ョ

ンに加えて明示的な ク リ ーンア ッ プを可能にするために、利用可能と なっています。.NET

では、 処理の 後に、 非マネージの リ ソース を ク リ ーンア ッ プする ために Dispose( ) を呼

び出すべきです。
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10.5.3 PDFlib 仮想フ ァ イルシステム （PVF）

C++ void create_pvf(wstring filename, const void *data, size_t size, wstring optlist)
C#  Java void create_pvf(String filename, byte[] data, String optlist)

Perl  PHP create_pvf(string filename, string data, string optlist)
VB  RB Sub create_pvf(filename As String, data, optlist As String)

C void TET_create_pvf(TET *tet,
const char *filename, int len, const void *data, size_t size, const char *optlist)

メ モ リ内で与え られたデータから、 名前付きの仮想の読み取り専用フ ァ イルを作成し ま

す。

filename （名前文字列） 仮想フ ァ イルの名前。 これは、 後続する TET 呼び出しにおいて

この仮想フ ァ イルを参照する ために使え る任意の文字列です。

len （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） filename が UTF-16 文字列の場合の長さ （バイ ト 単位

で）。 len=0 な らば、 ヌル終端文字列を与え る必要があ り ます。

data 仮想フ ァ イルのためのデータへの参照。 COM では、 これは仮想フ ァ イルを構成す

るデータ を内容 と し て持つ Byte の Variant です。 C ・ C++ では、 これは メ モ リ 位置へのポ

イ ン タです。 Java では、 これは byte 配列です。 Perl ・ PHP では、 これは文字列です。

size （C・C++ のみ） このデータ を内容 と し て持つ メ モ リ ブロ ッ ク の長さ をバイ ト 単位で。

optlist 表 10.3 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト 。 右記のオプシ ョ ンが使えます ： copy

詳細 仮想フ ァ イル名は、 入力フ ァ イル名を と る任意の API 関数に対し て与え る こ と ができ ま

す。 こ う し た関数のなかには、 そのデータ が も う 必要な く な る までその仮想フ ァ イルに

ロ ッ ク をかけ る も の も あ り ます。 仮想フ ァ イルは、 TET_delete_pvf( ) によ って明示的に、

あ るいは TET_delete( ) で自動的に削除される まで、 メ モ リ 内に保持されます。

各 TET オブジェ ク ト は、 それぞれ自分自身の PVF フ ァ イルのセ ッ ト を保持し ます。仮

想フ ァ イルを、 異なる TET オブジェ ク ト 間で共有する こ と はでき ません。 複数ス レ ッ ド

で個別の TET オブジェ ク ト を操作し ている場合、 PVF の使用を同期する必要はあ り ませ

ん。 filename で、 すでにあ る仮想フ ァ イル と同じ名前を指定する と例外が発生し ます。 こ

の関数では、filename がすでに通常のデ ィ ス ク フ ァ イルで使われているかど う かはチェ ッ

ク し ません。

copy オプシ ョ ンを与えていないかぎ り 、 与えたデータ を、 それに対応する TET_delete_
pvf( ) への呼び出しが成功する前に、 呼び出し側で変更し た り 解放 （削除） し た り し ては

いけません。 この決ま り に従わない と ク ラ ッ シュするおそれが高いです。

表 10.3 TET_create_pvf( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

copy （論理値） TET は、 与えられたデータの内部コ ピーをただちに作成し ます。 この場合、 与えたデー

タ を、 この呼び出しの直後に呼び出し側で廃棄し てもかまいません。 この copy オプシ ョ ンは、

COM ・ .NET ・ Java バイ ンデ ィ ングでは自動的にに設定されます （それ以外のバイ ンデ ィ ングでの

デフ ォル ト ： false）。 それ以外のバイ ンデ ィ ングでは、 copy オプシ ョ ンを与えないかぎ りデータ

は複製されません。
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C++ int delete_pvf(wstring filename)
C#  Java int delete_pvf(String filename)

Perl  PHP int delete_pvf(string filename)
VB  RB Function delete_pvf(filename As String) As Long

C int TET_delete_pvf(TET *tet, const char *filename, int len)

指名された仮想フ ァ イルを削除し、 そのデータ構造を解放し ます （ただ し その内容は解放

し ません）。

filename （名前文字列） TET_create_pvf( ) に与えたの と同じ、 仮想フ ァ イルの名前。

len （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） filename が UTF-16 文字列の場合の長さ （バイ ト 単位

で）。 len=0 な らば、 ヌル終端文字列を与え る必要があ り ます。

戻り値 指定された仮想フ ァ イルが存在し ているがロ ッ ク されている場合は -1、 それ以外の場合

は 1。

詳細 フ ァ イルがロ ッ ク されていなければ、TET はただちに、 filename に関連づけ られたデータ

構造を削除し ます。 filename と い う 名前の有効な仮想フ ァ イルが存在し ない場合には、 こ

の関数は何も警告など出さずに終了し ます。 こ の関数を呼び出し て成功し た後には、 その

filename は再利用する こ と もでき ます。 仮想フ ァ イルはすべて、 TET_delete( ) で自動的に

削除されます。

詳細な動作は、 これに対応する TET_create_pvf( ) への呼び出しの際に copy オプシ ョ ン

を与えていたかど う かに依存し ます ： copy オプシ ョ ンを与えていた場合には、 フ ァ イル

の管理データ構造 と フ ァ イル内容本体 （データ） の両方が解放されますが、 そ う でなかっ

た場合には、 内容は解放されません。 後者の場合にはク ラ イ アン ト 側で内容を解放する こ

と が期待されています。

C++ int info_pvf(wstring filename, wstring keyword)
C#  Java int info_pvf(String filename, String keyword)

Perl  PHP int info_pvf(string filename, string keyword)
VB  RB Function info_pvf(filename As String, keyword As String) As Long

C int TET_info_pvf(TET *tet, const char *filename, int len, const char *keyword)

仮想フ ァ イルまたは PDFlib 仮想フ ァ イルシステム （PVF） のプロパテ ィ を取得し ます。

filename （名前文字列） 仮想フ ァ イルの名前。 keyword=filecount の場合この filename は

空 とする こ と ができ ます。

len （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） filename が UTF-16 文字列の場合の長さ （バイ ト 単位

で）。 len=0 な らば、 ヌル終端文字列を与え る必要があ り ます。

keyword 表 10.4 に従ったキーワード。

詳細 この関数は、 仮想フ ァ イルまたは PDFlib 仮想フ ァ イルシステム （PVF） のさ まざまなプロ

パテ ィ を返し ます。 プロパテ ィ をキーワード で指定し ます。
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表 10.4 TET_info_pvf( ) のキーワー ド一覧

オプシ ョ ン 説明

filecount カ レン ト TET オブジ ェ ク ト のために保持されている PDFlib 仮想フ ァ イルシステム内のフ ァ イルの

総数。 filename 引数は無視されます。

exists そのフ ァ イルが PDFlib 仮想フ ァ イルシステム内に存在し ているなら （かつ削除されていないなら）

1、 そ う でないなら 0

size （存在する仮想フ ァ イルに対し てのみ） 指定し た仮想フ ァ イルのサイズをバイ ト 単位で。

iscopy （存在する仮想フ ァ イルに対し てのみ） 指定し た仮想フ ァ イルが作成された際に copy オプシ ョ ン

が与えられていたなら 1、 そ う でないなら 0

lockcount （存在する仮想フ ァ イルに対し てのみ） 指定し た仮想フ ァ イルに対し て TET 関数によ って内部的に

セ ッ ト されたロ ッ クの数。 このロ ッ ク カウン ト が 0 にならなければそのフ ァ イルは削除される こ

とができません。
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10.5.4 Unicode 変換関数

C++ string convert_to_unicode(wstring inputformat, string input, wstring optlist)
C#  Java String convert_to_unicode(String inputformat, byte[ ] input, String optlist)

Perl  PHP string convert_to_unicode(string inputformat, string input, string optlist)
VB  RB Function convert_to_unicode(inputformat As String, input As String, optlist As String) As String

C const char *TET_convert_to_unicode(TET *tet,
const char *inputformat, const char *input, int inputlen, int *outputlen, const char *optlist))

任意のエン コーデ ィ ングの文字列を、 さ まざまな形式の Unicode 文字列へ変換し ます。

inputformat 入力文字列の解釈を指定する Unicode テキス ト 形式またはエン コーデ ィ ン

グ名 ：

> Unicode テキス ト の各形式 ： utf8 ・ ebcdicutf8 ・ utf16 ・ utf16le ・ utf16be ・ utf32
> すべての内部的に知られる 8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ング と、ホス ト システム上で利用可能

なエン コーデ ィ ング と、 日中韓エン コーデ ィ ング cp932 ・ cp936 ・ cp949 ・ cp950
> キーワード autoは右記の動作を指定し ます：入力文字列にUTF-8かUTF-16のBOMがあ

る場合には、 それを用いて正しい形式が決定され、 そ う でない場合はカ レ ン ト シス テ

ム コードページ と見な されます。

input Unicode へ変換し たい文字列。

input Unicode へ変換し たいデータ を内容 と するバ リ アン ト （REALbasic な ら メ モ リ ブ

ロ ッ ク）。

inputlen （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 入力文字列の長さ をバイ ト 単位で。inputlen=0 な

らば、 ヌル終端文字列を与え る必要があ り ます。

outputlen （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 返される文字列の長さ （バイ ト 単位で） を格納

させたい メ モ リ 位置への C ス タ イルポイ ン タ。

optlist 表 10.5 に従ってオプシ ョ ンを指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 入力フ ィ ルタオプシ ョ ン ： charref ・ escapesequence
> Unicode 変換オプシ ョ ン ： bom ・ errorpolicy ・ inflate ・ outputformat

戻り値 指定し た引数 と オプシ ョ ンに従って入力文字列から生成された Unicode 文字列。 入力文字

列が、 指定 し た入力形式に従 っ て い な い （無効 な UTF-8 文字列 な ど） と き は、

errorpolicy=return であれば空の出力文字列が返され、 errorpolicy=exception であれば例外

が発生し ます。

詳細 この関数は Unicode 文字列変換全般に有用でし ょ う 。 これは、 適当な Unicode 変換機能を

提供し ていない環境で作業するユーザの利便のために提供されています。

バインディング C バイ ンデ ィ ング ： 返される文字列は、 大 10 項目を持つ リ ングバッ フ ァに格納されま

す。 10 個を超え る文字列が変換された と きには、 バッ フ ァは再利用されますので、 10 個

を超え る文字列を同時に利用し たい場合には、ク ラ イ アン ト 側でその文字列を複製し てお

く 必要があ り ます。 た と えば printf( ) 文 1 個の中にはこの関数への呼び出し を 大 10 個

まで引数 と し て入れる こ と ができ ます。 10 個を超え る文字列が同時に使用されないな ら

ば、 その戻 り 文字列は互いに独立であ る こ と が保証されているからです。
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C++ バイ ンデ ィ ング ： inputformat と optlist は通常通 り wstring と し て渡す必要があ り ま

すが、 input と戻 り データは string 型を持つ必要があ り ます。

Python バイ ンデ ィ ング ： UTF-8 の戻 り 値は文字列と し て返 り ます。 Python 3 ： 非 UTF-8

の戻 り 値はバイ ト 列 と し て返 り ます。

表 10.5 TET_convert_to_unicode( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

charref （論理値） true の場合、 数値 ・ 文字実体参照とグ リ フ名参照の置き換えを有効にし ます。 デフ ォル

ト ： false

bom （キーワー ド。 outputformat=utf32 のと きは無視されます） 出力文字列にバイ ト 順序マーク

（BOM） を付加する方式。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： none） ：

add BOM を付加。

keep 入力文字列に BOM があるなら BOM を付加。

none BOM を付加し ない。

optimize outputformat=utf8 または ebcdicutf8 かつ出力文字列が範囲 < U+007F のキャ ラ ク タの

みを含む場合を除いて BOM を付加。

errorpolicy （キーワー ド） 変換エラーの際の動作 （デフ ォル ト ： exception） ：

return 文字参照が解決できないと き、 または指定されたフ ォ ン ト 内に内蔵コー ドかグ リ フ ID

が存在し ないと き、 置換キャ ラ ク タ U+FFFD が使用されます。 変換エラーの場合には空

文字列が返されます。

exception 変換エラーの場合には例外が発生し ます。

escape-
sequence

（論理値） true の場合、 文字列内のエスケープシーケンスの置き換えを有効にし ます。 デフ ォル

ト ： false

inflate （論理値。 inputformat=utf8 の場合のみ。 outputformat=utf8 のと きは無視されます） true の場

合、 無効な UTF-8 入力文字列は例外を発生させず、 指定された出力形式のイ ン フ レー ト されたバ

イ ト 文字列が生成されます。 これはデバッ グに有用で し ょ う。 デフ ォル ト ： false

output-
format

（キーワー ド） 生成し たい文字列の Unicode テキス ト 形式 ： utf8 ・ ebcdicutf8 ・ utf16 ・ utf16le ・

utf16be ・ utf32。 空文字列は utf16 と同等です。 デフ ォル ト ： utf16

Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ング ： 出力形式は強制的に utf16 にな り ます。

C++ 言語バイ ンデ ィ ング ： 右記の出力形式のみ許されます ： ebcdicutf8 ・ utf8 ・ utf16 ・ utf32。



10.5  一般関数 167

10.5.5 例外処理

C++ wstring get_apiname( )

C#  Java String get_apiname( )

Perl  PHP string get_apiname( )

VB  RB Function get_apiname( ) As String

C const char *TET_get_apiname(TET *tet)

例外を発生させた、 または失敗し た API 関数の名前を得ます。

戻り値 例外を発生させた関数の名前、 または、 呼び出されてエラーコード を持って失敗し た 近

の関数の名前。 エラーがなかった場合は空文字列が返されます。

C++ wstring get_errmsg( )

C#  Java String get_errmsg( )

Perl  PHP string get_errmsg( )

VB  RB Function get_errmsg( ) As String

C const char *TET_get_errmsg(TET *tet)

後に発生し た例外の、 または失敗し た関数呼び出しの原因のテキス ト を得ます。

戻り値 後に発生し た例外の説明を、 または、 呼び出されてエラーコード を持って失敗し た 近

の関数の原因を内容 と し て持つテキ ス ト 。 エ ラーがなかった場合は空文字列が返さ れま

す。

C++ int get_errnum( )

C#  Java int get_errnum( )

Perl  PHP long get_errnum( )

VB  RB Function get_errnum( ) As Long

C int TET_get_errnum(TET *tet)

後に発生し た例外の、 または、 失敗し た関数呼び出しの原因の番号を得ます。

Get the number of the last thrown exception or the reason for a failed function call.

戻り値 例外の番号、 または、 呼び出さ れてエ ラーコー ド を持って失敗し た 近の関数のエ ラー

コード。 エラーがなかった場合はこの関数は 0 を返し ます。

C TET_TRY(tet)

C TET_CATCH(tet)

C TET_RETHROW(tet)

C TET_EXIT_TRY(tet)

例外処理ブロ ッ ク をセ ッ ト ア ッ プ し ます。 例外をキャ ッ チ し ます。 例外を再び投げます。

例外機構に対し、対応する TET_CATCH( ) ブロ ッ クに入る こ と な く TET_TRY( ) ブロ ッ クから
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抜ける こ と を通知し ます。 TET_RETHROW( ) を用いる と、 例外をキャ ッ チ し た後に、 よ り

高いレベルの関数へそれを再び投げる こ とができます。

詳細 （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 29 ページの 3.2 「C バイ ンデ ィ ング」 を参照。
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10.5.6 ログ記録

ロ グ記録機能を利用する と、 API 呼び出し群を追跡する こ と ができ ます。 そのロ グフ ァ イ

ルの内容は、 デバッ グ目的に有用なほか、 PDFlib GmbH サポー ト から求められる こ と があ

り ます。 表 10.6 に、 TET_set_option( ) （158 ページの 10.5.1 「オプシ ョ ン処理」 を参照） で

ロ グ記録機能を有効にするためのオプシ ョ ンを挙げます。

ロ グ記録オプシ ョ ンは、 以下の方法で与え る こ と ができ ます ：

> TET_set_option( ) の logging オプシ ョ ンに対するオプシ ョ ン リ ス ト と し て。 例 ：

tet.set_option("logging", "filename=debug.log remove")

> TETLOGGING と い う 環境変数で。 こ の場合、 ロ グ記録出力は、 API 関数のいずれかを

初に呼び出し た時から開始されます。

表 10.6 TET_set_option( ) のログ記録関連キー一覧

キー 説明

logging 表 10.7 に従ったログ記録オプシ ョ ン群を持つオプシ ョ ン リ ス ト

userlog ログフ ァ イルへ複製される文字列

表 10.7 TET_set_option( ) の logging オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

キー 説明

（空リ ス ト ） disable で無効化されているログ出力を有効にし ます。

disable （論理値） ログ出力を無効化し ます。 デフ ォル ト ： false

enable （論理値） ログ出力を有効にし ます。

filename （文字列） ログフ ァ イルの名前 （stdout と stderr も受け付けます）。 すでに内容がある と き、 出力

はその末尾に追加されます。 ログフ ァ イル名はあるいは、 TETLOGFILENAME とい う環境変数で与

える こ と もできます （この場合、 このオプシ ョ ン filename はつねに無視されます）。 デフ ォル ト ：

tet.log （Windows と Mac では / デ ィ レ ク ト リ内。 Unix では /tmp 内）

flush （論理値） true の場合、 ログフ ァ イルは、 必ず出力が実際にフ ラ ッ シュ されるよ う、 出力のたびに

閉じ られ、 次の出力の時にまた開かれます。 プログラムのク ラ ッ シュ を追跡する際に、 ログフ ァ

イルが途中で終わって し ま っている場合に有用で し ょ う。 ただ し速度はかな り遅 く な り ます。

false の場合、 ログフ ァ イルは 1 回だけ開かれます。 デフ ォル ト ： false

remove （論理値） true の場合は、 新しい出力を書き こむ際に、 既存のログフ ァ イルは削除されます。 デ

フ ォル ト ： false

stringlimit （整数） テキス ト 文字列内のキャ ラ ク タの数の上限。 0 なら無制限。 デフ ォル ト ： 0
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classes （オプシ ョ ン リ ス ト ） 整数型のオプシ ョ ン群を内容と し て持つリ ス ト 。 こ こで各オプシ ョ ンはログ

記録ク ラ スを記述し、 おのおのの値はその粒度を記述し ます。 レベル 0 はログ記録ク ラスを無効

化し、 正の数値はク ラ スを有効にし ます。 レベルが上がるほど詳細な出力を与えます。 以下のオ

プシ ョ ンが使えます （デフ ォル ト ： {api=1 warning=1}） ：

api すべての API 呼び出し を、 その引数と結果と と もにログ記録し ます。 api=2 の場合は、

すべての API 追跡行の頭にタ イムス タ ンプが生成される と と もに、 非推奨の関数 ・ オプ

シ ョ ンにはその旨注記されます。 api=3 の場合は、 try/catch 呼び出しがログ記録されま

す （入れ子の例外処理によるデバッ グ問題に対し て有用です）。

filesearch SearchPath または PVF を通じ たフ ァ イルの場所特定に関連するすべての試みをログ記

録し ます。

resource Windows レジス ト リ ・ UPR 定義を通じ た リ ソースの場所特定のすべての試みを、 そのリ

ソース検索の結果と と もにログ記録し ます。

user userlog オプシ ョ ンで与えられたユーザ指定のログ記録出力。

warning すべての警告を、 すなわち、 無視または内部修復できるエラー状況をログ記録し ます。

warning=2 の場合は、 例外を発生させずに、 TET_get_errmsg( ) を通じ て取得できる メ ッ

セージテキス ト を残す関数からのメ ッ セージ と、 フ ァ イルを開こ う と し た試みの失敗す

べての原因も ログ記録されます。

表 10.7 TET_set_option( ) の logging オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

キー 説明
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10.6 文書関数

C++ int open_document(wstring filename, wstring optlist)

C#  Java int open_document(String filename, String optlist)

Perl  PHP long open_document(string filename, string optlist)

VB  RB Function open_document(filename As String, optlist As String) As Long

C int TET_open_document(TET *tet, const char *filename, int len, const char *optlist)

内容を抽出し たい、 デ ィ スクベースの、 または仮想の PDF 文書を開きます。

filename （名前文字列） 処理させたい PDF 入力フ ァ イルの絶対または相対名。 このフ ァ

イルは、searchpath リ ソースカテゴ リ 内で指定されているすべてのデ ィ レ ク ト リ 内で検索

されます。 Windows では、 UNC パス と、 マ ッ プ されたネ ッ ト ワーク ド ラ イブも使えます。

PHP では、 Unicode フ ァ イル名は UTF-8 であ る必要があ り ます。

非 Unicode 言語バイ ンデ ィ ングでは、 len = 0 の場合、 フ ァ イル名はカレン ト システム

コードページで解釈されます。 ただし、 UTF-8 BOM が頭に付いている場合は、 UTF-8 か

EBCDIC-UTF-8 と し て解釈されます。

len （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） filename が UTF-16 文字列の場合の長さ （バイ ト 単位

で）。 len=0 な らば、 ヌル終端文字列を与え る必要があ り ます。

optlist 表 10.8 に従って文書オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 右記のオプ

シ ョ ンが使えます ： checkglyphlists ・ decompose ・ encodinghint ・ fold ・ glyphmapping ・

lineseparator ・ normalize ・ inmemory ・ password ・ repair ・ requiredmode ・ shrug ・ tetml ・

usehostfonts ・ wordseparator ・ zoneseparator

戻り値 エラー時は -1、 そ う でないな ら文書ハン ド ル。 た と えば、 入力文書または TETML 出力

フ ァ イルを開 く こ と ができ ない と きはエラーにな り ます。 -1 が返された場合には、 TET_
get_errmsg( ) を呼び出し てエラーの詳細を知る こ と を推奨し ます。

詳細 1 個の TET オブジェ ク ト 内で、任意の数の文書を同時に開いてお く こ と ができ ます。 しか

し、1 個の TET オブジェ ク ト を複数のス レ ッ ド で同時に、 ア ク セス を同期する ロ ッ ク機構

な しで使用し てはいけません。

暗号化 ： 文書が暗号化されている場合は、 その権限設定が内容抽出を許し ている な ら

ば、 そのユーザパス ワード を password オプシ ョ ンで与え る必要があ り ます。 権限設定が

内容抽出を許し ていない場合には、 その文書のマス タパス ワー ド を与え る必要があ り ま

す。 requiredmode オプシ ョ ンを指定し ている場合は、 正しいパス ワー ド がな く て も文書

を開 く こ と ができ ますが、 操作は制限されます。 shrug オプシ ョ ンを用いる と、 保護され

た文書から一定の条件下で内容抽出を可能にする こ と ができ ます （67 ページの 5.1 「暗号

化 PDF から内容を抽出」 を参照）。

i5/iSeries 上での対応フ ァ イルシステム ： TET は、 PC タ イプのフ ァ イルシステムでの

みテス ト されています。 ですので、 入力 ・ 出力フ ァ イルは、 IFS （統合フ ァ イルシステム）

内の PC タ イプフ ァ イル内になければな り ません。QSYS.lib フ ァ イルシステム内の入力フ ァ

イルはテス ト されておらず、 サポー ト されていません。 QSYS.lib フ ァ イルは多 く の場合、

レ コー ド ベース ま たはデータベース オブジ ェ ク ト のために用い ら れますので、 TET を

QSYS.lib オブジ ェ ク ト と と も に使用する と 予期し ない動作結果を招 く おそれがあ り ます。

TET フ ァ イル I/O ス ト リ ームはつねにス ト リ ームベースであ り 、レ コードベースではあ り

ません。 
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表 10.8 TET_open_document( ) ・ TET_open_document_callback( ) の文書オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

check-
glyphlists

（論理値） true ならば、 TET は、 テキス ト 抽出が始まる前に、 すべての condition=allfonts の内

蔵グ リ フマ ッ ピング規則をチ ェ ッ ク し ます。 そ う でないなら、 グローバルなグ リ フマ ッ ピング規

則は適用されません。 このオプシ ョ ンは処理速度を低下させますが、 デフ ォル ト で Unicode へマ ッ

プできないグ リ フ名を持つある種の TeX 文書に対し て有用です。 デフ ォル ト ： false

decompose （キーワー ドかオプシ ョ ン リ ス ト ） 指定し た Unicode 分解タグを持つ、 かつ、 指定し た Unicode 集

合の一部であるすべてのキャ ラ ク タに適用される Unicode 分解。 これらの条件はサブオプシ ョ ンの

名前と値で与えられます。 分解を用いる と、 等価な Unicode キャ ラ ク タ間の違いを除去するか温存

する こ とができます （105 ページの 7.3 「Unicode 後処理」 を参照）。

デフ ォル ト ： 111 ページの 「デフ ォル ト 分解」 を参照し て く だ さい。 ただ し、 normalize オプシ ョ

ンが none 以外の値を持つと きは、 すべてのデフ ォル ト 分解は無効化されます。 すなわち、

normalize オプシ ョ ンを設定する とデフ ォル ト が decompose=none に設定されます。 ただ し、 ユー

ザ指定の分解はなお適用する こ とができます。

リ ス ト に換えて、 以下のキーワー ド を与える こ と もできます ：

none 何の分解も適用されません。

default 他の指定し た分解の前に、 デフ ォル ト 分解 （111 ページの 「デフ ォル ト 分解」 を参照）

が適用されます。

分解のための以下のサブオプシ ョ ンが使えます ：

canonical ・ circle ・ compat ・ final ・ font ・ fraction ・ initial ・ isolated ・ medial ・ narrow ・ nobreak ・

small ・ square ・ sub ・ super ・ vertical ・ wide
これらの各サブオプシ ョ ンは、 分解のド メ イ ンを、 すなわち、 分解が適用される Unicode キャ ラ ク

タの集合を指定する文字列またはキーワー ド を受け付けます。 文字列は、 ド メ イ ンの Unicode 集合

を指定し ます。 これを用いる と、 指定し た分解タグを持つキャ ラ ク タの部分集合に分解を制限す

る こ とができます。 このド メ イ ンの外のキャ ラ ク タは変更されません。

Unicode 集合の文字列に換えて、 以下のキーワー ド を与える こ と もできます ：

_all 全 Unicode キャ ラ ク タの集合。 すなわち、 分解は、 指定し た分解タグを持つすべての

キャ ラ ク タに適用されます。

_none 空集合。 すなわち、 分解はま った く 適用されません。

encodinghint （文字列1） 標準規則ではマ ッ プできず、 定義済内部グ リ フマ ッ ピング規則によ ってのみマ ッ プで

きるグ リ フ名に対する Unicode マ ッ ピングを決定するために用いられるエン コーデ ィ ングの名前。

キーワー ド none を用いる と、 すべての定義済規則を無効化する こ とができます。 デフ ォル ト ：

winansi
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fold （キーワー ド、 またはリ ス ト のリ ス ト 。 それぞれの内側のリ ス ト の 1 番目の要素は Unicode 集合ま

たはキーワー ド、 2 番目の要素は Unichar またはキーワー ド） Unicode 集合と し て指定し た字形統

合ド メ イ ン内のすべてのキャ ラ ク タに対し、 字形統合 （等価マ ッ ピング） を適用し ます。 この字

形統合は、 lineseparator または wordseparator オプシ ョ ンで追加し た区切りキャ ラ ク タ を除 く す

べてのテキス ト に対し て適用されます （105 ページの 7.3 「Unicode 後処理」 を参照）。 デフ ォル

ト ： 107 ページの表 7.3 を参照。

リ ス ト に換えて、 以下のキーワー ド を与える こ と もできます ：

none 字形統合は一切適用されません。

サブ リ ス ト に換えて、 以下のキーワー ド を与える こ と もできます ：

default 他の指定し た字形統合の前に、 デフ ォル ト 字形統合が適用されます。

各リ ス ト の 1 番目の要素は、 字形統合のド メ イ ンを、 すなわちその字形統合が適用される Unicode

キャ ラ ク タの集合を指定し ます。 文字列は、 ド メ イ ンの Unicode 集合を指定し ます。 1 個のキャ ラ

ク タが、 fold オプシ ョ ン内で指定し ている複数の集合に含まれている場合には、 初に一致し た

集合の定義が他のすべてに優先し ます。 問題を避けるため、 重ならない集合を用いる こ と を推奨

し ます。

Unicode 集合に換えて、 以下のキーワー ド を与える こ と もできます ：
_dehyphenation

字形統合は、 改行位置でハイ フ ン区切り された単語内で見つかったハイ フ ンキャ ラ ク タ

に適用されます。 これらのキャ ラ ク タは、 TET_get_char_info( ) が返す attributes メ ンバ

内と、 TETML 内の @dehyphenation 属性でフ ラグが立ちます。

各リ ス ト の 2 番目の要素は、 字形統合のターゲッ ト キャ ラ ク タ またはアクシ ョ ンを内容と し て持

ちます。 これは以下の種類のいずれかで指定し ます ：

(Unichar) そのド メ イ ン内のすべてのキャ ラ ク タ を、 指定し た Unicode キャ ラ ク タへ置き換えま

す。

remove ド メ イ ン内のすべてのキャ ラ ク タが除去されます。

preserve ド メ イ ン内のキャ ラ ク タは変更されません。

unknownchar
ド メ イ ン内のすべてのキャ ラ ク タ を、 unknownchar オプシ ョ ンで指定し たキャ ラ ク タへ

置き換えます。

glyphmapping （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト ） オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 。 こ こで各オプシ ョ ン リ ス ト は、 標準メ

ソ ッ ド できちんと マ ッ プできない 1 個ないし複数のフ ォ ン ト / エン コーデ ィ ングの組み合わせに

対するグ リ フマ ッ ピング方式を記述し ます。 このマ ッ ピングは、 設定された順に用いられます。

後のオプシ ョ ン リ ス ト がフ ォ ン ト 名ワイルド カー ド 「*」 を含んでいる場合には、 それ以前の

マ ッ ピングは用いられな く な り ます。 各規則は、 表 10.9 に従ったオプシ ョ ン リ ス ト を内容と し て

持ちます。 特定のフ ォ ン ト 名にマ ッ チするすべてのグ リ フマ ッ ピングがこのフ ォ ン ト に適用され

ます （デフ ォル ト ： 定義済内蔵グ リ フ規則群が適用されます）。

なお、 グ リ フマ ッ ピング規則は、 UPR フ ァ イル内の外部リ ソース と し て指定する こ と もできます

（69 ページの 5.2 「リ ソース設定と フ ァ イル検索」 を参照）。

lineseparator （Unichar。 granularity=zone ・ page の場合のみ） 行ど う しの間に挿入させたいキャ ラ ク タ2。 デ

フ ォル ト ： U+000A

normalize （キーワー ド） テキス ト 出力を、 Unicode 正規化形の 1 つへ正規化し ます ：

none いかなる正規化も適用し ません。

nfc 正規化形 C （NFC） ： 正準分解の後に正準合成

nfd 正規化形 D （NFD） ： 正準分解

nfkc 正規化形 KC （NFKC） ： 互換分解の後に正準合成

nfkd 正規化形 KD （NFKD） ： 互換分解

Unicode 正規化形には正準分解と互換分解がかかわってきますので、 オプシ ョ ン decompose と

normalize の組み合わせは注意深 く 行う必要があ り ます。 normalize オプシ ョ ンを none 以外の値

に設定する と、 分解のデフ ォル ト は decompose=none に設定されます。 normalize オプシ ョ ンは

decompose オプシ ョ ンの後に処理されます。

表 10.8 TET_open_document( ) ・ TET_open_document_callback( ) の文書オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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inmemory （論理値。 TET_open_document( ) のみ） true の場合、 TET はフ ァ イル全体を メ モ リ内へ読み込み、

それをそこで処理し ます。 これは、 システムによ っては驚異的なパフ ォーマンス向上につながる

こ とがあ り ますが （と く に MVS）、 そのかわり メ モ リ使用量も増えます。 false の場合、 文書の

個々の部分が必要に応じ てデ ィ スクから読み込まれます。 デフ ォル ト ： false

password （文字列） 暗号化された文書に対するユーザパスワー ド ・ マス タパスワー ド ・ 添付パスワー ドのい

ずれか。 その文書の権限設定がテキス ト コ ピーを許し ている場合には、 ユーザパスワー ド で充分

ですが、 そ う でない場合はマス タパスワー ド を与える必要があ り ます。

文書の暗号化ステータ スを取得する方法と、 ユーザまたはマス タパスワー ド を知らな く ても適用

できる pCOS 操作については、 pCOS パス リ フ ァ レンスを参照し て く だ さい。

shrug オプシ ョ ンを用いる と、 保護された文書から一定の条件下で内容抽出を可能にする こ とがで

きます （67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽出」 を参照）。

repair （キーワー ド） 破損 PDF 文書の扱い方を指定し ます。 文書の修復は、 通常のパースよ り も時間がか

かり ますが、 ある種の破損 PDF が処理できるよ う になる可能性があ り ます。 ただ し文書によ って

は、 修復できないほど破損し ている場合もあ り ます （デフ ォル ト ： auto） ：

force 文書に問題があってもな く ても、 無条件に文書の修復を試みます。

auto PDF を開 く 際に問題が検出された と きにのみ文書を修復し ます。

none 文書の修復の試みは一切行われません。 PDF 内に問題がある と きは、 関数呼び出しは失

敗し ます。

requiredmode （キーワー ド） 文書を開 く 際に受け入れられる 小 pCOS モー ド （ 小 ： minimum/ 制限 ：

restricted/ フル ： full）。 結果の pCOS モー ド （pCOS パス リ フ ァ レンス参照） が、 求めたモー

ド よ り も低 く なる場合は呼び出しは失敗し ます。 呼び出しが成功し た と きは、 結果の pCOS モー

ドが 低でも このオプシ ョ ンで指定し たものである こ とが保証されます。 ただ し、 それよ り高 く

なる場合もあ り ます。 た と えば、 暗号化されていない文書に対し て requiredmode=minimum を指定

する と、 結果はフルモー ド にな り ます。 デフ ォル ト ： full

shrug （論理値） true の場合、 シュ ラ ッ グ機能が有効にな り、 保護された文書から一定の条件下で内容抽

出が可能にな り ます （67 ページの 5.1 「暗号化 PDF から内容を抽出」 を参照）。 shrug オプシ ョ ン

を用いる場合には、 その PDF 文書作成者の権利を尊重し て く だ さい。 デフ ォル ト ： false

tetml （オプシ ョ ン リ ス ト ） TETML 出力が開始され、 そ し て TET_process_page( ) でページご とに作成でき

ます。 以下のサブオプシ ョ ンが使えます ：

elements （論理値のリ ス ト ） 出力内に特定の TETML 要素が含ませるかど うかを指定し ます （デ

フ ォル ト ： すべて true） ：
docinfo /TET/Document/DocInfo 要素

docxmp /TET/Document/Metadata 要素

options 要素 /TET/Document/Options と /TET/Document/Pages/Page/Options
encodingname

（キーワー ド） 生成される TETML のテキス ト 宣言の XML エン コーデ ィ ング宣言内で用

いたい名前。 出力はつねに UTF-8 で生成されます （デフ ォル ト ： UTF-8） ：

_none エン コーデ ィ ング宣言は作成されません。 出力は同様に UTF-8 形式にな り ま

す。
UTF-8 宣言 encoding="UTF-8" が作成されます。

これ以外のエン コーデ ィ ング名は、 エン コーデ ィ ング宣言内に リ テラルに用いられま

す。 適切なエン コーデ ィ ング名を与える と と もに、 TET が TETML 出力を完成させた後

に、 生成された TETML （UTF-8 です） を、 指定し たエン コーデ ィ ングへ変換する こ と

は、 ク ラ イアン ト 側の役割です。

filename （文字列） TETML フ ァ イルの名前。 filename を与えなかった場合には、 出力はメ モ リ内

に生成され、 TET_get_xml_data( ) で取得する こ とができます。 関数呼び出しが失敗し た

（すなわち、 PDF 入力文書を う ま く 開 く こ とができなかった） 場合には、 TETML 出力は

生成されません。

表 10.8 TET_open_document( ) ・ TET_open_document_callback( ) の文書オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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unknown-
char

（Unichar） PDF 文書内の情報が整合し ない、 または存在し ないために、 Unicode へマ ッ プできない

キャ ラ ク タに対する置き換え と し て用いたいキャ ラ ク タ。 U+0000 にする と、 未知キャ ラ ク タは除

去されます。 デフ ォル ト ： U+FFFD （置換キャ ラ ク タ）

関連するオプシ ョ ン ： 未知の （PUA） キャ ラ ク タ を も、 指定し た unknownchar へ置き換えたいと き

は、 fold={{[:Private_Use:] unknownchar}} を用います。 それら を除去するには

fold={{[:Private_Use:] remove}} を用います。

usehostfonts （論理値） true の場合、 埋めこ まれていないが Unicode マ ッ ピングを決定するために必要なフ ォ ン

ト のデータは、 Mac または Windows ホス ト オペレーテ ィ ングシステム上で検索されます。 デフ ォ

ル ト ： true

wordseparator （Unichar。 granularity=line ・ page の場合のみ） 単語ど う しの間に挿入させたいキャ ラ ク タ 2。 デ

フ ォル ト ： U+0020

1. 表 10.9 の脚注 2 を参照
2. 区切りキャ ラ ク タ を無効化するには U+0000 を用います。

表 10.9 TET_open_document( ) ・ TET_open_document_callback( ) の glyphmapping オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

codelist （文字列） フ ォ ン ト に適用させたいコー ド リ ス ト リ ソースの名前。 これは、 埋めこ まれた

ToUnicode CMap またはエン コーデ ィ ング項目よ り も優先されます。

fontname （名前文字列） 規則に対し て選択される フ ォ ン ト （群） の名前の一部分ないし全体。 部分集合接頭

辞を与えている と きは、 指定し た部分集合だけが選択されます。 部分集合接頭辞を一切与えてい

ないと きは、 名前 （部分集合接頭辞な しの） がマ ッ チするすべてのフ ォ ン ト が選択されます。 限
られたワイルド カー ド 1 が使えます。 デフ ォル ト ： *

fonttype （キーワー ドのリ ス ト ） グ リ フマ ッ ピングは、 指定し た種類のフ ォ ン ト に対し てのみ適用されま

す ： * （あらゆる種類のフ ォ ン ト を意味し ます） ・ Type1 ・ MMType1 ・ TrueType ・ CIDFontType2 ・

CIDFontType0 ・ Type3。 デフ ォル ト ： *

force-
encoding

（文字列2 1 個か 2 個のリ ス ト 。 名前 2 個がある と きは、 1 番目は winansi ・ macroman ・ Custom のい

ずれかでなければな り ません）

8 ビ ッ ト エン コーデ ィ ングのフ ォ ン ト ： 1 番目のエン コーデ ィ ングを、 2 番目の名前で指定し たエ

ン コーデ ィ ング リ ソースへ置き換えます。 項目が 1 個しか与えられていないと きは、 指定された

エン コーデ ィ ングを用いて MacRoman ・ WinAnsi ・ MacExpert エン コーデ ィ ングのすべてのイ ンス タ

ンスが置き換えられます。 このオプシ ョ ンがフ ォ ン ト にマ ッ チ した場合には、 その同じ フ ォ ン ト

に対し ては他のグ リ フマ ッ ピングは一切適用されません。

CID フ ォ ン ト ： 値 1 個 unicode にのみ対応し ています。 これは CID 値を Unicode 値と し て解釈し ま

す。

forcettsymbol-
encoding

（キーワー ド または文字列 2） 埋め込まれた、 実際にはテキス ト フ ォ ン ト である擬似 TrueType 記号

フ ォ ン ト に対する Unicode マ ッ ピングを決定するために使われるエン コーデ ィ ングの名前か、 また

は以下のキーワー ドの 1 つ （デフ ォル ト ： auto） ：

auto フ ォ ン ト の内蔵エン コーデ ィ ング （後述） が、 記号範囲 U+F0000 ～ U+F0FF 内の Uni-
code キャ ラ ク タ を少な く と も 1 個含んでいる場合には、 encodinghint オプシ ョ ンで指

定し たエン コーデ ィ ングを用いて擬似記号キャ ラ ク タが本当のテキス ト キャ ラ ク タへ

マ ッ プ されます。 そ う でない場合には、 encodinghint は使われず、 キャ ラ ク タは

builtin キーワー ド に従ってマ ッ プ されます。

builtin フ ォ ン ト の post テーブル内のグ リ フ名の Unicode マ ッ ピングから得られる、 フ ォ ン ト

の内蔵エン コーデ ィ ングを用います。

有名な TrueType フ ォ ン ト Wingdings* と Webdings* はつねに記号フ ォ ン ト と し て扱われます。

表 10.8 TET_open_document( ) ・ TET_open_document_callback( ) の文書オプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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C++ int open_document_callback(void *opaque, size_t filesize,
size_t (*readproc)(void *opaque, void *buffer, size_t size),
int (*seekproc)(void *opaque, long offset),
wstring optlist)

C int TET_open_document_callback(TET *tet, void *opaque, size_t filesize,
size_t (*readproc)(void *opaque, void *buffer, size_t size),
int (*seekproc)(void *opaque, long offset),
const char *optlist)

内容抽出し たい PDF 文書を、 カス タムデータ ソースから開きます。

opaque 入力 PDF 文書に関連づけた何らかのユーザデータへのポイ ン タ。 このポイ ン タ

は、 コールバッ ク関数群の 1 番目の引数と し て渡され、 いかよ う にでも使 う こ と ができ ま

す。 TET はこ の不透明ポイ ン タ をいかなる形において も使用し ません。

filesize PDF 文書全体のサイ ズをバイ ト 単位で。

globalglyphlist （論理値） true の場合は、 指定し たグ リ フ リ ス ト は TET オブジ ェ ク ト の終了まで メ モ リ内に保持

されますので、 複数の文書に対し て適用する こ と もできます。 デフ ォル ト ： false

glyphlist （文字列） 適用し たいグ リ フ リ ス ト リ ソースの名前

glyphrule （オプシ ョ ン リ ス ト ） 数値グ リ フ名に対するマ ッ ピング規則 （定義済規則に加えて）。 このオプ

シ ョ ン リ ス ト は以下のサブオプシ ョ ンを内容と し て持つ必要があ り ます ：

prefix （文字列。 空でも可） 規則が適用されるグ リ フ名の接頭辞。

base （キーワー ド） グ リ フ名の解釈を指定し ます ：

ascii シングルバイ ト グ リ フ名はおのおのリ テラル ASCII キャ ラ ク タ と し て解釈さ

れます （例 ： 1 は U+0031 へマ ッ プ されます）。

auto グ リ フ名が 10 進と 16 進のどち らの値を表すのかを自動的に決定し ます。 結

果が一意でない場合には、 10 進と見な されます。
dec グ リ フ名はコー ドの 10 進表現と し て解釈されます。

hex グ リ フ名はコー ドの 16 進表現と し て解釈されます。

encoding （文字列） この規則に対し て用いられるエン コーデ ィ ング リ ソースの名前。 キーワー ド

none を指定する と、 規則は無効にな り ます。

ignoreto-
unicodecmap

（論理値） true の場合には、 フ ォ ン ト に対する ToUnicode CMap は無視されます。 デフ ォル ト ：

false

override （論理値。 glyphlist または glyphrule オプシ ョ ン と と もに用いてのみ意味を持ちます） true の場

合には、 グ リ フマ ッ ピング規則は、 標準 （内蔵） グ リ フのマ ッ ピングよ り前に適用されます （す

なわち、 新しいマ ッ ピングが内蔵のものよ り優先されます）。 そ う でない場合はその逆です。 デ

フ ォル ト ： true

remove （論理値）true の場合、抽出されたテキストから、指定したフォント名（複数可）および／または

フォント種別（複数可）を用いているテキストはすべて除去されます。

tounicode-
cmap

（文字列） フ ォ ン ト に適用させたい ToUnicode CMap リ ソースの名前。 これは、 埋め込まれた

ToUnicode CMap またはエン コーデ ィ ング項目よ り も優先されます。

1. 限られたワイル ド カー ド ： 単独キャ ラ ク タ 「*」 は全フ ォ ン ト を意味し ます。 接頭辞の後に 「*」 を付ける と （ 「MSTT*」 な

ど）、 指定し た接頭辞で始まるすべてのフ ォ ン ト を意味し ます。
2. 右記の定義済エ ン コ ーデ ィ ング名は、 追加設定な し で使えます ： winansi ・ macroman ・ macroman_apple ・ macroman_euro ・

ebcdic ・ ebcdic_37 ・ iso8859-X ・ cpXXXX ・ U+XXXX。 カス タムエン コーデ ィ ングはリ ソース と し て定義できます。

表 10.9 TET_open_document( ) ・ TET_open_document_callback( ) の glyphmapping オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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readproc size バイ ト を buffer で指し示された メ モ リ へ複製する C コールバッ ク関数。文

書の終わ り に到達し た場合には、求められた よ り も少ないデータ を複製する こ と ができ ま

す。 この関数は、 複製し たバイ ト 数を返す必要があ り ます。

seekproc 文書内のカレ ン ト 読み取 り 位置を設定する C コールバッ ク関数。 offset は文書

の先頭からの位置を表し ます （0 を 初のバイ ト と し て） 。 この関数は、 成功し た と きに

は 0 を、 そ う でなかった と きには -1 を返す必要があ り ます。

optlist 表 10.8 に従って文書オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。

戻り値 TET_open_document( ) 参照。

詳細 TET_open_document( ) 参照。

バインディング この関数は、 C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ングでのみ利用可能です。

C++ void close_document(int doc)
C#  Java void close_document(int doc)

Perl  PHP close_document(long doc)
VB  RB Sub close_document(doc As Long)

C void TET_close_document(TET *tet, int doc)

文書ハン ドルと、 その文書に関連づけられたすべての内部リ ソースを解放し ます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

詳細 文書を閉じ る と、 その開いているページ群もすべて自動的に閉じ られます。 TET_delete( )
を呼び出す と、 開いている文書とページはすべて自動的に閉じ られます。 と はいえ、 文書

が必要な く なった時点で明示的に閉じ るのが良いプロ グ ラ ミ ング習慣です。閉じ られた文

書ハン ド ルは、 その後はいかなる関数呼び出しにおいて も使用し てはいけません。



178 10 章 :  TET ラ イブ ラ リ API リ フ ァ レンス

10.7 ページ関数

C++ int open_page(int doc, int pagenumber, wstring optlist)
C#  Java int open_page(int doc, int pagenumber, String optlist)

Perl  PHP long open_page(long pagenumber, string optlist)
VB  RB Function open_page(doc As Long, pagenumber As Long, optlist As String) As Long

C int TET_open_page(TET *tet, int doc, int pagenumber, const char *optlist)

内容抽出し たいページを開きます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

pagenumber 開きたいページの物理的番号。 初のページをページ番号 1 と し ます。 総

ページ数は TET_pcos_get_number( ) と pCOS パス length:pages で取得でき ます。

optlist 表 10.10 に従ってページオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 右記のオ

プシ ョ ンが使えます ： clippingarea ・ contentanalysis ・ docstyle ・ excludebox ・

fontsizerange ・ granularity ・ ideographic ・ ignoreinvisibletext ・ imageanalysis ・

includebox ・ layoutanalysis ・ layouteffort ・ skipengines ・ structureanalysis ・ topdown。

戻り値 ページのハン ド ル。 エラーの場合には -1。 -1 が返された場合には、 TET_get_errmsg( ) を

呼び出し てエラーの詳細を知る こ と を推奨し ます。

詳細 1 個の文書内で任意の数のページを同時に開いてお く こ と ができ ます。 同じページを異な

るオプシ ョ ンで複数回開 く こ と もでき ます。 しかし、 1 つのページを処理し ている途中に

オプシ ョ ンを変え る こ と はでき ません。

ページ内にレ イヤー定義 （オプシ ョ ナルな内容グループ） があって も考慮されません。

レ イヤーが可視にされているかど う かにかかわらず、ページ上のすべてのレ イヤー上のす

べてのテキス ト が抽出されます。    
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表 10.10 TET_open_page( ) ・ TET_process_page( ) のページオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

clippingarea （キーワー ド。 includebox を指定し ている と これは無視されます） テキス ト が抽出される領域を指

定し ます （デフ ォル ト ： cropbox） ：

mediabox MediaBox を用います （これは必ず存在し ます）

cropbox CropBox を用います （Acrobat で表示される領域です）。 なければ MediaBox を用います

bleedbox BleedBox を用います。 なければ CropBox を用います

trimbox TrimBox を用います。 なければ CropBox を用います

artbox ArtBox を用います。 なければ CropBox を用います

unlimited 位置にかかわらずすべてのテキス ト を考慮し ます。

content-
analysis

（オプシ ョ ン リ ス ト 。 granularity=glyph の場合には不可） 表 10.11 に従った、 高レベル内容分析

と テキス ト 処理のためのサブオプシ ョ ン群のリ ス ト 。

docstyle （キーワー ド） レ イアウ ト 検出エンジンがさ まざまなパラ メ タ を選択するために用いる ヒ ン ト 。 こ

れらのパラ メ タは、 文書が以下の分類の 1 つに属する状況においてレ イアウ ト 分析を 適化し ま

す ： 文書がこれらの分類の 1 つにあてはまる こ とがわかっている場合には、 このオプシ ョ ンに適

切な値を与えればレ イアウ ト 検出結果は非常に向上し ます。 このオプシ ョ ンは高度なレ イアウ ト

認識を有効にし ます （デフ ォル ト ： none） ：

book 典型的な本

business ビジネス文書

fancy 複雑なレ イアウ ト による装飾的なページ

forms 構造化されたフ ォーム

generic 特に特徴を指定し ない も一般的な文書分類です。

magazines 雑誌記事

none 特定の文書ス タ イルがわかっておらず、 高度なレ イアウ ト 認識は無効にされます。

papers 新聞

science 科学記事

searchengine
アプ リ ケーシ ョ ンは検索エンジン イ ンデッ クス生成機能やそれに類似のアプ リ ケーシ ョ

ンであ り、 ページの単語一覧をなるべ く 速 く 取得する こ とが主たる関心。 表組 ・ ページ

構造認識は無効化されます。

spacegrid 視覚レ イアウ ト がスペースキャ ラ ク タ群を用いて生成される、 リ ス ト 指向のレポー ト

（メ イ ン フ レームシステムで生成される こ とが多い）。 この種の文書に対し ては、 影付き

検出や洗練された単語境界検出といった多 く のヒ ューリ ステ ィ ッ クは必要ないので、 こ

のオプシ ョ ンによ ってテキス ト 抽出を高速化できます。

excludebox （矩形のリ ス ト ） 指定し た矩形を合わせた領域を、 テキス ト 抽出から除外し ます。 デフ ォル ト ： 空

fontsize-
range

（float 2 個のリ ス ト ） テキス ト の 小 ・ 大文字サイズを指定し た 2 個の数値。 この区間を外れた

サイズのテキス ト は無視されます。 大値にキーワー ド unlimited を指定する と、 上限な し とい

う意味にな り ます。 デフ ォル ト ： { 0 unlimited }

granularity （キーワー ド） TET_get_text( ) が返すテキス ト 断片の粒度。 glyph 以外のすべてのモー ド で単語検出

機能が有効にな り ます。 詳し く は 92 ページの 「テキス ト の粒度」 を参照し て く だ さい （デフ ォル

ト ： word） ：

glyph 各断片はそれぞれ 1 個のグ リ フ をマ ッ プ し た結果を内容と し て持ちますが、 それが複数

のキャ ラ ク タになる場合もあ り ます （合字の場合など）。

word 各断片はそれぞれ、 単語検出機能によ って決定された 1 個の単語を内容と し て持ちま

す。

line 各断片はそれぞれテキス ト 1 行を、 ないしはそれにできるだけ似たものを内容と し て持

ちます。 連続する 2 個の単語の間には単語区切りキャ ラ ク タが挿入されます。

page 各断片はそれぞれ 1 個のページを内容と し て持ちます。 単語 ・ 行 ・ 区域区切りキャ ラ ク

タが適宜挿入されます。
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ideographic （キーワー ド） 表意文字キャ ラ ク タ群に対する単語境界検出を制御し ます。 このオプシ ョ ンは互換

上の理由からデフ ォル ト は split ですが、 keep に設定する こ と を推奨し ます （デフ ォル ト ：

split）。

keep 表意文字キャ ラ ク タは一般に単語境界を構成し ません。 ただ し句読点、 および表意文字

キャ ラ ク タ と非表意文字の間の切り替わりは、 単語境界を構成し ます。

granularity=word の場合には、 表意文字読点 U+3001 と表意文字句点 U+3002 も単語境

界を構成し ます。 granularity=page の場合には、 行末に改行は挿入されません。

split 表意文字キャ ラ ク タはつねに単語境界を構成し ます。

ignore-
invisibletext

（論理値） true の場合には、 表現モー ド 3 （不可視） のテキス ト は無視されます。 デフ ォル ト ：

false （不可視テキス ト は、 スキャ ン されたページ と その OCR テキス ト を内容と し て持つ画像 +

テキス ト PDF で主に使用されているからです）

image-
analysis

（オプシ ョ ン リ ス ト ） 表 10.13 に従った、 高レベル画像処理を制御するためのサブオプシ ョ ン群の

リ ス ト 。

includebox （矩形のリ ス ト ） テキス ト 抽出を、 指定し た矩形を合わせた領域に限り ます。 デフ ォル ト ： 切り抜

き領域全体

layout-
analysis

（オプシ ョ ン リ ス ト 。 granularity=glyph の場合には不可） 表 10.12 に従った、 レ イアウ ト 検出機

能を制御するためのサブオプシ ョ ン群のリ ス ト 。

layouteffort （キーワー ド） レ イアウ ト 認識の品質 / パフ ォーマンスの ト レー ド オフ を制御し ます。 レ イアウ ト

認識は、 努力を増せば向上できますが、 これによ って操作は遅 く なるおそれがあ り ます。 このレ

イアウ ト 認識努力を、 キーワー ド none ・ low ・ medium ・ high ・ extra で制御できます。 デフ ォル

ト ： low

layouthint （オプシ ョ ン リ ス ト ） 特定のページレ イアウ ト 要素の存在についてレ イアウ ト 認識エンジンに通知

し ます ：
subsummary

（キーワー ド） サブサマ リ （傍注） の存在について、 指定によ ってはその位置と と もに

エンジンに知らせます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： none） ：

auto サブサマ リ検出な し。

left ページの左脇にサブサマ リ検出を試みます。

none 自動的にサブサマ リ検出を試みます。

right ページの右脇にサブサマ リ検出を試みます。

header （論理値） true の場合、 エンジンはページヘ ッ ダの検出を試みます （デフ ォル ト ：

false）。

footer （論理値） true の場合、 エンジンはページフ ッ タの検出を試みます （デフ ォル ト ：

false）。
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skipengines （キーワー ドのリ ス ト ） ページ内容に対し て利用可能なパーサのい く つかをスキ ッ プ し ます。 ス

キッ プ されたエンジンはこのページに対し て何のデータ も返し ません。 必要でないエンジンをス

キッ プする と、 このエンジンが出すデータ を必要と し ないアプ リ ケーシ ョ ンにおいてパフ ォーマ

ンスが向上し ます （デフ ォル ト ： すべてのエンジンが有効） ：

text （キーワー ド） テキス ト 抽出エンジンをスキッ プ し ます。

image （キーワー ド） 画像抽出エンジンをスキッ プ し ます。

structure-
analysis

（オプシ ョ ン リ ス ト 。 granularity=glyph の場合には不可） 表 10.14 に従った、 ページ構造分析を

制御するためのサブオプシ ョ ン群のリ ス ト 。

topdown （オプシ ョ ン リ ス ト ） 可視ページの左上隅に原点を持つ、 y 座標が下方増加する座標系を指定し ま

す。 そ う でないなら、 左下隅に原点を持つデフ ォル ト 座標系が用いられます。 下向き座標を有効

にする と、 Acrobat で表示される座標系と同じにする こ とができます。 使えるサブオプシ ョ ン ：

input （論理値） true の場合には、 以下の項目に対し て座標が有効にな り ます （デフ ォル ト ：

false） ：

ページオプシ ョ ン includebox ・ excludebox

output （論理値） true の場合には、 以下の項目に対し て座標が有効にな り ます （デフ ォル ト ：

false） ：

TET_char_info ： y ・ alpha ・ beta

TET_image_info ： y ・ alpha ・ beta
TETML ： Glyph/@y ・ Glyph/@alpha ・ Glyph/@beta ・ Box/@lly ・ Box/@ury ・ PlacedImage/

@y ・ PlacedImage/@alpha ・ PlacedImage/@beta

表 10.11 TET_open_page( ) ・ TET_process_page( ) の contentanalysis オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

bidi （キーワー ド。 granularity=glyph の場合には無視されます。 右書きキャ ラ ク タがページ上に存在

し ている場合にのみ効力を持ちます） 断片内の右書き ・ 左書きテキス ト を並べ替える反転双方向

アルゴ リズムを制御し ます （デフ ォル ト ： logical） ：

visual 断片内の右書き ・ 左書きキャ ラ ク タ を視覚順に保ちます。 すなわち、 反転双方向アルゴ

リズムを適用し ません。

logical 反転双方向アルゴ リズムを適用し て、 断片内のキャ ラ ク タ を論理順でもたら し ます。

bidilevel （キーワー ド） 反転双方向アルゴ リズムに対するページのベースレベル （すなわちテキス ト 進行の

主要向き） を指定し ます （デフ ォル ト ： auto） ：

auto テキス ト 進行の主要向き を、 内容に基づいて ヒ ューリ ステ ィ ッ クに決定し ます。

ltr テキス ト 進行の主要向き と し て左書き を前提し ます （欧文文書など）

rtl テキス ト 進行の主要向き と し て右書き を前提し ます （ヘブ ラ イ文字 ・ アラ ビア文字文書

など）

dehyphenate （論理値） true の場合には、 ハイ フ ン区切り された単語が特定され、 ハイ フ ンを挟むテキス ト 断片

ど う しが連結されます。 ハイ フ ン自体は keephyphens オプシ ョ ンに従って扱われます。 デフ ォル

ト ： true

dropcapsize （float） 大きなグ リ フがド ロ ッ プキャ ッ プ と し て認識される 小サイズ。 ド ロ ッ プキャ ッ プは、 区

域の先頭の大きなキャ ラ ク タ で、 数行にわたってぶら下がっている ものです。 それらは、 その区

域の残り と連結され、 その区域内の 初の単語の一部を成し ます。 デフ ォル ト ： 35

dropcapratio （float） ド ロ ッ プキャ ッ プ と隣接テキス ト の文字サイズの 小比率。 大きなキャ ラ ク タは、 そのサ

イズが dropcapsize を超えてお り、 かつ、 その文字サイズ比率が dropcapratio を超えている場合

に ド ロ ッ プキャ ッ プ と し て認識されます。 言い換えれば、 これはド ロ ッ プキャ ッ プがわたるテキ

ス ト 行数です。 デフ ォル ト ： 4 （ド ロ ッ プキャ ッ プは 3 行にわたる ものが非常に多いですが、 行間

の分も考慮に入れる必要があ り ます）
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includebox-
order

（整数） 複数の包含枠を与えている と き （オプシ ョ ン includebox 参照）、 このオプシ ョ ンは、 枠の

順序が単語検出機能に対し どのよ う な効力を持つかを制御し ます （デフ ォル ト ： 0） ：

0 ページ内容を分析する際に、 包含枠順序は無視し ます。 結果は、 あたかも包含枠群の外

のテキス ト がすべて削除されたのと同じにな り ます。 これは、 ほし く ないテキス ト

（ヘ ッ ダ ・ フ ッ タ など） を除去しつつ、 単語検出機能には何の影響も与えないよ う にす

るために有用です。

1 包含枠順序を、 単語と区域を生成する際には考慮に入れますが、 区域順序を決定する際

には考慮し ません。 1 個の単語が複数の枠に属する こ とは決し てあ り ません。 できた区

域群は、 論理順に並べ替わり ます。 枠が重な り あっている場合には、 そのテキス ト はリ

ス ト 内で も先に現れた枠に属し ます。 それ以外では、 オプシ ョ ン リ ス ト 内における包

含枠の順序は考慮されません。 この設定は、 テキス ト を フ ォームから抽出する時や、 テ

キス ト を表組から抽出する時や、 複雑なレ イアウ ト において包含枠が重な り あっている

場合に有用です。

2 包含枠順序を、 すべての操作について考慮し ます。 各包含枠の内容は他の枠とは独立に

扱われ、 できたテキス ト は包含枠の順序に従って連結されます。 これは、 フ ォームから

テキス ト を特定の順序で抽出し たい時や、 雑誌レ イアウ ト 内の記事段組を定義済順序で

抽出し たい時に有用です。 こ う し た場合には、 包含枠を適切な順序で指定するために、

そのページレ イアウ ト に関する事前の知識が必要です。

keephyphen-
glyphs

（論理値） true かつ dehyphenate=true の場合には、 ハイ フ ン除去された単語の各部分の間のハイ

フ ング リ フは、 TET_get_char_info( ) が返すグ リ フのリ ス ト 内と TETML 内の Glyph 要素で温存さ

れます。 これは、 ページ上のテキス ト を正確に置き換えたいなど、 ハイ フ ンの位置について詳し

い情報を必要とするアプ リ ケーシ ョ ンにおいて有用です。 これは fold={{_dehyphenation remove}
とは異なる こ とに留意し て く だ さい。 後者は、 get_text( ) が返す論理テキス ト からハイ フ ンを除

去するだけであ り、 グ リ フに対し ては効力を持ちません。 デフ ォル ト ： false

linespacing （キーワー ド） 段落内のテキス ト 行ど う しの間の典型的な縦間隔を指定し ます ： small ・ medium ・

large のいずれかです （デフ ォル ト ： medium）

maxwords （整数かキーワー ド） ページ上の単語の数が、 指定し た数以下のと きは （キーワー ド unlimited を

指定する と上限な しにな り ます）、 ページ上で検出された区域群は適切に連結され並べ替え されま

す。 ページ上の単語の数が、 指定し た数を超えている と きは、 区域は一切作成されず、 単語群は

ページ内容の読み順で抽出されます。 後者の場合には処理はよ り速 く な り ますが、 抽出される単

語群の順序は 適ではな く なるおそれがあ り ます。 新聞のよ う な、 多 く の単語を含む大きなペー

ジに対し ては、 このオプシ ョ ンを unlimited に設定する こ と を推奨し ます。 デフ ォル ト ： 5000

merge （整数） ス ト リ ッ プ と区域の連結を制御し ます （デフ ォル ト ： 2） ：

0 ス ト リ ッ プ作成後の連結な し。 これはかな り処理速度を向上させますが、 適未満の出

力を生成するおそれがあるほか、 影によ っては正し く 検出されないおそれがあ り ます。

1 単純な、 ス ト リ ッ プを区域へ入れ込む連結 ： ス ト リ ッ プは、 それが区域に重なってお

り、 それでいて、 次のス ト リ ッ プ以外のス ト リ ッ プ と重な り合っていない場合に （影な

しの場合における区域の重な り合いを避けるため）、 この区域内へ連結されます。

2 順序破り なテキス ト のための高度な区域連結 ： merge=1 に加えて、 複数の重な り合う区

域は、 両区域のテキス ト 内容が重な り合わないならば、 結合されて 1 個の区域にな り ま

す。

numeric-
entities

（キーワー ド） 数値 ・ 分数 ・ 時刻のよ う な数値実体に対する単語境界検出を制御し ます （デフ ォル

ト ： keep） ：

split その実体を、 punctuationbreaks サブオプシ ョ ンに従って分割し ます。

keep その実体を、 単語まるご と と し て温存し ます。
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shadow-
detect

（論理値） true の場合には、 影付きや偽ボールド テキス ト を作り出し ている、 重な り合う テキス ト

断片群の冗長なイ ンス タ ンスは検出され除去されます。 デフ ォル ト ： true

punctuation-
breaks

（論理値。 granularity=word の場合のみ） true の場合には、 文字のそばに配置されている約物

キャ ラ ク タは単語境界と し て扱われ、 そ う でない場合にはそれは隣接する単語内へ含められます。

た と えば、 このオプシ ョ ンは URL と メ ールア ド レスの扱いに影響を与えます。 デフ ォル ト ： true

superscript （整数） 下付き ・ 上付き検出を制御し ます （デフ ォル ト ： 2） ：

0 下付き ・ 上付き検出な し

1 単純な下付き ・ 上付き検出

2 下付き ・ 上付き検出のための高度なアルゴ リズム

表 10.12 TET_open_page( ) ・ TET_process_page( ) の layoutanalysis オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

layout-
astable

（論理値） true の場合には、 レ イアウ ト 認識エンジンはページ上の区域群を 1 個ないし複数の表組

と し て扱います。 連な りが表組と見な されるために必要な 小の列数は、 文書のス タ イルに依存

し ます。 false の場合には、 スーパー表組認識は無効化されます （デフ ォル ト ： true）。

layout-
columnhint

（キーワー ド） このオプシ ョ ンは、 複雑なレ イアウ ト における区域読み順検出を向上させる可能性

があ り ます。 使えるキーワー ド （デフ ォル ト ： multicolumn） ：

multicolumn
ページは多段組テキス ト を含んでいます。 区域は段組から段組へ並べ替え されます。

none ヒ ン ト は何も得られません。 区域順序はページ内容順序によ って決定されます。

singlecolumn
ページは 1 段組テキス ト を含んでいます。 区域は行から行へ並べ替え されます。

layoutdetect （整数） 再帰的レ イアウ ト 認識の深度を指定し ます （デフ ォル ト ： 1） ：

0 レ イアウ ト 認識な し。

1 ページ全体に対するレ イアウ ト 認識。 ほとんどの文書がこれで充分です。

2 レベル 1 の結果に対するレ イアウ ト 認識。 これは、 さ まざまな多段組副レ イアウ ト を持

つレ イアウ ト や、 ページ上のさ まざまな箇所にタ イ ト ルがあるレ イアウ ト や、 複数段落

表組に対し て必要です。

3 レベル 2 の結果に対するレ イアウ ト 認識。 これは非常に複雑なレ イアウ ト に対し てのみ

必要です。
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layoutrow-
hint

（オプシ ョ ン リ ス ト ） レ イアウ ト 行処理を制御し ます。 使えるオプシ ョ ン （デフ ォル ト ： none） ：

full レ イアウ ト 行処理を有効にし ます。

none レ イアウ ト 行処理を無効化し ます。

separation （キーワー ド） レ イアウ ト 行処理を有効にし ますが、 レ イアウ ト 認識がスーパー表組と

推測し た場合には無効化し ます。 以下のサブオプシ ョ ンが使えます ：
preservecolumns

区域ど う しの間の視覚関係に基づいて縦の段組を保つこ と を試みます。 段組

内の区域ど う しが大き く 引き離されている場合 （画像がはさ ま っているなど

し て） にはこれを推奨し ます。
thick 隣り合う区域ど う し を連結し て、 それを同じ レ イアウ ト 行内に配置し よ う と

試みます。 これによ って、 レ イアウ ト 行の数は少な く な り、 一つ一つは大き

く な り ます。 段組内の段落ど う しが互いに文字サイズよ り も引き離されてい

る雑誌や新聞のよ う な複雑なレ イアウ ト や、 い く つかの多段組記事が縦に並

んでいるレ イアウ ト にはこれを推奨し ます。
thin 隣り合う区域ど う し を引き離し、 それら を別々のレ イアウ ト 行に配置し よ う

と試みます。 これによ って、 レ イアウ ト 行の数は多 く な り、 一つ一つは小さ

く な り ます。

例 ： layoutanalysis = {layoutrowhint={full separation=thick}}

mergetables （整数） 表行 1 個だけの表組は、 表組認識中にスキッ プ され、 通常の区域と し て扱われます。 2 個

の連続する区域が表組である場合には （表行 1 個だけのであっても）、 それらは結合する こ と もで

きます （デフ ォル ト ： none） ：

down 下方へのみ結合し ます。

none 連結し ません。

up 上方へのみ結合し ます。

updown 双方向に結合し ます。

splithint （キーワー ドかオプシ ョ ン リ ス ト ） 2 ページ見開きスプレ ッ ド （ないしはさ らなるスプレ ッ ドから

成るページも） の特別な扱いを有効にし ます。 ページを縦または横に、 2 個以上のセクシ ョ ンに分

割する こ とができます。 キーワー ド includebox を指定する と、 分割領域群は includebox オプ

シ ョ ンによ って定義されます。 これに換えて、 以下のオプシ ョ ンを与える こ と もできます ：

x （float） x 軸に関する除数。 例 ： 0.5 なら 2 ページ見開きスプレ ッ ド、 0.33 なら 3 ページ

スプレ ッ ド。

y （float） y 軸に関する除数。

standalone-
fontsize

（float） 巨大グ リ フに対する 小文字サイズ。 巨大グ リ フは 1 グ リ フス ト リ ッ プを形成し、 かつ、

他の区域とは結合されません （デフ ォル ト ： 70）。

supertable-
columns

（整数。 layoutastable=true の場合のみ） 区域の連な り をスーパー表組と見なすためのレ イアウ ト

行内の 小の段組数。 表組が段落群から作成される と き、 これらの段組は結合されずに、 別々の

区域と し て認識されます。 この結果と し て、 レ イアウ ト 認識はこれらの区域の連な り を表組と し

て特定する こ とができます （デフ ォル ト ： 4）。

tabledetect （整数） 再帰的表組認識の深度を指定し ます （デフ ォル ト ： 1） ：

0 表組認識な し。

1 各区域に対する表組認識。

2 レベル 1 で検出された各表セルに対する表組認識。 これは、 入れ子になった表組のため

に、 また、 複数行にわたるセルの解決のために必要です。
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表 10.13 TET_open_page( ) ・ TET_process_page( ) の imageanalysis オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

smallimages （オプシ ョ ン リ ス ト ） 小画像除去を制御し ます。 小画像は多 く の場合擬似的なものであ り、 本当の

画像ではないので無視する必要があ り ます。 使えるオプシ ョ ン ：

disable （論理値） true の場合には、 小画像除去は無効化されます。 デフ ォル ト ： false
maxarea （float） 小画像と見な させたい画像の 大面積 （幅×高さ） をピ クセル単位で。 デフ ォ

ル ト ： 500

maxcount （整数） 小画像の 大許容数。 これを超える数の小画像が見つかった と きはそれらすべ

てが除去されます。 デフ ォル ト ： 50

merge （オプシ ョ ン リ ス ト ） 画像連結を制御し ます。 この処理は、 合わせて 1 個の大画像を形成できる隣

接画像群を結合し ます。 これは、 PDF 内に個々のス ト リ ッ プが温存されているマルチス ト リ ッ プ

画像に対し て、 また、 多数の微小画像に分解されている背景画像に対し て有用です。 使えるオプ

シ ョ ン ：

disable （論理値） true の場合には、 画像連結は無効化されます。 デフ ォル ト ： false

gap （float） 連結対象と見な させたい 2 個の画像の間の間隔をポイ ン ト 単位で。 デフ ォル ト ：

1.0 （0.0 でないのは、 位置計算における避けがたい誤差のためです）

表 10.14 TET_open_page( ) ・ TET_process_page( ) の structureanalysis オプシ ョ ンのサブオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

bullets （オプシ ョ ン リ ス ト のリ ス ト 。 list=true の場合のみ） リ ス ト 内でビ ュ レ ッ ト キャ ラ ク タ と し て用

いられる Unicode キャ ラ ク タ と フ ォ ン ト 名の組み合わせを指定し ます。 使えるサブオプシ ョ ン ：
bulletchars

（Unicode 値のリ ス ト ） ビ ュ レ ッ ト キャ ラ ク タのための 1 個ないし複数の Unicode 値。 こ

のサブオプシ ョ ンを与えない場合には、 指定し た fontname を用いているキャ ラ ク タす

べてがビ ュ レ ッ ト キャ ラ ク タ と し て扱われます。

fontname （文字列） ビ ュ レ ッ ト キャ ラ ク タ を使う フ ォ ン ト の名前。 このサブオプシ ョ ンを与えな

い場合には、 bulletchars サブオプシ ョ ンで指定し たキャ ラ ク タはつねにビ ュ レ ッ ト

キャ ラ ク タ と し て扱われます。

例 ：
bullets={{fontname=ZapfDingbats}}
bullets={{bulletchars={U+2022}}
bullets={{fontname=KozGoPro-Medium bulletchars={U+2460 U+2461 U+2462 U+2463 U+2464}}

list （論理値） リ ス ト 認識を有効にし ます （デフ ォル ト ： false）。 false の場合には、 リ ス ト 構造に関

する情報は何も決定されません。

paragraph （論理値） 段落認識を有効にし ます （デフ ォル ト ： true）。 false の場合には、 段落構造に関する情

報は何も決定されません。

table （論理値） 表組認識を有効にし ます （デフ ォル ト ： true）。 false の場合には、 表組認識エンジンは

無効化されます。
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C++ void close_page(int page)
C#  Java void close_page(int page)

Perl  PHP close_page(long page)
VB  RB Sub close_page(page As Long)

C void TET_close_page(TET *tet, int page)

ページハン ドルと、 関連するすべてのリ ソースを解放し ます。

page TET_open_page( ) で得られた有効なページハン ド ル。

詳細 TET_close_document( ) を呼び出す と、その文書の開いているページはすべて自動的に閉じ

られます。 と はいえ、 ページが必要な く なった時点で明示的に閉じ るのが良いプロ グ ラ ミ

ング習慣です。 閉じ られたページハン ド ルは、 その後はいかなる関数呼び出しにおいて も

使用し てはいけません。
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10.8 テキス ト ・ メ ト リ ク ス抽出関数

C++ wstring get_text(int page)

C#  Java String get_text(int page)

Perl  PHP string get_text(long page)

VB  RB Function get_text(page As Long) As String

C const char *TET_get_text(TET *tet, int page, int *len)

ページの内容から、 次のテキス ト 断片を得ます。

page TET_open_page( ) で得られた有効なページハン ド ル。

len （C 言語バ イ ン デ ィ ン グ のみ） 返 さ れ る 文字列の長 さ を、 TET_set_option( ) の

outputformat オプシ ョ ンに応じ て保持する変数へのポイ ン タ ：

outputformat=utf8 の場合、 長さは Unicode キ ャ ラ ク タの数 と し て報告されます。 ヌル

終端文字列のバイ ト 数 （これは 8 ビ ッ ト コー ド ユニ ッ ト の数に等しいです） は strlen( ) 関

数で求められます。

outputformat=utf16 の場合、長さは 16 ビ ッ ト コード ユニ ッ ト の数と し て報告されます。

サロゲー ト ペアは 2 個のコー ド ユニ ッ ト と し てカ ウ ン ト されます。 文字列のバイ ト 数は

2*len です。

outputformat=utf32 の場合、 長さは 32 ビ ッ ト コード ユニ ッ ト の数と し て報告されます

（これは Unicode キ ャ ラ ク タの数に等しいです）。 文字列のバイ ト 数は 4*len です。

戻り値 ページ上の、 次のテキス ト 断片を内容 と し て持つ文字列。 こ の断片の長さは、 TET_open_
page( ) の granularity オプシ ョ ンによ って決定されます。 granularity=glyph の場合であっ

て も、 この文字列は複数のキ ャ ラ ク タ を内容と し て持つ場合があ り ます （99 ページの 7.1

「Unicode のさ まざまな重要概念」 を参照）。

ページ上のテキ ス ト がすべて取得されていた場合には、 空文字列かヌルオブジ ェ ク ト

が返されます （後述） 。 この場合には、 テキス ト がも う ない理由はページ上のエラーによ

る も のなのか、 それ と も ページの末尾に到達 し たか ら なのか を知 る ために、 TET_get_
errnum( ) を呼び出すべきです。

バインディング C 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 TET_set_option( ) の outputformat オプシ ョ ンに従って、

ヌル終端 UTF-8 （デフ ォル ト ） か UTF-16/UTF-32 のいずれかの文字列で提供されます。

i5/iSeries と zSeries では、 EBCDIC 符号化された UTF-8 を選択する こ と もでき、 かつこれ

がデフ ォル ト で有効になっています。 テキス ト がそれ以上得られない と きは、 NULL ポイ

ン タ と *len=0 が返されます。

C++ ・ COM ： 結果は、 UTF-16 形式 （C++ では wstring） の Unicode 文字列と し て提供され

ます。 テキス ト がそれ以上得られない と きは、 空文字列が返されます。

Java ・ .NET ・ Objective-C ： 結果は、 Unicode 文字列と し て提供されます。 テキス ト がそれ

以上得られない と きは、 ヌル （Objective-C では nil） オブジェ ク ト が返されます。

Perl ・ PHP ・ Python ・ Ruby 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 TET_set_option( ) の outputformat
オプシ ョ ンに従って、 UTF-8 （デフ ォル ト ） か UTF-16/UTF-32 のいずれかの文字列で提

供されます。 Python 3 では、 UTF-16/UTF-32 の結果はバイ ト 列と し て返されます。 テキ

ス ト がそれ以上得られない と きは、 ヌルオブジェ ク ト が返されます。
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REALbasic ： 結果は Unicode 文字列 と し て提供されます。 テキス ト がそれ以上得られない

と きは、 空文字列が返されます。

RPG 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 Unicode 文字列と し て提供されます。 テキス ト がそれ

以上得られない と きは、 NULL が返されます。

C++ const TET_char_info *get_char_info(int page)

C#  Java int get_char_info(int page)

Perl  PHP object get_char_info(long page)

VB  RB Function get_char_info(int page) As Long

C const TET_char_info *TET_get_char_info(TET *tet, int page)

近のテキス ト 断片内の、 次のグ リ フに対する詳しい情報を得ます。

page TET_open_page( ) で得られた有効なページハン ド ル。

注記 この関数の名前は付け間違いです。ページ上の視覚的なグリ フについての情報を報告する

関数であって、 それに対応する Unicode キャ ラ ク タについて報告するのではないのですか

ら、 TET_get_glyph_info( ) とい う名前にし てお く べきで し た。

戻り値 TET_get_text( ) が返し た 近のテキス ト 断片について、 グ リ フがそれ以上得られない と き

は、 バイ ンデ ィ ング依存の値が返されます。 詳し く は後述のバイ ンデ ィ ングの項を参照し

て く ださい。

詳細 この関数は、 TET_get_text( ) の後に 1 回ないし複数回呼び出すこ と ができ ます。 これは、

与え られたページハン ド ルに関連付け られている カレ ン ト テキス ト 断片において、次のグ

リ フへ進み （グ リ フがも う ない と きは何も返し ません） 、 そし てそのグ リ フについての詳

しい情報を提供し ます。 テキス ト 断片が論理キ ャ ラ ク タ を M 個持ち、 これについて この

関数への呼び出しが N 回成功する （すなわちグ リ フが N 個あ る。 N > 0） とする と、 N と

M の関係は粒度に依存し ます ：

> granularity=glyph の場合、各テキス ト 断片はそれぞれただ 1 個のグ リ フに対応し ます。

すなわち N=1 です。 1 個のグ リ フは多 く の場合、 1 個のキ ャ ラ ク タに対応し ます。 すな

わち M=1 です。 ただし、 合字グ リ フの場合には、 ただ 1 個のグ リ フに対し て複数の

キ ャ ラ ク タが対応し ます。 すなわち M>1 であ り 、 TET_get_char_info( ) を複数回呼び出

す必要があ り ます。

> glyph 以外の粒度の場合には、 グ リ フ列はキ ャ ラ ク タ列を生み出し、 こ こ で各グ リ フが

それぞれ生み出すキ ャ ラ ク タは 0 個 ・ 1 個 ・ 複数のいずれでも あ り えます。 このグ リ フ

列は、 Unicode キ ャ ラ ク タ列の原料と なるわけです。 言い換えれば、 N と M の間の関

係は事前にわか り ません。 N と M の間の関係は、 内容分析 （ハイ フン除去処理でハイ

フンが除去されるなど） や Unicode 後処理 （字形統合によ ってキ ャ ラ ク タが追加され

た り 削除された り する など） によ って影響を受ける可能性があ り ます。

glyph 以外の粒度の場合には、 この関数は、 TET_get_text( ) への 近の呼び出しが返し た

テキス ト 断片を構成する次のグ リ フへ進みます。 これによ って、 単語検出機能が有効な と

きにグ リ フ メ ト リ ッ ク を取得する こ と ができ、 また、 1 個のテキス ト 断片には複数のキ ャ

ラ ク タが含まれる場合があ り ます。カレ ン ト テキス ト 断片についてすべてのグ リ フの詳細

を取得するには、 こ の関数を、 情報を も う 返さ な く なる まで繰 り 返し呼び出す必要があ り

ます。
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構造またはプロパテ ィ / フ ィ ール ド内のグ リ フ詳細は、同じページハン ド ルで次に TET_
get_char_info( ) か TET_close_page( ) を呼び出す （先に行なったほ う ） まで有効です。 グ リ

フ情報プロパテ ィ / フ ィ ール ド のセ ッ ト は、TET オブジェ ク ト ご と にただ 1 個しかあ り ま

せんので、 同じページについてであれ、 別のページについてであれ、 別の文書についてで

あれ、 再び TET_get_char_info( ) を呼び出す前にク ラ イ アン ト 側ですべてのグ リ フ情報を

取得し てお く 必要があ り ます。

バインディング C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ング ： TET_get_text( ) が返し た 近のテキス ト 断片について、 グ リ

フがそれ以上得られない と きは、 NULL ポイ ン タが返されます。 そ う でない と きは、 1 個

のグ リ フに関する情報を内容 と し て持つ TET_char_info 構造へのポ イ ン タが返されます。

このデータ構造の メ ンバについては表 10.15 で説明し ます。

COM ・ Java ・ .NET ・ Objective-C 言語バイ ンデ ィ ング ： TET_get_text( ) が返し た 近のテ

キ ス ト 断片について、 グ リ フがそれ以上得られない と きは、 -1 が返されます。 そ う でな

い と きは 1 が返されます。個々のグ リ フ情報は、表 10.15 に従った TET プロパテ ィ / パブ

リ ッ ク フ ィ ール ド から取得する こ と ができ ます。 関数が -1 を返し たにもかかわらずプロ

パテ ィ / フ ィ ール ド の値を見た場合には、 いずれも値 -1 を と り ます （unknown フ ィ ール

ド は false にな り ます）。

Perl ・ Python 言語バイ ンデ ィ ング ： get_text( ) が返し た 近のテキス ト 断片について、 グ

リ フがそれ以上得られない と きは、 0 が返されます。 そ う でない と きは、 表 10.15 に挙げ

る キー群を含むハ ッ シ ュが返さ れます。 個々のグ リ フ情報は、 こ のハ ッ シ ュ内のキーに

よ って取得する こ と ができ ます。

PHP 言語バイ ンデ ィ ング ： get_text( ) が返し た 近のテキス ト 断片について、 グ リ フがそ

れ以上得られない と きは、 空 （ヌル） オブジェ ク ト が返されます。 そ う でない と きは、 表

10.15 に挙げる フ ィ ール ド群を内容と し て持つオブジェ ク ト が返されます。 個々のグ リ フ

情報は、 こ のオブジェ ク ト の メ ンバフ ィ ール ド から取得する こ と ができ ます。 グ リ フ情報

オブジェ ク ト 内の整数フ ィ ール ド は、 PHP 言語バイ ンデ ィ ングでは long と し て実装され

ています。

REALbasic バイ ンデ ィ ング ： get_text( ) が返し た 近のテキス ト 断片について、 グ リ フが

それ以上得られない と きは、 nil が返されます。 そ う でない と きは、 表 10.15 に挙げる メ ン

バ群を内容 と し て持つ TET_char_info オブジェ ク ト が返されます。 個々のグ リ フ情報は、

こ のオブジ ェ ク ト 内のキーに よ って取得する こ と がで き ます。 attributes フ ィ ール ド は

REALbasicバイ ンデ ィ ングでは、REALbasicのイ ン タ フ ェースの問題を回避する ためにattrs
と い う 名前になっています。

Ruby バイ ンデ ィ ング ： グ リ フがそれ以上得られない と きは、 nil （ヌルオブジェ ク ト ） が

返されます。 そ う でない と きは、 TET_char_info オブジェ ク ト が返されます。

表 10.15 TET_char_info 構造のメ ンバ （C ・ C++ ・ Ruby） と、 同等のパブ リ ッ ク フ ィ ールド （Java ・ PHP ・ Objective-

C） ・ キー （Perl） ・ プロパテ ィ （COM ・ .NET）、 およびその型と意味の一覧。 詳し く は 82 ページの 「グ リ フ メ ト

リ ッ ク」 を参照。

プロパテ ィ /

フ ィ ールド名 説明

uv （整数） カ レン ト グ リ フに対する UTF-32 Unicode 値。 glyph 以外の粒度の場合、 これは、 終テキ

ス ト 断片とはま った く 無関係な擬似または中間値を と る こ とがあ り ます。 granularity=glyph の場

合、 グ リ フに対する Unicode 値列は論理テキス ト に等しいですが、 それ以外の粒度の場合には、 そ

れはさ まざまな処理ステ ッ プによ って変更されている可能性があ り ます。
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type （整数） キャ ラ ク タの種別。 以下の種別は、 ページ上のグ リ フに対応する本当のキャ ラ ク タ を記述

し ます。 これ以外のすべてのプロパテ ィ / フ ィ ールドの値は、 対応するグラ フによ って決定され

ます ：

0 ち ょ う ど 1 個のグ リ フに対応する通常のキャ ラ ク タ

1 キャ ラ ク タ列 （合字など） の先頭

以下の種別は、 ページ上のグ リ フには対応し ない擬似キャ ラ ク タ を記述し ます。 x ・ y フ ィ ールド

は、 近の本当のキャ ラ ク タの終了点を表し、 width フ ィ ールドは 0 にな り、 これ以外の uv を除

く すべてのフ ィ ールドは、 近の本当のキャ ラ ク タに対応する値を と り ます ：

10 キャ ラ ク タ列 （合字など） のつづき

11 （非推奨。 使われていません）

12 挿入された単語 ・ 行 ・ 区域区切りキャ ラ ク タ

attributes1 （整数） グ リ フの属性をビ ッ ト で表し たもの。 組み合わせる こ と もできます ：

ビ ッ ト 0 視覚的または意味的な下付き

ビ ッ ト 1 視覚的または意味的な上付き

ビ ッ ト 2 ド ロ ッ プキャ ッ プキャ ラ ク タ （段落先頭の大きいキャ ラ ク タ）

ビ ッ ト 3 このグ リ フの、 グ リ フまたは単語ベースの影重複は除去済

ビ ッ ト 4 グ リ フは、 ハイ フ ン区切り箇所直前のキャ ラ ク タ を表す

ビ ッ ト 5 contentanalysis={keephyphenglyphs=true} が指定された場合以外除去されたハイ フ ン

区切り アーテ ィ フ ァ ク ト （すなわちハイ フ ンキャ ラ ク タ）

ビ ッ ト 6 グ リ フは、 ハイ フ ン区切り箇所直後のキャ ラ ク タ を表す

unknown （論理値。 C ・ C++ ・ Perl では整数） 通常は false （0） ですが、 元のグ リ フが Unicode へマ ッ プでき

ずに、 unknownchar と し て指定されたキャ ラ ク タへ置き換えられた場合には true （ １ ） にな り ま

す。

x, y （double） グ リ フの参照点の位置。 この参照点は、 横書きではグ リ フ枠の左下隅であ り、 縦書きで

は上端中央の点です。 擬似キャ ラ ク タについてはこの x ・ y 座標は、 近のキャ ラ ク タの終了点の

座標にな り ます。

width （double） 対応するグ リ フの幅 （横書きでも縦書きでも）。 擬似キャ ラ ク タについてはこの幅は 0 に

な り ます。

alpha （double） イ ン ラ イ ンテキス ト 進行の向きを度単位で反時計回り に測ったもの。 横書きの場合には

これはテキス ト のベースラ イ ンの向きであ り、 縦書きの場合にはこれは標準 -90°向きに対する角

度です。 この角度は範囲 -180°< alpha ≦ +180°内にな り ます。 標準的な横書きテキス ト でも、

縦書きの標準的テキス ト でも、 この角度は 0°にな り ます。

beta （double） テキス ト 斜形化角度を度単位で （反時計回り）、 alpha の垂線に対し て測ったもの。 この

角度は、 正立テキス ト については 0°にな り、 斜体になった （斜形化された） テキス ト については

負にな り ます。 この角度は範囲 -180°< beta ≦ +180°にな り ますが、 ただ し± 90°以外の値を と

り ます。 abs(beta) > 90°なら、 そのテキス ト はベースラ イ ンで反転されています。

fontid （整数） fonts[ ] 擬似オブジ ェ ク ト 内における フ ォ ン ト の番号 （pCOS パス リ フ ァ レンス参照）。

fontid が負になる こ とはあ り ません。

fontsize （double） 文字のサイズ （つねに正）。 この値と、 グ リ フの実際の高さ との比は固定ではな く 、 フ ォ

ン ト デザイ ンによ って変動する可能性があ り ます。 多 く のフ ォ ン ト では、 文字サイズは、 すべて

のアセンダ （ア クセン ト 付きキャ ラ ク タ も含め） とデ ィ センダを包含するよ う に選ばれています。

表 10.15 TET_char_info 構造のメ ンバ （C ・ C++ ・ Ruby） と、 同等のパブ リ ッ ク フ ィ ールド （Java ・ PHP ・ Objective-

C） ・ キー （Perl） ・ プロパテ ィ （COM ・ .NET）、 およびその型と意味の一覧。 詳し く は 82 ページの 「グ リ フ メ ト

リ ッ ク」 を参照。

プロパテ ィ /

フ ィ ールド名 説明
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textrendering （整数） テキス ト 表現モー ド ：

0 テキス ト を塗る

1 テキス ト （輪郭） を描線

2 テキス ト を塗って描線

3 不可視テキス ト （しばしば OCR の結果に対し て用いられる）

4 テキス ト を塗って、 それを ク リ ッ ピングパスに追加

5 テキス ト を描線し、 それを ク リ ッ ピングパスに追加

6 テキス ト を塗って描線し、 それを ク リ ッ ピングパスに追加

7 テキス ト を ク リ ッ ピングパスに追加

1. REALbasic バイ ンデ ィ ングではこのフ ィ ール ドは attrs と い う 名前です。

表 10.15 TET_char_info 構造のメ ンバ （C ・ C++ ・ Ruby） と、 同等のパブ リ ッ ク フ ィ ールド （Java ・ PHP ・ Objective-

C） ・ キー （Perl） ・ プロパテ ィ （COM ・ .NET）、 およびその型と意味の一覧。 詳し く は 82 ページの 「グ リ フ メ ト

リ ッ ク」 を参照。

プロパテ ィ /

フ ィ ールド名 説明
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10.9 画像抽出関数

C++ const TET_image_info *get_image_info(int page)
C#  Java int get_image_info(int page)

Perl  PHP object image_info get_image_info(long page)
VB  RB Function get_image_info(int page) As Long

C const TET_image_info *TET_get_image_info(TET *tet, int page)

ページ上の、 次の画像に関する情報を取得し ます （ただ し ピ クセルデータ本体は取得し ま

せん）。

page TET_open_page( ) で得られた有効なページハン ド ル。

戻り値 画像がそれ以上得られない と きは、 バイ ンデ ィ ング依存の値が返されます。 そ う でない と

きは、 画像の詳細がバイ ンデ ィ ング依存の形で利用で き ます。 詳し く は、 後述のバイ ン

デ ィ ングの項を参照し て く ださい。

詳細 この関数は、 与え られたページハン ド ルに関連付け られている次の画像へ進み （画像がも

う ない と きは 0 か NULL を返し ます）、 この画像についての詳しい情報を提供し ます。 こ

の関数は、 画像連結機構によ って生成された擬似画像を も返し ます。 しかし、 擬似画像を

生成する ために用いられた消費済画像は返されません。

構造またはプロパテ ィ / フ ィ ール ド内の画像詳細は、 同じページハン ド ルで次に TET_
get_image_info( ) か TET_close_page( ) を呼び出す （先に行なったほ う ） まで有効です。 画

像情報プロパテ ィ / フ ィ ール ド のセ ッ ト は、TET オブジェ ク ト ご と にただ 1 個しかあ り ま

せんので、 同じページについてであれ、 別のページについてであれ、 別の文書についてで

あれ、再び TET_get_image_info( ) を呼び出す前にク ラ イ アン ト 側ですべての画像情報を取

得し てお く 必要があ り ます。

バインディング C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ング ： ページ上で画像がそれ以上得られない と きは、 NULL ポイ

ン タが返されます。 そ う でない と きは、 画像に関する情報を内容と し て持つ TET_image_
info 構造へのポイ ン タが返されます。 このデータ構造の メ ンバについては表 10.16 で説明

し ます。

COM ・ Java ・ .NET ・ Objective-C 言語バイ ンデ ィ ング ： ページ上で画像がそれ以上得られ

ない と きは、 -1 が返されます。 そ う でない と きは 1 が返されます。 個々の画像情報は、 表

10.16 に従った TET プロパテ ィ / フ ィ ール ド から取得する こ と ができ ます。 関数が -1 を

返し たにもかかわらずプロパテ ィ / フ ィ ール ド の値を見た場合には、 いずれも値 -1 を と

り ます。

Perl ・ Python 言語バイ ンデ ィ ング ： ページ上で画像がそれ以上得られない と きは、 0 が返

されます。そ う でない と きは、表 10.16 に挙げる キー群を含むハッ シュが返されます。個々

の画像情報は、 このハッ シュ内のキーによ って取得する こ と ができ ます。

PHP 言語バイ ンデ ィ ング ： ページ上で画像がそれ以上得られない と きは、 空 （ヌル） オブ

ジェ ク ト が返されます。 そ う でない と きは、 型 TET_image_info のオブジェ ク ト が返され

ます。個々の画像情報は、表 10.16 に従ってそのフ ィ ール ド から取得する こ と ができ ます。

画像情報オブジェ ク ト 内の整数フ ィ ール ド は、 PHP 言語バイ ンデ ィ ングでは long と し て

実装されています。
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REALbasic バイ ンデ ィ ング ：ページ上で画像がそれ以上得られない と きは、 nil が返されま

す。 そ う でない と きは、表 10.16 に挙げる メ ンバ群を含む TET_image_info オブジェ ク ト が

返されます。 個々の画像情報は、 このオブジェ ク ト 内の メ ンバによ って取得する こ と がで

き ます。

Ruby バイ ンデ ィ ング ： 画像がそれ以上得られない と きは、 nil （ヌルオブジェ ク ト ） が返

されます。 そ う でない と きは、 TET_image_info オブジェ ク ト が返されます。

C++ int write_image_file(int doc, int imageid, wstring optlist)
C#  Java int write_image_file(int doc, int imageid, String optlist)

Perl  PHP long write_image_file(long doc, long imageid, string optlist)
VB  RB Function write_image_file(doc As Long, imageid As Long, optlist As String) As Long

C int TET_write_image_file(TET *tet, int doc, int imageid, const char *optlist)

画像データ をデ ィ スクへ書き出し ます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

imageid 画像の pCOD ID。 この ID は、 TET_get_image_info( ) を呼び出し て成功し た後に

imageid フ ィ ール ド から、 あ るいは、 images 擬似オブジェ ク ト 内のすべての項目をなめる

（この配列内には length:images 項目があ り ます） こ と によ って取得する こ と ができ ます。

optlist 表 10.17 に従って画像関連オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 右記のオ

プシ ョ ンが使えます ： compression ・ filename ・ keepxmp ・ typeonly。

戻り値 エラー時には -1、 そ う でないな ら 0 よ り 大き な値。 -1 が返された場合には、 TET_get_
errmsg( ) を呼び出し てエラーの詳細を知る こ と を推奨し ます。エラーの場合には何の画像

出力も生成されません。 まれにあ る非対応の形式の画像の場合も、 エラーと し て報告され

ます。 戻 り 値が -1 以外の場合には、 その戻 り 値が示すフ ァ イル形式でその画像を抽出で

き る こ と を示し ます ：

> -1: エラー発生。 何の画像も抽出されません

表 10.16 TET_image_info 構造のメ ンバ （C ・ C++ ・ Ruby） と、 同等のパブ リ ッ ク フ ィ ールド （Java ・ PHP ・

Objective-C） ・ キー （Perl） ・ プロパテ ィ （COM ・ .NET）、 およびその型と意味の一覧。 詳し く は 121 ページの 8.1

「画像抽出の基本」 を参照。

プロパテ ィ /

フ ィ ールド名 説明

x, y （double） 画像の参照点の位置。 参照点は画像の左下隅です。

width,
height

（double） ページ上の画像の幅と高さ をポイ ン ト 単位で、 画像の辺に沿って測ったもの。

alpha （double） ピ クセル行の向き。 この角度は範囲 -180°< alpha ≦ +180°内にな り ます。 正立画像に

ついては alpha は 0°にな り ます。

beta （double） ピ クセル列の向き を、 alpha の垂線に対し て測ったもの。 この角度は範囲 -180°< beta

≦ +180°にな り ますが、 ただ し± 90°以外の値を と り ます。 正立画像については beta は

-90°< beta < +90°にな り ます。 abs(beta) > 90°なら、 その画像はベースラ イ ンで反転されてい

ます。

imageid （整数） pCOS 擬似オブジ ェ ク ト images[ ] 内における画像の番号。 この擬似オブジ ェ ク ト 内の項

目群を通じ て、 詳細な画像プロパテ ィ を取得する こ とができます （pCOS パス リ フ ァ レンス参照）。
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> 10 ： 画像は TIFF （.tif） と し て抽出された

> 20 ： 画像は JPEG （.jpg） と し て抽出された

> 30 ： 画像は JPEG 2000 （.jpx） と し て抽出された

詳細 この関数は、 指定し た pCOS ID を持つ画像に対する ピ ク セルデータ を、 い く つかの画像

形式の 1 つへ変換し、 その結果をデ ィ ス ク フ ァ イルへ書き出し ます。 typeonly オプシ ョ ン

を与えた場合は、 画像の種別だけが返され、 画像フ ァ イルは生成されません。

バインディング C ・ C++ ： 戻 り 値のためのマ ク ロが tetlib.h 内で得られます。

C++ const char *get_image_data(int doc, size_t *length, int imageid, wstring optlist)

C#  Java final byte[ ] get_image_data(int doc, int imageid, String optlist)

Perl  PHP string get_image_data(long doc, long imageid, string optlist)

VB  RB Function get_image_data(doc As Long, imageid As Long, optlist As String)

C const char * TET_get_image_data(TET *tet, int doc, size_t *length, int imageid, const char *optlist)

画像データ を メ モ リから抽出し ます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

length （C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 返されるデータの長さがバイ ト 単位で格納さ

れる メ モ リ 位置への C ス タ イルポイ ン タ。

imageid 画像の pCOS ID。 こ の ID は、 TET_get_image_info( ) を呼び出し て成功し た後に

imageid フ ィ ール ド から、 あ るいは、 images pCOS 配列内のすべての項目をなめる （この

配列内には length:images 項目があ り ます） こ と によ って取得する こ と ができ ます。

optlist 表 10.17 に従って画像関連オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。 右記のオ

プシ ョ ンが使えます ： compression ・ keepxmp。

表 10.17 TET_write_image_file( ) ・ TET_get_image_data( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

compression （キーワー ド） ピ クセルデータ を圧縮するためのアルゴ リズム （デフ ォル ト ： auto） ：

auto 適切な圧縮アルゴ リズムを自動的に選択し ます。

none （TIFF 画像の場合のみ意味を持ちます） 可能ならば一切圧縮な し でピ クセルデータ を書

き出し ます。

filename1

1. TET_write_image_file( ) のみ

（文字列。 typeonly も与えていないかぎ り必須） デ ィ スク上の画像フ ァ イルの名前。 この

filename に、 画像フ ァ イル形式を示す接尾辞が追加されます。

TETML 内の Image/@id attribute 属性にマ ッ チするため、 下記のフ ァ イル名パターンを推奨し ま

す ：

I<imageid>

こ こで imageid は、 imageid 引数の 10 進表現です。

keepxmp （論理値） true の場合、 かつ、 その画像が PDF 内で関連付けられた XMP メ タデータ を持っている

場合には、 抽出される TIFF ・ JPEG 画像内にそのメ タデータが埋め込まれます。 デフ ォル ト ： true

typeonly1
（論理値） 与えたオプシ ョ ンに従って画像種別が決定されますが、 画像フ ァ イルは書き出されませ

ん。 TET_get_image_data( ) 自体は画像種別を返さ ないので、 これは、 それが返し た画像の種別を決

定するために有用です。 デフ ォル ト ： false
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戻り値 指定し たオプシ ョ ン群に従って画像を表現し たデータ。 エラーの場合には （画像が抽出で

き ない場合も含め）、 C ・ C++ では NULL ポイ ン タが返され、 それ以外の言語バイ ンデ ィ ン

グでは空データが返されます。 エラーが発生し た場合には、 TET_get_errmsg( ) を呼び出し

てエラーの詳細を知る こ と を推奨し ます。

詳細 この関数は、 指定し た pCOS ID を持つ画像に対する ピ ク セルデータ を、 い く つかの画像

形式の 1 つへ変換し、 そのデータ を メ モ リ 内で利用可能にし ます。

バインディング COM ： 多 く のク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムでは、 Variant 型を用いて画像データ を保持し ます。

C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ング ： 返されたデータバッ フ ァは、 次にこの関数を呼び出すまで

使えます。

REALbasic ： 結果は、 エン コーデ ィ ング -1 （バイナ リ データ） を持つ REALbasic 文字列 と

し て提供されます。 テキス ト がそれ以上得られない と きは、 空文字列が返されます。
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10.10 TET マーク ア ッ プ言語 （TETML） 関数

C++ int process_page(int doc, int pagenumber, wstring optlist)
C#  Java int process_page(int doc, int pagenumber, String optlist)

Perl  PHP long process_page(long doc, long pagenumber, string optlist)
VB  RB Function process_page(doc As Long, pagenumber As Long, optlist As String) As Int

C int TET_process_page(TET *tet, int doc, int pagenumber, const char *optlist)

ページを処理し て TETML 出力を生成し ます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

pagenumber 処理し たいページの物理的番号。 初のページをページ番号 1 と し ます。

総ページ数は、 TET_pcos_get_number( ) と pCOS パ ス length:pages で取得で き ま す。

trailer=true の場合、 この pagenumber 引数は 0 にする こ と もでき ます。

optlist 以下のグループ内のオプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト ：

> 表 10.10 に従った一般的なページ関連オプシ ョ ン（これらは pagenumber=0 の場合には

無視されます）： clippingarea ・ contentanalysis ・ excludebox ・ fontsizerange ・ granularity ・

ignoreinvisibletext ・ imageanalysis ・ includebox ・ layoutanalysis ・ skipengines
> 表 10.18 に従った処理詳細を指定するオプシ ョ ン ： tetml

表 10.18 TET_process_page( ) の追加オプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

tetml （オプシ ョ ン リ ス ト ） TETML の詳細を制御し ます。 以下のオプシ ョ ンが使えます ：

elements （オプシ ョ ン リ ス ト ） オプシ ョ ナルな TETML 要素を指定し ます ：

line （granularity=word の場合のみ） true の場合、 TETML 出力は、 Para レベルと

Word レベルの間に Line 要素を含みます。 デフ ォル ト ： false
glyphdetails

（オプシ ョ ン リ ス ト 。 granularity=glyph ・ word の場合のみ） 各 Glyph 要素に対し て、

どのグ リ フ属性が報告されるかを指定し ます （すべてのサブオプシ ョ ンのデフ ォル ト ：

false） ：

all （論理値） すべての属性サブオプシ ョ ンを有効にし ます

dehyphenation
（論理値） 属性 dehyphenation を出力する こ とによ って、 ハイ フ ン区切り さ

れた単語を示し ます。
dropcap （論理値） 属性 dropcap を出力する こ とによ って、 単語の先頭の大きなキャ

ラ ク タ を示し ます。
geometry （論理値） 属性 x ・ y ・ width ・ alpha ・ beta を出力し ます。

font （論理値） 属性 font ・ fontsize ・ textrendering ・ unknown を出力し ます。

sub （論理値） 属性 sub を出力する こ とによ って、 下付きを示し ます。

sup （論理値） 属性 sup を出力する こ とによ って、 上付きを示し ます。

trailer （論理値） true の場合には、 文書 ト レーラデータが、 すなわち 終ページの後のデータ

が出力されます （これ以前に出力されたページ固有データにこれを連結する必要があ り

ます）。 このオプシ ョ ンは、 ト レーラデータ を出力するために、 この関数を 後に呼び

出す際に必要です。 pagenumber=0 の場合には、 ト レーラデータのみが （ページ固有

データ な し で） 出力されます。 trailer=true を与えた後は、 その同じ文書に対し ては

も う TET_process_page( ) を呼び出し てはいけません。 デフ ォル ト ： false
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戻り値 エラー時には -1、そ う でないな ら 1。ただし TETML モード では、問題は TETML の Exception
要素内で報告されますので、 この関数はつねに成功し ます。

詳細 この関数はページを開き、 TET_open_document*( ) に与えた形式関連オプシ ョ ン群に従っ

て出力を生成し て、 ページを閉じ ます。 生成されたデータは、 TET_get_xml_data( ) で取得

する こ と ができ ます。

こ の関数は、 対応する TET_open_document*( ) への呼び出しでオプシ ョ ン tetml を与え

た場合にのみ呼び出す必要があ り ます。 ヘッ ダデータは、 すなわち、 先頭ページの前の文

書固有データは、 TET_open_document*( ) によ って、 先頭ページデータの前に生成されま

す。 これは、 TET_process_page( ) を初めて呼び出す前に TET_get_xml_data( ) を呼び出すこ

と によ って別個に取得する こ と も でき ますし、ページ関連データ と組み合わせて取得する

こ と も でき ます。

ト レーラデータ、 すなわち、 終ページの後の文書固有データは、 文書に対し て こ の

関数を 後に呼び出す際に trailer サブオプシ ョ ンで要求する必要があ り ます。 ト レーラ

デー タ は、 終ページの後に別個の呼び出 し を行な っ て生成す る こ と も で き ま す し

（pagenumber=0）、 終ページ と一緒に生成する こ と もでき ます （pagenumber は 0 以外）。

ページ群は任意の順序で抽出する こ と ができ、 また、 文書のページ群の任意の部分集合を

抽出する こ と ができ ます。

ト レーラ を取得せずに TET_close_document( ) を呼び出すと エラーにな り ます。 ト レー

ラ を取得し た後に TET_process_page( ) を呼び出し て もエラーにな り ます。

C++ const char *get_xml_data(int doc, size_t *length, wstring optlist)

C#  Java final byte[ ] get_xml_data(int doc, String optlist)

Perl  PHP string get_xml_data(long doc, string optlist)

VB  RB Function get_xml_data(doc As Long, optlist As String)

C const char * TET_get_xml_data(TET *tet, int doc, size_t *length, const char *optlist)

TETML データ を メ モ リから取得し ます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

length （C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 返される文字列の長さ をバイ ト 単位で保持す

る変数へのポイ ン タ。 length は終端ヌルバイ ト を勘定し ません。

optlist （現在、 使え るオプシ ョ ンはあ り ません。）

戻り値 指定し たオプシ ョ ン群に従った、 次のデータ断片を内容と し て持つバイ ト 配列。 バッ フ ァ

が空の場合には、 空文字列が返されます （C では NULL ポイ ン タかつ *len=0）。

詳細 この関数は、 TET_open_document*( ) と、 1 回ないし複数回の TET_process_page( ) への呼び

出しによ って生成された TETML データ を取得し ます。 TETML データは、 outputformat
オプシ ョ ンにかかわらず、 つねに UTF-8 で符号化されています。 内部バッ フ ァはこの呼

び出 し に よ っ て ク リ ア さ れ ます。 TET_process_page( ) を呼び出すたびに TET_get_xml_
data( ) を呼び出す必要はあ り ません。 ク ラ イ アン ト 側では、 1 個ないし複数のページに対

する、 ないし文書全体に対するデータ をバッ フ ァ内に蓄積し てお く こ と が可能です。

TETML モード では、 TET_close_document( ) の前にこの関数を少な く と も 1 回呼び出す

必要があ り ます。 でない とデータは利用でき な く なって し まいます。 TET_get_xml_data( )
をち ょ う ど 1 回だけ呼び出す場合には （そのよ う なただ 1 回呼び出しは、 TET_process_
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page( ) への 後の呼び出し と TET_close_document( ) と の間に行 う 必要があ り ます）、 バッ

フ ァ は文書全体に対する整形式 TETML 文書を内容 と し て持っている こ と が保証されま

す。 この関数は、 TET_open_document*( ) の tetml オプシ ョ ンに filename サブオプシ ョ ン

を与えた場合には呼び出し てはいけません。

バインディング C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 ヌル終端 UTF-8 と し て提供されます。 i5/iSeries ・

zSeries では、EBCDIC 符号化された UTF-8 が返されます。返されたデータバッ フ ァは、次

に TET_get_xml_data( ) を呼び出す時まで使えます。

Java ・ .NET バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 UTF-8 データ を内容 と し て持つバイ ト 配列 と し て

提供されます。

COM：多 く の ク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、Variant 型を用いて UTF-8 データ を保持し ます。

REALbasic ： 結果は、 エン コーデ ィ ング UTF-8 の REALBasic String と し て返されます。

PHP 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 UTF-8 文字列と し て提供されます。

Python ： 結果は、 8 ビ ッ ト 文字列と し て返されます （Python 3 ： bytes）。

RPG 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 ヌル終端 EBCDIC UTF-8 と し て返されます。
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10.11 pCOS 関数
PDF からオブジェ ク ト データ を取得するための完全な pCOS 文法が使えます。詳しい説明

は、 別の文書 と し てあ る pCOS パス リ フ ァ レン ス を参照し て く ださい。

C++ double pcos_get_number(int doc, wstring path)
C#  Java double pcos_get_number(int doc, String path)

Perl  PHP float pcos_get_number(int doc, string path)
VB  RB Function pcos_get_number(doc as Long, path As String) As Double

C double TET_pcos_get_number(TET *tet, int doc, const char *path, ...)

数値型か論理型の pCOS パスの値を得ます。

Get the value of a pCOS path with type number or boolean.

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

path 数値または論理値オブジェ ク ト への完全 pCOS パス。

追加引数 （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 任意の数の追加引数を、 key 引数がそれに対応

するプレースホルダを含んでいる場合には （文字列には %s、 整数には %d。 %% とする と

パーセン ト 記号 1 個）、 与え る こ と ができ ます。 これらの引数を利用すれば、 可変の数値

や文字列値を含む複雑なパス を明示的に組み立てる手間が省けます。プレースホルダの数

と型が、 与え る追加引数 と一致する よ う にするのは、 ク ラ イ アン ト 側の役割です。

戻り値 pCOS パスによ って特定されたオブジェ ク ト の数値。 論理値の場合は、 それが true な らば

1 が返され、 そ う でないな ら 0 が返されます。

C++ wstring pcos_get_string(int doc, wstring path)
C#  Java String pcos_get_string(int doc, String path)

Perl  PHP string pcos_get_string(int doc, string path)
VB  RB Function pcos_get_string(doc as Long, path As String) As String

C const char *TET_pcos_get_string(TET *tet, int doc, const char *path, ...)

名前型 ・ 文字列型 ・ 論理型のいずれかの pCOS パスの値を得ます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

path 文字列 ・ 名前 ・ 論理値のいずれかのオブジェ ク ト への完全 pCOS パス。

追加引数 （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 任意の数の追加引数を、 key 引数がそれに対応

するプレースホルダを含んでいる場合には （文字列には %s、 整数には %d。 %% とする と

パーセン ト 記号 1 個）、 与え る こ と ができ ます。 これらの引数を利用すれば、 可変の数値

や文字列値を含む複雑なパス を明示的に組み立てる手間が省けます。プレースホルダの数

と型が、 与え る追加引数 と一致する よ う にするのは、 ク ラ イ アン ト 側の役割です。

戻り値 pCOS パスによ って特定されたオブジェ ク ト の値を持つ文字列。 論理値の場合は、 文字列

true か false が返されます。

詳細 この関数は、 pCOS がフルモード で動作し ておらず、 かつオブジェ ク ト が文字列型の場合

には、 例外を発生させます （pCOS パス リ フ ァ レ ン ス参照）。 例外 と し て、 オブジェ ク ト /



200 10 章 :  TET ラ イブ ラ リ API リ フ ァ レンス

Info/* （文書情報キー群） は制限 pCOS モード でも nocopy=false か plainmetadata=true な

らば取得する こ と ができ、 また、 bookmarks[...]/Title と pages[...]/Annots/Contents は制限

pCOS モード でも nocopy=false な らば取得でき ます。

この関数は、PDF 文書から取得する文字列がテキス ト 文字列であ る と前提し ています。

バイナ リ データ を内容 と し て持つ文字列オブジェ ク ト は、 これに換えて、 データにいかな

る変更を も加えない TET_pcos_get_stream( ) で取得するべきです。

バインディング C 言語バイ ンデ ィ ング：文字列は、BOM な しの UTF-8 形式（zSeries・i5/iSeries では EBCDIC-

UTF-8） で返されます。 返される文字列は、 大 10 項目を持つ リ ングバッ フ ァ内に格納

されます。 10 個を超え る文字列が取得された と きには、 バッ フ ァは再利用されますので、

10 個を超え る文字列を同時に利用し たい場合には、 ク ラ イ アン ト 側でその文字列を複製

し てお く 必要があ り ます。 た と えば、 printf( ) 文の引数ではこの関数を 大 10 回まで呼び

出すこ と ができ ます。 同時に 10 個を超え る文字列が使用されないな らば、 その戻 り 文字

列は互いに独立であ る こ と が保証されているからです。

C++ 言語バイ ンデ ィ ング ： 文字列は、C++ ラ ッパのデフ ォル ト の wstring 設定では wstring
と し て返されます。zSeries・i5/iSeries の string 互換モード では、結果は BOM な し EBCDIC-

UTF-8 で返されます。

Java ・ .NET バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 Unicode 文字列 と し て提供されます。 テキス ト がそ

れ以上得られない と きは、 ヌルオブジェ ク ト が返されます。

Perl ・ PHP ・ Python 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 UTF-8 文字列 と し て提供されます。 テ

キス ト がそれ以上得られない と きは、 ヌルオブジェ ク ト が返されます。

RPG 言語バイ ンデ ィ ング ： 結果は、 EBCDIC-UTF-8 文字列と し て提供されます。

C++ const unsigned char *pcos_get_stream(int doc, int *length, string optlist, wstring path)
C#  Java final byte[ ] pcos_get_stream(int doc, String optlist, String path)

Perl  PHP string pcos_get_stream(int doc, string optlist, string path)
VB  RB Function pcos_get_stream(doc as Long, optlist As String, path As String)

C const unsigned char *TET_pcos_get_stream(TET *tet, int doc, int *length, const char *optlist,
const char *path, ...)

stream 型 ・ fstream 型 ・ 文字列型のいずれかの pCOS パスの値を得ます。

doc TET_open_document*( ) で得られた有効な文書ハン ド ル。

length （C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 返される ス ト リ ームデータの長さ をバイ ト 単

位で受け取る変数へのポイ ン タ。

optlist 表 10.19 に従ってス ト リ ーム取得オプシ ョ ン群を指定し たオプシ ョ ン リ ス ト 。

path ス ト リ ーム または文字列オブジェ ク ト への完全 pCOS パス。

追加引数 （C 言語バイ ンデ ィ ングのみ） 任意の数の追加引数を、 key 引数がそれに対応

するプレースホルダを含んでいる場合には （文字列には %s、 整数には %d。 %% とする と

パーセン ト 記号 1 個）、 与え る こ と ができ ます。 これらの引数を利用すれば、 可変の数値

や文字列値を含む複雑なパス を明示的に組み立てる手間が省けます。プレースホルダの数

と型が、 与え る追加引数 と一致する よ う にするのは、 ク ラ イ アン ト 側の役割です。
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戻り値 ス ト リ ームまたは文字列の中に含まれた非暗号化データ。ス ト リ ーム または文字列が空の

場合、 あ るいは、 暗号化されていない文書の中の暗号化された添付の内容がク エ リ されて

その添付パス ワー ド が与え られていない場合には、 返されるデータは空にな り ます （C ・

C++ では NULL）。

オブジェ ク ト が stream 型の場合には、 keepfilter=true でないかぎ り 、 すべてのフ ィ ル

タがス ト リ ーム内容から除去されます （すなわち、生データ本体が返されます）。オブジェ

ク ト が fstream 型か文字列型の場合には、PDF フ ァ イル内で見つかった とお り のデータが

そのま ま届け られますが、ただし例外と し て ASCII85・ASCIIHex フ ィ ルタは除去されます。

データの解凍と ASCII フ ィ ルタの除去に加えて、 convert オプシ ョ ンに従ってテキス ト

変換が適用される場合も あ り ます。

詳細 この関数は、 pCOS がフルモード で動作し ていない と きには例外を発生させます （pCOS

パス リ フ ァ レ ン ス参照）。 例外と し て、 オブジェ ク ト /Root/Metadata は制限 pCOS モード

でも nocopy=false か plainmetadata=true な らば取得する こ と ができ ます。 パスが stream
型 ・ fstream 型 ・ 文字列型のいずれかのオブジェ ク ト を指し示し ていない場合にも、 例外

が発生し ます。

こ の関数は、 その名前に も かかわらず、 文字列型のオブジェ ク ト を取得する ために使

う こ と も でき ます。 オブジェ ク ト をテキ ス ト 文字列 と し て扱 う TET_pcos_get_string( ) と

違って、 この関数は、 返されたデータに対し ていかなる変更を も加えません。 バイナ リ 文

字列データは PDF 内でめったに用いられませんので、 自動的にはき ちん と検出でき ませ

ん。 文字列オブジェ ク ト をバイナ リ データ と し て取得するか、 それ と も テキス ト と し て取

得するのかを決めるのは、 し たがってユーザ側の役割です。

バインディング COM ： 多 く のク ラ イ アン ト プロ グ ラ ムは、 Variant 型を用いてス ト リ ーム内容を保持し ま

す。 COM によ る JavaScript は、 返されたバ リ アン ト 配列の長さ を取得する こ と を許し ま

せん （しかし これは他の言語 と COM では動作し ます）。

C ・ C++ 言語バイ ンデ ィ ング ： 返されたデータバッ フ ァは、 次にこの関数を呼び出すまで

使えます。

Python ： 結果は、 8 ビ ッ ト 文字列と し て返されます （Python 3 ： bytes）。

注記 この関数を利用する と、PDF に埋め込まれている フ ォ ン ト データ を取得する こ とができま

す。 ユーザは、 フ ォ ン ト は各フ ォ ン ト ベンダの使用許諾の対象であ り、 それぞれの知的所

有権保有者の明示的許諾な し では再利用し てはなら ないと い う 事実に留意し て く だ さい。

お使いのフ ォ ン ト ベンダに連絡し て、 関連する ラ イセンス契約を協議し て く だ さい。

表 10.19 TET_pcos_get_stream( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明

convert （キーワー ド。 非対応フ ィ ルタ で圧縮されているス ト リームに対し ては無視されます） 文字列また

はス ト リーム内容が変換されるかど うかを制御し ます （デフ ォル ト ： none） ：

none 内容をバイナ リデータ と し て扱い、 何の変換も行いません。

unicode 内容をテキス ト データ と し て （すなわち、 TET_pcos_get_string( ) におけるのと全 く 同じ

に） 扱い、 Unicode へ正規化し ます。 非 Unicode 対応言語バイ ンデ ィ ングでは、 これは、

データは BOM な し UTF-8 形式へ変換される こ と を意味し ます。

このオプシ ョ ンは、 めったに用いられない PDF 内のデータ型 「テキス ト ス ト リーム」

（た と えばこれは JavaScript のために用いられる場合があ り ますが、 JavaScript のほと

んどはス ト リームオブジ ェ ク ト でな く 文字列オブジ ェ ク ト 内に入っています） のために

必要です。
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keepfilter （論理値。 画像データ ス ト リームに対し てのみ推奨されます。 非対応フ ィ ルタ で圧縮されているス

ト リームに対し ては無視されます） true の場合には、 ス ト リームデータは、 その画像の

filterinfo 擬似オブジ ェ ク ト 内で指定されている フ ィ ルタ で圧縮されます （pCOS パス リ フ ァ レ

ンス参照）。 false の場合には、 ス ト リームデータは解凍されます。 デフ ォル ト ： すべての非対応

フ ィ ルタに対し て true、 それ以外には false

表 10.19 TET_pcos_get_stream( ) のオプシ ョ ン一覧

オプシ ョ ン 説明
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A TETラ イブラ リ ク イ ッ ク リ フ ァ レンス
以下の表に、 すべての TET API 関数の概観を示し ます。 頭に (C) が付いている ものは、 関

数のCプロ ト タ イプであ り 、Java言語バイ ンデ ィ ングでは利用でき ないこ と を意味し ます。

セ ッ ト ア ッ プ関数

PVF 関数

Unicode 変換関数

例外処理関数

文書関数

ページ関数

関数プロ ト タ イプ ページ

(C) TET *TET_new(void) 161
void delete( ) 161

関数プロ ト タ イプ ページ

void create_pvf(String filename, byte[] data, String optlist) 162
int delete_pvf(String filename) 163
int info_pvf(String filename, String keyword) 163

関数プロ ト タ イプ ページ

String convert_to_unicode(String inputformat, byte[ ] input, String optlist) 165

関数プロ ト タ イプ ページ

String get_apiname( ) 167
String get_errmsg( ) 167
int get_errnum( ) 167

関数プロ ト タ イプ ページ

int open_document(String filename, String optlist) 171
(C) int TET_open_document_callback(TET *tet, void *opaque, size_t filesize, size_t (*readproc)(void 
*opaque, void *buffer, size_t size), int (*seekproc)(void *opaque, long offset), const char *optlist) 176
void close_document(int doc) 177

関数プロ ト タ イプ ページ

int open_page(int doc, int pagenumber, String optlist) 178
void close_page(int page) 186
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テキス ト ・ メ ト リ ッ ク抽出関数

画像抽出関数

TET マーク ア ッ プ言語 （TETML） 関数

オプシ ョ ン処理

pCOS 関数

関数プロ ト タ イ プ ページ

String get_text(int page) 187
int get_char_info(int page) 188

関数プロ ト タ イ プ ページ

int get_image_info(int page) 192
int write_image_file(int doc, int imageid, String optlist) 193
final byte[ ] get_image_data(int doc, int imageid, String optlist) 194

関数プロ ト タ イ プ ページ

int process_page(int doc, int pagenumber, String optlist) 196
final byte[ ] get_xml_data(int doc, String optlist) 197

関数プロ ト タ イ プ ページ

void set_option(String optlist) 158

関数プロ ト タ イ プ ページ

double pcos_get_number(int doc, String path) 199
String pcos_get_string(int doc, String path) 199
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B 更新履歴

本マニュアルの更新履歴

日付 変更点

2012 年 4 月 04 日 > TET 4.1p1 に合わせて更新

2012 年 2 月 20 日 > TET 4.1 に合わせて更新

2010 年 9 月 22 日 > TET 4.0p2 に合わせて更新

2010 年 7 月 27 日 > TET 4.0 に合わせて更新

2009 年 2 月 01 日 > TET 3.0 に合わせて更新

2008 年 1 月 16 日 > TET 2.3 に合わせてマニュアル更新

2007 年 1 月 23 日 > TET 2.0 に合わせた小幅追補

2005 年 12 月 14 日 > TET 2.1.0 に合わせて追加 ・ 修正。 PHP ・ RPG 言語バイ ンデ ィ ングに関する記

述を追加

2005 年 6 月 20 日 > TET 2.0.0 に合わせてマニュアルを拡張 ・ 再構成

2003 年 10 月 14 日 > TET 1.1 に合わせてマニュアル更新

2002 年 11 月 23 日 > TET 1.0.2 に合わせて TET_open_doc_callback( ) の説明とページサイズ決定の

コー ドサンプルを追加

2002 年 4 月 4 日 > TET 1 に合わせて第 1 版
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